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はじめに

大正大学綜合佛教研究所は1990年以来中国民族図書館との間に仏教文献学術交流

事業を展開してきた.日中共同事業の成果として,西蔵自治区政府文物管理委員会の

承認を得て,1994年に”瑜伽師地論声聞地梵文影印本’を公刊し,1997年に第二番目

の成果として”不空羂索神変真言経梵文影印本’を公刊した.これら両書の出版はそ

れぞれの研究に寄与するところ大なるものがあると確信している.

今回、第三番目の成果として”大衆部説出世部律・比丘威儀法{the Abhisamå-

cårika-Dharma of the Mahåsåµghika-Lokottaravådin}梵文写本影印版’が出版され

ることとなった.研究会一同,関係各位の多大な御尽力の賜と深く感謝し,大いに慶

びとするものである.

本書は”比丘威儀法梵文写本影印版’を研究する際の手引書として作られたもの

である.本書は序説,対照表,写本に関する覚書,英文要約,第１章より第４章の転写

テクスト,文字表を収める.

この度の原写本より直接作成された影印本はラーフラ撮影の写真版よりも格段に

鮮明であり,従前の校訂と比べて一層正確な読みが可能となった.かくして日中共同

のこの出版は威儀法の研究に益することは勿論のこと,仏教梵語の研究には今後不可

欠な基礎資料となるものである。

最後に本写本の研究に当り,貴重な御助言を戴いた松濤誠達教授に厚く御礼を申

し上げる次第である.

　 平成１０年３月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比丘威儀法研究会　研究員一同
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略 号   Abbreviations

Amarakoßa Nåmali∆gånußåsana alias Amarakoßa of Amarasiµha with the

Commentary Vyåkhyåsudhå or Råmåßram¥ of Bhånuji D¥k≈ita, edited

with notes by P. S. Dådhimatha, revised by V. L. Pa∫aß¥kar,

Bombay, 1915, repr. Delhi 1987.

AN A∆guttara-Nikåya (PTS. ed.)

Apte V. S. Apte : The Practical Sanskrit-English Dictionary ,  Revised &

Enlarged Edition, Poona, 1957-59, repr. vol. in one, Kyoto, 1986.

AsDh Abhisamåcårika-Dharma of the Mahåsåµghika-Lokottaravådin.

BhiV Gustav Roth : Bhik≈u∫¥-Vinaya including Bhik≈u∫¥-Prak¥r∫aka and a

Summary of the Bhik≈u-Prak¥r∫aka of the Årya-Mahåsåµghika-

Lokottaravådin , (Tibetan Sanskrit Works Series vol.XII), Patna,

1970.

BHSD Franklin Edgerton : Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary , New

Haven, 1953.

BHSG Franklin Edgerton : Buddhist Hybrid Sanskrit Grammar , New

Haven, 1953.

Ch. Taishºo-Shinsh∑-Daizºokyºo (The Tripi†aka in Chinese), ed. by J. Takakusu

and K. Watanabe, Tokyo, 1926 (repr.1963), Vol.22.

CPD A Critical Påli Dictionary, begun by V. Trenkner. Ed. D. Anderson

et al, Copenhagen, 1924 sq.

Hindi-Eng. R. S. McGEGOR (ed.) : The Oxford Hindi-English Dictionary, Oxford,

1993.

IIJ Indo-Iranian Journal

J. B. Jinånanda (ed.) : Abhisamåcårikå [Bhik≈uprak¥r∫aka], (Tibetan

Sanskrit Works Series vol.IX.), Patna, 1969

JIBS Journal of Indian and Buddhist Studies (Indogaku Bukkyºogaku Kenky∑),

ed. by Japanese Association of Indian and Buddhist Studies.

MN Majjhima-Nikåya (PTS. ed.)

Ms. Manuscript of the Abhisamåcårika-Dharma

MV 『摩訶僧÷律』(Chinese Mahåsåµghika-Vinaya), in Taishºo-Shinsh∑-

Daizºokyºo, Vol.22, pp. 227-549.



v

Mv £E. Senart (ed.) : Le Mahåvastu, text sanscrit, publié pour la première

fois , Tome 1-3, Paris, 1882, 1890, 1897, repr. Tokyo 1977, Meicho-

Fuky∑kai.

Mvy R. Sakaki (ed.) : Mahåvyutpatti (Chin.-Skt.-Tib.—Lexicon), 2vols,

Kyoto, 1926.

Nolot £E. Nolot : Règles de discipline des nonnes bouddhistes, Le Bhik≈u∫¥vinaya

de L’école Mahåsåµghika-Lokottaravådin (Collège de France,

Publications de l’institut de Civilisation Indienne, Fasc.60), Paris,

1991.

Prasad M. Prasad : A Comparative Study of Abhisamåcårikå, (Tibetan Sanskrit

Works Series vol.XXVI), Patna, 1984.

Pråtim. N. Tatia (ed.) : Lokottara-Mahåsåµghikånåµ Pråtimok≈as∑traµ

(Tibetan Sanskrit Works Series XVI), Patna, 1975.

R. Gustav Roth : Von Mågadh¥ haµgho Zu Bengali håµ go, in Beiträge

zur Indienforschung. E. Waldschmidt zum 80. Geburtstag gewidmet,

Berlin, 1977, pp. 424-430 (repr. in Selected Papers pp.183-193).

Roth, Selected Papers　　Gustav Roth : Indian Studies ( Selected Papers ) ,

[ed. by H.Bechert, P.Kieffer Pülz], Delhi, 1986.

SN Saµyutta-Nikåya (PTS. ed.)

Íik≈åsamuccaya     Cecil Bendall (ed.) : Çikshåsamuccaya, A Compendium of

Buddhistic Teaching Compiled by Çåntideva Chiefly From Earlier

Mahåyåna-s∑tras , Bibliotheca Buddhica I, St-Petersburg, 1897-1902,

repr. Tokyo 1977, Meicho-Fuky∑kai.

『印佛研』 『印度學佛教學研究』，日本印度学仏教学会



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

序　説　　
　松 濤    泰 雄

　１．写本の所在

　この写本の存在が世に知られることとなったのは,ラーフラ・サーンクリトヤーヤ

ナ{Råhula　　　Så∆k˚tyåyana}が1934年に行なったサンスクリット写本調査において,本
写本をシャル{¸a-lu}寺で見い出したことによる1)。ラーフラはこれを写真に収め,そ
のネガはパトナのビハール・リサーチ・ソサエティ{Bihar　　Research　　Society}に所蔵
されて現在に至っている.一方,チベットのシャル寺で発見された原写本は,種々の
経緯を経て,一時中国民族図書館で保管された2)。その後,この写本は民族図書館に保
管されていた他の写本とともにチベット自治区のノルブリンカ{Nor bu gli∆ ga}に返

還された.現在,民族図書館にはこれらの写本のマイクロフィルムが保存されている。
この事は1997年7月末の大正大学綜合佛教研究所のチベット文献調査において確認さ

れた.
　

　２．写本の構概

　この写本は全50葉の貝葉写本であり,各葉それぞれに7行ずつ書かれている。各葉

のサイズはおよそ6×57.5cmで,文字の書かれている部分のサイズは3.5×53cmである。

写本の保存状態は概して良好であり,フォリオの欠落や破損は存在しない。部分的な
文字の書き落としは存在するにせよ,内容的にみてさほど大きな欠落部分はなく、布
薩を始めとする僧団生活上の威儀作法を主題とする完本である.
　個々の文字も丁寧かつ鮮明に筆写されており,46bから47aにかけての文字がかなり

かすれていることを除けば,判読は比較的容易であると言えよう.また,いくつかの
フォリオにおいては隣接するフォリオの文字が写り込んでいる場合もある.それは隣
接するフォリオの墨が何らかの影響で転写されたことによると考えられる3).

1)　ラーフラのリストには次のようにある．“Vol. III 3. Ms. No.12. bhik≈uprak¥r∫akavinaya‘
(R. Så∆k˚tyåyana, Sanskrit Palm-leaf Mss. in Tibet,  in Journal of the Bihar and Orissa
Research Society, 21-1, 1935, p.28).

2)　中国民族図書館蔵梵文貝葉経目録{1985年4月}No.5 Lokottaravådinå≤ bhik≈uprak¥r∫akavinaya
(説出世部比丘襍誦律)．

3)　実際に隣接した写本を照らし合わせれば,その事実が確認される．例：1b7M←2a1M ; 5b7R ←
6a1R ; 18b7M-R ←19a1M-R; 31b7 ←32a1R.
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　また,欄外や行間への書き込み及び写本筆記者以外の筆跡は殆ど見られない.
　ところで,ラーフラはこの写本と同時に説出世部の『比丘尼律』{Bhik≈u∫¥-

Vinaya}写本を発見したが,その写本は後に一時民族図書館に収められた4)。我々は民

族図書館での調査の時に,『比丘威儀法』と『比丘尼律』の両原写本を手に取って見
比べたが,写本の素材の貝葉は同種のものであり,写本のサイズ,その書体,行数など
が一致し,同一筆記者の手になるものであると思われる。

　３．写本の題名について

　(1)　写本の表紙の中央には,チベット語のウメ書体で“’phags pa dge ’dun phal chen

pa’i ’jig rten las ’das par smra ba’i ’dul ba / ‘{= Årya-Mahåsåµghikånåµ

Lokottaravådinå≤ Vinaya˙, 聖なる大衆部中の説出世部の律}とペン字で書かれてい

る5)。さらに表紙の右側にはラーフラのリストを参考にして書かれた“Ⅲ： 3

bhik≈uprak¥r∫akavinaya‘というペン字のメモもある6)。ラーフラはこの”比丘威儀法』
と”比丘尼律’の両写本を一組にして“bhik≈uprak¥r∫akavinaya‘という題名を与えた
が,これは本写本の題名としては不適切である。既に平川博士による指摘がある7)よ

うに,『摩訶僧÷律』において雑誦跋渠法（Bhik≈uprak¥r∫aka）と威儀法は別のもの

なのである。

　(2)　本写本は ‘‘B namo buddhåya // abhisamåcårikå∫åm ådi˙ /” と始まり ,
‘‘åbhisamåcårikå˙ samåptå˙’’というコロホンで終わっている8) .
　(3)　各大段落の末尾は,殆どが次の定型句で締めくくられている。

4)　中国民族図書館蔵梵文貝葉経目録 (1985年4月) No.6 Lokottaravådinå≤ bhik≈u∫¥prak¥r∫aka-
vinaya (説出世部比丘尼襍誦律）．

5)　Cf. G. Roth, BhiV, pp. XX-XXI.

6)　前頁註1) 参照．

7)　平川彰“解説摩訶僧÷律‘{『國訳一切経、印度撰述部、律部11』東京 1974 (repr.1990), 大東出
版社, pp.313-323 所収}p.315-316．尚、Íik≈åsamuccaya (p.154, l.17-p.157, l.8) に引用された
Bhik≈uprak¥r∫aka が Mahåvastu と同様の仏教混淆梵語の性格を有することは,1953年のBHSG に
おいてEdgertonによって指摘されている．1953-54年の講演の際にEdgertonはその写本の存在に言
及しているが,これもラーフラのリストに起因する誤解であり,Bhik≈uprak¥r∫aka全体の梵本は未
発見である．(Cf. BHSG p.5, f.n.14 ; Buddhist Hybrid Sanskrit, Language and Literature,
Banaras Hindu Univ., 1954, p.54)．因みに雑誦跋渠法は,Ch.412b~499aであり,威儀法の直前に
位置する．

8)　この後に続く文章については、４．３ (p.6) を参照のこと．

　“ na pratipadyati, ∏åbhisamåcårikån dharmmån atikr∏åmati.”
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　　「［是の如く］振舞わないならば,威儀法に背くこととなる」9) 

　ここで問題となるのは ∏åbhisamåcårikån という語形であるが,第３章まではほぼ
abhi‚ と書かれており,第４章以降はほぼ åbhi‚ と書かれている。

　(4)　BhiV. §293{p.325)に‘‘Abhisamåcårikå Dharmmå˙’’という言及がある.

　以上の事実から,本写本の題名の候補としては,Abhisamåcårika-Dharmaもしくは

Åbhisamåcårika-Dharmaにしぼられよう。∏åbhisamåcårika-という語形は梵語文献に

はその用例を見いだせないので,パーリ語文献を調べてみると,三蔵{ˇipi†aka}では、
“abhisamåcårikaµ　dhammaµ”という用例が１２例10) ,“abhisamåcårikam　pi

dhammaµ” という用例が１例11) ,“abhisamåcårikaµ sikkhaµ” という用例が２例12) 見

い出された。これに対し,åbhisamåcårika-という語形は註釈{A††hakathå}になって

初めて登場する13) 。したがってåbhisamåcårika-という語形が正しいとするCritical

Påli Dictionaryの説には従えない。

　これらの事実を踏まえ,我々は本写本の言語的特徴に配慮し,古典梵語の立場から
は疑問視されるとしても,より古い語形を伝えていると思われるAbhisamåcårika-

Dharma を本写本の題名として採用した。

　４．研究史概観

　以下,参考文献に若干のコメントを添えて読者の便宜を図ることとしたい。
　４．１　”比丘威儀法 (Abhisamåcårika-Dharma) 』

i) ラーフラの写真版に基づく全体の校訂テクスト

B. Jinånanda, Abhisamåcårikå [bhik≈uprak¥r∫aka], Tibetan Sanskrit Works Series

vol.IX, Patna, 1969. {以下J.）（書評： J. W. de Jong’s review in IIJ. vol.XVI

1974, pp.150-152. 本書評の結論は、次の言葉に集約されよう— “It is very regrettable that this

9)　完全な誤記を除いて、上記と異なる語形としては、pratipadyatiの外に、pratipadyeti(2例),
pratipadyanti (2例) があった．また、I.3 (Ms.4a4) は “na pratipadyati, vinayåtikramam
åsådayanti.”で終る．III.7 (Ms.23b7-24a1) は “na ti≈†hati, abhisamåcårikån dharmmån atikråmati.”
で終る．

10)  AN III, p.14 (２回), p. 15 (６回), p.422 (４回).
11)  MN I, p.469.

12)  AN II, p.244 (２回).

13)  Cf. CPD, s.v. ∏åbhisamåcårika-．

important text has been so poorly edited.”）［この書は de Jong 博士によってその欠点が
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指摘されてはいるものの,Jinånandaによる訂正が正鵠を射ている場合もあり、editio

princepsとして参照には値する］

ii) 研究, 校訂, 翻訳

1. G. Roth, Von Mågadh¥ haµgho zu Bengali håµ go, 1977, repr. in Selected

Papers, pp. 183-189.［IV.5 (Ms.27b6~28a7)の校訂とドイツ語訳を含む厳密な論文］

2. M. Prasad, A Comparative Study of Abhisamåcårikå , Tibetan Sanskrit  Works

Series  vol. XXVI,  Patna, 1984［J.と漢訳を参照したパーリ律との比較研究。『比丘

威儀法』の内容紹介として至便であるが,難解な語句を含む文章はしばしば無視され
ている］

3. S.Singh, K.Minowa, A Critical Edition and Translation of Abhisamåcårikå

Nåma Bhik≈u-Prak¥r∫aka˙ (Chapter one),  in Buddhist Studies, The Journal of the

Department of Buddhist Studies of the University of Delhi, vol.XII 1988.

［J.に基づく第１章の校訂と英訳。英訳は参照に値するものの,J.を底本としたこと

から生じる必然的誤解は致し方のないところであろう］

　 4. Bangwei Wang, Shuºo-ch∑shì-bù b…·qi∑-lü• abhisamåcårikå (wºeiyí-f…a) : Dìy¥p…·

dìy¥jié,  B…eij¥ng Dàzué Xuébào, 1996.

　 5. Yasuo MATSUNAMI,  On the Manuscript of the “Abhisamåcårika” (”印佛研』
vol.45-2, 1997,  pp.9-13{横組}所収.}［Ms.46b2~47a7の転写テクストを含む］

iii) 文字表

£Edith Nolot, The Script of the Mahåsåµghika-Lokottaravådin Bhik≈u∫¥-Vinaya

and Abhisamåcårikå Dharmå˙ Manuscript from the R. Så∆k˚tyåyana Collection,

in Untersuchungen zur buddhistischen Literatur II ed. by H. Bechert et al., (Sanskrit-

Wörterbuch der buddhistischen Texte aus den Turfan-Funden Beiheft 8), Göttingen

1997, SS. 267-272.［”比丘威儀法』”比丘尼律’両写本に現れた文字を手書きで一覧
表にしたもの。文字の特徴を正確に捉えている］

４．２　説出世部の関連資料

14)　世友{Vasumitra}の著わした“異部宗輪論‘{Samayabhedopacaranacakra}の記述に従えば,説出
世部は仏滅後第二の百年中に,大衆部{Mahåsåµghika}より分派した部派とされている．（チベツ
ト訳：デルゲ台北版No.4143　vol.45, 142a-b. 北京版　No.5639 vol. 127, 169b.　漢訳：大正49巻

　写本の表紙が示すように,”比丘威儀法』は説出世部14) の典籍である.説出世部に
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属する梵語典籍としては,本テクスト以外に以下のものが現存する。
i)  『比丘尼律 ( Bhik≈u∫¥-Vinaya ) 』

校訂本： G. Roth,  Bhik≈u∫¥vinaya, (Manual of Discipline for Buddhist Nuns),

Tibetan Sanskrit Works Series vol. XII,  1970. 15) （書評：John Brough’s review, in

Bulletin of the School of Oriental and African Studies, vol.XXXVI, 3, 1973, pp.675-677

;  J. W. de Jong’s review, in IIJ vol.XVI, 1974,  pp.149-150.16) ）

［editio princepsとして今後も長く研究の指針となる校訂］

補遺：G. Roth, Nachtrag zur Edition des Bhik≈u∫¥-Vinaya der Årya-Mahåsaµghika-

Lokottaravådin, in Studien zur Indologie und Buddhismuskunde,  Festgabe des

Seminars für Indologie und Buddhismuskunde für Professor Dr. Heinz Bechert,

hrsg. von R. Grünendahl,  J-U. Hartmann,  P. Kieffer-Pülz,  Bonn,  1993,  SS.

229-238. ［ラーフラの写真にない部分の原写本からの校訂］

ii)  『マハーヴァストゥ ( Mahåvastu ) 』

校訂本：£E. Senart, Le Mahåvastu I, II, III {Collection D’ouvrages Orientaux

Seconde Série}, Société Asiatique, Paris 1882-1897, repr. by Meicho-Fuky∑kai,

Tokyo, 1977. 17) ［未だにこれを凌ぐ校訂本はない］

iii)  『ダルマパダ ( Patna Dharmapada ) 』

校訂本：G. Roth,  Particular Features of the Language of the Årya-

Mahåsåµghika–Lokottaravådins and their Importance for Early Buddhist Tradition,

1980, repr. in Selected Papers, pp.289-350.［緻密な校訂］

iv)  『解脱戒経 ( Pråtimok≈a-s∑tra ) 』

校訂本：1. W. Pachow and R. Mishra (ed.), The Pråtimok≈as∑tra of the

No.2031“異部宗輪論‘15a. 大正49巻No.2032“十八部論‘18a. 大正49巻No.2033“部執異論‘20a.）
また、部派分裂を伝える他の資料,例えば“舎利弗問経‘も仏滅後の第二の百年中の大衆部よりの
分派を伝えている．（大正24巻No.1645“舎利弗門経‘900b-c. 塚本啓祥“初期佛教教團史の研究‘,
東京　1980, pp.413-453 参照. ）

15)　これには £E. Nolot による仏訳（略号表参照）がある．この仏訳は写本の写真版も参照した詳細
な研究であり、『比丘威儀法』の研究にも益するところが多い．

16)　次の論文も書評に準ずるものである：J.W. de Jong, Notes on the Bhik≈u∫¥-vinaya of the
Mahåsåµghikas,  in L. Cousins et al, eds : Buddhist studies in Honour of I. B. Horner,
Dordrecht-Holland, 1974, pp.63-70.

17)　これには英訳がある：J. J. Jones, The Mahåvastu, 3vols, 1949-1956 (Rep.1973-1978, PTS.,
London)［内容を知るには便利である］

18)　これには英訳がある：C. S. Prebish, Buddhist Monastic Discipline : The Sanskrit Pråtimok≈a
S∑tras of the Mahåsåµghikas and M∑lasarvåstivådins, New York 1975 (repr. Delhi 1996).

Mahåså∆ghikås, Allahabad, 1956. 18) 
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2. N. Tatia ed., Pråtimok≈as∑tram of the Lokottaravådimahåså∆ghika School,

{Tibetan Sanskrit Works Series vol. XXVI} Panta, 1975.［1.より改善されている］

v)　『ｽﾄｩｰﾊﾟ･ﾗｸｼｬﾅ･ｶｰﾘｶｰ･ｳﾞｨｳﾞｪｰﾁｬﾅ ( St∑pa-lak≈a∫a-kårikå-vivecana )』19) 

1. G. Roth,  Remarks on the St∑pa-lak≈a∫a-kårikå-vivecana,  in The Journal of

the Bihar Research Society, pp.36-41, 1968.

2. G. Roth,  Symbolism of the Buddhist St∑pa according to the Tibetan version

of the Caitya-vibhåga-vinayodbhåva-s∑tra, the Sanskrit treatise St∑pa-lak≈a∫a-

kårikå-vivecana, and a corresponding passage in Kuladatta’s Kriyå-saµgraha,

1968, repr. in Selected Papers, pp.251-277

3. G. Roth, Edition of the St∑pa-lak≈a∫a-kårikå-vivecanaµ Including the

Prak¥r∫a-caitya-lak≈a∫aµ, in Dharmad∑ta. M´élanges offerts au Vénérable Thích

Huyên-Vi à l’occasion de son soixante-dixième anniversaire, ed. Bhikkhu Tampalawela

Dhammaratana, Bhikkhu Påsådika, Paris 1997, pp. 205-231.

　４．３　説出世部に関する形容辞 “madhy’uddeßa” について

　本写本の最後の部分、即ち縁起法頌の直前に以下の文章（Ms.50b2）があるが、下

線部の解釈に関し、意見が分かれている。

åryamahåsåµghikånåµ lokottaravådinåµ madhyuddeßapå†hakånåµ på†heneti //

　これに類似するMahåvastuの冒頭部分{åryamahåsåµghikånåµ lokottaravådinåµ

madhyadeßikånåµ på†hena vinayapi†akasya mahåvastuye ådi}における
madhyadeßika-は、かつては「中国の、中部地方の」と解釈されてきた20) 。その後、

Mahåvas tu ,Pråtim ok≈a -s∑tra等の種々の写本の読み{madhy ’uddeß ik a -,　

madhyoddeßika-}が明らかになるにつれて、その解釈に対して疑義が生じてきた。
J. Brough は madhyuddeßa-を「中[道]を説く」すなわち「声聞乗{ßråvakayåna-}と
大乗{mahåyåna-}との間の中道を説く」という意味で解釈することを示唆した。こ
れに対し、Rothは「中間的言語」すなわち「サンスクリットとプラークリットの中

間的言語」という意味を提案した。de Jong によると、チベットにおける解釈はRoth

の説に近いものであるという。しかしながら、de Jong 自身はチベット人による解釈

19)　研究ノート：江島恵教「説出世部の仏塔テクスト」三蔵112, 東京 1976.

20)　J. J. Jones は、このMahåvastuの冒頭の文章を次の如くに訳す：“Here begins the Mahåvastu,
which is based on the redaction of the Vinaya Pi†aka made by the noble Mahåsåµghikas, the
Lokottaravådins of the Middle Country”．

が原語の本来の意味である保証はないとして、単語自体の意味は‘intermediate
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recitation’ というような意味であろうと推測するにとどまり、結論を留保している。

1. John Brough, review of Roth’s Bhik≈u∫¥-Vinaya (p.5に前掲).

2. G.Roth, The Reading Madhy’-uddeßika, Maddhyoddeßika, and Madhyadeßika in

the Scriptures of the Årya-Mahåsåµghika-Lokottaravådins including Notes on the

daßa-baddhena and pañca-baddhena ga∫ena,  in Zur Schulzugehörigkeit von Werken

der H¥nayåna-Literatur (Symposien zur Buddhismusforschung, III,1), hrsg. von H.

Bechert. Göttingen 1985, SS.127-137.

3. J. W. de Jong, Madhyadeßika, Maddhyoddeßika and Madhy’uddeßika, ibid.

SS.138-143.

４．４　説出世部の言語について

『比丘威儀法』は,散文・韻文を問わず,その全体がマハー・ヴァストゥに代表さ
れるような説出世部特有の言語（いわゆる仏教混淆梵語）で書かれている。その言語

的特徴は上述したG.Rothの諸論文に詳述されるが、仏教梵語全体におけるその位置

については次の論文が参考となろう。

O. von Hinüber,  Origin and Varieties of Buddhist Sanskrit,  in Dialectes dans

les littératures indo-aryennes (Publications de l’institut de civilisation indienne, Fasc.55),

Paris, 1989, pp. 341-367.

　そしてその解読には,通常の梵語辞典・パーリ語辞典にくわえ,1953年に出版され

たＦ・エジャートン{Edgerton}の仏教混淆梵語文法・辞典{BHSG, BHSD}が最良の
手引となろう。むろんエジャートンは説出世部の『比丘威儀法』や『比丘尼律』を参

照していないので,特に語彙の面で足りない部分があるにせよ,いまだにこの分野の
第一級の参考書であることには変わりがない。語彙に関しては,『比丘尼律』の研究
に際してRoth博士が行ったように,中期インド・アーリヤ語{Ardha-Mågadh¥ etc.}や
近代インド・アーリヤ語{Hindi, Bengali etc.}の辞書を参照することも必要である。
さらに,近年コンピューターの普及に伴い,パーリ語やアルダ・マーガディー語のデー
タ・ベースも各地で構築されつつあり,今後それらを利用した比較研究が望まれよう。

４．５　漢訳との関係

　本テクストと『摩訶僧÷律』巻34と巻35の「威儀法」が対応することは,校訂を行っ
たJinånandaによって見過ごされていたが,1974年に平川彰博士によって指摘された。

　平川彰「解説摩訶僧÷律‘{『國訳一切経、印度撰述部、律部11』東京,大東出版社、
1974 repr. 1990, pp.313-323 所収.}［まずBhik≈uprak¥r∫akaという題名の誤りを指摘
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し,「‥‥内容の説明は梵文の方が詳しいが,しかし文章はほぼ合致するのである。
したがって梵文が漢訳「威儀法」の原典の異本であることは明らかである」と結論づ

ける］

　その後、この問題は江島博士によっても論じられた。

　江島恵教「大衆部系律典梵本について」（奥田慈應先生喜寿記念『仏教思想論集』

京都1976, pp.911-922 所収）pp. 914-915.　［“全体は七跋渠{varga}よりなる。今梵
漢両本をその構成の上で比較してみると大綱において合致する‘と述べる.しかし「文
言上はどうかといえば両本間にはある距離を認めざるをえない‘という指摘もなされ
ている］

　その後も、平川博士によって再三論じられている。

1.　平川彰「摩訶僧÷律の梵本について」（中川善教先生頌徳記念論文集『仏教と

文化』京都 1983,  pp.465-481所収）esp. pp.472-475.［“‥‥一部混乱はあるが,梵漢
共に七ヴァルガに分かれており,取り扱っている問題も全体としてみればよく合致し
ている‘と述べる。また漢訳の第一跋渠には梵本に見られない星宿に関する呪願
{dak≈i∫å}があることを指摘する］

2 .　平川彰『二百五十戒の研究Ｉ』（平川彰著作集第14巻）東京,春秋社
1993,esp. pp.43-46.

　さて,『摩訶僧÷律』とは‘Mahåsåµghika-Vinaya’の訳であり,法顕と佛陀跋陀羅に
よって紀元後416年～418年に翻訳されたものである21) 。法顕は,その自著『法顕伝』
22) の中で,パータリプトラ＜巴連弗邑＞において大乗の僧伽藍（saµghåråma）に伝

わる梵本を発見し,その地で３年間梵書・梵語を学び,律を書写した後,帰国の途に
着いた経緯を報告している。法顕によれば,その梵本は÷Ö精舎に伝わるものという。
平川博士も指摘する23) ように,この梵本は法顕が手にした当時,既に一部が虫に食わ
れ欠けていた24) というから,その梵本の書写年代は少なくも数十年は遡るものであろ

21)　Ch. 548b7-9.

22)　長沢和俊 『法顕伝 訳注解説　—北宋本・南宋本・高麗大蔵経本・石山寺本 四種影印とその比
較研究—』東京　1996、雄山閣出版、esp. pp. 105-107.

23)　平川彰「摩訶僧÷律の梵本について」（上掲）p.469.

24)　Cf. Ch. 362b24.

25)　長沢和俊、前掲書,  p.107, 注 (11).

う。法顕がパータリプトラに滞在したのは405~407年のことと推測されている25) から、
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４世紀後半には既に大衆部の律は書写によって伝承されていた26) ことが解る。また,
ここで一つ注意しなければならないのは,上記江島論文{p.918}にも指摘されている
ように,漢訳の底本は大衆部{Mahåsåµghika}の所伝と称するのに対し,本写本は大
衆部説出世部{Mahåsåµghika-Lokottaravådin}の所伝と称することである。
　また,上述のPrasad氏の研究の他にも,J.に基づく漢訳との対照研究が発表されて

いる。西村実則氏は1984年に漢訳中心の対照表を発表した。

　Minori NISHIMURA, Über den Text des Abhisamåcårikå (”印佛研’ vol.33-1,

1984, pp.1-7{横組}所収.)［各摂頌{uddåna}にドイツ語訳を付す。摂頌の数が漢訳で
は70であるのに対し,梵本では71であることを指摘する］

　氏はまた,第一跋渠{varga},第二跋渠のドイツ語訳を発表している。
1. Minori NISHIMURA, Die chinesische Fassung des zweiten Kapitels der

Abhisamåcårikå aus der Mahåsåµghika-vinaya (2)（『宗教と文化 —斎藤昭俊教授
還暦記念論文集—』,東京,こびあん書房,1990,pp.47-68{横組}所収.）［摩訶僧÷

律、第三十四巻,威儀法第二跋渠{varga}（Ch.502b25-505b26）のドイツ語訳］

2. Minori NISHIMURA, Die chinesische Fassung der Abhisamåcårikå aus der

Mahåsåµghika-vinaya (1)（”仏教文化研究’, 京都,浄土宗教学院,1993,pp.1-18{横
組}所収.）［同,第一跋渠{Ch.499a22-502b24}のドイツ語訳］

　以上の研究を踏まえ,我々は本写本の研究を進めるために梵本を中心とする対照表
を作成した。その作成過程で判明した事実の内,対照表には記し得ない事項を以下に
箇条書きにする。

　(1)　対照表を見れば解るように、第IV章,第V章の項目の配列が梵漢で２章にまた

がって異なっている。また、章の内部でも梵漢の配列が異なる場合がある{第VII

章）。さらに細かく見てみると,対照表には記し得なかったが,各項の内部でも内容
を説く順序が異なる場合がある{特に第 II 章}。
　(2)　上記西村論文にも指摘があるように,梵本の第IV章のウッダーナの数は11であ

る。これを内容的に検討してみると,“evaµ ålapitavyaµ” と “evaµ pravyåhar-

tavyaµ” は,ほぼ同義{漢訳の“相喚‘に当る}とみなし得るから,ウッダーナとしては
どちらか一文あればよかろう.そうすれば,梵本の第IV章のウッダーナの数は10とな

26)　Ch. 510b15には「寫經」{Ms.27b4 : pustakaµ likhantasya}という言葉が用いられている．

る。10のウッダーナにより１章{varga}が構成され,70のウッダーナにより全７章が
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構成されていると考えた方が自然であろうから,我々の対照表では一項目として扱っ
た。

　(3)　上記江島論文にも指摘があるように,梵本が漢訳よりも詳細に記述する例がし
ばしば見い出される。さらに例を追加するならば,布薩を行う場所として、梵本（
Ms.2b5）では,upasthånaßålå-, prahå∫aßålå-, ma∫∂alamå∂a-, ucchedanaka-, ni≈adyå-

の５箇所を挙げるのに対し,漢訳では“温室‘“講堂‘“林中‘の３箇所しか挙げられて
いない.また,III. 1 で衣を縫う際に用いる筵(ka†hina-, Ch. 席)の材料を説く箇所では、

梵本では、vaµßa-, nala-, naµgala-, kå∫∂a-, caruka-, rohi≈a-の６つを挙げるのに対

し,漢訳では「竹葦」の２つを挙げるにすぎない。この例の場合など、訳出の際に省
略した可能性も考えられるので,一概に梵本の方が増広されていると決めつけること
はできない。

　その逆に梵本の方が簡略になっている例もある。例えば,梵本では“中略」
{peyålam}という語によって羯磨{karman}を行う次第が総て省略されるのに対し,
漢訳では“羯磨者応作是説‘と始まり,“如是白.白一羯磨.乃至僧�黙然故是事如是持。
是比丘得羯磨已‘27) とあり,“乃至‘という語により一部は省略されているものの,羯
磨の次第が述べられている28) .

　以上のように,いくつかの視点から梵漢両本を見比べれば,内容的な類似性は認め
られるものの、特に記述の点で種々の相違が見られる。これらの相違については、一

方から他方への改変とみなして問題を単純化するよりも、それぞれの部派が保持して

いた律の多様性にその原因が求められるべき問題なのかもしれない。現時点では,一
方は漢訳ではあるにせよ,大衆部{系}の２種の『比丘威儀法』を得られた幸運に感謝
すべきであろう。

　今後は両本の共通点を比較する作業は勿論のこと,その相違点に着目した詳細な研
究が望まれるところである。また,他の部派の広律との比較研究に際しても,数少な
い梵文資料の一つとして今後の活用が大いに期待されるところである。

（了）

27)　Ch. 502c27-503a2.

28)　漢訳では同文を省略するために“如上{…中}廣説‘「乃至」という言い方で省略する．梵文で省
略する場合には,yåva(t)を始め,peyålam{2例},pe (yåva){8例}の語が使われている．梵漢両本に
おいて省略位置が一致することは殆どない．
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 Chap. Ms. J. Ch.
--------------------------------------------------------------------------------------------
I. 1. (1) 1b1 p.1.1 499a22 ~ 499c1

2. (2) 2a7 p.5.5 499c2 ~ 499c13
3. (3) 3a6 p.8.14 499c14 ~ 499c27
4. (4) 4a5 p.12.11 499c28
5. (5) 6a4 p.23.12           ~~ 501c3
6. (6) 7a4 p.28.1 501c4 ~ 501c14
7. (7) 8a5 p.33.5 501c14 ~ 502a1
8. (8) 8b5 p.35.9 502a2 ~ 502b12
9. (9) 9b4 p.39.13 502b13 ~ 502b15
10. (10) 10a3 p.41.6 502b16 ~ 502b24

--------------------------------------------------------------------------------------------
II. 1. (11) 10b1 p.44.1 502b25 ~ 502c12

2. (12) 11a4 p.47.6 502c13 ~ 503a23
3. (13) 12a6 p.52.15 503a24 ~ 503b9
4. (14) 13a1 p.56.3 503b10 ~ 503b28
5. (15) 13b6 p.60.5 503c1 ~ 503c15
6. (16) 14a5 p.62.4 503c16 ~ 503c24
7. (17) 14b5 p.64.6 503c25 ~ 504a13
8. (18) 15a7 p.67.9 504a14 ~ 504c17
9. (19) 17b4 p.78.7 504c18 ~ 505a22
10. (20) 19a4 p.85.14 505a23 ~ 505b26

--------------------------------------------------------------------------------------------
III. 1. (21) 20a6 p.91.1 505c1 ~ 505c10

2. (22) 20b6 p.93.8 505c11 ~ 505c16
3. (23) 21a4 p.95.4 505c17 ~ 505c28
4. (24) 21b7 p.97.3 505c29 ~ 506a16
5. (25) 22b1 p.101.1 506a17 ~ 506b12
6. (26) 23a4 p.104.4 506b13 ~ 506b27
7. (27) 23b3 p.106.8 506b28 ~ 506c10
8. (28) 24a1 p.107.13 506c16 ~ 507a3
9. (29) 24a6 p.109.4 507a4 ~ 507a14
10. (30) 24b6 p.111.7 507a15 ~ 507b3

--------------------------------------------------------------------------------------------
IV. 1. (31) 25a7 p.115.1 507b4

2. (32)  〜    〜           ~~ 507c20
3. (33) 27a3 p.123.3 510b3
4. (34)  〜    〜           ~~ 510b27
5. (35) 27b6 p.126.1 510b28 ~ 510c18
6. (36) 28a7 p.128.14 510c19 ~ 511a3
7. (37) 28b7 p.130.13 511a4 ~ 511a15
8. (38) 29a6 p.132.12 511a16 ~ 511a24
9. (39) 29b6 p.135.1 511a25 ~ 511b2
10. (40) 30a5 p.136.12 511b3 ~ 511b15

--------------------------------------------------------------------------------------------
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            Uddåna
--------------------------------------------------------------------------------------------
(1) evaµ saµghasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ
(2) evaµ dvit¥yasathavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ
(3) evaµ sarvehi po≈adhe pratipadyitavyaµ
(4) evaµ saµghasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ
(5) evaµ dvit¥yasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ
(6) evaµ sarvehi bhaktågre pratipadyitavyaµ
(7) evaµ upådhyåyena sårdheviharismiµ pratipadyitavyaµ
(8) evaµ sårdhevihari∫å upådhyåye pratipadyitavyaµ
(9) evaµ åcårye∫a antevåsismiµ pratipadyitavyaµ
(10) evaµ antevåsinå åcårye pratipadyitavyaµ
--------------------------------------------------------------------------------------------
(11) evaµ ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(12) evaµ var≈opanåyike ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(13) evaµ var≈opagatehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(14) evaµ var≈avustehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(15) evaµ ågantukehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(16) evaµ naivåsikehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(17) evaµ hi sarvehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ
(18) evaµ varce pratipadyitavyaµ
(19) evaµ praßvåse pratipadyitavyaµ
(20) evaµ da∫∂akå≈†he pratipadyitavyaµ
--------------------------------------------------------------------------------------------
(21) evaµ ka†hine pratipadyitavyaµ
(22) evaµ cakkal¥ye pratipadyitavyaµ
(23) evaµ vihåre pratipadyitavyaµ
(24) evaµ khe†e pratipadyitavyaµ
(25) evaµ påtre pratipadyitavyaµ
(26) evaµ yavåg∑ye pratipadyitavyaµ
(27) evaµ sthåtavyaµ
(28) evaµ caµkramitavyaµ
(29) evaµ ni≈¥ditavyaµ
(30) evaµ ßeyyå kalpayitavyaµ
--------------------------------------------------------------------------------------------
(31) evaµ ågantukehi pratipadyitavyaµ
(32) evaµ nevåsikehi pratipadyitavyaµ
(33) evaµ pådå vanditavyå
(34) evaµ sammoditavyaµ
(35) evaµ ålapitavyaµ / evaµ pravyåhartavyaµ
(36) evaµ k≈atriyapar≈å upasaµkramitavyå
(37) evaµ bråhma∫apar≈å upasaµkramitavyå
(38) evaµ g˚hapatipar≈å upasaµkramitavyå
(39) evaµ t¥rthikapar≈å upasaµkramitavyå
(40) evaµ åryapar≈å upasaµkramitavyå
--------------------------------------------------------------------------------------------
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Chap. Ms. J. Ch.
--------------------------------------------------------------------------------------------
V. 1. (41) 30b5 p.140.1 509c26

2. (42)  〜    〜           ~~ 510b2
3. (43) 32b2 p.147.13 508b22
4. (44)  〜    〜           ~~ 508c23
5. (45) 33b2 p.152.3 507c21 ~ 507c23
6. (46)  〜    〜   508b11 ~ 508b21
7. (47) 36a1 p.162.11 508c24
8. (48)  〜    〜 ~~ 509b13
9. (49) 38a1 p.171.3 509b14 ~ 509c8
10. (50) 38b6 p.175.3 509c9 ~ 509c22

--------------------------------------------------------------------------------------------
VI. 1. (51) 39b3 p.179.1 511b16 ~ 511b26

2. (52) 40a3 p.181.7 511b27 ~ 511c6
3. (53) 40b2 p.183.1 511c7 ~ 511c20
4. (54) 41a2 p.185.6 511c21 ~ 512a1
5. (55) 41b6 p.188.13 512a2
6. (56)  〜    〜           ~~ 512a18
7. (57) 43a1 p.193.16 512a19
8. (58)  〜    〜           ~~ 512b11
9. (59) 43b7 p.197.9 512b12 ~ 512b25
10. (60) 44a7 p.199.4 512b26 ~ 512c10

--------------------------------------------------------------------------------------------
VII. 1. (61) 45a1 p.203.1 512c11 ~ 513a4

2. (62) 46a1 p.207.7 513a5 ~ 513a23
3. (63) 46b2 p.210.4 513a24 ~ 513b7
4. (64) 47a2 p.212.14 513b17 ~ 513b24
5. (65) 47a7 p.214.12 513b8 ~ 513b16
6. (66) 48a1 p.217.6 513b25 ~ 513c2
7. (67) 48a6 p.218.16 513c3 ~ 513c10
8. (68) 48b4 p.220.13 513c20 ~ 513c25
9. (69) 49a2 p.222.6 513c11 ~ 513c19
10. (70) 49b1 p.224.9 513c26 ~ 514a18

--------------------------------------------------------------------------------------------

NB.  The uddånas in the right pages are principally extracted from the end of each
chapter.  However,  the following ones are to be noted.

I.7 (7) and I.8 (8) Ms. ßraddhe‚.  Corrected.  See Ms. 8b7.
II.2 (12) Ms. var≈opanåyiko.  Corrected.  See Ms. 11b1 and 12a5.
II.9 (19) Concerning praßvåse,  read as prasråve.
V.1 (41) Cf.  Ms. evaµ årå∫yake vihåre pratipadyitavyaµ. (31a2);  Ch. 阿練若比丘應如

是. (510a6);  *evaµ gråmåntikehi bhik≈∑hi pratipadyitavyaµ.  Reconstructed .
V.2 (42) Cf.  Ms. evaµ gråmåntike vihåre pratipadyitavyaµ. (31a2);  Ch. 聚落比丘應如

是. (510a6);  *evaµ åra∫yakehi bhik≈∑hi pratipadyitavyaµ.  Reconstructed.
V.3 (43) Ms. jån¥ye.  Corrected.  See Ms. 32a4 and 33b2.
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            Uddåna
--------------------------------------------------------------------------------------------
(41) evam ara∫ye pratipadyitavyaµ
(42) evaµ gråmåntike pratipadyitavyaµ
(43) evaµ pån¥ye pratipadyitavyaµ
(44) evaµ paridhovaniye pratipadyitavyaµ
(45) evaµ pådå dhovitavyå
(46) evaµ dhovitapådehi pratipadyitavyaµ
(47) evaµ snåne pratipadyitavyaµ
(48) evaµ jentåke pratipadyitavyaµ
(49) evaµ bhå∫∂e pratipadyitavyaµ
(50) evaµ c¥vare pratipadyitavyaµ
--------------------------------------------------------------------------------------------
(51) evaµ nivåsitavyaµ
(52) evaµ pråvaritavyaµ
(53) evaµ antaragharaµ pravißantena c¥vare pratipadyitavyaµ
(54) evaµ antaraghare pravi≈†ena c¥vare pratipadyitavyaµ
(55) evaµ pureßrama∫ena pratipadyitavyaµ
(56) evaµ paßcåcchrama∫ena pratipadyitavyaµ
(57) evaµ pi∫∂apåtahårakena pratipadyitavyaµ
(58) evaµ n¥hårapi∫∂apåtena pratipadyitavyaµ
(59) evaµ pi∫∂åya caritavyaµ
(60) evaµ pi∫∂acårikena pratipadyitavyaµ
--------------------------------------------------------------------------------------------
(61) evaµ prad¥pe pratipadyitavyaµ
(62) evaµ ya≈†¥yaµ pratipadyitavyaµ
(63) evaµ ge∫∂uke pratipadyitavyaµ
(64) evaµ ni≈¥dane pratipadyitavyaµ
(65) evaµ upånahåye pratipadyitavyaµ
(66) evaµ kåsitavyaµ
(67) evaµ k≈¥vitavyaµ
(68) evaµ ka∫∂∑yitavyaµ
(69) evaµ jaµbhåvayitavyaµ
(70) evaµ våtakarme pratipadyitavyaµ
--------------------------------------------------------------------------------------------

V.4 (44) Cf.  Ms. pådadhovan¥ye. (32b4)
V.6 (46) Ms. pådadhovanike.  Corrected.  See Ms. 33b6 and 36a1.
V.9 (49) Ms. bha∫∂e.  Corrected.  See Ms. 38b5.
VI.1 (51) Cf.  Ms. evaµ nivåsane pratipadyitavyaµ. (40a3)
VI.3 (53) Ms. omits.  See Ms. 41a2.
VII.1 (61) Cf.  Ms. d¥pe (45b7) for prad¥pe.
VII.2 (62) Ms. omits.  See Ms. 46b2.
VII.5 (65) Ms. upådhyåye.  Corrected.  See Ms. 48a1.
VII.6 (66) Cf.  Ms. evaµ kåse pratipadyitavyaµ. (48a6)
VII.8 (68) Cf.  Ms. evaµ ka∫∂∑ye pratipadyitavyaµ. (48b6)
VII.9 (69) Cf.  Ms. vij˚mbhitavyaµ (48a6) for jaµbhåvayitavyaµ.
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写本に関する覚書
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　古宇田　亮修

はしがき

　比丘威儀法研究会においては，全７章（50葉）のうち既に第４章まで（Ms.1~30b5）

の転写作業を完了した。以下は，その研究過程において気づいた知見並びにそれに対す

る私的見解を，今後の研究に向けての覚書としてまとめたものである。

１．書体について

　本稿の筆者は古文書学の専門家ではないが，本書体に関する諸学者の見解や筆者が気

づいた点を，この問題に関する序説として以下に箇条書きにしよう。

　(1)　中国民族図書館において調査を行った松濤泰雄氏の報告1)によると，本写本は，

Gustav　Roth博士が写真版に基づいて校訂出版したところの『比丘尼律（Bhik≈u∫¥-

Vinaya, 以下BhiV）』写本と，写本の大きさ，書体，行数等が殆ど完全に一致するため，

両写本は同一筆記者の手になるものと推測される。

　(2)　Roth博士によって1970年に出版されたBhiVの序文2)によると，BhiVの書体は

Proto-Bengali-cum-Proto-Maithili　typeであり，Påla碑文およびSena碑文の中でも，特

に紀元後11～12世紀に用いられている書体に近いという。そしてネパールの仏教写本に

おいてこの書体が用いられていることから，博士は両写本がネパールで筆写された後，

チベットにもたらされた可能性を示唆する。くわえて，1980年には，以下の見解を発表

した3)。

「これらの写本には書写年代の記載がない。しかしながら，古文書学的根拠と，

1)　Y. Matsunami,  On the Manuscript of the “Abhisamåcårika”  (『印佛研』, Vol.45-2, 1997,
pp.9-13（横組）所収，esp. p.10）．

2)　BhiV, pp.XVIII - XXVII.

3)　G. Roth,  Particular Features of the Language of the Årya-Mahåsåµghika-Lokottaravådins
and their Importance for Early Buddhist Tradition, (repr. in Selected Papers, pp.289-350),
p.293. l.2~8.（訳は筆者による拙訳）．

Abhisamåcårika-Dharma, Bhik≈u∫¥-Vinaya両写本と書体（script）が一致する



18 写本に関する覚書

Mahåkåla-Tantra写本（Råhula目録No.81）の年代（Madanapåla王朝５年＝紀

元後1149年）から，これらの書写年代は１２世紀中葉に帰することができる。

それらはおそらくVikramaßilå僧院で筆写された後，直ちにチベットに送られた

のであろう」

　筆者は残念ながらMahåkåla-Tantra写本には披見し得なかったので，この文章だけで

はMahåkåla-Tantra写本が本写本と同じ筆記者によって書かれたか否かは不明である4）。

　(3)　Jinånanda博士は，本写本の書体を Vartula (old Bengali or/and old Maithili)と

呼ぶ5)。

　(4)　本書体をA. K. Singh によるナーガリーの文字表（紀元後6~13世紀の文字を扱

う）6)と照合してみると，上限は９世紀頃に設定し得るものと思われる。

　(5)　本書体をG.Bühlerによる北方写本の文字表（VI）7)と照合してみると，12世紀後

半の２書体（XI Cambridge Ms.No.1699,1-2, A.D.1198; XII Cambridge Ms. No.1691,2,

A.D.1179）が最も近いようである。特に母音字のｉに注目するならば，本書体に近いの

はこの２書体だけである。

　(6 )　本書体は， 1997年に影印版として出版された『不空羂索神変真言経（

Amoghapåßakalparåja）』の書体8)と共通する部分が多い。基本字母について言えば，

母音字のｉを除けば，わずかな相違しか見られない。また『不空羂索神変真言経』写本

も，本写本と同じくシャル（£Za-lu）寺蔵書であったことにも注意されたい。

　(7)　既にRoth博士によって指摘されていたこと9)であるが，本書体は1989年に影印版

として出版された『唯識二十論（Viµßatikå　Vijñaptimåtratåsiddhi˙）』，『唯識三十

頌安慧釈（Triµßikåbhå≈ya）』のネパール写本の書体10)とも共通点が多い。

4)　因みに，Nolotの文字表にはこの事に関する言及がない．Cf. £Edith Nolot, The Script of the
Mahåsåµghika-Lokottaravådin Bhik≈u∫¥-Vinaya and Abhisamåcårikå Dharmå˙ Manuscript from
the R.Så∆k˚tyåyana Collection,  in Untersuchungen zur buddhistischen Literatur II, Göttingen,
1997, pp.267-272).

5)　J., p.I.

6)　A. K. Singh, Development of Någar¥-Script, Parimal Publications, Delhi, 1990.

7)　G. Bühler, Indische Palaeographie, (Grundriss der Indo-Arischen Philologie und Altertumskunde
I,11), 1896 (Repr.1977, Tokyo), Tafel VI.

8)　この写本の文字については：Nobuo Øtsuka, The Script of the Amoghapåßakalparåja Sanskrit
Palm-leaf Manuscript, in Introduction to the Facsimile Edition of the Amoghapåßakalparåja
Sanskrit Palm-leaf Manuscript, pp.17-39, Taisho-Univ., Tokyo, 1997).

9)　BhiV, p.XXIV.
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２．誤写について

　本写本には，筆記者が自ら犯した誤写に対して文字を書いた直後に訂正した箇所11)も

あれば，後から誤記の部分を削って書き直したと思われる箇所12)も見られる。しかしな

がら，極めて単純な誤写・脱字が残されている箇所も多い。以下に誤写と思われる用例

を(1)～(6)のパターンに分類して提示するが，あくまでも筆者の判断による代表例の抜

粋に過ぎず，これによって全ての誤写を網羅しようとするわけではない。尚，用例の引

用に当っては，転写テクストの「凡例」に則ってこれを行った。矢印は「原本に想定さ

れる文字→本写本の文字」を表す。

　(1)　類似文字の誤写（Writing errors of similar letters）

å →  a　 e.g.,  2b1 a(å)haµsu ; 9b3 a(å)va∂∂hako.

u →  ta　 e.g.,  17b6 ta(u)pari

o →  te 13） e.g.,  14b4 te(o)p∑riyanti,  te(o)var≈iyanti

ka =  va　 e.g., 9a5,18b4 va(ka)rttavyo ; 15a4 prakå(vå)rå ; 25b5 apavåmivå(kå)

kka →  ccha　 e.g.,  11b4 m∑≈ika-ucchi(kki)rå14）

ga →  ma 15) e.g.,  16b3 ma(ga)ntavyaµ ; 26b3 åma(ga)tå

gha →  dya　 e.g., 20a4 odya(gha)[r]sayitavyå˙

ca =  va　 e.g.,(passim) 4a6, 5a4, 16b2, 20b4, 28b7 yeca(va)16); 5a7 ce(ve)våhikam

; 8b4 cå(vå)rayitavyo ; 9b1 ca(va)ndantasya ; 10a2 va(ca) ; 10b6 cå(vå); 10b7

10)　Three Works of Vasubandhu in Sanskrit Manuscript (Bibliotheca Codicum Asiaticorum 1), ed.
by K.Mimaki, M.Tachikawa, A.Yuyama, (The Center for East Asian Cultural studies, Tokyo,
1989) 所収のA,B,C,D写本（とりわけC,D）の書体と比較せよ．これらの写本の年代に関するLévi
の見解は：“La date n’est pas indiquée, contrairement à l’usage général des scribes népalais,
mai l’aspect du manuscrit suggère le XIIe siècle.” (S.Lévi, Vijñaptimåtratåsiddhi deux traites de
Vasubandhu Vi≤ßatikå et Tri≤ßatikå, Paris, 1925, p.XV.).

11)　e.g., 2a3 rrmmoµ → rmmaµ ; 4a2 pat¥ → pati ; 9b4 pra → pa ; 11b4 sthaµ → saµ ; 13a7
khulu　→ khalu ; 13b3 du　→ da ; 24b7 kalpiyituµ → kalpayituµ ; 27a2 vasaµntu →
vasantu ; 29a4 ekamamante → ekamante ; 30a3 upasaµkramitaµvyaµ → upasaµkramitavyaµ.

12)　20a1の小さな文字列は一度書いた文字を削った後に書き直した文字と思われる．

13） BhiV にも同様の誤写が見られる：BhiV ‹207 (p.234) te(o)vadati.

14）Skt. m∑≈ika- + utkara-/utkira- ‘a mole hill’ (Apte, s.v. m∑≈ika- ; BHSD. s.v. m∑≈¥-) の意に解す．
Cf. 12b1 m∑≈ikokkårå ; 12b2 m∑≈a-ukkårå ; 14a4 m∑≈a-ukkirå ; 21b6 m∑≈ika-ukkiro ; Ch.
502c24-25 當塞鼠孔泥治地．

15）BhiV にも同様の誤写が見られる：BhiV ‹168 (p.151) ama(ga)tigamanena.

16）BhiV にも同様の誤写が見られる：BhiV ‹183 (p.198) yeca(va).

vikha(cikkha)llikå ; 11b4 yåca(va)17） ; 12b2 vilikhkhi(cikkhali)kå ; 16a2, 25b6
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åvi(ci)k≈itavyaµ ; 16b7 ce(ve)∂∂o ;  17a1 ve(ce)tiyaµ ; 22b7 cå(vå)cåryasya ; 25b5

‚ve(ce)tiyåni ; 26a4 åvi(ci)k≈anti ; 26b5 va(ca)riya ; 29b7 ca(va)yaµ

ce →  tha　 e.g.,  20a2 tha(ce)tiyå‚

cca →  tha　 e.g.,  17a7 utha(cca)ttitavyaµƒ18）

ccha  =  ttha e.g.,  11a7 ucchi(dutthi)takåµ ; 16a3 potthi(cchi)taµ ; 18b6

uttacchi(tthi)ya

jja →  jña e.g.,  4b7 sa<µ>jña(jja)m

ta =  na e.g.,  5a7 jåna(ta)kaµ ; 8b7 nå(tå)va ; 25b2 te(ne)våsikehi

ta =  bha e.g.,  6a5 bhå(tå)va ; 20a2 ‚åti(bhi)g˚he ; 23b2 abhi(ti)ghanå

tu →  ta e.g.,  24a5 parivarttita(tu)µ

tu →  nta e.g.,  2a2 cårayanta(tu)µ ; 5a2 upavißanta(tu)µ ; 19b7 khådinta(tu)µ

tta = nta19) e.g.,  17b2 bhatte(nte); 2b3(twice), 3b1, monti(tti)kå ; 3b1 monti(tti)ko

; 6a6 munti(tti)kå

tti (Skt iti, Påli iti,ti) → nti  e.g.,(passim) 2a4, 3a2, 4a2(twice), 5a3(twice), 6b7, 7a5,

7a7(three times), 9a7, 11b7, 12a1, 16b7, 17a3, 17b2, 18a4, 18b6, 21a2, 22b3(twice),

23a1, 24a1, 24b5(twice), 26b3, 28a3(twice), 28a7, 28b1, 28b2, 28b7, 29a3(three

times), 29a7(twice), 29b1, 29b2, 29b3(three times), 29b7, 30a2, 30a3 (twice), 30a7

da =  va e.g.,  5b3 vedå(vå)hikaµ ; 17a5(twice) ‚prave(de)ße

du →  u e.g., (passim in chap.II),  10b4, 10b5, 11b1, 12a7, 12b4, 12b5, 13b7,

14a1, 14a6(twice), 14b3, 14b6(twice) u(du)tthitak∏å‚ 20) ;  11a7 ucchi(dutthi)takåµ

ddra  →  ndra e.g.,  12a7(twice), 12b1 ondri(ddri)∫∫akå

dha =  va 21） e.g.,  8a6 dhipa(viya) ; 10a2 dhå(vå)rayitavyo ; 11b3 dhra(vra)∫itavyå;

17b6 suvå(dhå)ya ; 21a2 pivi(dhi)yå∫aµ ; 24b1 anuparidhå(vå)rya

dhva →  tha e.g.,  22a6 athå(dhvå)na‚

17）BhiV にも同様の誤写が見られる： BhiV ‹8 (p.9) yåca(va).

18）Skt. ud-⁄ca†- ‘to go away, disappear’ (Apte, s.v.) の意に解す．See 19a2 uccattitavyaµ.

19)  BhiV における-nt-と-tt-の混同はNolotが指摘している：Nolot, p.465.

20）dutthita-は，Skt. dusthita- (Cf. Apte, s.v. dussthita-), Påli *du-†hita-と同源語とみなす．この
訂正が正しいとすると，dutthita(ka)-→ utthita(ka)-という誤写は（11a7の用例を含め）15例，正
しい語形で書かれているのは３例（11b3 dutthapitå, 12b5 dutthitå, 15a6 dutthitakå）にすぎな
い．このような誤写は，伝承の過程で既に生じていた可能性もある．

21）BhiV にも同様の誤写が見られる：BhiV ‹84 (p.59) va(dha)r≈iya.

nu →  ta e.g.,  24a7 jåta(nu)kehi
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nta →  nna e.g.,  14b4 kåkaßakunna(nta)kehi ; 14b6(twice) kåkaßakunne(nte)hi

ya →  ra e.g.,  19a2 nåvåre(ye)

r∫∫a  =  lla e.g.,  6b6 anukar∫∫a(lla)tarakaµ ; 7b5-6(twice)  anukar∫∫a(lla)µ ;

12b2 ur∫∫å(llå)ye ; 21a5 ‚vallå(r∫∫å)

rtha  →  dhva e.g.,  27a2 sådhvo(rtho)

la →  na     e.g.,  21a5 må≈akåna(la)‚

va →  tha e.g.,  10b5 thå(vå)

pa = i)  ya i) e.g.,(passim) 22) 8a6 dhipa(viya) ; 9b1 cetipa(ya)µ ; 9b3 pa(ya)ttikåµ;

  10a4,18b2,3 kalpa(ya)to ; 17a6 ya(pa)tthesmiµ ; ya(pa)tthesmi ;

 ii)        iii)   17b3 amanåya(pa)µ ; 21a4 ullåpe(ye); 28a1 ålape(ye) ;

≈a   28b5 k≈ipå(yå)‚

ii) e.g.,  17b7 u≈p¥(pp¥)∂ito

  iii) e.g.,(passim) ： 5a2 ohe≈ya(yya)kånåµ ; 11a7 varye(≈e)∫a  ; 12a1 avarya(≈a)ka‚ ;

27a2 kår≈a(ya)[µ] ;28b4 ‚paryå(≈å)m ; 28b7 ‚paryå(≈å)

ma = i)   ya i) 23）e.g.,  4b6 tikrayi(mi)≈yat¥ti ; 11b1,12a5 var≈opanåmi(yi)ke

  11b2 var≈opanåmi(yi)kå ; 13a6 yu(mu)ktå˙ ; 17a7 yå(må)
 ii)            iii) ii) e.g.,  9a1 su(mu)khodakaµ ; 20b3 m∑(s∑)traµ ;

     sa   27b1 ukkasa(ma)ti

 iii) e.g.,  22b1,22a3 yo(so)

C+å →  C+¥  (C=Consonant)　e.g.,  15b4 ß¥r≈¥(≈å)n

C+u =  C+ra e.g.,  9b1 pra(pu)stako ; 3b2 åbra(bu)∫itvå; 12a5, 12b4(twice),

14a4(twice), 14b3(twice) bra(bu)∫itavyå. [Cf. Hindi-Eng. s.v. bunnå. ]

　(2)　形態的に類似する単語の誤写（Writing errors of similar words）

uccåra- → ußvåsa- e.g.,(passim in Chap. II ) 15b1, 16a7, 16b1(twice), 16b5,

22)　paに比較してyaの方が左下の突起部分が鋭いという違いはあるが，両者の字形上の識別はしば
しば困難を伴う．

23）BhiV にも同様の誤写が見られる：BhiV ‹189 (p.207) me(ye)va.

16b6, 16b7, 17a1, 17a3, 17a5, 17a6(twice), 27a7
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uccåra- → ucchvåsa- e.g., 15b1 ucchvåsa(ccåra)µ

etaµ  =  evaµ e.g., 7a3 eva(ta)µ ; 14a1 eta(va)µ

k¥laka- → k¥r∫∫aka- e.g., 23a2 k¥r∫∫a(la)kaµ

ku†ikå-  =  kumbhikå- e.g., 16a1 varccakumbhi(†i)kå, varccaku†i(mbhi)kå

jihvå →  jihmå e.g., 23a5 jihmå(hvå)

tyåga-  =  yoga-　 e.g., 5b4 yo(tyå)gasampannå ; 11a5 ‚anutyå(yo)gam

dhova‚  →  bodha/vodha‚ 　e.g., 11a2,12a5 bodhi(dhovi)tavyaµ ; 15a5

bodha(dhova)yitavyaµ ; 18b2 vodhi(dhovi)ya

par≈å  →  yathå　 e.g., 29b6 g˚hapatiyathå(par≈å)

par≈å-  →  paryåya-　 e.g., 19a7, 23a6, 23a7, 28b2, 28b3(twice), 30a5 paryå(≈å)ye

; 28b4 paryå(≈å)yaµ

prasråva-  →  praßvåsa-  e.g.,(passim in Chap. II ) 17b4(twice), 17b5(twice), 17b6,

17b7(three times), 18a1(five times), 18a2(twice), 18a3(three times), 18a4(twice),

18a5(three times), 18a6, 18a7(twice), 18b1, 18b2(four times), 18b5, 18b6(twice),

18b7(three times), 19a1(five times), 19a3, 19a4, 20a6, 27b1

varcce  →  sarvve 　 e.g., 17b3 sarvve(varcce)

var≈a-  →  dharmma- e.g., 11b1 dharmmå(var≈å)µ

samagra-  →  samaya- e.g., 2b1 samaya(gra)µ

sårddha-  →  ßr∏åddha- e.g., 8b1 ßrå(sår)ddha‚ ; 8b1, 4, 10b1 (twice)  ßra(sår)ddhe‚;

8b1 ßrå(sår)ddhe‚

　(3)　文字を書く順番の誤り（Transposition of letters）

　　e.g., 12b5 rañjiya(ñjayi)tavyaµ ; 16b1 tåtava(va ta)hi; 21b7 pañcårthavaµßå(ßåµ);

28a5 dånapatti ti(ti tti)

　(4)　脱字（文字の写し忘れ）（Dropped letters and words）

　脱字についても相当数が存在すると推測される。単独写本の現状では，ある部分に脱

字が存在するか否かを決定するための根拠は必ずしも十分ではないが，文脈及び類似の

用例と比較して脱字と判断できるものを以下に掲げる。

　　e.g.,  2a5 [ati-]u≈∫am ; 3b3 sthå[ta]vyaµ ; 3b5 prati[balo] ; 3b7 ogu∫†hi[kåk˚]tena

; 4a7 utthihi[ya] ; 5a7-b1 ådi[ßi]tavyå ; 7a2 u[pa]gråyanti ; 8b2 abh¥k≈∫a[ßruti]kåyo ;

8b5 vinayåti[kra]maµ ; 9a7 åp˚cchi[ya] ; 9b4,9b6(twice) nand[an]opa‚ ; 10b3 imå[µ

pa]ñcårtha‚ ; 10b6 sam[aµ th]åpetavyaµ ; 10b7 op∑re[ta]vyå ; 12a6 aßodhi[ta]kåµ ;
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14a6 bha[ga]vån ; 15a3 anye[hi] ; 15b3 i≈†[ak]åhi ; 15b4 vaµße[na] ; 16a1 na dåni

[k≈amati] vaktuµƒ ; 16b1 uppa∂i[to] ; 16b2 u[pa]vißitavyaµ ; 16b2 nivåsa[na]µ ; 16b7

nivåsa[na]µ o[gu]hiya ; 17b4 eva[m i]me ; 18a2 ohitahaste[na] ; 19a1 u[t]k≈iptarathyå

; 19a2,3 samudå[cå]ro ; 19a4 na [ßa]kke dadiyå∫aµ vaktavyaµ ; 19b2 ga∫a[kå] ; 20b2

s¥vayi[tu]kåmo ; 21a2-3 yadi [tå]va ; 21b2 madhya[ma]ko ; 23b4 n¥va[ra]∫ena ; 24a7

[na] k≈amati ; 26b3 kartta[vya]µƒ ; 26b4 ccha[nda]≈i(yi)tavyå˙ ; 26b4 catu[ra]ßrakaµ

; 27b5 ccha[nda]yitavyo ; 29a4 kha[lu] ; 29a7 ye[va] ; 29b5 bhaga[va]tå.

　子音の直前の ‘r’ の脱落

   e.g., 11b5 ka[r]mmaµ ; 19a5 va[r]ddheti ; 20a4 odya(gha)[r]sayitavyå˙ ; 23b1

på[r]≈∫i‚ ; 25b5 må[r]gakena ; 26b5 pi∫∂å[r]the

　Anusvåraの脱落 24）

　　e.g.,  11a2 ‚ca[µ]kramaµ ; 14a2, 26a6 bi[µ]bohanaµ ; 15a3 sa[µ]mårjitavyaµ ;

20b1 na[µ]galånåµ ; 21b7 ßa[µ]tånikå ; 24a3 ca[µ]kramitavyaµ ; 25a6 eva[µ] ; 27a1

åyu≈ma[µ].

　Viråmaの脱落（写し忘れ，又は磨耗）

　　e.g.,  1b2 pådån<a> ; 3b1, 10a4 bhik≈∑n<a> ; 4b7 kasyacit<a> ; 10b3 ‚vaßån<a> ;

12a2 kiñcit<a> ; 12a7, 14b6, 23b5, 24a7, 29a2 bhagav∏ån<a>; 17b3, 26a5, 26b2

åyu≈m∏ån<a> ; 20a1 paßcåt<a> ; 21b1 ≈a†<a>pañca

　(5)　重複書写（Dittography）

　本写本には，同一文字を重複して書写した場合でも，書写後に再度見直して訂正する

ことを怠ったと思われる例が見られる。しかしながら，この誤りは脱字に比べれば判定

が容易であり頻度も低い。また，この誤りはしばしば改行位置の前後に生じる。

　e.g., 4a6 ågatågacchå<gacchå>ma ; 8b3 såyaµ <såyaµ> ; 8b6 ova<va>ditavyå˙ ;

13a6 makucakå [vå] gu∂ugu∂ukå vå <makucakå vå> ; 15a4 på†ita<vipå†ita>vipå†itå ;

15a5 paluggakå vå <paluggakå vå> ; 16a5 dahiya bh∑yo vå <dahiya bh∑yo vå> ; 16b4

‚hastena <na> ; 17a5 tahiµ gantavyaµ / na dåni tahiµ <gantavyaµ / na dåni tahiµ>

; 18a7 pa†ipå†i<på†i>kåya ; 21a6 <kin ti madhyamako> kin ti dåni madhyamako ;

25a4 manasikå<kå>rentena

24）語末のAnusvåraに関しては，中期インド語の言語的特徴とも関わる問題であるから，補いに際し
ては慎重な態度が求められよう．

　改行位置の前後における重複例：5b2-3 agrabhåjanaga(l.3)<ga>tå ; 6a1-2
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sa(l.2)<sa>rvvo ; 14b6-7 prå(l.7)<prå>∫akehi ; 23a1-2 upå(l.2)<på>dhyåyasya

　(6)　余分な文字の筆写（Extra letters）

　この誤りに関しては，伝承の混乱に因るものと，筆記者の誤解に因るものの２種に大

別されるであろう。しかしながら単独写本という現状では，この誤りをそのいずれかに

決定することはできない。

　e.g.,  4a4 v˚≈†iye<r> vv¥ti‚ ; 5a2 ‚dårikåµ<sa> parivarjantehi, parå<µ>m˚ßiyå∫a ;

15b6 p∑r∫∫<at>åni, ku∫∂a<ni>kåni ; 18a6 alåbu<o>tumbako ; 21a2 apadu<cca>ritavyaµ

; 23b7 o<vå>hitahastena ; 27a3 pari<ni>nditå ; 29b7 yeva<µ>

３．Da∫∂aについて

　梵文写本におけるDa∫∂aの用法が現代語における句読点の用法と一致しないことは当

然としても，本写本においては全く不要な箇所（単語の途中等）に書かれていたり，逆

に必要と思われる場所に存在しないことも多い。またBhiV.に関してNolotが指摘した25)

ように，本写本においてもDa∫∂aは母音記号と混同されている。

　語中のDa∫∂a（The da∫∂a within a word ）

　e.g., 2b6 dhovayitavyå</>yo ; 8a3 si</>va‚ ; 20b3 thapi</>yå∫aµ

　母音記号との混同（The confusion with vowel-sign ）

C+å  → C+a+Da∫∂a e.g.,  3a5 v¥tinåmiya / (yå)na ; 18a4 åhatya / (tyå)

C+å  ← C+a+Da∫∂a e.g., 10a5 ni≈kåßayitavyåµ(vyaµ　/) ; 23a7 khådayi-

tavyå(vyaµ/) ; 26a3 åså(sa / ) ; 28a7 pravyåharttavyå(vyaµ /)

C+e  → Da∫∂a+C+a e.g., 13a7 ka∂evarikå / ya(ye)

C+o  → Da∫∂a+C+å e.g., 7a3 ådißitavyå / yå(yo)

４．Visargaについて

　Visargaは「ネパール写本において単なるコンマ、あるいは句点として用いられるこ

とがある」26)と言われるが，本写本においてもDa∫∂aの直前の母音に任意に付加される

句読点のようなVisargaの用例が見られる。校訂テクストを作る際にはこのような

25)　Cf. Nolot, p.465.

26)　Cf. 山崎守一「コンピューターによる仏教混淆梵語の研究（３），―梵文法華経写本における
文法解釈の問題―」(『印佛研』, Vol.37-2, 1989, pp.878-884, esp. p.882）．

Visargaは当然削除すべきであろうが，単独写本の現状では両Visargaを厳密に区別する
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ことは困難であるので，我々の転写テクストにおいては一箇所27)を除いて手を加えなかっ

た。「小休止のVisarga」とも呼ぶべきこのVisargaは，単語自体の活用語尾とは区別す

べき音声であると思われる。すなわち形態論（Morphology）を扱う際には，これを削

除した方が妥当であろう28)。以下にそのようなVisargaと思われる用例をいくつか挙げ

て，これに関する識者の御教示を仰ぎたいと思う。

   e.g.,  3b1, 12b1, 25b1  åhaµsu˙ /

5a2(twice) bhaveµsu˙ /

12b6 gomayakår≈¥ dåtavyå˙ /

16a3,7 årocayeµsu˙ /

16b6 gomayakår≈¥ vå dåtavyå˙ /

23a5 jihmå(hvå) ve∂∂hå ni≈pratibhånå˙ /

５．結び

　(1)　本書体の特徴は，Roth博士の言う通り，紀元後11～12世紀の書体の特徴と最も

一致することは確かであるが，書体の特徴に基づいて本写本の書写年代および書写地を

推定することには同意し難い。というのも，1-(6),(7)に挙げた写本と比べて，書体が（丁

寧ではあるが）稚拙であることにくわえ，保存状況が極めて良好であることを重視する

ならば，より後代の筆記者が11～12世紀の写本の書体を模写した可能性も捨て難いから

である29)。

　(2)　単独写本という現状では，伝承のいかなる段階で本稿に挙げたような誤写・脱

字が生じたかを決定し得ないから，それらの責任をどの程度本写本の筆記者に帰するこ

とはできるかは不明である。とはいえ，文意を理解しながら書写したならば未然に防げ

るような誤写の多さから判断すれば，本筆記者はAsDhの文法・語彙にあまり通暁して

いないことは確かであろう。このように考えれば，古典梵語に存在しない中期インド語

形をしばしば書き誤っていることも了解し得よう30)。

27)　4a1 dåyakadånapati p˚cchitavyå˙ <˙>. ２番目のVisargaが「小休止のVisarga」なのか，単な
る飾りとして書かれたかは不明である．

28)　BhiVの校訂本においてRoth博士はこのようなVisargaも活用語尾の一部として説明を試みてい
るようである．

29)　ca=vaの誤写，pa=ya=≈aの誤写の多さは，本写本の筆記者が11～12世紀の文字に不慣れであっ
たという推測の傍証となろう．

30)　初期大乗仏典における中期インド語の梵語化については：辛嶋静志「初期大乗仏典の文献学的
研究への新しい視点」（『佛教研究』，第26号，国際佛教徒協會，1997, pp.157-176所収）．

　e.g.,  BHS yeva (Skt. eva, Påli yeva) を ye caと誤写。
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　　　 BHS tti (Skt. iti, Påli iti,ti)を nti (３人称複数Parasm.の動詞語尾)と誤写。

　　　 BHS dutthita- (< Skt. dur-⁄sthå-, p.pt.)を utthita- (Skt. ud-⁄sthå-, p.pt.)と誤写。

　(3)　以上のような研究を推し進めるためにも，当研究会は写本の正確な転写テクス

トの作成を第一の課題と考えた。転写テクスト作成の過程において既に種々の言語学上

の問題が浮上してきているが，現段階ではそれらを詳細に検討するには至らなかった。

　以下に掲載する転写テクストにも当然誤りはあるにせよ，今回の影印版の出版により，

疑問の箇所については写本に直参して当否を確認することが可能となった。当研究会に

おいては中期インド語の専門的知識が十分とは言えず，不備な点も多々あろうが，読者

の御寛恕を乞うとともに，識者による御教示を切に希望する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998.3.10 校了）
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Outline of Japanese Articles*

Yoshiyasu YONEZAWA

Preface

Since 1990 the Institute for Comprehensive Studies of Buddhism at

Taishø University (大正大学綜合佛教研究所) and the China Library of Nationalities

(中国民族図書館) in Beijing have conducted the joint work to investigate the

Sanskrit palm-leaf manuscripts preserved in the China Library of Nationalities.

In 1994 the facsimile edition of the “Íråvakabh∑mi” Sanskrit Palm-leaf Manuscript

(瑜伽師地論声聞地梵文影印本) was published as the first academic achievement

of this joint work under the authorization of the Management Committee of

Cultural Relics of the Tibetan Autonomous Region (西蔵自治区政府文物管理委員

会) as well as of the China Library of the Nationalities.  The second academic

achievement was the publication of the facsimile edition of the Amogha-

påßakalparåja Sanskrit Palm-leaf Manuscript(不空羂索神変真言経梵文影印本) in

1997.  The both publications have shed new light on the Yogåcåra and esoteric

Buddhism respectively.

The Facsimile Edition of the Abhisamåcårika-Dharma of the Mahåsaµghika-

Lokottaravådin (大衆部説出世部律・比丘威儀法梵文寫本影印本版) is the third

academic achievement.  This edition directly reproduced from the original

manuscript will definitely provide indispensable information for text criticism,

for it is clearer than the photo of it taken by Råhula.  For the publication,

the Abhisamåcårika-Dharma study group started at the Institute for

Comprehensive Studies of Buddhism in Taishø University.  The present book

edited by the members has the aim to show a tentative guideline for those who

utilize the manuscript as a source material for Buddhist studies.

The members gratefully acknowledge all endeavors of those who devoted

themselves to enable to publish the Sanskrit Palm-leaf Manuscript.  Special

* The Japanese articles,  i.e.,  “Preface”,  “Introduction”,  and “Remarks on the Abhisamåcårika-
Dharma Manuscript” are translated below.  However,  the references and examples are not
included here but indicated by the page numbers of the articles referred to.

thanks are due to Prof. Yoshihiro Matsunami for making invaluable suggestions.
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Introduction

1. On the Depository of the Manuscript

The manuscript of the AsDh was discovered by Råhula Så∆k˚tyåyana at

¸a-lu monastery in Tibet in 1934.1)  It is well known that he discovered many

Sanskrit palm leaf manuscripts in Tibetan monasteries.  Some of them were

copied by hand or photographed.  The photo-negatives of the AsDh brought by

him from Tibet are now preserved at the Bihar Research Society in Patna.

Most of the Sanskrit palm-leaf manuscripts preserved at ¸a-lu monastery

were transferred to the China Library of Nationalities in Beijing a few decades

ago.  The catalogue compiled by the library lists the AsDh as No.5.2)

The original manuscripts listed in the catalogue were recently returned

to Tibet.  In July 1997,  a delegation from Taishø University visited Lhasa.

On that occasion it was confirmed that those manuscripts are preserved at the

Nor bu gli∆ ga Palace.  The China Library of Nationalities in Beijing,  on the

other hand,  is in charge of microfilms of the manuscripts.

2. General Characteristics of the Manuscript

As Råhula reported,  the manuscript of the AsDh consists of 50

palm-leaves and each folio contains seven lines.  The measurement of a folio is

6 x 57.5 cm and of its written surface 3.5 x 53 cm.  The material has been

preserved in a good condition.  There is no damaged nor broken folio and each

letter is so clearly written that one can easily read the text except the part

from 46b to 47a,  in which letters get blurred.  A slight problem we encounter

occasionally is that the letters of a consecutive folio are in a reversed way

printed together with the normal letters at the edge of a folio,  because the

ink was too thick.  It should be noted that the letters printed in a reversed

1) See R. Så∆k˚tyåyana,  Sanskrit Palm-Leaf Mss. in Tibet,  JBORS 21-1,  1935,  especially p.
28.  “ Vol. III 3. Ms. No. 12 bhik≈uprak¥r∫akavinaya.”

2) Zhøng guó mín zú tú sh∑ gu…an cáng fàn wén bèi yè mù lù (中国民族図書館蔵梵文貝葉目録)
dated April 1985.  “Lokottaravådinå≤ bhik≈uprak¥r∫avinaya.”

3) See 1b7 (2a1);  5b7 (6a1); 18b7 (19a1); 31b7 (32a1).

way belong to the consecutive folio.3)  It is noticed,  furthermore,  that notes
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can be found neither in the margin nor between lines.

Incidentally Råhula discovered the manuscript of the AsDh together

with the BhiV consisted of 80 leaves.  When both manuscripts were still

preserved at Beijing,  we had a chance to compare them.1)  Then we confirmed

that the material,  (i.e.,  palm-leaf),  the measurement,  script,  lines per a

folio,  etc. are identical in both manuscripts and accordingly it is obvious that

both manuscripts were written by the same scribe at the same time.

3. On the Title

1) The folio 1A has a Tibetan note written in dbu-med characters in one

line :  ’phags pa dge ’dun phal chen pa’i ’jig rten las ’das par smra ba’i ’dul ba

(*Årya-Mahåsåµghikånåµ Lokottaravådinåµ Vinaya˙).  On the right hand

side,  moreover,  there is an additional note “III: 3 bhik≈uprak¥r∫akavinaya”

which seems to have been written by Råhula himself or on the basis of

Råhula’s list.  Råhula gave this title to both the manuscript under discussion

and the BhiV.  This title,  however,  is not adequate to the manuscript under

discussion,  for the equivalent Chinese title “zá sòng bá qú f…a (雑誦跋渠法)” is

given to a different section of the MV in which the equivalent to the

manuscript under discussion can be found.2)

2) In 1B the text begins with “B namo buddhåya // abhisamåcårikå∫åµ

ådi˙” and ends with “åbhisamåcårikå samåptå˙”.

3) Each section,  which can be roughly divided by the siddhaµ A,  ends

with the following formula,  “na pratipadyati,  abhisamåcårikån dharmmån

1) In the Beijing catalogue mentioned above,  “No. 6 Lokottaravådinå≤ Bhik≈u∫¥prak¥r∫avinaya
(説出世部比丘尼襍誦律)”.

2) The Chinese version of zá sòng bá qú f…a (雑誦跋渠法) is found in Ch. 412b-499a.
Concerning the Chinese equivalent to the manuscript under discussion,  see 4. 5 below.
Incidentally the text of the Bhik≈uprak¥r∫aka is quoted in the Íik≈åsamuccaya.  (See p. 154,
l. 17- p. 157, l. 8.  See also BHSG,  p. 5, fn. 14;  F. Edgerton,  Buddhist Hybrid Sanskrit,
Lanuguage and Literature,  Banaras Hindu University,  1954,  p. 54.)  The text of the
fragment has the same linguistic features as the Mv and the manuscript under discussion.

∏åtikr∏∏∏åmati” (If one does not behave [in such a manner],  he transgresses the
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rule called ∏∏∏åbhisamåcårika-dharma).1)  Concerning the form of “∏∏∏åbhisamåcårika-”,

“abhi‚” apears up to chapter III,  whereas “åbhi‚” does from chapter IV to the

last chapter.

4) BhiV ‹ 293 (p. 325) refers to “Abhisamåcårikå Dharmmå˙”.

The title of the manuscript under discussion should be either

“Abhisamåcårika-Dharma” or “Åbhisamåcårika-Dharma”.  From these alternatives,

we choose “Abhisamåcårika-Dharma” as the title,  since the occurrences of

“åbhisamåcårika-” in Pali —no usage of “∏∏∏åbhisamåcårika-” is found in the other

Sanskrit texts— are not found in the ˇipi†aka but in the A††hakathås.2)  As

several scholars have already indicated,  the language of the text is classified

as so called Buddhist Hybrid Sanskrit.  We presume that the form “Abhisamåcårika-

Dharma” is an example of the Buddhist Hybrid Sanskrit as well as a residue of

Buddhist texts in the early days.

4. References

4. 1 AsDh See pp. 3-4.

4. 2 On Other Texts of the Lokottaravådin

As the title indicates,  the AsDh belongs to the Lokottaravådin of the

1) The variants are as follows:  pratipadyeti (twice) and pratipadyanti (twice) for pratipadyati;
I.3 (Ms. 4a4) ends with “na pratipadyati, vinayåtikramam åsådayati.” (If one does not
behave [in such a manner],  one transgresses the rule of the Vinaya.);  III.7 (Ms.
23b7-24a1) ends with “na ti≈†hati,  abhisamåcårikån dharmmån atikråmati.” (If one does
not stand [in such a manner],  one transgresses the rule called ∏∏∏åbhisamåcårika-dharma.)

2) Concerning the occurrences of the A††hakathås,  see CPD.  The occurrences in the
ˇipi†aka are as follows;  abhisamåcårikaµ dhammaµ in AN III, p. 14 (twice),  p. 15 (6
times),  and p. 422 (4 times); abhisamåcårikam pi dhammaµ in MN I, p. 469;  abhisamåcårikaµ
sikkhaµ in AN II, p. 244 (twice).

3) The Samayabhedoparacanacakra by Vasumitra refers to that the subdivision within the
Mahåsåµghika school took place during in the second century after the Nirvå∫a of the
Historical Buddha.  (Tib.  sde dge Tøhoku No. 4143,  Taipei ed. vol. 45,  142a-b;  Peking
No. 5639,  vol. 127,  169b.  Ch.  異部宗輪論 Taisho No. 2031,  vol. 49,  15a;  十八部論
Taisho No. 2032,  vol. 49, 18a;  部執異論 Taisho No. 2033,  vol. 49,  20a.)  The 舎利弗門経
(Taisho No. 1645,  vol. 24,  900b-c) which documents the division of the Buddhist schools

Mahåsåµghika school.3)  The texts of this sect are written in so called
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Buddhist Hybrid Sanskrit.  See pp. 4-6.

4. 3 On the Modifier “madhy’uddeßika- or madhyoddeßika-”

The colophon of the manuscript of the AsDh (50b2) runs as follows,

åryamahåsaµghikånåµ lokottaravådinåµ madhyuddeßapå†hakånåµ

på†heneti // A //

The underlined word is to be noted as an indication of the Mahåsåµghika

or the Lokottaravådin.  Several scholars have argued about the meaning of

“madhy’uddeßika- or madhyoddeßika-”.  See pp. 6-7.

4. 4 On the Language of the Lokottaravådin

The peculiar language,  the so-called Buddhist Hybrid Sanskrit,  is used

in the AsDh text.  Concerning the vocabulary,  it is sometimes necessary to

consult the dictionaries of Middle or New Indo-Aryan languages,  just as Roth

has done in his edition of the BhiV.  See p. 7.

4. 5 The Chinese Mahåsåµghika Vinaya

The contents is on the etiquette or behavior of monks in the monastic

life,  e.g.,  on upo≈adha,  etc.  Most of passages in the AsDh correspond to

the section,  “wººei yí fπ……a” (威儀法 juàn (卷) 34 and 35)1),  of the MV which was

translated by Buddhabhadra and F…a xi…an (法顕) betweeen 416 and 418 A.D.2)

The following articles refer to the relationship between the Sanskrit and

Chinese texts.

1) A. Hirakawa,  Kaisetsu makasøgiritsu (*Introduction to the

Mahåsåµghika- Vinaya 解説 摩訶僧÷律),  Kokuyaku issaikyø indo senjutu-bu

ritsu-bu 11,  Tokyo,  1974,  repr. 1990,  pp. 313-323.

Hirakawa concludes that the Sanskrit AsDh and the wººei yí fπ… …a of

Chinese must be different recensions of the same original.

agrees with this date.  Cf.  K. Tsukamoto,  Shoki bukkyø kyødan-shi no kenky∑ ,  Tokyo,
1980,  pp. 413-453.

1) Taisho No. 1425,  vol. 22,  499a21-514a18.

2) See Roth,  BhiV,  Introduction I,  pp. I-XVII.

2) Y. Ejima,  Daish∑bu-kei ritsuten bonpon ni tsuite （*On the Sanskrit
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Vinaya Texts of the Mahåsåµghika School 大衆部系律典梵本について）,

Bukkyø shisø ronsh∑ (*Essays on Buddhist Thought,  Prof. Okuda Felicitation

Volume 仏教思想論集　奥田慈應先生喜寿記念),  Kyoto,  1976,  pp. 911-922.

Ejima notices that both the Sanskrit and Chinese texts consist of 7

vargas (chapters) which end with uddånas,  i.e.,  a sort of contents.  He

adds,  however,  that both texts do not literally correspond to each other.

3) A. Hirakawa,  Makasøgiritsu no bonpon ni tsuite （*On the Sanskrit

Texts of the Mahåsåµghika Vinaya 摩訶僧÷律の梵本について）,  Bukkyø

to bunka (*Buddhism and Culture,  Prof. Nakagawa Felicitation Volume

仏教と文化　中川善教先生頌徳記念論文集),  Kyoto,  1983,  pp. 465-481,

esp. pp. 472-475.

Hirakawa notices in this article that both the Sanskrit and Chinese

texts consist of 7 vargas in which almost the same subjects are dealed with.

He pays attention to that the Chinese text has dak≈i∫ås about the constellation

of stars (星宿) in the first varga,  which are not found in the Sanskrit text.

4) M. Nishimura1),  Über den Text des Abhisamåcårikå,  JIBS 33-1,

1984,  pp. 415-409.

Nishimura points out that 70 uddånas are found in the Chinese text,

while there are 71 in the Sanskrit text.  This article contains the collation

table with Chinese uddånas and its German translation.

5) A. Hirakawa,  Nihyakugojukkai no kenky∑ I (*A Study of Two-

hundred-fifty Monastic Rules 二百五十戒の研究 I),  Hirakawa Akira

Chosakush∑ (*A Collection of Akira Hirakawa’s Works 平川彰著作集),  vol.

14,  1993,  esp. pp. 43--46.

1) He also publishes the German translation of the first and second chapters of the wººei yí fπ……a
(威儀法) in the MV.  M. Nishimura,  Die chinesische Fassung der Abhisamåcårikå aus der
Mahåsåµghika-Vinaya (1),  Studies in Buddhism and Buddhist Culture (Bukkyøbunka
kenky∑ 佛教文化研究) no. 38,  The Institute of Buddhist Studies for Jodo Shu Buddhist
Denomination (Jødosh∑kyøgakuin 浄土宗教学院),  Tokyo,  1993,  pp. 1-18;  do. (2),  Religion
and Culture,  S. Saito Felicitation Volume (Sh∑kyø to Bunka 宗教と文化　斎藤昭俊教授還暦
記念論文集),  Tokyo,  1990,  pp. 47-68.

As the above-mentioned articles indicate,  a comparison with the MV is
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necessary for a study of the Sanskrit text of the AsDh.  For this purpose we

provide a Collation Table.1)  We noticed,  however,  that there are several

textual differences between Sanskrit and Chinese.  The examples as such,

which are not referred to in the table,  are at random listed below.

1. As is shown in the Collation Table,  the arrangement of topics in the

fourth and fifth varga is not identical.  In the seventh varga,  furthermore,

both texts have different arrangements of the topics.  Although the Collation

Table does not indicate this,  the different arrangements within a topic are

also found in II-8 and II-9.

2. As Nishimura 1984 has already indicated,  the total number of uddånas

is different.  This is because the Sanskrit text has two uddånas for the fifth

section of the fourth chapter,  “evaµ ålapitavyaµ  / evaµ pravyåharttavyaµ”.

As far as the contents is concerned,  these two words are used together and

regarded as synonyms.  Accordingly the two uddånas are not necessary for

this section.  On this account,  it can be concluded that the Chinese text

preserves the original arrangement which consists of 7 chapters with 10 final

uddånas (i.e.,  70 uddånas in total).

3. As Ejima 1976 has already indicated,  the Sanskrit text has more

detailed descriptions.  For instance,  the five places for the upo≈adha are

listed in Sanskrit,  while only three are listed in Chinese (I-2).2)  Furthermore,

six materials for a ka†hina mat are listed in Sanskrit,  whereas only two are

listed in Chinese (III-1).3)  Similar cases can often be found.  However,  one

can find the exception in II-2,  in which the Sanskrit text omits the procedure

of monks’ meeting (karman) by the word “peyålam”,  whereas the Chinese

1) See  pp. 11-16  This table is intended to be convenient for those who read the Sanskrit
text mainly.  When utilizing the Sanskrit text as the subordinate,  see Nishimura 1984.

2) upasthånaßålå-,  prahå∫aßålå-,  ma∫∂alamåda-,  ucchedanaka-,  and ni≈adyå-;  温室,  講堂,
and 林中.

3) vaµßa-,  nala-,  naµgala-,  kå∫∂a-,  caruka-,  and rohi≈a-;  竹 and 葦.

4) See Ch. 羯磨者応作是説. ... 如是白.白一羯磨.乃至僧 黙然故.是事如是持.是比丘得羯磨已.　
(502c27-503a2).  The equivalent description cannot be found in Sanskrit.

text has more descriptions.4)
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Thus many textual differences are found in both the Sanskrit and

Chinese texts.  At the present stage we would like not to draw a conclusion

that the Chinese text preserves the older form than the extant Sanskrit text,

for the Vinaya texts might have differed from each other within the same

school or sect.  We humbly wish the reader to contribute to the relationship

between the extant Sanskrit text and the Chinese version through careful

examination.

One can not deny the importance of the AsDh as a Sanskrit source

material of the Mahåsåµghika- Lokottaravådin.  The AsDh will definitely shed

light on the linguistic features of so called Buddhist Hybrid Sanskrit as well as

on a comparative study of the various Vinaya texts in different recensions.
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Remarks on the Abhisamåcårika-Dharma Manuscript

The present article contains our remarks on the Ms., which we noticed

in the course of our transcription of Chapter I to IV.

1. On the Script

Several remarks on the script are listed below.

1) As is mentioned in the Introduction,  the scribe of the AsDh is the same

as the one of the BhiV.1)

2) Roth says in the Introduction of his edition,  “[the script of BhiV]

represents the Proto-Bengali-cum-Proto-Maithili type,  which was used in the

Påla inscriptions of the 9th-12th century A.D.”  He presumes,  furthermore,

that “Nepal could be the place from where the MS was sent to Tibet,  on the

basis of the fact that there are so many manuscripts written in this type in

Nepal.”2)

3) Jinånanda classified the script as Vartula (old Bengali or/and old Maithili).3)

4) According to A. K. Singh’s classification4),  the origin of the script goes

back to circa 9 century A.D.

5) In the Bühler’s table5),  the script is similar to those dated in the end of

1) See also Y. Matsunami,  On the Manuscript of the “Abhisamåcårika”,
JIBS vol. 45-2,  1997,  pp. 9-13,  esp. p. 10.

2) BhiV,  pp. XVIII-XXVII.  Furthermore,  Roth indicates that the script is identical with that
of the Mahåkåla-Tantra manuscript dated the fifth regnal year of Madanapåla,  i.e., 1149
AD.  (See G. Roth,  Particular Features of the Language of the Årya-Mahåsåµghika-
Lokottaravådins and their Importance for Early Buddhist Tradition,  Selected Papers ,  pp.
289-350,  especially,  p. 293, ll. 2-8.)  Incidentally Nolot does not refer to this remark.  (E•.
Nolot,  The Script of the Mahåsåµghika-Lokottaravådin Bhik≈u∫¥-Vinaya and Abhisamåcårikå
Dharmå˙ Manuscript from the R. Så∆k˚tyåyana Collection,  Untersuchungen zur buddhistischen
Literatur II,  Sanskrit-Wörterbuch der buddhistischen Texte aus den Turfan-Funden,  Beiheft
8,  hrsg. von H. Bechert,  S. Bretfeld,  und P. Kieffer-Pülz,  1997,  pp. 267-272.)

3) B. Jinånanda 1969,  p. I.

4) A. K. Singh,  Development of Någar¥-Script,  Delhi,  1990.

5) G. Bühler,  Indische Palaeographie ,  Grundriss der Indo-Arischen Philologie und Alterumskunde
I, 11,  1896,  repr. in Tokyo 1977,  Tafel VI.

12 A.D.,  e.g.,  XI Cambridge Ms No. 1699, 1-2,  A.D. 1198;  XII Cambridge
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Ms No. 1691, 2, AD. 1179.  It should be noted that their similarity lies

specially in the vowel sign of “i”.

6) The script is similar to that of the Amoghapåßakalparåja with a few

exceptions.1)  This manuscript was also discovered at ¸a-lu monastery.  This

fact can be taken into account for the scribal similarity.

7) As Roth has already indicated,  there are similarities of the script

between the AsDh and Nepal manuscripts.  For instance one can notice the

similarity in the manuscripts of the Triµßikå-Bhå≈ya of Sthiramati.2)

2. On Writing Errors

No manuscript is free from writing errors.  In the Ms. of the AsDh,

however,  the reader will encounter quite a lot of writing errors without

corrections by a later hand.3)  Although far from exhaustive,  they are

tentatively classified into six types.  The samples are taken from our transcription.

NB.  correct or expected letters → actual letters in Ms.

2.1 Writing Errors of Similar Letters See pp. 19-21.

2.2 Writing Errors of Similar Words See pp. 21-22.

2.3 Transposition of Letters See p. 22.

2.4 Dropped Letters and Words

It is difficult to judge whether letters and words are dropped or not by

1) See N. Øtsuka,  The Script of the Amoghapåßakalpa-råja Sanskrit Palm-leaf Manuscript,  in
Introduction to the Facsimile Edition of the Amoghapåßakalparåja Sanskrit Palm-leaf
Manuscript,  pp. 17-39,  Taishø University,  Tokyo,  1997.

2) See K. Mimaki,  M. Tachikawa,  and A. Yuyama eds.,  Three Works of Vasubandhu in
Sanskrit Manuscript (Bibliotheca Codicum Asiaticorum 1) ,  The Center for East Asian
Cultural studies,  Tokyo,  1989,  esp.  the first half of C and D.  Concerning the date of
the Nepal manuscript,  S. Lévi presumes the 12 c AD.  See S. Lévi,  Vijñaptimåtratåsiddhi
deux traites de Vasubandhu Vi≤ßatikå et Tri≤ßikå ,  Paris,  1927,  p. XV.

3) The correction or cancellation seems to have been done by the scribe himself.  Concerning
the examples as such,  see fn. 11) in p. 19.  The smaller letters in 20a1,  furthermore,  may
be regarded as the part where the wrong letters might have been scratched off.

just using the only one extant manuscript.  Nevertheless,  we can find out
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several cases of dropped letters and words on the basis of the context or by

comparison of the similar occurrences.  See pp. 22-23.

2.5 Dittography See pp. 23-24.

2.6 Extra Letters

This sort of errors can be attributed to either the confusion in the

course of the transmission or the misunderstanding of the scribe.  At the

present stage,  we can not specify the reasons for it.  See p. 24.

3. The Place of the Da∫∂a

The da∫∂a should be distinguished from the punctuation in the modern

languages.  Nevertheless,  it is bizarre that a da∫∂a is sometimes found in an

unexpected place (e.g.,  within a word) and there is no da∫∂a in an expected

place.  As Nolot has already indicated in her French translation of the BhiV,

it can be found in the Ms. of the AsDh that some da∫∂as are confused with

the vowel sign of “å” and the preceding part of the vowel sign of “e” or “o”.

Concerning the samples,  see p. 24.

4. On the Visarga

Concerning the visarga,  Yamazaki makes the interesting remark that

the visarga in the Nepal manuscripts sometimes appears as a comma.1)  In the

Ms. of the AsDh,  we encounter a peculiar usage of visarga which is added to

the vowel before da∫∂a.  In our transcription we do not correct it except for

one peculiar case2).  If it is functioning as a comma or pausing,  it should be

excluded from the ending form of the inflection or conjugation.  The samples

are listed in p. 25.

5. Final Remarks

1) See M. Yamazaki,  Buddhist Hybrid Sanskrit Studies by Computer (3): Notes on Grammatical
Points in Manuscripts of the Saddharmapu∫∂ar¥ka-s∑tra (komp∑tå niyoru bukkyø konkø
bongo no kenky∑ (3) ) (JIBS,  vol. 37-2,  pp. 878-884,  esp. p. 882.）

2) See 4a1 dåyakadånapati p˚cchitavyå˙ <˙>.  It is not clear what the double visargas mean.

1) As it is mentioned in 1,  the script can be categorized as dating from the
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11 to 12 century A.D.  It seems impossible,  however,  to apply this date to the

present Ms. of the AsDh,  because its unskilled script1) and the good preservation

of the Ms. might prove that the Ms. is copied much later than during 11-12

century A.D.2)

2) It is uncertain to what extent the scribe is responsible for many occurrences

of writing errors mentioned above.  When we take into account that a few

corrections are found and the scribe did not correct most of them,  it is very

probable that the scribe did not possess of sufficient linguistic knowledge,  i.e.,

vocabulary and grammar of the language in the text.  If this is the case,  it

could explain some of the writing errors of the Middle Indic words.3) The

samples as such are listed in p. 26.

3) Taking this into account,  we engage ourselves in a Transcription to

which our tentative corrections are added.  At the present moment we have

not come to the stage in which the linguistic features can be described in

detail.

We humbly wish that our attempt will be subject to many corrections by

the reader who has much greater knowledge of the Middle Indic languages.

Hopefully the reader will be able to utilize the facsimile edition and contribute

to development of the studies on Buddhist Sanskrit texts.

1) Compare the script of the manuscripts referred to in 1,  6) and 7).

2) Many occurrences of the writing errors might have been caused by the lack of experience
for the scribe imitating the script of earlier days,  if our presumption is valid.

3) Cf. S. Karashima,  Some New Viewpoints in Philological Studies of Early Mahåyåna
Texts,  Buddhist Studies (Bukkyø kenky∑),  International Buddhist Association,  Hamamatsu,
vol. XXVI,  March 1997,  pp. 157-176.



Transcription of the  Abhisamåcårika-Dharma

Chapter I – Chapter IV
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凡　例　

　本転写テクストにおいては，性・数・格，Sandhi，Da∫∂a等の点で写本に不適正

な部分がある場合でも，原則的に写本の文字を忠実に転写することを目指した。た

だし，明らかに写本筆記者の誤写と思われる場合には，以下の規定に従って訂正案

を併記した。尚，個々の訂正案に関しては，研究会において検討を加え可能な限り

統一することを目指したが，最終的な判断は各章担当者の責任に委ねることとした。

(1)　誤写により写本の文字が欠落している場合，［］内に補った。

　　例：bha[ga]vån.   s¥vayi[tu]kåmo.   na[µ]galånåµ.   prati[balo].

(2)　誤写により写本に余分な文字が筆記されている場合，もしくはViråmaが欠落し

ている場合，＜＞で削除した。　例：apadu<cca>ritavyaµ.   bhagavån<a>.   thapi</>yå∫aµ.

(3)　誤写により別の文字が筆記されている場合，下線でその部分を指摘し，直後の

（）内に正しいと思われる文字をイタリックで表記した。

　　　例： yeca(va).   pañcårthavaµßå(ßåµ).   te(o)var≈iyanti.   u(du)tthitakaµ.

(4)　文字が判読困難な場合，あるいは別の読みの可能性が残されている場合，その

文字の下に点線を付して注意を促した。　例：adhotakehi.　　åttamano.   bhik≈u.

(5)　文字が判読不能な場合，文字の数だけ[+]記号を入れた。

　　 例： [+]≈†ato.   [++]parya∆kena.

(6)　写本の「　」に対しては，“ µƒ ” によって転写した。

(7)　写本のSiddhaµに対しては，“ A ” によって転写した。

(8)　文字のキャンセルについては，原則としてキャンセル済みの読みを転写した。

(9)　J. とは，Jinånanda Textの本文を指す。J.との異同は，以下の各項に該当する

場合を除き，脚注において全て指摘した。したがって，Jinånanda Textの脚注に

は原則として言及しない。

　　ａ）　r に後続する子音が重複している場合。例：Ms. dharmmaµ ; J. dharmaµ.

　　ｂ）　Ms. cch... ; J. ch...の場合。例：Ms. cchåyanikå ; J. chåyanikå.

　　ｃ）　鼻音（∆/ñ/∫/n/m/µ/µƒ）の種類が相違する場合。例：Ms. bhagavån ; J. bhagavåµ.

　　ｄ）　明らかな複合語をJ.が分離させている場合。例：Ms. jarådurbbalo ; J. jarå durbalo.

　　ｅ）　Ms. nti(tti) ; J. nti の場合。

　　ｆ）　∏åbhisamåcårika- 及びatikr∏åmatiにおける ∏å の長短が相違する場合。

(10)　複合語においてhiatusが生じている場合，ハイフンを入れた。

　　 例：m∑≈a-ukkårå.  g˚hi-ålåpena.  ati-u≈∫am.

(11)　改行（段落分け）は，各章担当者の判断に委ねた。
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Explanatory Remarks

In the present transcription,  we do not basically correct the grammatical
errors,  e.g.,  gender,  number,  case,  Sandhi,  and the punctuation,  i.e.,
da∫∂a.  Concerning the conspicuous writing errors,  however,  our tentative
corrections or suggestions are supplied as the result of our discussions.  It
should be noted that the final decision of the member who is responsible to each
chapter takes the precedence over the textual consistency.  The symbols and
rules in the present transcription are as follows;

(1) The letters between [ ] indicate that they should be supplied.
e.g.,  bha[ga]vån. s¥vayi[tu]kåmo.      na[µ]galånåµ. prati[balo].

(2) The letters between < > indicate that they should be deleted.  This rule is
applied for the omission of the viråma.
e.g.,  apadu<cca>ritavyaµ.     bhagavån<a>.     thapi</>yå∫aµ.

(3) The letters which seems to be wrongly written are underlined.  Immediately
after them our suggestion is supplied between ( ) in Italics.
e.g.,  yeca(va).   pañcårthavaµßå(ßåµ).   te(o)var≈iyanti.   u(du)tthitakaµ.

(4) The obscure characters ( i.e., ak≈aras) are dot-underlined.
e.g.,  adhotakehi.　　　åttamano. bhik≈u.

(5) The illegible character ( i.e., ak≈ara) is indicated by + between [ ].
e.g.,  [+]≈†ato.  [++]parya∆kena.

(6)    in Ms is indicated by “µƒ”.
(7) The siddhaµ in Ms. is reproduced as “A”.
(8) The cancellation in Ms. is not referred to in principle.
(9) J. indicates the Jinananda's edition.  When the reading of J. is different

from ours,  it is referred to in the footnotes except the following cases;
 a)  The reduplication of consonants after “r”.  e.g.,  Ms. dharmmaµ; J. dharmaµ.

b)  The case of Ms.cch... ; J. ch...  e.g.,  Ms. cchåyanikå ; J. chåyanikå.
c)  The difference of nasal sounds (∆ / ñ / ∫ / n / m / µ / µƒ)

     e.g.,  Ms. bhagavån ; J. bhagavåµ.
d)  The case that J. does not read as a compound.
    e.g.,  Ms. jarådurbbalo ; J. jarå durbalo

e)  Ms. nti(tti);  J. nti.
f)  The varient of ∏åbhisamåcårika- and atikr∏åmati

NB.  In principle,  the present text does not principally refer to the footnotes in J.
(10) The compound in which the hiatus appears is hyphened.

e.g.,  m∑≈a-ukkårå.  g˚hi-ålåpena.  ati-u≈∫am.

(11) The subdivision into paragraphs owes to the personal judgement of those
who are responsible to the chapter.
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I.1   Ms.1b1 (J.1.1); Ch.499a22

B
1) namo buddhåya // abhisamåcårikå∫åm ådi˙ /

5 bhagavån ßråvastyåm viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två saµghasya dåni po≈adho　åyu≈måµ nandano saµghasthaviro

upanandano dvit¥yasthaviro dåyakadånapat¥2) p˚cchanti / årya kiµ samagro

bhik≈usaµgho åhaµsu no d¥rghåyu / ko dåni någacchati / bhik≈∑ åhaµsu

saµghasthaviro någacchati / te dåni ojjhå(1b2)yanti / paßyatha bha∫e vayan

10 tåva karmmåntån cchoraya3) ågacchåma / samagrasya saµghasya (4....pådån<a>

vandi≈yåma....4) / deyadharmmañ ca prati≈†håpayi≈yåma5) / saµghasthaviro

någacchati / so dåni paßcåd ågatvå saµk≈iptena catvåri påråjikån dharmmån

uddeßiyå∫a no ca dak≈i∫åm ådißati / na parikathåµ karoti / utthiya gato /

navakå6) bhik≈∑ p˚cchanti / åyu≈mån någato saµghasthaviro  bhik≈∑ åhaµsu /

15 ågato (1b3) ca gato ca / te pi navakå bhik≈∑ åhaµsu / naiva

saµghastha(J.2)virasya ågati˙ prajñåyate na gati˙ / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑

bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha / ßabdåpayatha nandanaµ so dåni

ßabdåpito / bhagavån åha / satyaµ nandana evaµ nåma saµghasya po≈adho

ti / tad eva sarvvaµ bhagavån vistare∫a pratyårocayati navakå bhik≈∑

20 ojjhåyanti / naiva saµghasthavirasyå(1b4)gatir7) nna gati˙ / prajñåyate ti /

åha / åma bhagavan /

bhagavån åha / tena hi evaµ saµghasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ

/ kin ti dåni saµghasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ / yad aho saµghasya

po≈adho bhavati / tad aho saµghasthavire∫a jånitavyaµ / kim adya saµghasya

25 po≈adho  cåturddaßiko 8)  påñcadaßiko 8)  sandhipo≈adho 8) bhavi≈yat¥ti kiµ

p∑rvvaµ bhaktaµ / kiµ paßcå(1b5)dbhaktaµƒ / kettika pauru≈åhi9) cchåyåhi

kahim bhavi≈yati / prahå∫aßålåyåm vå upasthånaßålåyåm vå / agnißålåyåm vå

/ ma∫∂alamå∂e vå / yasmin pradeße yaµ divasaµ saµghasya po≈adho bhavati

1) J. oµ.     2) J. dåyakadånapati.       3) J. te dåni cchoriya.

4) pådån vandi≈yåma˙. 5) J. ‚i≈yåma˙. 6) J. navako. 7) J. [å]gatir.

8) J. adds [vå]. 9) J. paur∑≈åhi.

/ saµghasthavire∫a pañcas∑trå∫i vistare∫a svådhyåyitavyåni / yåvantamasato
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catvåri påråjikå gåthåß ca si≈†akam1) abh¥k≈∫aßrutikåyå yadi dåni na(nå)gato

saµ(1b6)gho bhavati saµghasthavire∫a yahiµ bhavi≈yati tahiµ årocayitavyaµƒ2)

/ åyu≈man adya saµghasya po≈adho cåturddaßiko vå påñcadaßiko vå sandhi-

po≈adho vå / amukahiµ bhavi≈yati / prahå∫aßålåyåm vå / upasthånaßålåyåm

5 vå / ma∫∂alamå∂e vå purebhaktam vå paßcådbhaktam vå / ati(bhi)kramantu

åyu≈manto nåpi dåni årocitaµ mayå ti / yatrolaggikåya3)　åsitavyaµ /

(J.3) atha khalu prati(1b7)k˚tyeva po≈adhasthånaµ gantavyaµ  siñcåpayi-

tavyo sanmårjayitavyo gomayakår≈¥ dåtavyå / åsanaprajñapti karttavyå /

vibhavo bhavati ßalåkå gandhodakena dhovitavyåyo4)　pu≈pehi okiritavyåyo4)

10 saµghasthavire∫a jånitavyaµ ko ßalåkåµ cårayi≈yati / ko praticchi≈yati / ko

pråtimok≈as∑traµ uddißi≈yati / ko dak≈i∫åµ ådißi≈yati / ko parikathåµ kari≈yati

/ yo prati(2a1)balo bhavati / so adhye≈itavyo ayaµ sånaµ ßalåkåµ cåre≈i /

tvaµ ßalåkåµ praticchesi / tvaµ pråtimok≈as∑tram uddiße≈i tvaµ bhå≈esi5)

tvaµ parikathåµ karesi / tvaµ dak≈i∫åµ ådißesi / tena yathådhye≈†ena

15 ßalåkå cårayitavyå / dvit¥yena prat¥cchitavyå / nåpi k≈amati ßalåkåµ cårayantena

anirmmådiya haståµ ßalåkåµ cårayituµ / nåpi k≈amati / ogu∫†hikå<ya>k˚tena6)

upånahå(2a2)r∑∂hena vå ßalåkåµ cårayanta(tu)µ / atha khalu haståµ

nirmmådiya ogu∫†hikåµ apaniya upånahåµ omuñciya ekåµsak˚tena7) ßalåkå

cårayitavyå / ßalåkåµ pi dåni g˚h∫antena na cåpi k≈amati / ogu∫†hikåk˚tena

20 vå upånahår∑∂hena vå ßalåkåµ g˚h∫ituµƒ8)  / atha khalu ekåµßak˚tena hastån

nirmmådiya ogu∫†hikåµ apaniya upånahåµ omuñciya ßalåkåµ g˚h∫itavyå /

yaµ kålaµ (2a3) ßalåkå cåritå bhavanti bhik≈∑ ga∫itå bhavanti. / såmagr¥

årocitå bhavati / dåyakadånapati parip˚cchitavyå / kim vasi≈yatha atha

gami≈yatha / (J.4) yadi tåvåhaµsu  gacchåma tato deyadharmmaµ prati≈†håpa-

25 yitavyaµ / deyadharmmam anumodåpayitavyaµ / dhårmmyå kathayå

saµdarßayitavyå˙ / samådåpayitavyå˙ / samuttejayitavyå˙ / saµprahar≈a-

yitavyå˙ / (2a4) udyojayitavyå˙ // atha dåni åhaµsu vasi≈yåma nti(tti)

vaktavyaµ / gacchatha tåva båhyato åmuh∑rttaµƒ9)  ågametha bhik≈usaµgho

1) J. gåthå≈v avaßi≈†akam. 2) J. årocayitavya˙. 3) J. påtrollagnikåya. 4) J. omits ‚yo.

5) J. bhåsesi.   6) J. ogu∫†hikåya k˚tena. 7) J. ekåµßak˚tena. 8) J. g˚h∫ituµ.

9) J. åm∑h∑rttaµ.
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tåva po≈adhaµ kari≈yati / yaµ kålaµ dåyakadånapati nirddhåvitå1) bhavanti /

tato s∑troddeßakena jånitavyaµƒ /

yadi tåva nåtyå[ti]ß¥tam2) bhavati / nåtyåti-u≈∫aµ3) na d∑rad∑re vihårakå

bhavanti bhik≈∑ vå na jarådurbbalå na vyå(2a5)dhidurbbalå vå bhavanti / na

5 vå siµhabhayam vå vyåghrabhayam vå caurabhayam vå  bhik≈∑ vå sukhopavi≈†å

bhavanti / yadi tåva vistare∫a pråtimok≈as∑traµ ßrotukåmå bhavanti vistare∫a

pråtimok≈as∑traµ uddißitavyaµ / atha dåni atisi(s¥)tam4) vå [ati]u≈∫am vå

bhavati / bhik≈∑ vå jarådurbbalå vå vyådhidurbbalå vå bhavanti　/ siµhabhayam

vå vyåghrabhayam vå caurabhayam vå bhik≈∑ (2a6) ca na vistare∫a

10 pråtimok≈as∑traµ ßrotukåmå bhavanti / saµk≈iptena catvåri påråjikåµ

dharmmåµ uddißiyånaµ ßi≈†akaµ5) abh¥k≈∫aßrutikåye gåthåye ca tato

yathåsukhaµ karttavyaµ /

atha dåni sarvvaråtrikå bhavati / tato adhye≈itavyaµ / tvaµ bhå≈ayes¥ti

// yathådhye≈†ehi bhå≈amå∫aµ sarvvaråtriµ dharmmav˚≈†iye v¥tinåmiyånaµ

15 dåyakadånapati (J.5) dharmyå kathayå saµdarßayitavyå samådå(2a7)payitavyå

samuttejayitavyå saµprahar≈ayitavyå udyojayitavyå yathåsukhaµ karttavyaµ

/ abhipramodantu åyu≈manto / evaµ saµghasthavire∫a po≈adhe pratipa-

dyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikå[µ] dharmmåµ atikramati //A//

I.2   Ms.2a7 (J. 5.5); Ch.499c2

20 bhagavån ßråvastyåm viharati / ßastå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två saµghasya dåni po≈adho åyu≈måµ nandano (2b1) saµghasthaviro

upanandano dvit¥yasthaviro saµghasthaviro ågato bhik≈u6) ågatå dvit¥yasthaviro

någacchati / dåyakadånapati dåni deyadharmmå∫i ådåya pratipålenti /

samaya(gra)µ ca bhik≈usaµgham vandi≈yåma˙ / deyadharmmañ ca prati≈†håpa-

25 yi≈yåmo ti // te dåni p˚cchanti / årya samagro bhik≈usaµgho a(å)haµsu

nohetaµ d¥rghåyu7) ko khalu någacchati / åhaµsu dvit¥yasthaviro någa-

ccha(2b2)ti / te dåni ojjhåyanti vayaµ ye[va] tåva8) karmmåntå9) cchoriya

1) J. nirdhåvitå. 2) J. nåpyåtiß¥tam. 3) J. nåpyåti-u≈∫aµ. 4) J. atiß¥tam.

5) J. [ava]ßi≈†akaµ. 6) J. bhik≈∑. 7) J. d¥rghå≤y∑. 8) J.vayaµ pi tåva.

9) J. karmåntå≤.

ågatågacchåma samagrasya saµghasya pådåµ vandi≈yåma˙ / deyadharmmañ
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ca prati≈†håpayi≈yåma˙ / dvit¥yasthaviro pi någacchati / te dåni muh∑-

rttamåtraµ1) pratipåliya åsitvå deyadharmmaµ prati≈†håpayitvå gatå˙ / so

dåni ativikåle ågato saµghasthaviro ojjhåyati / asmåkaµ bhagavån

da∫∂akarmman dadåti2) dvit¥yasthavira(2b3)sya monti(tti)kå3) / etaµ

5 prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayanti / bhagavån åha // ßabdåpayatha

upanandanaµ so dåni ßabdåpito / bhagavån åha // satyaµ upanandana (J.6)

evaµ dåni saµghasya po≈adho ti / tad eva sarvvaµ bhagavåµ vistare∫a

pratyårocayati / yåva saµghasthaviro pi ojjhåyati / asmåkaµ bhagavåµ

da∫∂akarmman deti / dvit¥yasthavirasya monti(tti)kå3) (2b4) åha / åma bhagavan

10 bhagavån åha / tena hi evaµ dvit¥yasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ

/ kin ti dåni dvit¥yasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ / yad aho dåni

saµghasya po≈adho bhavati / saµghasthaviro na pratibalo bhavati /

dvit¥yasthavire∫a jånitavyaµ / kiµ adya saµghasya po≈adho　caturddaßiko vå

påñcadaßiko vå sandhipo≈adho vå kiµ rå(2b5)tripo≈adho bhavi≈yati　divåpo≈adho

15 purebhakti4) bhavi≈yati /　paßcådbhaktaµ / kahiµ bhavi≈yati　/

upasthånaßålåyåm vå prahå∫aßålåyåm vå ma∫∂alamå∂e vå / ucchedanake5) vå

ni≈adyåya vå tti  yahim bhavati / tahiµ årocayitavyaµ　/　åyu≈man adya

saµghasya po≈adho cåturddaßiko vå påñcadaßiko vå /

atha dåni saµghasthaviro na pratibalo bhava(2b6)ti / dvit¥yasthavire∫a

20 prak˚tyeva po≈adhasthånaµ siñcåpayitavyaµ / sanmårjayitavyaµ / gomayakår≈¥

dåtavyå åsanaprajñapti˙ karttavyå vibhavo bhavati ßalåkå gandhodakena

dhovayitavyå</>yo6) pu≈pehi okiritavyåyo saµghasthaviro na pratibalo bhavati

/ dvit¥yasthavire∫a jånitavyaµ ko ßalåkåµ cårayi≈yati / ko ßalåkåµ praticchi≈yati

/ ko pråtimok≈as∑tram7) uddißi≈ya(2b7)ti /　ko bhå≈i≈yati /　ko dak≈i∫åµ ådißi≈yati

25 /　ko parikathåµ kari≈yati / yo pratibalo bhavi≈yati / so adhye≈itavyo / tvaµ

ßalåkåµ cårayi≈yasi / tvaµ praticche≈yasi yåva tvaµ parikathåµ kårayas¥ti /

tato ßalåkåµ cårantena na (J.7) k≈amati ogu∫†hikåk˚tena vå upånahår∑∂hena

vå hastehi vå anirmmåditehi ßalåkåµ cårayituµ / atha khalu hastån

nirmmådiyånaµ upånahåµ omuñciya (3a1) ekåµsak˚tena ßalåkå cårayitavyå

1) J. m∑h∑rtta‚. 2) J. deti. 3) J. sontikå. 4) J. purebhakta≤.

5) J. ucchidanake. 6) J. omits yo. 7) J. pratimok≈as∑tram.

30 ßalåkåµ pi praticchantena na k≈amati ogu∫†hikåk˚tena vå upånahår∑∂hena vå
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hastehi vå anirmmåditehi ßalåkåµ praticchituµ / atha khalu hastån

nirmmådiyå∫a upånahåµ omuñciyå∫a ekåµsak˚tena ßalåkå praticchitavyå /

yadå ßalåkå cåritå bhavanti bhik≈∑ ga∫itå bhavanti såmagr¥ årocitå bhavati /

tato dåyakadånapat¥1) p˚cchi(3a2)tavyå˙ kim vasi≈yatha uta2) gami≈yatha yadi

5 tåva jalpanti / gacchåma tato deyadharmmaµ prati≈†håpayitavyå deyadharmmo

anumodåpayitavyo parikathå karttavyå dhårmyå kathayå saµdarßiya

samådåpiya samuttejiya samprahar≈ayitvå udyojayitavyå / atha dåni jalpanti

vasi≈yåma nti(tti) vaktavyaµ / muh∑rttan3) tåva båhyato ågametha saµgho

tåva po≈adhaµ kari≈yati / yadå4) kåle dåyakadånapati (3a3) nirddhåvitå

10 bhavanti tato s∑troddeßakena jånitavyaµ /

yadi tåva atis¥tam5) vå ati-u≈∫am vå bhavati / bhik≈∑ vå jarådurbbalå vå

vyådhidurbbalå vå bhavanti d∑rad∑re vå parive∫å bhavanti siµhabhayam vå

vyåghrabhayam vå corabhayam vå bhavati / bhik≈∑ vå na vistare∫a ßrotukåmå

bhavanti / saµk≈iptena (J.8) catvåri påråjikå uddißitavyaµ6) / ßi≈†akaµ7)

15 abh¥k≈∫aßrutikåye gå(3a4)thåyo8) ca / tato yathåsukhaµ karttavyaµ / atha

dåni nåtyåtiß¥taµ9) na cåtyåti-u≈∫aµ10) na d∑rad∑re parive∫å bhavanti /

bhik≈∑ ca sukhopavi≈†å bhavanti vistare∫a ßrotukåmå tato vistare∫a pråti-

mok≈as∑traµ ussårayitavyaµ / tato yathåsukha∆ karttavyaµ /

atha dåni sarvvaråtrikå bhavati / saµghasthaviro na pratibalo bhavati

20 dvit¥yasthavire∫a adhye≈itavyaµ / tva(3a5)yå bhå≈itavyaµ tvayå bhå≈itavyaµ

yathådhye≈†ehi bhå≈a∫åya11) sarvvaråtriµ dharmmav˚≈†iye v¥tinåmiya / (yå)na

dåyakadånapati dhårmmya(yå) kathayå sandarßiya samådåpiya samuttejiya

saµprahar≈ayitvå udyojayitavyå / tato yathåsukhaµ karttavyaµ / abhipra-

modayaµtu åyu≈manto <abhipramodayaµtu åyu≈manto> apramådena saµ-

25 pådayitavyaµ / evaµ dvit¥yasthavi(3a6)re∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ / na

pratipadyeti12) abhisamåcårikåµ dharmmån atikramati // A//

1) J. dåyakadånapi. 2) J. atha. 3) J. m∑h∑rttan. 4) J. yadi.

5) J. atiß¥tam. 6) J. ‚tavyå. 7) J. [ava]ßi≈†akaµ. 8) J. gåthåye.

9) J. nåpyåti. 10) J. nåpyåti-u≈∫aµ.  11) J. bhåsamå∫aµ.  12) J. pratipadya.
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I.3   Ms.3a6 (J. 8.14); Ch.499c14

bhagavån ßråvastyåµ viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två saµghasya dåni po≈adho åyu≈mån nandano saµghasthaviro

upanandano dvit¥yasthaviro ågato bhik≈∑1) osarantikåye na ågacchanti

5 dåyakadånapati p˚cchanti årya samagro bhik≈usaµgho2) bhik≈∑ åhaµƒ(3a7)su /

　(3...noh¥daµ d¥rghåyu ko khu någacchati / bhik≈∑ åhaµsu...3) / (J.9) ete hi

bhik≈∑ osarantikåye na ågacchanti / te dåni ojjhåyanti / vayaµ yeca(va)

karmmåntåµ cchoriya cchoriya (4..ågatå ågacchåma...4) / samagrasya5) pådåµ

vandi≈yåma / deyadharmmañ ca prati≈†håpayi≈yåma˙ / ime pi åryamißrå

10 osaratikåye6) någacchanti / saµghasthaviro ca dvit¥yasthaviro ca odhyåyanti /

asmåkaµ bhagavåµ da∫∂akarmman deti / e≈åµƒ (3b1)  monti(tti)ko7) bhik≈∑

etå(ta)m prakara∫aµ  8) årocayanti bhagavån åha / ßabdåpayatha bhik≈∑n<a>

te dåni ßabdåpitå˙ / bhagavån åha / satyaµ bhik≈avo evaµ dåni saµghasya

po≈adho ti / tad eva sarvvaµ bhagavån vistare∫a pratyårocayati / yåva

15 saµghasthaviro ca dvit¥yasthaviro ca odhyåyanti / asmåkaµ bhagavån

da∫∂akarmman deti / ime≈åµ monti(tti)kå7) åhaµsu˙ / åma bhagavan

bhagavån åha / tena hi sarvvehi evaµ (3b2) po≈adhe pratipadyitavyaµ /

kin ti dåni / evaµ sarvvehi po≈adhe pratipadyitavyaµ / sarvvehi jånitavyaµ /

kiµ khalv adya pak≈asya pratipadå dvit¥yå yåvat pañcadaß¥ yadi dåni koci

20 p˚cchati / bhante katamådya na dåni vaktavyaµ / katamå puna hi yo bh∑≈¥ti

/ avaßyaµ vaµsavidalikåhi vå nalavidalikåhi vå likhitvå s∑tre∫a åbra(bu)∫itvå

dvårako≈†hake vå pråsåde vå kalpiyaku†ikåyåµ vå bandhitavyaµ (3b3) k¥lakåni

khanetvå dvåre (J.10) sthå[ta]vyaµ9) / yo dåni bhavati  måsacåriko vå

pak≈acåriko 10) tena ekam ekaµ saµsårayitavyaµ devasikaµ yathåjñåpeta

25 katim ådya sarvvehi jånitavyaµ / e≈o dåni saµghasya po≈adho bhavati /

saµghasthaviro na pratibalo bhavati / dvit¥yasthaviro na pratibalo bhavati /

yo tatra pratibalo bhavati tena jånitavyaµ / kiµ adya saµghasya (3b4)

1) J. bhik≈u.      2) J. bhik≈∑sa≤gho.         3) J. repeats noh¥da≤ d¥rghåy∑ ...bhik≈∑ åha≤su.

4) J. ågacchåma, ågatå /.        5) J. samagrasya [sa≤ghasya]. 6) J. osarantikåye.

7) J. sontikå. 8) J. adds [bhagavato].   

9) Ms. sthåtavyavyaµ. The underlined part is cancelled. 10) J. adds [vå].

po≈adho cåturddaßiko vå påñcadaßiko vå sandhipo≈adho vå divåråtrau vå
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po≈adhe1) purobhaktaµ vå paßcådbhaktam vå kati pauru≈åhi2) cchåyåhi kahiµ

bhavi≈yati / prahå∫aßålåyåm vå upasthånaßålåyåm vå ma∫∂alamå∂e vå

occhedake3)  caµkrame vå ni≈adyåya nti(tti) yahiµ bhavati tahiµ årocayitavyaµ

/ abhikramantu åyu≈manto ti nåyaµ [k≈amati]4) årocitaµ ma(3b5)yå ti

5 på(ya)trollaggikåye5) åsituµ6) /

atha khalu yadi tåva saµghasthaviro na prati[balo] bhavati /
(4..dvit¥yasthaviro na pratibalo bhavati..4) / yo tatra pratibalo bhavati / tena

prak˚tyeva7) po≈adhasthånaµ gantavyaµ po≈adhasthånaµ siñcitavyaµ /

sanmårjitavyaµ / gomayakår≈¥ dåtavyå åsanaprajñapti˙ karttavyå / vibhavo

10 bhavati ßalåkå gandhodakena dhovitavyå / pu≈pe(3b6)hi okiritavyå /

saµghasthaviro na pratibalo bhavati / dvit¥yasthaviro na pratibalo bhavati /

yo tatra pratibalo bhavati / tena jånitavyaµ / ko ßalåkåµ cårayi≈yati / ko

ßalåkåµ praticchi≈yati / ko pråtimok≈as∑tram uddißi≈yati / ko dak≈i∫åµ

ådißi≈yati / ko parikathåµ kari≈yati / yadi tåvat pratibalo bhavati åtmanå

15 sarvvaµ karttavyaµ / atha dåni na pratibalo bhavati / yo tatra prati(3b7)balo

bhavati / so adhye≈itavyo tvaµ ßalåkåµ (J.11) cårayesi tvaµ ßalåkåµ praticchesi

tvaµ pråtimok≈aµ uddißesi tvaµ bhå≈esi tvaµ dak≈i∫åµ ådiße≈i tvaµ

parikathåµ kårayesi / ßalåkåµ pi ca cårayantena na k≈amati / anirmmåditakehi

hastehi upånahår∑∂hena 8) ogu∫†hi[kåk˚]tena9) vå ßalåkåµ cårayituµ /

20 atha khalu haståµ nirmmådiya upånahåµ omuñciya ekåµßak˚tena ßalåkå

cårayitavyå (4a1) ßalåkåµ pi dåni praticchantena na k≈amati / anirmmåditakehi

hastehi upånahår∑∂hena vå ogu∫†hikåk˚tena vå ßalåkåµ praticchituµ // atha

khalu haståµ nirmmådiyå∫a upånahåµ muñciya10) ekaµßak˚tena ßalåkå

praticchitavyå / yaµ kålaµ ßalåkå cåritå bhavanti / bhik≈∑ ga∫itå bhavanti /

25 såmagr¥ årocitå bhavati / dåyakadånapati p˚cchitavyå˙ <˙> / kim vaßi≈yatha

atha (4a2) gacchatha11) / yadi tåva jalpanti / gacchåma nti(tti) deyadharmma

prati≈†håpayitavyo / deyadharmmam anumodåpayitavyo / dhårmyå kathayå

saµdarßiya samådåpiya samuttejiya saµprahar≈ayitvå udyojayitavyå /

1) J. po≈adho.       2) J. paur∑≈åhi.  3) J. ucchidanike [vå].          4)  J. omits.

5) J. påtrollagnikåye. See Ms. 1b6, 4b3, 6b2, 7b2-3.      6) J. åsita≤vya≤.

7) J. pra[ti]k˚tyeva.  8) J. adds [vå]. 9) J. ogu∫†hitena. 10) J. [o]muñciya.

11) J. gami≈yatha.
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athedåniµ jalpanti vasi≈yåma nti(tti) / vaktavyaµ / båhyato tåva y∑yaµ

muh∑rttam ågametha saµgho tåva po≈adhaµ kari≈yati / yaµ kålaµ

dåyakadånapati1) nirddhåvitå bhavanti / tato s∑troddeßa(4a3)kena jånitavyaµ

/ yadi tåva nåtiß¥taµ bhavati nåty∑≈∫am vå corabhayam vå na bhavati

5 siµhabhayaµ vå vyåghrabhayaµ vå na (J.12) bhavati / na d∑rad∑re vå

parive∫å bhavanti bhik≈∑ vå na jarådurbbalå vå vyådhidurbbalå  bhavanti /

sukhopavi≈†å bhavanti vistare∫a ßrotukåmå bhavanti / tato vistare∫a

pråtimok≈as∑traµ uddißitavyaµ / atha dåni sarvvaråtrikå bhavati / bhå≈a∫akå

(4a4) adhye≈itavyå˙ / tvayå bhå≈itavyaµ tvayå bhå≈itavyan ti // yathådhye≈†ehi

10 / bhå≈iyå∫aµ sarvvaråtri dharmmav˚≈†iye<r> vv¥tinåmiyåna2) dåyakadånapati

dharmyå kathayå saµdarßayitavyå yåva udyojayitavyå / tato yathåsukhaµ

karttavyaµ / abhipramodatu3) åyu≈manto apramådena saµpådayitavyaµ /

evaµ sarvvehi po≈adhe pratipadyitavyaµ na pratipadyanti vinayåtikramam

å(4a5)sådayanti //A//

15 I.4   Ms.4a5 (J.12.11); Ch.499c28

bhagavån ßråvastyåm viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två saµghasya dåni båhirakaµ4) bhaktaµ åyu≈mån nandano

saµghasthaviro (5...dvit¥yasthaviro upanandano...5) ågato bhik≈∑ ågatå˙ /

saµghasthaviro någacchåti / odano ß¥talo bhavati / s∑po ß¥talo bhavati /

20 gh˚taµ th¥yati måµsaµ th¥yati vyañjanåni ß¥tal¥(4a6)bhavanti / dåyakadånapati

p˚cchanti / årya kiµ samagro bhik≈usaµgho åhaµsu  nohedaµ6) d¥rghåyu7) ko

khu någacchati / åhaµsu saµghasthaviro någacchati / te dåni ojjhåyanti /

vayaµ yeca(va) tåva karmmåntåµ cchoriya (8...ågatågacchå<gacchå>ma...8) sama-

graµ bhik≈usaµghaµ parivißi≈yåma˙ / saµghasthaviro pi någacchati / (J.13)

25 so dåni paßcåd ågacchiyå∫a bhuµjiyå∫a saµk≈iptena dak≈i∫åm ådißiya na

parikathåµ    (4a7)   karoti  /  nåpi   dåyakadånapatiµ  dharmyå9)  kathayå

1) In Ms. ¥ of ‚pat¥ is cancelled. 2) J. v¥tinåmiyanaµ. 3) J. abhipramodantu.

4) J. våhirakaµ. 5) J. upanandano dvit¥yasthaviro. 6) J. noh¥daµ.

7) J. d¥rghåy∑. 8) J. ågacchåma / ågatå. 9) J. dhårmyå.
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saµdarßayati samådåpayati / samuttejayati / saµprahar≈ayati / utthihi[ya]1)

gato navakå bhik≈∑ p˚cchanti / ågato saµghasthaviro åhaµsu ågato ca gato

ca te dåni odhyåyati naiva saµghasthavirasya ågatir [na] ggati˙ prajñåyati /

etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån aha / ßabdåpayatha

5 nandanaµ / so (4b1) dåni ßabdåvito bhagavån åha / satyaµ nandana evan

nåma saµghasya båhirakaµ2) bhaktaµ [nandano] saµghasthaviro upanandano

dvit¥yasthaviro ti tad eva sarvvaµ bhagavån vistare∫a pratyårocayati / yåva

navakå bhik≈∑3) odhyåyanti / yåva saµghasthavirasyågatir nna gati prajñåyate

/ åha / åma bhagavan

10 bhagavån åha / tena hi saµghasthavire∫a evaµ bhaktågre

pratipadyitavyaµ / kin ti dåni saµghasthavire(4b2)∫a evaµ bhaktågre

pratipadyitavyaµ / saµghasthavire∫a jånitavyaµ / kasyådya bhaktaµ ubhayato

såµghikaµ sarvvaµ4) såµghikaµ parive∫ikaµ / på†iyabhaktaµ5) gråme vihåre

e≈o dåni koci saµghaµ bhaktena ßuvetanåya nimantreti / na dåni saµgha-

15 sthavire∫a gatågatasya adhivåsayitavyaµ / atha khalu saµghasthavire∫a

jånitavyaµ ko yaµ nimantreti / ågantuko gamiko g˚hastho pravrajito6) str¥

puru≈o då(4b3)rako dårikå p˚cchitavyaµ / kin nåmako si (J.14) ki∆ gotrako si

/ kiµ karmmikå te måtåpitarau katamaµ deßaµ g˚haµ katamåyåµ rathyåyåµ

kuto mukhaµ g˚hasya vå  såkåraµ soddeßaµ p˚cchiyå∫aµ tato dhivåsayitavyaµ

20 / nåpi dåni adhivåsita[µ] mayeti7) / yatrollagnåye8) åsitavyaµ /

atha khalu prak˚tyeva9) måsacåriko 10)  pak≈acåriko vå pre≈ayitavyo

gaccha jånå(4b4)hi kiµ sajjiyat¥ti / anekåya tahi11) jåtakaµ bhaveyaµ12) m˚takam

vå bhaveya sandhi vå cchinno agnidåho vå råjakulåto vå upadravo ∂hosså13)

vå vi†å14) vå våtaputro vå vihe†hanåbhipråyå nimantrayeµsu tena gacchiya

25 p˚cchitavyaµ / koci imaµhi itthannåmo nåma upåsako yadi tåva åhaµsu

nåsti asmåkaµ koci evaµ nåma upåsako vaktavyaµ bhik≈u(4b5)saµgho tena

nimantrito15) kiµ sidhyati vå pacyati vå / yadi tåva åhaµsu kasya bhaktaµ

kasya sidhyati kasya pacyat¥ti jånitavyaµ / vipralabdho bhik≈usaµgho ti

1) J. utthihi. 2) J. nagati˙. 3) J. bhik≈u. 4) J. sarghaµ.

5) J. på†iya[ka]bhaktaµ.       6) J. prabrajito.          7) J. adhivåsitameti.

8) J. påtrallagnåye.  9) J. pratik˚yteva. 10) J. adds [vå]. 11) J. tahiµ.

12) J. bhaveya.  13) J. ∂hosmå.      14) J. vi††hå. 15) J. nimantriko.
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ågacchiya yadi tåva anugraho bhavati anugraho sådhayitavyo / anugraho na

bhavati bhaktåni bhavanti / bhaktåni uddißitavyåni / bhaktåni na bhavanti

ra∫ara∫å[ya] ga∫∂i åha∫iya vaktavyaµ1) / åyu(4b6)≈man vipralabdho

bhik≈usaµgho svakasvakåµ v˚ttiµ parye≈atha2) / sarvvehi pa†ipå†ikåya pi∫∂åya

5 pravißitavyaµ / atha dåni te jalpanti / bhante etaµ sidhyati pravißati(tu)3)

bhik≈usaµgho ti tato ra∫ara∫åya ga∫∂¥ åha∫iya yadi tåva hemanto bhavati

anukålaµ4) (J.15) pravißitavyaµ / må kålo tikrayi(mi)≈yat¥ti / atha dåni

gr¥≈mo kålo bhavati ß¥talakasaµgena anukålyaµ pravißitavyaµ //

atha (4b7) dåni var≈åråtro kålo bhavati devåntaråyena5) anukålyaµ

10 pravißitavyaµ / må kålo atikrami≈yat¥ti / yadi tåva [na] sa<µ>jña(jja)m bhavati /

mahanto ca kålo bhavati kahiñci ca gantukåmo bhavati / kasyacit<a> bhik≈usya

jalpitavyaµ / amukaµ kulaµ upasaµkrami≈yatha yadå sajjaµ bhaveya / tato

må pa†isaresi / na dåni tena åmantritaµ mayå ti bhadrapålak˚tyehi ha∫†hitavyaµ

/ atha khalu prati(5a1)k˚tyeva ågantavyaµ pravißatehi6) jånitavyaµ / kathaµ

15 åsanå prajñaptå˙ / atidak≈i∫am anuvåmåµ7) kadåci ma∆galakara∫¥ye

atidak≈i∫aµ prajñaptaµ bhavati / tathå yeva upave≈†avyaµ / atha dåni

pretakara∫¥ye anuvåmaµ prajñaptaµ bhavati / tathå yeva upave≈†avyaµ nåpi

dåni k≈amati / pravißantehi bha∫∂aµ laµghaµtehi (8...kåµsabhåjanaµ

laµghaµtehi...8) dårakadårikåµ laµghaµtehi gantuµ / atha khalu bha∫∂aµ

20 pa(5a2)rivarjantehi kåµsabhåjanaµ parivarjantehi dårakadårikåµ<sa>

parivarjantehi pravißitavyaµ / nåpi dåni k≈amati gatågatasya upavißanta(tu)µ9)/

atha  khalu  hastena  åsanaµ  pratyavek≈itavyaµ10)  /  anaikåyo11) tatra

garbhar∑på∫i sopåyitakåni bhaveµsu˙ / kåµsabhåjanåni vå thapitakåni12)

bhaveµsu˙ / atha khalu hastena parå<µ>m˚ßiyå∫a jånitavyaµ /

25 ohe≈ya(yya)kånåµ (J.16) glånakånåµ pratik˚tye(5a3)va dåpitavyaµ / atha

dåni so manu≈yo anåc¥r∫∫adåno vå bhavati / tittino vå bhavati na dåni

1) J. bhaktavya≤. 2) J. parye≈itha. 3) J. pravißatu. 4) J. anukålya≤.

5) Read as J. divåntaråyena.    6) J. pravißantehi.  7) J. anavåma≤.     8) J. omits.

9) J. upavißitavya≤.  10) J. pratyavek≈i≤tavya≤.   11) J. anekåyo.

12) J. thåpitakåni. 13) J. d¥rghåy∑.

                   

adhyupek≈itavyaµ / vaktavyaµ d¥rghåyu13) avaßyan te≈åµ dåtavyaµ pi∫∂apåtaµ
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/ atha dåni dåyakadånapati jalpanti pa†ipå†ikåya (1...g˚hnatha nti(tti)...1) hemanto

ca kålo bhavati vaktavyaµ (2...nahi nti(tti)...2) / bhagavatå anekaparyåye∫a

glåno paritto kim vå ambhehi vihåraß∑(5a4)nyaµ ßakyaµ karttuµ ti laghu

kålo atikramati / detha y∑yan ti atha dåni gr¥≈mo vå var≈å vå råtro vå kålo

5 bhavati cirehi kålo atikramati / pa†ipå†ikåya g˚hnitavyaµ3) / tato

saµghasthavire∫a jånitavyaµ / kiµ årabhya deti tathå yeca(va)

nimantra∫åpetavyaµ bhojanaµ d¥yati4) mahanto pi∫∂o parig˚h¥to bhavati /

saµghasthavire∫a vaktavyaµ / sarvve≈åµ etta(5a5)ka-ettakaµ5) bhavi≈yati /

åha / nahi åryasya etaµ evaµ d¥yati vaktavyaµ / tathå dehi / yathå

10 sarvve≈åµ samaµ bhavati / atha dån åha bhavi≈yat¥ti prat¥cchitavyaµ /

atha dåni so thokinå arthiko bhavati vaktavyaµ mama thokaµ dehi he≈†hå

bahuµ6) evaµ (7...// pe //...7) s∑pasya gh˚tasya måµsasya olaµkånåµ8) dadhisya

tato nåpi k≈amati saµghasthavire∫a labdho pi∫∂o (5a6) dvåraµ paßyiya

lapyala[p]yåye bhuµjiyå∫a utthihiya gantuµ /

15 atha khalu odanasampattir vvå ågamaµtena bhuµjitavyaµ / vyañjana-

sampattir vvå ågamaµtena bhuñjitavyaµ na bhuñjitvå hastaµ nik≈ipiya

åsitavyaµ / må heva otrapeµsu / atha khalu anujånetavyaµ9) / yadå navakå˙

santarpitå bhavanti / upagråyanti pån¥yaµ vå pibanti / haståm10) vå ukka∂h∂hiya

åsanti / na dåni saµghasthavire∫a bhuñja(5a7)ntakenaiva utthåya åsanåto

20 gantavyaµ / labdho pi∫∂o dvåraµ paßyiya / atha khalu saµghasthavire∫a

ågametavyaµ / d¥rghodakaµ dåpetavyaµ / parikathå karttavyå / dak≈i∫å

ådisitavyå11) / jånitavyaµ / kim ålambanaµ bhaktaµ jåtakaµ m˚takam vå

ce(ve)våhikam vå g˚hapraveßakam vå ågantukasya gamikasya g˚hasthasya

pravrajitasyeti /

25 yadi tåva jåna(ta)kaµ  bhavati / nåyaµ dak≈i∫å  ådi[ßi]ta(5b1)vyå /

ayaµ kumåro ßivapathikåya cchandito

a∆gu≈†hasnehena yåpaye saptaråtraµ

1) J. g˚h∫athantti. 2) J. nahintti. 3) J. g˚h∫itavya≤. 4) J. d¥yate.

5) J. ettakaµ ettakaµ. 6) J. viddha≤. 7) J. pi.  8) J. odanakånåµ.

9) J. anujånitavya≤. 10) J. hastam. 11) J. ådisitavyå.

                      

ßunakhå  ß˚gålå ca naµ laµghayantu /
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kåkå ca ak≈imalaµ harantå1)

(J.18) nåyaµ evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

atha khalu dak≈i∫å ådißitavyå /

5 ayaµ kumåro ßara∫aµ upetu 2)

buddhaµ vipaßyiñ ca ßikhi[ñ] ca vißvabhuµ3)

krakucchanda4) konåkamuniñ5) ca kåßyapaµ

mahåyaßaµ ßåkyamuniñ ca gautamaµ / 6)

etehi buddhehi maharddhikehi 

10 (5b2) ye devatå santi abhiprasannå 7)

tå naµ rak≈aµtu tå ca naµ pålayantu

yathå naµ icchati måtå yathå naµ icchati pitå

ato ßreyataro bhotu kumåro kulavarddhano / 8)9)

evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

15

atha dåni m˚takaµ bhavati / nåyaµ k≈amati / evaµ dak≈i∫å ådißituµ

adya te sudivasaµ  sumahåbalaµ

bhadrakåk≈a∫a  muh∑rttaµ prasthitå

adya te suvihite suvihitehi /

20 dak≈i∫å agrabhåjanaga(5b3)<ga>tå10) virocati /

(J.19) nåyaµ evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

atha khalu dak≈i∫å ådißitavyå /

sarvvasatvå mari≈yanti mara∫åntaµ hi j¥vitaµ /

25 yathåkarmma11)  gami≈yanti pu∫yapåpaphalopagå˙ // 12)

nirayaµ påpakarmmå∫o k˚tapu∫yå ca svarggatiµ / 8)

apare13) mårggam bhåvayitvå parinirvvånti anåßravå   iti // 14)

1) Cf. Petavatthu [453-4] (PTS XXVIII, p.56).  2) Metre: Upåjåti×1/4 .

3) Metre: Indråvaµßa×1/4. 4) J. krakucchandaµ. 5) J. kanakamuniñ.

6) Metre: Vaµßasthå×1/4.      7) Metre: Upajåti×1/2. 8) Metre: Íloka×1/2.

9) Cf. Ḿ́́́́́́v I, p.294, 19-23. 10) J. gagatå‚. 11) J. karma≤. 

12) Metre: Íloka.     13) J. årya‚. 14) Cf. SN III p.97, 28-31.
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evaµ dak≈i∫å ådißitavyå //

atha dåni vedå(vå)hikaµ bhavati / nå(5b4)yaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

nagnå nad¥ anodikå nagnaµ rå≈†raµ aråjakaµ /

5 istr¥ pi vidhavå nagnå sacesyå daßa bhråtaro

    (J.20) nåyaµ evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

atha khalu dak≈i∫å ådißitavyå /

istri pi1) peßalå bhavatu ßråddhå bhavatu pativratånugå2)

10 ß¥lavat¥ yo(tyå)gasampannå3) samyagd˚≈†i ca yå iha /

puru≈o pi peßalå4) bhavatu ßråddho bhavatu vratå(5b5)nugo /

ß¥lavåµ tyågasampanno samyagd˚≈†i ca yo iha //

ubhau ßraddhåya sampannå ubhau ß¥lo(le)hi saµv˚tå / 5)

ubhau pu∫yåni k˚tvåna samaß¥lavratå ubhau //

15 vidhinå devalokas tu modantu kåmakåmino / 5)

tåm eva bhåryåµ6) careyå yo7) asyå s¥lehi saµv˚tå //

asatiµ parivarjeyå mårggaµ pratibhayaµ yathå / 8)9)

evaµ dak≈i∫å ådißitavyå //

20 atha då(5b6)ni gharapraveßanikaµ bhavati / nåyaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

 (J.21) åd¥ptasmiµ ågare yo niharati bha∫∂akaµ taµ

khu tasya svakaµ bhavati / na khalu yo tatra dahyati /

evam åd¥pite loke m˚tyunå ca jarayå ca

yo n¥harati10) / dånena dinnaµ taµ åhuti hutaµ /

25  nåyaµ evaµ dak≈i∫å ådißitavyå //

 atha khalu dak≈i∫å ådißitavyå

1) J. istr¥pi.         2) J. pativratå nugå. 3) J. yogasampannå.    4) J. peßalo.

5) Metre: Íloka. 6) J. bhåryå. 7) J. yå. 8) Metre: Íloka×1/2.

9) Cf. AN II, p.62, 6-11. 10) J. niharati.

                

vibhaktabhågaµ ruciraµ manoramaµ
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praßastam åryehi  navaµ nive(5b7)ßanaµ /1)

pravißya v˚ddhiye varåye bh∑r¥ye

ßir¥ye lak≈m¥parigrahe∫a2)  ca /

imasmi3) ågåre nivasantu devatå˙ /

5 mahåbhi≈a∆ka4) na  ca anukampikå

yaµ vibhavadhanadhånyena sambhavo

bh∑r ime ca så yasmiµ   pradeße

medhåv¥ vå saµkalpeti pa∫∂ito
(5...ß¥lavåtantra(n tatra) bhojeyå...5) saµyatåµ6) brahmacåri∫o / 7)

10 (J.22) yå tatra devatå asyå tåsåµ dak≈i∫åm ådißehi /

tåye vastumålånåµ8) ciraråtråya9) ka(6a1)lpate //

bhojanåvastupålå10) satk˚tå pratimånitå /

gråme vå yadi våra∫ye nimne vå yadi vå sthale 7)

divå vå yadi vå råtrau devå rak≈antu dåyakån //

15 devånukampito po≈o sadå bhadrå∫i paßyati // 11)

evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

atha dåni gamikaµ bhaktaµ bhavati / nåyaµ dak≈inå ådißitavyå /

sarvvå (12...dißåsu bhayå...12) samåkulå

20 sa-uttarå sapurastimå dak≈i∫å paßcimå ca  

sa(6a2)<sa>rvvo ca loko saµkulajåto

må pramajji jinaßåsane //

nåyaµ evaµ dak≈i∫å ådißitavyå //

25 atha khalu dißå sauvastikå dak≈i∫å vistare∫a dak≈i∫å ådißitavyå / 13)

yathå påtrapratisaµyukte evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

atha dåni pravrajitasya bhavati / nåyaµ dak≈i∫å ådißitavyå

1) Metre: Vaµßasthå×1/2. 2) J. ‚parigraha∫e.   3) J. imasmi≤. 4) J. ‚sa∆ga≤.

5) J. ß¥lavånta≤ tato jñeyå. 6) J. saµyatå.   7) Metre: Íloka×1/2.    8) J. ‚vastramålånåµ.

9) J. divaµråtråya. 10) J. ‚vastrapålå.     11) Metre: Íloka. 12) J. dißå sabhaya.

13) Ch. adds many dak≈i∫ås concerning to the direction. (500c27-501b17).

(J.23)putram vå paßum vå årabhya dhanadhånyapriyå∫i vå
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devabhåvaµ vå manu≈yam vå pañcadho1) (6a3) manasi pr¥yanti /

na evaµ dak≈i∫å ådißitavyå //

atha khalu dak≈i∫å ådißitavyå /

5 sudu≈karaµ pravrajitasya dånaµ påtre∫a bhaik≈aµ abhisåharitvå / 2)

kulåt kulaµ cariya pi∫∂apåtaµ kruddhaprasannånåµ mukhaµ

ud¥k≈iyaµ  //

so yaµ ßre≈†håyatane3) prati≈†hito påtrasaµh˚to4) låbho pr¥tiµ janehi

suvihitå tathå hi dinnaµ imaµ dånan ti /

10 evaµ dak≈i∫åµ5) / (6a4) ådißiya gantavyaµ /

evaµ saµghasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ / na pratipadyati //

abhisamåcårikåµ dharmmån atikramati // A //

I.5   Ms.6a4 (J.23.12); Ch.499c28

bhagavån  ßråvastyåm  viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca /

15 vistare∫a nidånaµ k˚två saµghasya dåni båhirakaµ bhaktaµ / åyu≈mån

nandano saµghasthaviro upanandano dvit¥yasthaviro saµghasthaviro

åga(6a5)to dvit¥yasthaviro någacchati / dåyakadånapati p˚cchanti / årya kiµ

samagro bhik≈usaµgho bhik≈∑ åhaµsu / noheti d¥rghåyu ko dåni någacchati

(J.24) åhaµsu  dvit¥yasthaviro  någacchati / te dåni odhyåyanti / paßyatha

20 bha∫e vayaµ yeva6) bhå(tå)va karmmåntåµ cchoriya ågacchåma samagraµ

bhik≈usaµghaµ parivißi≈yåma / åryamißrå∫åñ ca pådåµ vandi≈yåma˙ (6a6)

dvit¥yasthaviro någacchati / saµghasthaviro pi odhyåyati / asmåkaµ bhagavåµ

da∫∂akarmman deti / dvit¥yasthavirasya munti(tti)kå7) // etaµ prakara∫aµ

bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha / ßabdåpayatha upanandanaµ

25 so dåni ßabdåpito bhagavån åha / satyaµ upanandana evaµ nåma saµghasya

båhirakaµ bhaktaµ nandano saµghasthaviro tvaµ dvit¥yasthaviro

saµghasthaviro ågato  bhi(6a7)k≈∑ ågatå˙ / tvaµ någacchasi / dåyakadånapati

p˚cchati / årya kiµ samagro bhik≈usaµgho8) bhik≈∑ åhaµsu / nahi ko khalu

1) J. pañcadhau.       2) Metre: Upåjåti×1/2.      3) J. ßre≈†åyatane.      4) J. ‚saµh˚tau.

5) J. dak≈i∫å. 6) J. pi ca. 7) J. svantikå.      8) J. bhik≈∑ sa≤gho.

någacchati  dvit¥yasthaviro  någacchati /  te dåni  odhyåyanti / vayaµ
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yeva1)  tåva karmmåntaµ / cchoriya ågatå gacchåma˙ / samagraµ bhik≈u-

saµghaµ parivißi≈yåma˙ / åryamißrå∫åµ ca pådåµ vandi≈yåma˙ /

dvit¥yasthaviro någacchati / saµghasthaviro pi odhyåyati / a(6b1)småkaµ

bhagavån da∫∂akarmma2) deti / dvit¥yasthavirasya muttikå3) / åha / åma

5 bhagavan

bhagavån åha / tena hi evaµ dvit¥yasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ

/ kin ti dåni dvit¥yasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ / e≈o dåni koci

bhik≈usaµghaµ bhaktena nimantrayati / saµghasthaviro (J.25) na pratibalo

bhavati / dvit¥yasthavire∫a jånitavyaµ / ko nimantreti / bhik≈ubhik≈un¥

10 upåsakopåsikå4) åga(6b2)ntuko gamiko vå∫ijako sårthavåho kin nåmako kiµ

jåtiko kiµ karmmikå se5) måtåpitarau katamasmin deße g˚haµ katamåyåµ

rathyåyåµ kuto mukhaµ g˚hasya dvåraµ / såkåraµ soddeßaµ p˚cchiya tato

dhivåsayitavyaµ / nåyaµ adhivåsitaµ mayeti / yatrollagnåye6) åsitavyaµ /

yadi tåva saµghasthaviro na pratibalo bhavati dvit¥yasthavire∫a

15 aparejjukåye ca7) måsacå(6b3)riko vå pak≈acåriko / pre≈ayitavyo vaktavyaµ

gaccha jånåhi / asuke deße asukåyåµ rathyåyåµ itthaµnåmo nåma upåsako

tena bhik≈usaµgho nimantrito jånåhi kiµ sidhyati kiµ pacyati / tena

pravisiyå∫aµ tahiµ p˚cchitavyaµ8) / årogyaµ d¥rghåyu9) koci imaµhi

itthaµnåmo nåma upåsako åha bhante kiµ kari≈yasi / vaktavyaµ / tena

20 bhik≈usaµƒ(6b4)gho bhaktena nimantrito kiµ sidhyati vå kiµ pacyati vå ti /

yadi tåvad åha / bhante kisya upåsako kahiµ upåsako ti n<åm>åsmåkaµ10) koci

upåsako na sidhyati / na pacyati tti jånitavyaµ vipralabdho bhik≈usaµgho ti /

ågacchiyå∫aµ yadi tåva anugraho bhavati / anugraho sådhitavyo anugraho na

bhavati / bhaktakåni bhavanti / bhaktakå uddißitavyåni / (6b5) (J.26) bhaktakåni

25 na bhavanti / ra∫ara∫åya ga∫∂iµ åha∫iyå∫aµ årocitavyaµ vaktavyaµ /

åyu≈ma[n]to vipralabdho bhik≈usaµgho svakasvakåµ v˚ttiµ11) parye≈atheti /

sarvvehi pa†ipå†ikåya pi∫∂åya caritavyaµ / atha dåni åha  bhante etaµ

sidhyati etaµ pacyati / pravißantu åryamißrå˙ ra∫ara∫åya ga∫∂iµ åha∫iyå∫aµ

1) J. pi ca. 2) J. karman. 3) J. suttikå. 4) J. upåsiko‚.

5) J. te. 6) J. påtrollagnåye. 7) J. vå. 8) J. p˚cchatavyaµ.

9) J. d¥rghåy∑. 10) J. nåsmåkåµ. 11) J. v˚tti.

pravißitavyaµƒ /
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yadi tåva hemantakålo1) bhava(6b6)ti anukallatarakam2) pravißitavyam /

ba(la)huµ3) kålo atikramati / atha dåni gr¥≈makålo bhavati / u≈∫asantåpena

anukar∫∫a(lla)tarakaµƒ pravißitavyaµ / atha dåni var≈åråtrakålo bhavati /

devåntare∫a pravißitavyaµƒ / tato nåpi k≈amati bha∫∂aµ laµgha<µ>yantehi

5 pravißituµ / atha khalu bha∫∂aµ parivarjayantehi / yåva dårakadårikåµ

parivarjayantehi / pravißitavyaµ tato na k≈amati / gatågatasya (6b7)  upavißituµƒ

/ anekåye tahiµ åsanehi dårakadårikå vå sovåpitå bhaveµsu / atha khalu

hastehi pratyavek≈iyå∫aµ anantarikå∫åµ åsanåni varjayantehi // upavißitavyaµ

/ yadi tåva hemantakålo bhavati / laghu kålo atikramati / oheyyaglånakånåµ

10 pi∫∂apåto dåpayitavyo / atha dåni dåyakadånapati jalpanti / bhante pa†ipå†ikåya

g˚hnatha nti(tti) / vaktavyaµ / nahi4) / bhagava(7a1)tånekaparyåye∫a glåno

par¥tto kim asmåbhi˙ vihårako ß∑nyako karttavyo / laghu kålo ti(J.27)kramati

/ detha y∑yaµ ti atha gr¥≈makålo var≈åråtro vå bhavati / cire∫a kålo

atikramati / oheyyaglånakånåµ pa†ipå†ikåye pi∫∂apåto g˚hnitavyo /

15 saµghasthaviro na pratibalo bhavati / dvit¥yasthaviro pratibalo bhavati na

k≈amati / dvit¥yasthavire∫a hantahantåye bhuñjiyå∫aµ labdho pi(7a2)∫∂o

dvåraµ paßyiya utthiya gantuµ /

atha dåni saµghasthaviro na pratibalo bhavati dvit¥yasthaviro pratibalo

bhavati / dvit¥yasthavire∫a odanasampatti ågamayantena bhuñjitavyaµ /

20 vyañjanasampattim vå / ågamayantena bhuñjitavyaµ / yaµ kålaµ navakå

bhik≈∑5) u[pa]gråyanti vå pån¥yam6) vå pibanti haståni oka∂hiya7) åsanti tato

yadi tåva saµghasthaviro na pratibalo bhavati / dvit¥yasthavire∫a

jånita(7a3)vyaµ kimåraµba∫aµ8) / eva(ta)µ bhaktaµ jåtakaµ m˚takaµ

vevåhikaµ gharapraveßakaµ ågantukasya gamikasya g˚hasthasya

25 pravrajitasyeti / yathå bhavati / tathå dak≈i∫å ådißitavyå / yathå prathamake

ßik≈åpade evaµ dvit¥yasthavire∫a bhaktågre pratipadi(dyi)tavyaµ / tathå

yeca(va) dak≈i∫å (9...ådißitavyå / yå(yo) tato...9) ågantavyaµ10) / evaµ dvit¥-

yasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµƒ / (7a4) na pratipadyati /

1) J. hemantakål¥. 2) J. anukallataraµ. 3) J. lahuµ. 4) J. nah¥ti.

5) J. bhik≈u. 6) J. bån¥yaµ. 7) J. oka∂h∂hiya. 8) J. kimåramva∫aµ.

9) J. ådißitavyå / påtato.    10) J. ågametavyaµ.

abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //
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I.6    Ms.7a4  (J.28.1); Ch.501c4

(J.28) bhagavån ßråvastyåm viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca

vistare∫a nidånaµ k˚två saµghasya dåni båhirakaµ bhaktaµ / åyu≈man1)

nandano saµghasthaviro åyu≈mån upanandano dvit¥yasthaviro saµghasthaviro

5 ågato dvit¥yasthaviro ågato bhik≈∑ osarantikåye ågacchanti / dåyaka-

då(7a5)napati p˚cchanti / årya kiµ samagro bhik≈usaµgho bhik≈u2) åhaµsu /

nohetaµ d¥rghåyu ko dåni någacchati bhik≈∑ åhaµsu / osarantikåye ågacchanti

/ te dåni odhyåyanti / vayam eva tåva karmmåntåµ cchoraya ågatå gacchåma˙

samagraµ bhik≈usaµghaµ parivißi≈yåma˙ / åryamißrå∫åµ ca pådåµ vandi≈yåma

10 nti(tti) / ime pi åryamißrå osarantikåye ågacchanti / saµghastha(7a6)viro ca

dvit¥yasthaviro ca odhyåyanti / asmåkaµ bhagavån da∫∂akarmman deti //

ime≈åµ muktikå / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑3)  bhagavato årocayeµsu / bhagavån

åha // ßabdåpayatha bhik≈∑n / te dåni ßabdåpitå˙ / bhagavån åha // satyaµ

bhik≈avo evaµ nåma saµgha<sthavira>sya båhirakaµ bhaktaµ nandano

15 saµghasthaviro upanandano dvit¥yasthaviro ågato y∑yaµ osarantikåye

ågacchatha dåyaka(7a7)dånapati p˚cchanti / årya kiµ samagro bhik≈usaµgho

nti(tti) / bhik≈∑ åhaµsu noh¥daµ d¥rghåyu4) ko dåni na(nå)gacchati  bhik≈∑

osarantikåye ågacchanti / te dåni odhyåyanti vayam eva tåva5) karmmåntå

cchoriya ågatå gacchåma / samagraµ bhik≈usaµghaµ parivißi≈yåma nti(tti) /

20 åryamißrå∫åñ ca pådam vandi≈yåma nti(tti) / ime pi åryamißrå (J.29)

osarantikåye ågacchanti / saµghasthaviro ca / dvit¥yasthaviro ca odhyå-

(7b1)yanti / asmåkaµ bhagavån da∫∂akarmman deti / ime≈åµ mottikå6)

åhaµsu / åma bhagavan

bhagavån åha / tena hi sarvvehi evaµ bhaktågre pratipadyitavyaµ / kin

25 ti dåni evaµ sarvvehi bhaktågre pratipadyitavyaµ / e≈o dåni koci saµghaµ

bhakta(ktena)  nimantreti / saµghasthaviro na pratibalo bhavati dvit¥yasthaviro

na pratibalo bhavati / yo tatra pratibalo bhavati / tena jånitavyaµ / ko yaµ

ni(7b2)mantreti bhik≈ubhik≈u∫¥ upåsaka-upåsikå  g˚hastho pravrajito vå∫ijako

sårthavåho ågantuko gamiko nåpi k≈amati / gatågatasya adhivåsituµ // atha

1) J. åyu≈mån. 2) J. bhik≈∑. 3) J. bhik≈u. 4) J. d¥rghay∑.

5) J. omits tåva. 6) J. muktikå.

30 khalu p˚cchitavyaµ / kin nåmako si kiµ gotrako si kiµ karmmikå te
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måtåpitarau / katame deße g˚haµ <kuto mukhaµ> katamåye rathyåye kuto

mukhaµ g˚hasya dvaraµ såkåraµ soddeßaµ p˚cchiyå∫aµ / tato

dhivåsayitavyaµ1) nåpi då(7b3)ni k≈amati / adhivåsitaµ mayeti / tatrollagikåye2)

åsituµ /

5  atha khalu yadi tåva saµghasthaviro na pratibalo bhavati / dvit¥yasthaviro

na pratibalo bhavati yo pratibalas tena prak˚tyeva måsacåriko vå pak≈acåriko

vå pre≈ayitavyo / anekåye3) tahiµ jåtakaµ m˚takam vå bhaveya råjabhayaµ

vå corabhayam vå ∂hossabhayam vå våtaputrabhayam vå vihe†ha-

nå(7b4)bhipråyå nimantrayeµsu // tena gacchiyå∫a tahiµ g˚haµ p˚cchitavyaµ

10 / koci ima[µ]hi evannåmako upåsako dånapat¥ vå vå∫ijakå (J.30) vå ti kim vå

etat ti vaktavyaµ bhik≈usaµgho tena bhaktena nimantrito yadi tåva åhaµsu

nåsti koci imaµhi evaµnåmako ki˙sa4) upåsako / kasya bhaktaµ kathaµ

bhaktaµ ti jånitavyaµ / vipralabdho bhik≈usaµgho tti tato ågacchiya yadi

tåva (7b5) anugraho bhavati sådhayitavyo anugraho na bhavati / bhaktakåni

15 bhavanti bhaktakåni uddißitavyåni / atha dåni bhaktakåni na bhavanti /

ra∫ara∫åya ga∫∂iµ åha∫iya yåva sarvvehi pa†ipå†ikåye5) påtrå∫i g˚hniya6)

pravißitavyaµ pi∫∂apåtaµ / atha dåni te jalpanti bhante eva(ta)µ sidhyati /

etaµ pacyati / yåvat påtrå∫i g˚hniya6) pravißitavyaµ / yadi tåva hemantakålo

bhavati / a(7b6)nukar∫∫a(lla)µ pravißitavyaµ / laghuµ kålo atikråmati //

20  atha dåni gr¥≈makålo bhavati (7...anukålaµ u≈∫a<µ>ßaµkena...7) pravißita-

vyaµ / var≈åråtro bhavati devåntare∫a8) anukar∫∫a(lla)aµ pravißitavyaµ /

tato na k≈amati / bha∫∂am vå laµghayatena9) pravißituµ bhåjanam vå

laµghayantehi / pravißituµ dårakadårikå laµghayantehi pravißituµ / atha

khalu bha∫∂aµ pariharantehi dårakadårikåµ pariharantehi pravißitavyaµ

25 ta(7b7)to nåpi k≈amati / pravi≈†ehi gatågatasya upavißituµ / anekåye tahiµ

åsanehi garbhar∑på sovåpitåni bhaveµsu // bhåjanakåni vå thapitakåni

bhaveµsu˙ / atha khalu hastena pratyavek≈iyå∫a ånantariyå∫åµ åsanåni

varjayantehi / yathåv˚ddhikåye upavißitavyaµ /

1) J. dhivåsitavyaµ. 2) J. påtrollagnikåye. 3) J. anakåye. 4) J. kisya.

5) J. pa†ipa†ikåya. 6) J. g˚h∫iya.    7) J. ß¥talaka saµgena.   8) Read as divåntare∫a.

9) J. laµghayaµtena.

tato yadi tåva hemantakålo bhavati / (J.31) laghu kålo atikramati /
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oheyyaglånakånåµ1) pi∫∂apåto [++]payitavyo2) / a(8a1)tha dåni dåyakadånapati

jalpanti / bhante oheyyaglånakånåµ pa†ipå†ikåyo3) pi∫∂apåtaµ g˚hnatheti4)

vaktavyaµ / nah¥ti / laghu kålo atikramati / bhagavatå ca anekaparyåye∫a

glå∫o parindito kiµ ambhehi5) ßakyam vihårako ß∑nyako kartun ti / atha dåni

5 gr¥≈mo vå var≈åråtro vå kålo bhavati / na lahuµ6) kålo atikramati / oheyyaglåna-

kånåµ pa†ipå†ikåye pi∫∂apåto (7...g˚hnitavyo na...7) k≈amati la(8a2)bdhålabdhaµ

hantahantåye bhuñjiya (8...labdho pi∫∂o...8) dvåraµ paßyiya utthiya gantuµ /

atha khalu yadi tåva saµghasthaviro na pratibalo bhavati dvit¥yasthaviro na

pratibalo bhavati / yo tatra pratibalo bhavati / tena odanasaµpatt¥ vå

10 ågametavyaµ  vyañjanasampatt¥ vå ågamaµtena bhuñjitavyaµ / tena dak≈i∫å

ådißitavyå / jånitavyaµ kim ålambanaµ / etaµ bhaktaµ jåtakaµ 9) m˚takaµ 9)

vevåhikaµ  vå gharapra(8a3)veßikaµ vå ågantukasya 9) gamikasya 9) g˚hasthasya
9) pravrajitasyeti /

tato yadi tåva jåtakaµ bhavati nåyaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

15 (J.32) [ayaµ] kumåro si</>vapasi(thi)kå[ya] ccho(ccha)[ndi]to

 a∆gu≈†hasneha(he)na yåpayati10) / saptaråtraµ

ßunakhå ß˚gå[lå] ce(ca) naµ laµghayantaµ /

kåko11) ca se12) ak≈imalaµ harantaµ ti13)

nåyaµ evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

20

atha khalu dak≈i∫å ådißitavyå /

ayaµ kumåro ßara∫aµ upetu (8a4)

buddhaµ vipaßyiñ ca ßikhiñ ca vißvabhuva14) /
(15...krakucchando ca...15) kanakamuniñ16) ca kåßyapaµ

25 mahåmuniµ17) ßåkyamuniµ ca gotamaµ //

etehi buddhehi maharddhikehi

1) J. ‚glå[na]kånåµ. 2) J. dåpayitavyo. 3) J. pa†ipå†ikåye. 4) J. g˚h∫atheti.

5) J. a[mbhe]hi. 6) J. lahu. 7) J. g˚h∫itavyaµ nåpi.     8) J. labdhapi∫∂o.

9) J. adds [vå].    10) J. yåpaye.        11) J. kåkå. 12) J. omits se.

13) Read as J. harantåti.  14) J. vißvabhuµ.     15) J. krakucchandaµ.  16) J. konåkamuniñ.

17) J. mahåyaßaµ.

ye devatå santi abhiprasannå˙ /
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tå1) naµ rak≈antu [tå ca naµ pålayantu]2)

yathå3) icchati se4) måtå / yathå3) icchati se4) må(pi)tå

ato ßreyataro bhava<µ>tu kumåro kulavarddhano

(J.33) evaµ dak≈i∫å ådißitavyå /

5 tathå yeva dak≈i∫åyo vistare∫a karttavyåyo yathå (8a5) saµghasthavirasya

bhaktågre evaµ sarvvehi bhaktågre pratipadyitavyaµ / na pratipadya<µ>ti5) //

asi(bhisa)måcårikåµ dharmmåµ atikråmati // A //

I.7   Ms.8a5 (J. 33.5); Ch.501c14

bhagavån ßråvastyåµ viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

10 nidånaµ k˚två / te dåni åyu≈manto nandanopanandanå ≈a∂varggikåß ca

upasaµpådenti / te dåni upasaµpådiya na ovadanti / na anußåsanti / te dåni

indra(8a6)gavå viya varddhayanti / ßivacchagalå dhipa(viya) varcati(ddhayanti)

/ anåkalpasampannå˙ / an¥ryåpathasampannå˙ / na jånanti / katham upådhyåye

pratipadyitavyaµƒ / katham åcårye pratipadyitavyaµ / kathaµ v˚ddhatarake

15 pratipadyitavyaµ / kathaµ saµghamadhye pratipadyitavyaµ / kathaµ gråme

pratipattavyaµ / kathaµ åra∫ye6) pratipattavyaµ / kathaµ nivåsayitavyaµ /

kathaµ pråvaritavyaµ / kathaµ saµghå†¥påtrac¥varadhåra∫e pratipadyitavyaµ

// (8a7) etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu bhagavån åha /

ßabdåpayatha nandanopanandanåµ / ≈a∂varggikåµß7) ca / te dåni ßabdåpitå /

20 bhagavån åha // evaµ nåma y∑yaµ upasaµpådetha / upasaµpådiya na

ovadatha na anußåsayatha nti(tti) / tad evaµ sarvvaµ bhagavån vistare∫a

pratyårocayati / yåva (J.34) kathaµ saµghå†¥påtrac¥varadhåra∫e pratipadyi-

tavyaµ / åhaµsu / åma bhagavan

bhagavån åha / evaµ (8b1) då∫i y∑yaµ upasaµpådiya naivovadatha8)

25 nånußåsatha tena hi evaµ upådhyåyena9) ßrå(sår)ddhavihåresmiµ prati-

padyitavyaµ / kin ti dåni upådhyåyena ßra(sår)ddhevihåresmiµ  pratipadyi-

tavyaµ / upådhyåyena tåva ßrå(sår)ddhevihåriµ upasaµpådetukenaiva10)

1) J. tå [ca]. 2) See Ms.5b2. 3) J. yathå [naµ]. 4) J. omits se.

5) J. pratipadyaµti. 6) J. aranye.  7) J. ≈a∂varggikåµñ.     8) J. naivåvavadatha.

9) J. omits . 10) J. upasaµpådentakenaiva.

ubhayato vinayo gråhayitavyo ubhayato vinayaµ na pårayati ekato vinayo
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gråhayitavyo / ekato vinayaµ na pårayati / pañcas∑trå∫i vista(8b2)re∫a

gråhayitavyo pañcas∑trå∫i na pårayati catvåri dhå(vå) tr¥∫i duve ekaµ s∑traµ

vistare∫a gråhayitavyo / ekaµ s∑traµ na påreti triµßato pi1) gråhayitavyo /

ßi≈†akaµ abh¥k≈∫a[ßruti]kåyo gåthåyo ca triµßato pi1) na påreti dve aniyatåµ

5 gråhayitavyo / ßi≈†akaµ abh¥k≈∫aßrutikåyo gåthåyo ca dve aniyatå na pårenti

/ antamasato catvåri påråjikåµ gråhayitavyo ßi≈†akaµ abh¥k≈∫a<µ>ßrutikåyo

gå(8b3)thåyo ca ßekhayitavyo / anußåsayitavyo kålyaµ madhyantikaµ såyaµ

<såyaµ> abhidharmme∫a vå abhivinayena vå abhidharmmo nåma navavidho

s∑trånto s∑traµ geyaµ vyåkara∫aµ gåthå udånaµ itiv˚ttakaµ jåtakaµ

10 vaipulyådbhutådharmmå / abhivinayo nåma pråtimok≈o saµk≈ipta-

vistaraprabhedena / atha dåni na pratibalo bhavati / uddißituµƒ / åpattikaußalyaµ

ßi(8b4)k≈itavyo / s∑trakaußalyaµ skandhakaußalyaµ åyatana(J.35)kaußalyaµ

prat¥tyasamutpådakaußalyaµ / sthånåsthånakaußalyaµ åcåraµ ßekhayitavyo /

anåcårato cå(vå)rayitavyo / atha dåni ovadati / so eva tasya ovådo evaµ

15 svådhyåyati / ara∫ye vasati2) / prahå∫e upavißati / so evåsya ovådo upådhyåyo

ßra(sår)ddhevihåri upasaµpådiya na ova(8b5)dati / na anußåsati / na uddißati

/  na svådhyåyati / na ara∫ye vasati / na prahå∫e upavißati / antamasato

vaktavyo / apramådena saµpådeh¥ti / na ovadati vinayåti[kra]maµ åsådayati

/ evam upådhyåyena ßra(sår)ddhevihårismiµ pratipadyitavyaµ / na pratipadyati

20 / abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

I.8   Ms.8b5 (J.35. 9); Ch.502a2

bhagavån  ßråvastyåm  viharati / ßåstå devå(8b6)nåñ ca manu≈yå∫åñ ca

vistare∫a nidånaµ k˚två te dåni bhik≈∑ upasaµpådenti / te dåni upasaµpåditå˙

25 / upådhyåyasya na allimya(yya)µti / te dåni bhik≈∑ odhyåyanti / asmåkaµ

bhagavån da∫∂akarmman deti / ime≈åµ muktikå / kathaµ ambhehi

ova<va>ditavyå˙3) / anußåsitavyå˙ / ye ime asmåkaµ na ava(naiva a)ll¥yaµti

/ na pratyål¥yaµti / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu /

bhagavån åha / te(8b7)na hi evaµ sårddhevihåri∫å upådhyåye pratipadyi-

30 tavyaµ // kin ti dåni evaµ sårddhevihåri∫å upådhyåye pratipadyitavyaµ /

1) J. triµßatiyo. 2) J. prativasti. 3) J. ovaditavya˙.

såve(rddhe)vihåri∫å nå(tå)va kalyata eva (J.36) utthaµtena upådhyåyasya



Transcription of the Abhisamåcårika-Dharma  I 65

vihårasya dvåraµ åko†ayitavyaµ yaµ kålaµ abhyanujñå dinnå bhavati / tato

dvåraµ sukhåkaµ apaduriyå∫a tato prathamaµ dak≈i∫o pådo praveßitavyo

paßcå1)  våmo2)  praveßaya vanditvå sukhaßayitaµ / p˚cchitavyo u(9a1)ddißitvå

pratip˚cchitvå khe[†a]ka†a(†å)hako nikkålayitavyo prasråvakumbhikå

5 nikkålayitavyå p¥†hikå prajñapayitavyå / hemantakålo bhavati mandamukhi

prajvålayitavyå / mukhodakaµ dåpayitavyaµ / dantakå≈†haµ dhoviya

upanåmayitavyaµ / su(mu)khodakam åsiñcitavyaµ / haståµ nirmmådiya

hastanirmmådanaµ dåtavyaµ / peyå ukka∂hitavyå / peyå peyi<µ>tå

pe[ya]påtraµ3) ßodhitavyaµ / ßodhitvå bhaktuddeßåto (9a2) bhaktakaµ

10 grahetavyaµ4) / bhaktavisarggo karttavyo påtraµ nirmmåpayitavyaµ5) / påtraµ

pratißåmayitavyaµ /

 gocaraµ pravißantasya gråmapraveßanikåni c¥varå∫i upanåmayitavyåni /

vihåracara∫akåni c¥varå∫i pratißåmayitavyåni / åtmano c¥varakaµ g˚hniya6)

p˚≈†hato nugantavyaµ / nåpi dåni khuråkhuraµ / atha khalu nåtyåsanne

15 (J.37) nåtid∑re tena dåni gocaråto nirggatasya upådhyåyasya c¥varå∫i

praspho(9a3)ayi† såhariya pratisåmayitavyåni / åtmano skandhe dapi(yi)ya7) ß¥r≈aµ

onåmiya purato gantavyaµ / vihåraµ ågacchiyå∫a p¥†hikå prajñapayitavyå8)

gråmapraveßanikåni c¥varå∫i ekånte sthapetavyåni / vihåracara∫akåni9) c¥varå∫i

upanåmayitavyåni / pådodakaµ upanåmayitavyaµ / pådata††hakaµ10)

20 upanåmayitavyaµ / pådå dhopayitavyå11) / u≈∫aµ bhavati snåpetavyo12) (9a4)

ß¥taµ bhavati / mandamukh¥ prajvålayitavyå /

 yadi pi∫∂acåro a∫†hito bhavati / upanåmayitavyo / nånå<nå>var∫∫itaµ

bhavati p˚cchitavyo suvihita kuto idaµ labdhaµ asukåto veßikakulåto va∂aµ

vidhavåye sth∑lakumår¥ye pa∫∂akasya asukåye bhik≈u∫¥ye ußßakiyapari-

25 ßa∆kiyå∫i13) kulåni vyapadißati14) / våretavyo vaktavyo må tahiµ gaccha / atha

dån åha / asu(9a5)kesmi15) kule buddhavacanaµ jalpitaµ / tato labdhaµ /

1) J. paßcå[d]. 2) J. adds [pådo]. 3) J. peya[påtraµ]. 4) J. gråhetaryaµ.

5) J. nirmådayitavyaµ. 6) J. g˚h∫¥ya. 7) J. dåpiya.         8) J. prajñåpayitavyå.

9) J. vihåracara∫akå∫i. 10) J. påda†vakaµ. 11) J. dhovayitavyå. 12) J. snåpetavyau.

13) J. ußßåµkiyaparißa∆kiyåni.     14) J. vyåpadißati.        15) J. asukesmiµ.

vaktavyaµ  kårehi dh∑maµ må ca puno åmi≈acak≈u deßesi hastån nirmmådiya
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hastanirmmådanaµ dåtavyaµ / pi∫∂apåto ukka∂hitavyo pi∫∂apåta1)

upanåmayitavyo bhuñjantasya pån¥yaµ cåritavyaµ / v¥janavåto dåtavyo

bhaktavisarggo va(ka)rttavyo bhuktåvißya påtraµ apakar≈itavyaµ / apakkå

ca bhåjanaµ bhaktopadhånaµ ßa(9a6)yyåsanaµ (J.38) pratißåmetavyaµ2) /

5 c¥varå∫i påtraµ ßodhetavyaµ / påtraµ pratisåmetavyaµ / vihårako siñcitavyo

sanmårjitavyo kålena kålaµ gomayakår≈¥ dåtavyå / ßayyåßanaµ3)

praspho†ayitavyaµ / c¥varå∫i dhovetavyåni4) / siñcitavyåni / raµjitavyåni

påtraµ dahitavyaµ / rañjitavyaµ / divåvihåraµ gacchantasya p¥†hikå nayitavyå

ni≈¥danaµ nayitavyaµ / pustako nayitavyo ku∫∂ikå nayitavyå / udde(9a7)ßaµ

10 g˚hniya5) ekamante svådhyåyatena6) åsitavyaµ / atha dåni divåvihåraµ

gantukåmo bhavati åp˚cchiå(ya) gantavyaµ / yadi dåni tahiµ7) kenaci saha

svådhyåyatukåmo bhavati / åp˚cchitavyaµ / vaktavyaµ / karomi amukena

saha svådhyåyan ti / tena dåni jånitavyaµ / yadi so bhavati ßaithaliko8)

vå båhuliko vå / åva∂∂hako9) vå asik≈åkåmo10) vaktavyaµ / måßrayo11) utpadyeyå

15 / atha dåni bhadrako bhava(9b1)ti / gu∫avåµ ßik≈åkåmo vaktavyaµ  / karohi

divåvihårato ågacchantasya p¥†hikå ånayitavyå / ni≈¥danaµ ånayitavyaµ /

pra(pu)stako ånayitavyo / ku∫∂ikå ånayitavyå / ågatasya samånasya

hastanirmådanaµ dåtavyaµ pu≈på∫i dåtavyåni cetipa(ya)µ ca(va)ndantasya

p˚≈†hato nugantavyaµ / p¥†hikå prajñapayitavyå12) / hemantakålo bhavati /

20 mandamukh¥ prajvålayitavyå / pådå dhovayitavyå13) / pådå mrak≈etavyo /

ßayyå prajñåpayita</>(9b2)vyå / yadi mahåjaniko bhavati / antamasato hastena

samavadhånaµ dhåtavyaµ / d¥po prajvålayitavyo / khe†aka†åhakaµ (J.39)

upanåmayitavyaµ / prasråvakumbham upanåmayitavyaµ / sukhaµ prati-

kramåpayitavyaµ / uddißitvå vå parip˚cchitvå vå yadi vihåro pråpu∫ati /

25 åp˚cchitavyaµ / amukaµ vihåraµ g˚hnåmi14) / atha dåni dvit¥yena saha

pråpu∫ati vihåraµ  upådhyåyena jånitavyaµ / yadi so bhavati ßaithiliko15)

1) J. pi∫∂apåtaµ. 2) J. pratisåmetavyaµ. 3) J. ßayyåsanaµ. 4) J. dhovitavyåni.

5) J. g˚h∫iya. 6) J. svådhyåyantena.  7) J. omits tahiµ. 8) J. ßaithilako.

9) J. åva††ako. 10) J. aßik≈åkåmo. 11) J. måtrayo. 12) J. prajñåpayitavyå.

13) J. dh¥vayitavyå. 14) J. g˚h∫åmi. 15) J. ßaithilako.  16) J. adds [vå].

17) J. g˚h∫a.

(9b3) vå båhuliko vå a(å)va∂∂hako vå [a]ßik≈åkåmo16) vaktavyaµ / må g˚hna17)
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må1) saµsarggado≈o bhavi≈yat¥ti /

atha dåni bhavati / bhadrako gu∫avån ßik≈åkåmo vaktavyo g˚hna2) yåvan

na utthåp¥yati så eva me åp˚cchanikå atha dåni utthåp¥yati pa(ya)ttikåµ

våråµ åp˚cchitavyaµ / yadi dåni tahiµ kenacit saha svådhyåyatukåmo bhavati

5 / åp˚cchitavyaµ / karomi amukena sårddhaµ svådhyå(9b4)yaµ / upådhyåyena

jånitavyaµ / evaµ ßra(sår)ddhevihåri∫å upådhyåye pratipadyitavyaµ / na

pratipadyate(ti) / abhisamåcårikån dharmmån atikråmati　// A //

I.9   Ms.9b4 (J.39.13); Ch.502b13

bhagavån  ßråvastyåm  viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca

10 vistare∫a nidånaµ k˚två te dåni åyu≈manto nand[an]opanandano ≈a∂varggikå

ca nißrayaµ dapi(yi)ya3) naiva antevåsi4) ovadanti / na anußåsanti / te dåni

indragavå viya (9b5) varddhanti ßivacchagalå viya varddhanti5) / anåkalpa-

sampannå˙ an¥ryåpathasaµpannå˙ / na jånanti katham upådhyåye pratipadyi-

tavyaµ / kathaµ åcårye pratipadyitavyaµ / kathaµ v˚ddhatarake≈u

15 pratipadyitavyaµ / (J.40) kathaµ saµghamadhye pratipadyitavyaµ / kathaµ

gråme pratipadyitavyaµƒ / kathaµ ara∫ye pratipadyitavyaµ / kathaµ nivå-

sayitavyaµ6) / kathaµ pråvaritavyaµ / kathaµ saµghå†¥påtrac¥varadhåra∫e

pratipadyitavyaµ // (9b6) etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu /

bhagavån åha // ßabdåpayatha nand[an]opanandanåµ ≈a∂varggikånåµ ca te

20 dåni ßabdåpitå /

bhagavån åha / satyaµ bhik≈avo nand[an]opanandanå ≈a∂varggikåß ca

evan nåma y∑yaµ nißrayaµ detha  nißrayaµ dadiyå∫a antevåsikåµ na

ovadatha nånußåsatha tad eva sarvvaµ bhagavån vistare∫a pratyårocayati /

yåva kathaµ saµghå†¥påtrac¥varadhåra∫e pratipadyitavyaµ / åhaµ(9b7)su /

25 åma bhagavan bhagavån åha / evaµ ca y∑yaµ nißrayaµ dadiyaµ antevåsikåµ

naiva ovadatha nånußåsatha / tena hi evaµ  åcårye∫a  antevåsikasmiµ

pratipadyitavyaµ / kin ti dåni åcårye∫a antevåsikasmiµ7) pratipadyitavyaµ /

åcårye∫a tåva nißrayaµ dentena antevåsi ubhayato vinayaµ gråhayitavyo /

1) J. omits må. 2) J.g˚h∫a. 3) J. dayiya. 4) J. antevåsi[kåµ].

5) J. vartanti. 6) J. nivåsitavyaµ. 7) J. antevåsiµkasmiµ.

ubhayato pi vinayaµ na påreti / ekato vinayato gråhayitavyo / ekato vinayaµ
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na påre(10a1)ti pañcas∑trå∫i vistare∫a gråhayitavyo / pañcas∑trå∫i na påreti

catvåri tr¥∫i dve ekaµ s∑traµ vistare∫a gråhayitavyo / ekaµ s∑traµ na

påreti / dvånavat¥to1) gråhayitavyo dvånavat¥to1) na ßaknoti triµßatito2)

gråhayitavyo (3...ßi≈†akaµ abh¥k≈∫aßrutikåyo gåthåyo ca...3) triµßatito2) na påreti

5 dve aniyatåµ4) gråhayitavyo ßi≈†akaµ abh¥k≈∫aßrutikåye5) gåthåyo ca / dve

aniyatå na påreti / anta(10a2)masato catvåri påråjikåµ gråhayitavyo ßi≈†akaµ

abh¥k≈∫aßrutikåye5) gåthåyo va(ca) ßekhayitavyo / dhåtukaußalyaµ (J.41)

skandhakaußalyaµ åyatanakaußalyaµ prat¥tyasamutpådakaußalyaµ åcåraµ

ßekhayitavyo / anåcårato dhå(vå)rayitavyo / e≈o åcåryo nißrayaµ dadiya

10 antevåsi naiva ovadati / nånußåsati / vinayåtikramam åsådayati / evam åcårye∫a

antevåsismiµ pratipa(10a3)dyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikån

dharmmån åtikramati // A //

I.10  Ms.10a3 (J.41:6); Ch.502b16

bhagavån ßråvastyåm viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

15 nidånaµ k˚två te6) dåni bhik≈∑ nißrayan deµti7) te antevåsikå åcårikasya8)

nißrayaµ g˚hniya9) naiva all¥yanti / na pratyall¥yanti te dåni bhik≈∑ odhyåyanti

/ asmåkaµ bhagavå[n] da∫∂akarmman deti / ime≈åµ (10...muktikå yå...10) (10a4)

dåni asmåkaµ [naiva] all¥yanti na pratyal¥yanti11) / kathaµ ime ambhehi

ovaditavyå˙ / anußåsitavyå˙ / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu

20 / bhagavån åha / ßabdåpayatha bhik≈∑n<a> te dåni ßabdåpitå˙12) /

bhagavån åha / tena hi evaµ antevåsinå åcårye pratipadyitavyaµ /

antevåsinå tåva  kalpa(ya)to13)  yeva  utthatta(nta)kena14)  evaµ  åcåryasya

vihårasya dvå(10a5)raµ åko†ayitavyaµ15) / yaµ kålaµ abhyanujñå dinnå

bhavati / dvåraµ sukhåkaµ apaduriyå∫aµ prathamaµ dak≈i∫o pådo

25 praveßayitavyo  / paßcåd våmaµ  pådaµ praveßayå∫a  åcåryasya  sukharåtri16)

1) J. dvånavat¥yo. 2) J. triµßatiyo. 3) J. omits. 4) J. tyatå.

5) J. abh¥k≈∫a ßrutikåyo.6) J. ye. 7) J. deti. 8) J. åcåryasya.

9) J. g˚h∫¥ya. 10) J. muktikå teyå. 11) J. pratyall¥yanti. 12) J. ßabdapitå˙.

13) J. kalyato. 14) J. utthaµtena. 15) J. åko†yitavyaµ. 16) J. sukharåtrim.
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p˚cchitavyå / khe†aka†åhaµ (J.42) ni≈kåßayitavyåµ(vyaµ / )1) yåvat pådodakaµ

dåpayitavyaµ / pådodakaµ2) upanåmayitavyaµ / pådata††hakaµ upanåmayi-

tavyaµ / pådå dhovayitavyå / pådå mra(10a6)k≈ayitavyå / khe†aka†åhakaµ

praveßayitavyaµ / prasråvakumbhikå praveßayitavyå / d¥pako prajvålayitavyo /

5 ßayyå prajñapayitavyå / evaµ aparaµ divasaµ prasråvakumbhikå ni≈kåßayitavyå

/ tad eva sarvvaµ navakaparicaryå karttavyå / vistare∫a yathå

ßra(sår)ddhevihårisya yåva d¥paµ åd¥piya ßayyåµ prajñapiya sukhaµ

pratikråmayitavyo / evaµ antevåsinå åcårye pratipadyita(10a7)vyaµ / na

pratipadyati abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

10

uddånaµ //

evaµ saµghasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµƒ /

    evaµ dvit¥yasthavire∫a po≈adhe pratipadyitavyaµ /

evaµ sarvvehi po≈adhe pratipadyitavyaµ /

15 evaµ saµghasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ /

evaµ dvit¥yasthavire∫a bhaktågre pratipadyitavyaµ /

evaµ sarvvehi bhaktågre pratipadyitavyaµ /

evaµ upådhyåye(10b1)na ßra(sår)ddhevihårismiµ pratipadyitavyaµ /

(J.43) evaµ ßra(sår)ddhevihåri∫å upådhyåye pratipadyitavyaµ /

20 evaµ åcårye∫a antevåsismiµ pratipadyitavyaµ /

evaµ antevåsinå åcårye pratipadyitavyaµ // A //

25

30

1) J. ni≈kåßayitavyå. 2) J. pådodaka.
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II.1 Ms.10b1 (J. 44.1); Ch.502b25

bhagavån ßråvastyåm viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två pañcårthavaßåµ saµpaßyamånås1) tathågatå arhanta˙

5 samyaksambuddhå˙ / pañcåhikåµ vihå(10b2)racårikåm anucaµkramanti /

anuvicaranti / katamåµ pañca kaccim me ßråvakå˙ na karmmåråmå na

karmmaratå˙ / na karmmåråmatånuyogam anuyuktå viharanti / na bhå≈yåråmå˙

na bhå≈yaratå˙ / na bhå≈yåråmatånuyogam anuyuktå viharanti / na nidråråmå˙

na nidråratå˙ / na nidråråmatånuyogam anuyuktå viharanti / glånakånåñ ca

10 bhik≈∑∫åµ anukampårthaµ ye te (10b3) ßråddhå˙ kulaputrå˙2) [tathågatam

evoddißya]3) ßraddhayåd ågåråd anagårikåµ pravrajitå˙ / te ca tathågataµ

d˚≈†vå at¥va udårå∫i pr¥tipråmodyåni pratilabhi≈yanti / imå[µ pa]ñcå-

rthavaßån<a> saµpaßyamånås tathågatå arhanta˙ samyaksaµbuddhå˙

paµcåhikåµ vihåracårikåm anucaµkramanti / anuvicaranti / adråk≈¥d bhagavåµ
15 pañcåhikåµ vihåracårikåm anucaµkramanto anuvi(10b4)caranto ßayyåsanaµ

ujjhitaprak¥r∫∫aµ utpådakaµ (J.45) u(du)tthitakaµ4) våtåtapena vinåßiyantaµ

var≈e∫a ovar≈iyantaµ prå∫akehi khajjantaµ pak≈ihi5) ohayiyantaµ6)

omayilamayilaµ på†itavipå†itaµ / åtape dinnaµ bhagavåµ jånanto yyeva7)

bhik≈∑µ8) p˚cchati kasyemaµ bhik≈avo ßayyåsanaµ ujjhitaprak¥r∫∫aµ peyålaµ

20 // yåva omayilamayilaµ på†itavipå†itaµ / åtape dinnaµ åhaµsu / etaµ (10b5)

bhagavaµ såµghikaµ9) /

bhagavån åha / evaµ ca y∑yaµ apratyåstara∫akå ßayyåsanaµ

paribhuµjatha / tena hi evaµ ßayyåsane pratipadyitavyaµ / kin ti dåni

[evaµ] ßayyåsane pratipadyitavyaµ / na dåni k≈amati såµghikaµ ßayyåsanaµ

25 adhyupek≈ituµ / utpådakam vå u(du)tthitakam4) vå prå∫akehi vå khajjantaµ

var≈e∫a [vå]10) ovar≈a<par>yantam våtåtapena11) vå vinåßiyantaµ pak≈¥hi thå(vå)

oh[ay]iyantaµ12) / atha khalu yadi tå(10b6)va ujjhitaprak¥r∫∫aµ bhavati /

1) J. ‚månas. 2) J. ‚tutrå˙. 3) See Ms. 11a6. 4) J. utthitakaµ.

5) J. pak≈¥hi. 6) J. ohapiyantaµ. 7) J. py eva. 8) J. bhik≈∑.

9) J. sådhikaµ. 10) J. omits. 11) J. våtatapena. 12) J. ohiyantaµ.

13) J. samåpetavyaµ.

såharitvå ekånte sthåpayitavyaµ / utpådakaµ bhavati / (13...sam[aµ
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th]åpetavyaµ...13) / var≈e∫a ovar≈¥yati1) våtåtapena cå(vå) vinåß¥yati / cchanne

pravißayitavyaµ / prå∫akehi khådyati2) / pak≈¥hi ohapi(yi)yante praspho†iyåna

cchanne praveßayitavyaµ / na dåni vihåro adhyupek≈itavyo / oddir∫∫ako3)

praluggako4) acauk≈o vå apratisaµsk˚to vå // atha khalu yadi tåva t˚∫acchadano

5 bhavati / t˚(10b7)∫ap∑lako5) dåtavyo / apakkacchadano6) bhavati / apakkå7)

dåtavyå / (J.46) kabhallacchadano bhavati kabhallikå dåtavyå / sudhåm˚ttikå-

cchadano bhavati m˚tpi∫∂o dåtavyo / var≈åya ov˚≈†o bhavati vikha(cikkha)llikå8)

op∑re[ta]vyå9) vaµghorikå dåtavyå gomayaßå†o10) dåtavyo na dåni k≈amati /

såµghikaµ ßayyåsanaµ evam eva paribhuñjitaµ(tuµ) / apratyåstara∫aµ11) vå

10
(12...t˚∫aµ vå t˚∫aµ vå antaråk˚två le∆ka†akaµ...12) vå atha khalu

pra(11a1)tyåstara∫aµ11) karttavyaµ / nåpi k≈amati kalpaµ13) karttuµ / pa†ikåm

vå lo∂∂hakam14) vå pratyåstara∫aµ karttuµ / atha khalu dvigu∫itå nåma

karttavyå vißi≈†å mañcåto vå yadi tåva kambalasya15) bhavati / ekapu†aµ vå

dvipu†am vå karttavyaµ / atha dåni karpåsasya bhavati dvipu†å vå tripu†å

15 vå karttavyo samantena s∑tre∫a ßiviyå∫aµ / tato madhye∫a d¥rghas∑trå∫i

dåtavyåni tato na k≈amati / ßayyåsanaµ omayilomayilaµ vå på†itavipå†itam

vå adhyu(11a2)pek≈ituµ / atha khalu kålena kålaµ bodhi(dhovi)tavyaµ /

kålena kålaµ ßiµcitavyaµ / kålena kålaµ åtape dåtavyaµ / na k≈amati

såµghikena ßayyåsanena pråv˚tena bhaktågre vå tarpa∫ågre vå såmåyikam

20 vå upavißituµ / na k≈amati ßayyåsanaµ såµghikaµ pråvariyaµ d¥rgha-

ca[µ]kramaµ caµkramituµ // atha dåni bhik≈u˙ ßiråviddhako vå bhavati

virecanap¥tako vå glånako vå bhavati vastrapuggalikaµ16) antar¥kara∫aµ

dadi(11a3)ya 17) caµkramati / anåpatti˙ / nåpi k≈amati såµghikaµ ßayyåsanaµ

paudgalikaparibhogena paribhuñjituµ / atha khalu såµghikaµ ßayyåsanaµ

25 prajñapayitavyaµ / (J.47) pratyåstara∫aµ dadiya tato paribhuñjitavyaµ /

1) J. ovar≈iyati. 2) J. khådyanti. 3) J. odri∫∫ako. 4) J. pralurgako.

5) J. ‚pulako. 6) J. apakva‚. 7) J. apakvå. 8) J. vikhallikå.

9) J. opure[ta]vyå. 10) J. ‚ßåyyo. 11) J. ‚åstaraµ.

12) J. talaµ vå prastaro k˚två la∆ka†akaµ. 13) J. kalyaµ. 14) J. lo††akam.

15) J. kamvalasya. 16) J. ‚purgalikaµ. 17) J. adds taµ.

atha dåni såµghikaµ ßayanåsanaµ mahantaµ bhavati / uparito bhuµjitavyaµ
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yathå nåßaµ na gacche / atha dåni hemantakålo bhavati såµghikaµ1)

ßayyåsanaµ pråvariya ßayati / (11a4) antar¥kara∫a[µ] dåtavyaµ / na deti

vinayåtikramam åsådayati / evaµ ßayyåsanaµ(ne) pratipadyitavyaµ / na

pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

5

II.2 Ms. 11a4 (J.47.6); Ch.502c13

bhagavån ßråvastyåm viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två te dåni bhik≈∑ upagacchanikå[yåµ]2) kåle vihåran3) na

pratisaµskarenti4) / pañcårthavaßåµ saµpaßyamånåµs tathågatå

10 arha(11a5)nta˙ samyaksaµbuddhå˙ pañcåhikåµ vihåracårikåm anucaµ-

kramanti / anuvicaranti / katamåµ pañca / kacci me ßråvakå˙ na karmmåråmå˙

na karmmaratå˙ / na karmmåråmatå-anutyå(yo)gam anuyuktå viharanti na

bhå≈yåråmå˙ / na bhå≈yaratå˙ na bhå≈yåråmatånuyogam anuyuktå viharanti

/ na nidråråmå˙ na5) nidråratå˙ na nidråråmatånuyogam anuyuktå viharanti /

15 glånakå(11a6)nåñ ca bhik≈∑∫åm anukampårthaµ ye ca te ßråddhå˙ kulaputrå˙

tathågatam evoddißya ågåråd6) anagårikåµ pravrajitå˙ / te ca tathågataµ

d˚≈†vå atiri(t¥)vodårå∫i7) pr¥tipråmodyåni pratilabhi≈yanti / imåµ pañca

arthavaßåµ saµpaßyamånås tathågatå arhanta˙ samyaksambuddhå˙

pañcåhikåµ vihåracårikåµ anucaµkramanti / anuvicaranti / (J.48) adråk≈¥d

20 bhagavåµ pañcåhikåµ vihåracårikåµ anucaµkramanto anuvi(11a7)caranto

vihårakån ondri(ddri)nnakåµ8) praluggakåµ9) acok≈åµ10) apratisaµsk˚tåµ

ßayyåsanaµ ujjhitaprak¥r∫∫e(r∫∫aµ)11) omayilemayilaµ12) på†itavipå†itaµ

mañcåm p¥†hå[µ]13) ondri(ddri)∫∫akåµ14) paluggakåµ15) ucchi(dutthi)takåµ16)

våtåtapena op∑riyaµtåµ prå∫akehi khajjantåµ varye(≈e)∫a ovaryi(≈i)yantåµ17)

25 kåkaßakuntehi ohayiyantåµ18) bhagavån jånanto p˚cchati / kasyeme bhik≈avo

vihårakå odri∫∫akå19) paluggakå acauk≈å apratisaµsk˚tå ßayyå-

1) J. såghikaµ. 2) Probably var≈å is omitted. 3) J. virahån.     4) J. ‚karonti.

5) J. omits.      6) J. [ßraddhayådå]gåråd.           7) J. at¥va udårå∫i.  See Ms. 10b3.

8) J. vandrinnakåµ. 9) J. palurgakåµ. 10) J. acauk≈åµ. 11) J. ‚prak¥r∫∫e.

12) J. omayilimayilaµ. 13) J. p¥†hå.  14) J. ondri∫∫akåµ. 15) J. palurgakåµ.

16) J. utthitakå≤. 17) J. ovar≈ayantåµ. 18) J. ohapiyantåµ. 19) J. ondrinnakå.

sa(11b1)naµ ujjhitaprak¥r∫∫aµ omayilomayilaµ på†itavipå†itaµ mañcå p¥†hå
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ondri(ddri)∫∫akå paluggakåµ u(du)tthitakåµ1) våtåtapena op∑riyantåµ

prå∫akehi khajjantåµ var≈e∫a ovar≈iyantåµ kåkaßakuntehi ohayiyantåµ bhik≈∑

åhaµsu // imaµ bhagavan saµghasya ye dharmmå(var≈å)µ2) upagacchi≈yanti

/ te pratisaµskari≈yanti /

5 bhagavån åha / tena hi evaµ var≈opanåyike ßayyåsane pratipadyitavyaµ

/ kin ti dåni evaµ var≈opanåmi(yi)ke ßayyåsane pra(11b2)tipadyitavyaµ / e≈å

dåni saµghasya var≈opanåmi(yi)kå3) bhavati / prak˚tyaiva4) tåva dåyakadånapati

pratisaritavyå / tato vihårakå pratisaµskarttavyå˙ / ye vihårakå uddi∫∫akå

paluggakå (5...<bhavanti /> acok≈å...5) vå apratisaµsk˚tå vå bhavanti / (J.49)

10 yadi tåva sudhåcchadano bhavati / sudhåpi∫∂o dåtavyo / i≈†akåcchadano

bhavati / i≈†akå dåtavyå / apakkåcchadano6) bhavati / apakkå7) dåtavyå /

kabhalla(11b3)cchadano bhavati / kabhallikå dåtavyå / t˚∫acchadano bhavati /

t˚∫ap∑lako8) dåtavyå / mañcå vå p¥†hå vå ondri(ddri)∫∫akå paluggakå<µ>

bhavanti / muµjå karttitavyå / balbajå9) karttitavyå mañcå dhra(bu)∫itavyå10)

15 uppådakå bhavanti sayeccha(maµ ttha)payitavyå11) / dutthapitå bhavanti /

sutthapitå karttavyå / våtåtapena12) ota(p∑)riyanti13) / kåkaßakuntehi vå

ohapi(yi)yanti / cchanne sthapitavyå / evaµ ßayyåsanaµ (11b4) bhavati /

omayilamayilaµ på†itavipå†itaµ dhoviya s¥vitavyaµ / m˚ttikåpi∫∂o dåpayitavyo

/ m∑≈ika-ucchi(kki)rå14) vå yåca(va) vaµghorikå p∑retavyå / yaµ tahiµ parive∫e15)

20 bhava<µ>ti / bha∫∂aµ niyatakaµ sarvvaµ samudånitavyaµ /

pañcehi a∆gehi samanvågato bhik≈u˙ ßayyåsanaprajñåpaka saµmut¥ye

saµmanyitavyo / katamehi pañcahi / (16...yo na cchandåye na do(11b5)≈åye na

mohåye na bhayåye...16) prajñaptaµ ca jånåti / imehi pañcahi / peyålaµƒ17) //

(J.50) ka[r]mmaµ k˚två yåva te dåni samantena18) å≈å∂hamåsaµ

25 ßayyåsanaµ gråhetavyaµ / vihårå parive∫å agnißålå bhaktaßålå / upasthånaßålå

1) J. utthitakåµ. 2) J. var≈å.  3) J. var≈opanåmikå. 4) J. pratik˚tyaiva.

5) J. bhavanti / acauk≈å.     6) J. apakvå‚. 7) J. apakvå.       8) J. ‚pulako.

9) J. valujå. 10) J. dh∑∫itavyå. 11) J. sapecchapayitavyå.     12) J. våtåtapane.

13) J. vinåßiyanti. 14) J. m∑≈ika ucchirå.  See Ms. 14a4. 15) J. parive∫o.

16) J. yo na cchandå yo na do≈å yo na mohå yo na bhayå yo. 17) See Ch. 502c27-503a2.

18) J. saµmanti / na. 19) J. dvårako≈†hakau. 20) J. udapåno.

/ dvårako≈†hako19) varccaku†¥ udupåno20) jantåko caµkramå v˚k≈am∑lå vihårakå
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gråhayitavyå / asuke1) vihåre ettakå mañca(11b6)kå p¥†hakå vå ettakaµ

åstara∫aµ ettakaµ pråvara∫aµ tato2) likhitavyaµ / bhurjake phalake vå

pa††ikåyåm vå / yadi tåva åra∫yakaµ ßayyåsanaµ bhavati / d∑re d∑ro(re)

parive∫å bhava[µ]ti / trayodaß¥yaµ vå cåturddaß¥yaµ vå tena ßayyåsanoddeßo

5 karttavyo / atha dåni gråmåntikaµ ßayyåsanaµ bhavati / åsanne åsanne

parive∫å bhavanti / cåturddaß¥yam vå påñcadaß¥yam vå ßayyåsano(11b7)ddeßo

karttavyo / taµ likhitaµ saµghasthavirasya all¥pitavyaµ / vaktavyaµ /

åyu≈man amuke3) vihårake ettakå mañcå ettakå p¥†hå˙ / ettakaµ åstara∫aµ

ettakaµ pråvara∫aµ katamo tava vihårako rucyati / yo saµghasthavirasya

10 vihårako rucyati4) so dåtavyo / atha dåni saµghasthaviro jalpati / vihåraµ

y∑yaµ (J.51) uddißatha var≈åvåsikaµ samaµ kari≈yåma nti(tti) / yaµ

saµghasthaviro jalpati / tathå karttavyaµƒ / (12a1) tato vihårakå uddißitavyå˙

/ v˚ddhåntato prabh˚ti yåva avarya(≈a)kaparyantaµ na k≈amati / ßråma∫erå∫åµ

vihåra(rå) uddißituµ / atha dåni te≈åµ upådhyåyåcåryå jalpanti / uddißatha

15 y∑yaµ ete≈åµ vayaµ pratisaµskari≈yåma nti(tti) / tato ßråma∫erakå∫åµ pi

vihårakå uddißitavyå / atha dåni bahuµ bhavati / tato dvit¥yakålikå uddißitavyå

/ atha dåni tahi[µ] koci bhavati / å†akkarasiµhanådiko (12a2) paryåpto

gr¥≈me5) ßayyåsanaµ uddißitavyaµ / guptyarthaµ paribhogårthaµ utthi≈yaµ

utthåpayi≈yaµ (6...ko vihårako ti / vaktavyo na e≈o bhava kiñcit<a> bhogårthaµ

20 vadi≈anti7) <ma> pratisaµskåra∫årthaµ8) e≈o ca<µ> uddiß¥yati...6) / atha dåni

stokå vihårakå bhavanti / dvi∫∫åµ trayå∫åµ [vå] janånåµ eko vihårako

uddißitavyo / atha dåni evaµ pi stokå bhavanti / catur∫∫åµ pañcånåm vå

janånåµ eko vihå(12a3)rako uddißitavyo / atha dåni ekavastukaµ bhavati /

bhik≈∑ ca bahu(h∑) bhavaµti / v˚ddhånåñ ca mañcå prajñåpayitavyå˙ /

25 navakånåµ p¥†hå˙ prajñåpayitavyå˙ / atha dåni evaµ pi stokaµ bhavati /

1) J. amuke. 2) J. tatau. 3) Or asuke. 4) J. omits.

5) J. gr¥≈meva.

6) Cf. Ch. 若言我不須二得一便足。應語言。不爲受用故與。爲治事故與。(503a11-13.)

7) J. vadi≈yanti.  Read as uddiß¥yati. 8) J. ‚saµskara∫å‚. 9) J. navakånaµ.

10) J. sastara∫å.

　　　　　　

v˚ddhånåµ p¥†hå˙ prajñåpayitavyå˙ / navakånåµ9) saµstara∫å10) (J.52)
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prajñåpayitavyå˙ / atha dåni evaµ pi stokaµ bhavati 1) / [atha dåni]2)

alpo(lpå)vakåßo bhavati / (3...v˚ddhehi saµstara∫e pratipa(12a4)dyitavyaµ...3) /

navakehi4) paryana(∆ke)5) v¥tinåmayitavyaµ / atha dåni evaµ pi alpåvakåßo

bhavati / v˚ddhehi cchanne pravißitavyaµ / navakehi v˚k≈am∑lehi caµkramehi

5 ni≈adyåhi abhyavakåße6) v¥tinåmayitavyaµ / hemante ßayyåsanaµ uddißitavyaµƒ

/ guptyarthaµ paribhogårthaµ utthi≈yaµ utthåpayi≈yaµ var≈åsu ßayyåsanaµ

uddißitavyaµ / guptyarthaµ paribhogårthaµ utthå(12a5)syaµ7) utthåpa-

yitavyaµ8) / nåpi 9) k≈amati ßayyåsanaµ adhyupek≈ituµ omayilomayilaµ

på†itavipå†itaµ mañcå vå p¥†hå vå oddri∫∫akå vå paluggakå vå10) adhyupek≈ituµ

10 / atha khalu kålena kålaµ ßayyåsanaµ s¥vitavyaµ / bodhi(dhovi)tavyaµ /

kålena kålaµ muñjå karttitavyå / balbajå11) karttitavyå / tato mañcå ca p¥†hå

ca bra(bu)∫itavyå / evaµ var≈opanåmi(yi)ke12) ßayyåsane pratipa(12a6)dyitavyaµ

/ na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

15 II.3 Ms.12a6 (J.52.15); Ch.503a24

bhagavån ßråvastyåm viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två yåva adråk≈¥d bhagavåµ pañcåhikåµ vihåracårikåm

anucaµkramanto (J.53) anuvicaranto vihårakåµ oddri∫∫akåµ paluggakåµ

ullåya g˚h¥takåµ acok≈åµ13) apratisaµsk˚tåµ udakasya p∑råµ udakabhramåm

20
(14...aßodhi[ta]kåµ dvåråhi...14) (12a7) dv¥pikåhi khajjanto mañcåµ p¥†håµ

ondri(ddri)∫∫akå<∫å>µ paluggakåµ u(du)tthitakåµ15) var≈e∫a [o]var≈iyantåµ

prå∫akehi khajjantåµ bhagavån<a> jånanto p˚cchati / kiµ imaµ bhik≈avo

vihårakå ullaggakå16) ollåye g˚h¥takå˙ / acauk≈å apratisaµsk˚tå udakasya

p∑råµ udakabhramå (14...aßodhitakå dvå[re]...14) dv¥pikåhi khajjantå mañcå p¥†hå

25 ondri(ddri)∫∫akåµ paluggakåµ utpådakåµ u(du)tthitakåµ15) var≈e∫a

1) The text seems corrupted here.  Cf. Ch. 有大堂者一切盡共入大堂 (503a14-15.)

2) J. omits.      3) J. v˚ddhånaµ saµstara∫å prajñåpayitavyå˙. 4) J. navakohi.

5) J. cchanne.  See Ch. (應)跏趺坐 (503a16  NB.  跏 for 加,  according to f.n. 5.)

6) J. abhyavakaße. 7) J. utthi≈yaµ. 8) J. utthåpayi≈yaµ. 9) J. adds dåni.

10) J. omits.       11) J. balujå.        12) J. var≈opanåmike.     13) J. acauk≈åµ.

14) J. aßodhitakåd vå. 15) J. utthitakåµ 16) Or the corruption of udri∫∫akå paluggakå.

　　　　　　　　　　　　

o(12b1)var≈iyantåµ prå∫akehi khajjantå[µ] bhik≈∑ åhaµsu˙ / ye bhagavån
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var≈åµ vasi≈yanti te pratisaµskari≈yanti /

bhagavån åha / tena hi evaµ var≈opagatehi ßayyåsane pratipadyitavyaµ

/ kin ti dåni evaµ var≈opagatehi ßayyåsane pratipadyitavyaµ / ete dåni

bhik≈avo var≈opagatå bhavanti / (1...tena hi...1) vihårakå pratyavek≈itavyå /

5 yadi tåva ondri(ddri)∫∫akå vå paluggakå vå bhavanti / yåvat m∑≈ikokkårå vå

cikkhallikå2) vå pra(12b2)tisaµskårayitavyå / yadi tåva vihårako sudhåcchadano

bhavati [sudhåpi∫∂o dåtavyo]3) / i≈†akåcchadano bhavati / i≈†akå dåtavyå /

(J.54) apakvacchadano bhavati / apakvå dåtavyå / kabhallacchadano bhavati

[kabhallikå dåtavyå / t˚∫acchadano bhavati]4) / t˚∫ap∑lako5) dåtavyo / ur∫∫å(llå)ye

10 g˚h¥tako bhavati / pi∫∂aµ ßå†iya m˚ttikåye6) limpitavyo / m∑≈a-ukkårå7)

vilikhkhi(cikkhali)kå8) p∑retavyå / yadi tåva uppe∂anako9) vihårako bhavati /

ßakkåro†ena vå p∑retavyå u(a)pa(12b3)kvapåµsukena vå / atha dåni uppaµsulo10)

bhavati / gomayakår≈¥ dåtavyå / udakabhramå vå / pra∫ålibhramå vå parip∑ritå

bhavanti ßodhayitavyå˙ / mu∫∂aharmmiyå pratisaµskarttavyå / ßayyåsanaµ

15 omayilomayilaµ bhavati / på†itavipå†itaµ dhovayitavyaµ / rañjetavyaµ /

mañcå vå p¥†hå vå bhagnakå bhavanti / chinnaga∫†hikå karttavyå /

ondri(ddri)∫∫akå vå paluggakå bhavanti / mu(12b4)ñjå karttitavyå / mañcå

bra(bu)∫itavyå / p¥†hikå bra(bu)∫itavyå / uppådakå11) bhavanti samaµ thåpeyitavyå12) /

u(du)tthitakå bhavanti / sutthitå thapetavyå / våtåtapena op∑riyanti13) /

20 naivåte14) thapitavyå˙ / var≈e∫a ovar≈iyanti15) / cchanne thapitavyå / (16...prå∫akehi

khajjanti cchandiyå∫aµ pratipådikehi thapayitavyå...16) / nåpi k≈amati /

ßayyåsanaµ adhyupek≈ituµ / omayilomayilaµ vå på†itavi(12b5)på†itaµ vå //

atha khalu kålena kålaµ dhovitavyaµ / s¥vayitavyaµ / rañjiya(jayi)tavyaµ /

mañcå vå p¥†hå vå uppådakå bhavanti / samåµ thapitavyå˙17) / dutthitå

25 bhavanti / susthitå18) thapitavyå˙ / ondri(ddri)∫∫akå bhavanti / palugnakå19)

1) J. tehi. 2) J. cikayallikå. 3) J. sudhå dåtavyå.  See Ms. 11b2.

4) See Ms 11b2-3. 5) J. ‚pulako. 6) J. m˚ttikåyo.    7) J. bh∑≈å‚.  See Ms. 12a1.

8) J. vilikhkhikå. 9) J. uyye∂anako. 10) J. upyaµsulo. 11) J. utpådakå.

12) J. thåpayitavyå. 13) J. op∑rayanti. 14) J. nivåte. 15) J. ovar≈iyante.

16) J. omits. 17) J. thapayitavyå˙. 18) J. sutthitå. 19) J. paluggakå.

20) J. muñcå. 21) J. valujå.

vå muñjå20) karttitavyå / balbajå21) karttitavyå / (J.55) mañcå bu∫itavyå˙
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/ p¥†hå bu∫itavyå˙ / pådakå1) u(du)tthitakå bhavanti / suthapitå2) karttavyå˙

/ vihårakå kålena (12b6) kålaµ3) siñcitavyå˙4) / saµmårjitavyå˙ / gomayakår≈¥

dåtavyå˙ / udakabhramå˙ pranå∂ikåbhramå5) vå kålena kålaµ ßodhitavyå˙ /

pañcåhe pañcåhe ßayyåsanaµ pratyotåpetavyaµ / mañcå vå p¥†hå vå anyåyata˙

5 karttavyaµ / vihåro omasvediko6) bhavati / mañco bhitti[to] mocetvå pratipådikå

dåtavyå˙ / yathå prå∫akehi na khådyeyå santånikå ßå†itavyo / anvarddhamåsaµ

gomayaßå(12b7)†o7) dåtavyo / yadi tåva vihåro oßa karoti odako dåtavyo /

atha dåni usvedako8) bhavati ßuddhena gomayena mardditavyaµ / vihåro

usvedako9) bhavati / na dåni tahiµ k≈amati / hastaßaucaµ vå karttuµ

10 pådaßaucaµ vå mukham vå dhoyi(vi)tuµ / pådam vå nirmmådayituµ / nåpi

dåni k≈amati / vihåro pitthitvå sthapituµ / atha khalu kålena kålaµ apåvuritavyo

yathå våtaµ labheyyå10) (11...[na] dh∑petavyo...11) ku(13a1)≈†hena12) bhurjena vå

saktuhi vå evaµ var≈opagatakehi (J.56) ßayyåsane pratipadyitavyaµ / na

pratipadyati // abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

15

II.4 Ms.13a1 (J. 56.3); Ch.503b10

bhagavån ßråvastyåµ viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två aparaµ dåni åra∫yakaµ ßayyåsanaµ himado≈e∫a cittaµ na

vasati / te dåni åra∫yakå vihåraµ båhiraµ gha††iyaµ13) kåriyå∫a gråmantikaµ14)

20 ßayyåsanaµ (15...okastå˙ so dåni vi(13a2)hårako...15) vanadavena ågacchiyå∫a16)

dagdho / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu

bhagavån åha / tena hi evaµ var≈avustehi ßayyåsane pratipadyitavyaµ /

kin ti dåni evaµ var≈avustehi ßayyåsane pratipadyitavyaµ / etaµ dåni

åra∫yakaµ ßayyåsanaµ himado≈e∫a ri(ci)ttaµ na vasati / na k≈amati /

25 åra∫yakehi aßabdakar∫∫ikåye17) gråmåntikaµ / ßayyåsanaµ okkasituµ18) / atha

1) Or the corruption of uppådakå bhavanti samaµ thapitavyå˙ /. 2) J. sutthapitå.

3) J. omits. 4) J. siñcitavyå. 5) J. pra∫ålikå‚. 6) J. omasvedako.

7) J. ‚ßå†yo. 8) J. osvedo. 9) J. osvedako. 10) J. labheyya.

11) See Ch. 不得以姻薫之 (503b7-8).   12) J. i≈†hena.   13) J. acchiyaµ.    14) J. gråmåntikaµ.

15) J. okkantå / atha khalu acchihårako.  The underlined part is the end of 13a2 in the Ms.

16) J. acchiyå∫a. 17) J. ‚kalpikåye. 18) J. okkamituµ. 19) J. utsåhetavyå.

khalu ucchå(13a3)hetavyå19) / tahi[µ] eko vå dvau vå trayo vå yåvatakå
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ucchahanti1) / yo pratibalo vastuµ yadi utsahanti1) / te≈åµ åhåre∫a upastambhaµ

karttavyaµ / yathå na vihanyeµsu / atha dåni udvahanti / åha / kiµ vayaµ

parityaktå˙ / kissa2) (J.57) vayaµ vasåma˙ / yaµ tahiµ ßayyåsanaµ bhavati

kocavako vå ull¥yo3) vå caturasrakå vå kumbh¥yo vå kaa†(å†)hakåni vå sarvvaµ

5 gråmåntikaµƒ (13a4) ßayyåsanaµ otåretavyaµ / mañcå p¥†hå ullapitvå

sthåpayitavyå / mañcå bhittiyo mocetvå pratipådakå dåtavyå / yathå prå∫akehi

d¥pikåhi vå na khajjeyå / nåpi dåni k≈amati so vihåro adhyupek≈ituµ /

ondri(ddri)∫∫ako vå paluggako4) vå acauk≈o5) vå apratisaµsk˚to vå / atha

khalu yadi tåva t˚∫acchadano vå bhavati t˚∫apulako dåtavyo / yåva

10 go(13a5)mayaßå†o6) dåtavyo / paribhå∫∂aµ karttavyaµ / ßvetavar∫∫å dåtavyaµ

// samantena vihårasya tåva pratik˚tyeva agnihara∫¥ karttavyå / bh˚takehi ca

karmmakarehi ca vihårasya catu˙pårßve kak≈aµ7) jåtakaµ bhavati so

lavåpayitavyo / yaµ kålaµ ßu≈kaµ bhavati / ni≈prå∫akaµ tato gninå

dahåpayitavyo vihårako siñcitavyo / sammårjitavyo / gomayakår≈¥ (13a6)

15 dåtavyå / yaµ såråsåraµ ßayyåsanaµ amilå vå astara∫ikå<µ> vå kocakå vå

makucakå [vå] gu∂ugu∂ukå vå <makucakå vå> te gråmåntikaµ ßayyåsanaµ

nåpayitavyå˙8) / mañcå˙ pratipådakehi sthåpayitavyå bhittito yu(mu)ktå˙ /

maµcasya upari p¥†hå sthåpayitavyå / p¥†hasya upari yaµ tatra ßayyåsanaµ

omayilomayilaµ på†ita(J.58)vipå†itaµ (9...p¥†hasya upari...9) sthåpayitavyaµ

20 c¥varavaµße sthåpayitavyaµƒ (13a7) bhittito muktaµ / yadi tåva vihåro

uppi∂anako10) bhavati / na k≈amati / lenåni bandhituµ / atha khalu muktakå

karttavyå / atha dåni uppaµsulakå11) vihårakå båhiragha††imå12) karttavyå˙ /

sarvvehi ni[r]dhåvitavyå ekena abhyantaragha††imaµ vihårakåµ kariya

rejj∑ye13) vå (14...ka∂evarikå /ya(ye) vå...14) otaritavyaµ / otariya rajj∑ye13) vå

25 ka∂evariyå15) vå16) abhyantare k≈ipitavyå / båhyena17) vå acchitavyå / ye (13b1)

tatra bhavanti gopålakå vå paßupålakå vå te≈åµ so vihåro anuparinditavyo te

vaktavyå˙ / d¥rghåyu18) gacchåma tåva yaµ gråmåntikaµ ßeyyåsanaµ e≈o

1) J. utsåhanti. 2) J. kisma. 3) J. ullåya. 4) J. praluggako.

5) J. acauk≈å. 6) J. ‚ßådyo. 7) J. v˚k≈aµ.  8) J. neyåpayitavyå˙.

9) J. [taµ]. 10) J. upp¥∂anako. 11) J. upyaµsulakå. 12) J. våhira‚.

13) J. rajjuye. 14) J. ka∂evarikå parå. 15) J. ka∂evarikå.  16) J. omits.

17) J. våhyena. 18) J. d¥rghåy∑.

tumhåkaµ vihårako anuparindito bhavatu / evaµ anuparindiyå∫a gantavyaµ
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/ atha dåni gråmåntikaµ ßeyyåsanaµ bhavati / evaµ hy1) eva sarvvaµ

pratisaµskåro karttavyå˙ / yåva ßvetavar∫∫å dåtavyå / etåni mahantåni

vast∑ni bhavanti2) / yathå (13b2) agnißålå vå upasthånaßålå vå yadi tåva

sasvåmikaµ bhavati / tena pratisaµskåroye(pe)tavyå3) / (4...uddi≈†ako nåßo yo

5 sya...4) bhavati / tena pratisaµskarttavyå / atha dåni naiva sasvåmiko bhavati

/ nåpi uddi≈†ako sarvvasaµghena pratisaµskarttavyo / såmagr¥ye saµviditvå

tahiµ ekam eko (J.59) vå ßamo dåtavyo / dve vå dve vå trayo vå (5...trayo

vå...5) yathå sarvvapratisaµskåro (6...gacche tathå (13b3) dåtavyaµ...6) / mañcå

vå p¥†hå vå ullaggakå7) bhavanti / ayacchitavyå8) / ayaµ cchantiyo karttavyå˙

10 / unniyo9) vå bißio10) vå caturasrakå vå omayilomayilå bhavanti / på†itavipå†itå

dhovitva11) sivitavyå / pratyaggalåni12) dåtavyåni / bha∫∂aµ niyatakaµ bhavati

/ samudånetavyaµ / gråmåntikaµ ßeyyåsanaµ udakado≈e∫a ri(ci)ttaµ na

saµvasati na k≈amati tehi a(13b4)ßabdakar∫∫ikåye13) åra∫yakaµ ßeyyåsanaµ

gantuµ / atha khalu pratik˚tyeva tåva yaµ tatra såråsåraµ  bhå∫∂am

15 astara∫aµ14) vå pråvara∫aµ vå upaskaro vå ßraddhåprasannehi upåsakakulehi

sthåpayitavyaµ / vihårako saµmårjayitavyo / gomayakår≈¥ dåtavyå / maµcå

pratipådakehi sthåtavyå bhittito muktaµ / mañcasya upari p¥†haµ

sthåpayitavyaµ / p¥†hasyopari yaµ ta(13b5)tra jarjara bisi15) vå jarjara

caturaßrako16) vå taµ17) sthåpayitavyaµ / yadi tåva upp¥∂anako vihåro bhavati

20 / tato lenåni muktåni sthåpetavyåni / atha dåni uppatsu(msu)lako18) vihå[ro]

bhavati lenåni båhiragha††imåni19) karttavyåni sarvve bhik≈∑hi20) ni[r]dhåvantehi

/ ekena vihårako atya(bhya)nta[ra]gha††imo karttavyo / prativeßikulåto n ißre∫ iyåviya21)

tato o(13b6)taritavyo / (J.60) ye tatra prativeßikå bhavanti / te≈åm

1) J. py. 2) J. bhavati. 3) J. ‚saµskåråpetavyå.

4) J. uddi≈†akopi ce asya. 5) J. omits. 6) J. gacchet prådåtavyaµ.

7) J. ullagnakå.  Or the corruption of udri∫∫akå paluggakå.

8) Sic!  J. apacchitavyå.  Corrupted ?    9) J. unn¥yo. 10) J. vißiyo.     11) J. dhovitvå.

12) J. pratyargalåni. 13) J. ‚kalpikåye. 14) J. astaraµ∫a. 15) J. visi.

16) J. caturasrako. 17) J. omits. 18) J. upyaµsulako.  19) J. våhira‚.

20) J. bhik≈uhi. 21) J. nißre∫iåniya.

anuparinditavyaµ / d¥rghåyu e≈o vihårako tumhå∫aµ anuparindito bhavatu /
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gacchåma vayaµ ara∫yakåni1) ßeyyåsanåni evaµ parindiya gantavyaµ /

evaµ var≈avustehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ / na pratipadyati /

abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

5 II.5  Ms.13b6 (J. 60.5); Ch.503c1

bhagavån ßråvastyåµ viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca

vista(13b7)re∫a nidånaµ k˚två pañcårthavaßåµ vistare∫a 2) k˚två yåvad

adråk≈¥d bhagavåµ pañcåhikåµ vihåracårikåµ anucaµkramanto anuvicaranto

vihårakåµ3) odd[r]i∫∫akåµ praluggakåµ acauk≈åµ apratisaµsk˚tåµ ßeyyåsanaµ

10 ujjhitaprak¥r∫∫aµ omayilomayila[µ] på†itavipå†itaµ mañcå ca p¥†hå ca /

uddri∫∫akå praluggakå uppådakå u(du)tthitakå4) var≈e∫a ovar≈iyantåµ5)

prå∫akehi khajjantåµ6) bhagavån (14a1) jånanto bhik≈∑µ7) p˚cchati / kim

idaµ bhik≈avo vihårakå oddri∫∫akå paluggakå acauk≈å8) apratisaµsk˚tå˙9)

ßeyyåsanaµ ujjhitaprak¥r∫∫aµ omayilomayilaµ på†itavipå†itaµ mañcå ca p¥†hå

15 ca10) oddri∫∫akå paluggakå uppådakå u(du)tthitakå var≈e∫a ovar≈ayantå5)

prå∫akehi khåjjantå te dåni åhaµsu vayaµ bhagavan11) ågantukå ye nevåsikå12)

te saµskari≈yanti /

bhagavån åha // tena hi eta(va)µ ågantukehi ße(14a2; J.61)yyåsane

pratipadyitavyaµ / kin ti dåni evaµ ågantukehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

20 etå dåni bhik≈∑ ågantukå bhavanti vihårako uddi≈†ako13) bhavati / mañcaµ

p¥†haµ pi14) caturasrakaµ kurccaµ15) bi[µ]bohanaµ16) uddi≈†aµ17) bhavati nåpi

k≈amati / gatågatasya vihårake bha∫∂aµ praveßituµ / atha khalu yadi tåva

andhakårako vihårako bhavati / prad¥po jvålayitavyo (18...t˚∫olkå vå...18) ka∫∂olkå

vå pra(14a3)jvålayitavyå / pravißiya (19...c¥varaµca(vaµ)ßo tåca(va)...19)

25 pratyavek≈itavyo / anekåye prå∫akehi khåditako bhavati / yadi tåva prå∫akehi

1) J. åra∫yakåni. 2) J. adds [nidånaµ]. 3) J. vihårakå. 4) J. utthitakå.

5) J. ovar≈iyantå. 6) J. khajjantå. 7) J. bhik≈∑. 8) J. acauk≈å˙.

9) J. apratisaµsk˚tå. 10) J. omits.   11) J. bhagavån. 12) J. nivåsikå.

13) J. udri∫∫oko. 14) J. omits. 15) J. giri.  Cf. Ms. 26a6.

16) J. viµvohanaµ. 17)  J. uddi∫∫aµ. 18) J. t˚∫ollakå.     19) J. c¥varaµ ca ßotå ca.

20) J. khåditako. 21) J. kilako.   

khåyitako20) bhavati bhagnakå vå taµ apaniya anyo k¥lako21) åko†ayitavyo
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påtrapraveßikå sthåpayitavyå / mañcakaß1) ca pratyavek≈itavya˙2) / yadi tåva

vibhagnako vå cchinnako vå bhavati cchinnaka∫†hi3) karttavyå4) / oddri∫∫ako

(14a4) vå paluggako vå bhavati muµjå karttitavyå balbajå5) karttitavyå /

mañcå bra(bu)∫itavyå p¥†hå bra(bu)∫itavyå / vihårako ßodhayitavyo / sammårjayitavyo

5 / m∑≈a-ukkirå vå bhavati åko†ayitavyå / gomayakår≈¥ dåtavyå / mañcako

pratipådake sthåpayitavyo åstara∫aµ prajñapiya pratikramitavyaµ / yadi

sarvvaråtro gacchati pratisaµskåra(J.62)yantasya sarvvaråtr¥ pratisaµ-

ska(skå)rayi(14a5)tavyaµ / evaµ ågantukehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

10 II.6 Ms.14a5 (J.62.4); Ch.503c16

bhagavån ßråvastyåµ viharati ßastå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två pañcårthavaßåµ (6..vistare∫a k˚två...6) yåvad adråk≈¥d bhagavåµ

pañcåhikåµ vihåracårikåm anucaµkramanto anuviracanto vihårakåµ

oddri∫∫akåµ paluggakåµ a(14a6)cauk≈åµ apratisaµsk˚tåµ ßeyyåsanaµ

15 omayilemayilaµ7) på†itavipå†itaµ / mañcå p¥†hå oddri∫∫akåµ paluggakåµ /

uppådakåµ u(du)tthitakåµ8) var≈e∫a ovar≈iyantåµ prå∫akehi khajjantåµ

bha[ga]vån jånanto p˚cchati / kiµ ime bhik≈avo vihårakå oddri∫∫akå paluggakå

acauk≈å apratisaµsk˚tå ßayyåsanaµ omayilemayilaµ7) på†itavipå†itaµ mañcå

p¥†hå oddri∫∫akå paluggakå uppådakå u(du)tthi(14a7)takå9) var≈e∫a ovar≈ayantå

20 prå∫akehi khajjantå bhik≈∑10) åhaµsu / vayaµ bhagavan11) nevåsikå ye ågantukå

te pratisaµskari≈yanti /

bhagavån åha / tena hi evaµ nevåsikehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

kin ti dåni evaµ nevåsikehi ßayyåsane pratipadyitavyaµ / nåyaµ tåva

k≈amati / naivåsikehi12) ye vihårakå oddri∫∫akå paluggakå acauk≈å apratisaµsk˚tå

25 te ågantukånåµ (14b1) sthåpayituµ / yadi ågantukånåµ måtu atyåyikaµ

bhavi≈yanti / tato naµ pratisaµskari≈yant¥ti // atha khalu (J.63) ye vihårakå

1) J. mañcakañ.   2) J. pratyavek≈itavyaµ. 3) J. ‚ga∫†ho.  Read as ‚ga∫†hi.

4) J. karttavyo. 5) J. valujå. 6) J. omits. 7) J. omayilomayilaµ.

8) J. utthitakåµ. 9) J. utthitakå. 10) J. bhik≈u. 11) J. bhagavån.

12) J. nevåsikehi.

navakå ca supratisaµsk˚tå ca te ågantukånåµ sthåpayitavyå / nåpi k≈amati
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ßeyyåsanaµ omayilomayilaµ på†itavipå†itaµ ågantukånåµ sthåpayituµ / yadi

ågantukånåµ måtu atyåyikaµ bhavi≈yati tato dhovi≈yanti / rañji≈yanti /

s¥vi≈yanti / atha khalu yaµ (14b2) ßeyyåsanaµ navakaµ sudhotaµ1) ca

suraktaµ ca taµ ågantukånåµ sthåpayitavyaµ / nåpi k≈amati ye mañcå vå

5 p¥†hå vå prala(lu)ggakå vå oddri∫∫akå vå te ågantukånåµ sthåpayituµ / yadi

ågantukånåµ måtu atyåya(yi)kaµ bhavi≈yati / tato bu∫i≈yanti / atha

khalu ye mañcå vå p¥†hå vå navå ca sårå ca sa(su)dhotå2) ca te ågantukånåµ

sthåpayitavyå nåpi k≈amati / adhyupek≈ituµ / atha khalu vi(14b3)hårakå∫åµ

kålena kålaµ kha∫∂aphu††aµ pratisaµskarttavyaµ / ßeyyåsanaµ dhovitavyaµ

10 / sivitavyaµ / rañjitavyaµ / mañcå vå p¥†hå vå bhagnå vå bhavanti

cchinnaga∫†hikå karttavyå / oddri∫∫akå vå paluggakå vå bhavanti / muñjå

karttitavyå / balbajå3) karttitavyå mañcå bra(bu )∫itavyå p¥†hå bra(bu )∫itavyå / m añcå

vå p¥†hå vå uppådakå bhavanti / samaµ sthåpayitavyå / u(du)tthåpitakå4)

(14b4) bhavanti / susthitå karttavyå / (J.64) våtåtapena te(o)p∑riyanti /

15 nivåte sthåpayitavyå / kåkaßakunna(nta)kehi ohayiyanti5) channe sthåpayitavyå˙

/ var≈e∫a te(o)var≈iyanti nirovar≈e sthåpayitavyå / prå∫akehi khajjanti

cchinnaga∫∂i(∫†hi)<ya>kå kariya pratipådakehi sthåpayitavyå / evaµ

nevåsikehi6) ßayyåsane pratipadyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikån

dharmmån atikrama(14b5)ti // A //

20

II.7 Ms.14b5 (J. 64.6); Ch.503c25

bhagavån ßråvastyåµ viharati / ßåstå devånåñ  ca manu≈yå∫åñ ca

vistare∫a nidånaµ k˚två yåvad adråk≈¥d bhagavån pañcåhikåµ vihåracårikåm7)

anucaµkramanto anuvicaranto vihårakåµ oddri∫∫akåµ paluggakåµ anabhi(prati)-

25 saµsk˚tåµ ullåpe(ye) g˚h¥takåµ ßeyyåsanaµ omayilamayilaµ8) på†itavipå†itaµ

mañcå ca p¥†hå ca oddri∫∫akåµ paluggakåµ uppådakåµ (14b6) u(du)tthitakåµ9)

våtåtapena op∑riyantåµ kåkaßakunne(nte)hi ohar≈i(yi)yantåµ10) var≈e∫a

ovar≈iyantåµ prå∫akehi khajjantåµ bhagavån<a> jånanto yeca(va) bhik≈∑µ11)

1) J. sudhovitaµ. 2) J. sudhovitå. 3) J. valujå. 4) J. utthåpitakå.

5) J. ohapiyanti. 6) J. nevåsakehi. 7) J. ‚cårikånåµm. 8) J. omayilomayilaµ.

9) J. utthitakåµ. 10) J. ohapiyantåµ. 11) J. bhik≈∑.

p˚cchati / kiµ ete bhik≈avo vihårakå oddri∫∫akå paluggakå ßeyyåsanaµ
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omayilamayilaµ1) på†itavipå†itaµ mañcå p¥†hå ca oddri∫∫akå paluggakå

uppådakå u(du)tthitakå2) våtåtapena op∑riyantå kåkaßakunne(nte)hi

ohayiyantå<µ>3) var≈e∫a [o]var≈iyaµtå prå(14b7)<prå>∫a(J.65)kehi khajjantå

/ bhik≈∑ åhaµsu / ye bhagavaµ ågantukå ca nevåsikå ca te pratisaµskari≈yanti

5 / vayaµ itvåravåsino4)

bhagavån åha / tena hi evaµ sarvvehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ / kin

ti dåni evaµ hi sarvvehi ßeyyåsane5) pratipadyitavyaµ / ete dåni vihårakå

bhavanti / oddri∫∫akå paluggakå acauk≈å6) apratisaµsk˚takå7) tato ra∫ara∫åye

ga∫∂iµ åha∫iya sarvvasaµghena sannipati(15a1)tavyaµ / atha dåni kaßcid

10 åha / ahan dharmmakathiko ahaµ vinayadharo aham åra∫yako pi∫∂acåriko

påµsukuliko (8...ya eto(te) dro∫¥...8) ßrama∫akå te pratisaµskari≈yant¥ti // te

vinåyåtikramam åsådayanti /

atha khalu sarvvehi sannipatitavyaµ / anyehi tåva m˚ttikå mardditavyå

/ anyehi khå∫ukå vißålikå9) vå pi∫∂akå vå parip∑riya dåtavyå / anyehi

15 pariharitavyaµ / anyehi lippitavyaµ10) / a(15a2)nyehi majjitavyaµ / anyehi

udakaµ pariharitavyaµ / atha dåni bahuµ11) lippitavyaµ10) bhavati / bhik≈∑12)

ca ßå†hyena13) karenti / kiµ karttavyaµ mitakaµ dåtavyaµ / iman tava

kha∫∂aµ imaµ tava kha∫∂an ti / imaµ tvayå pratisaµskårayitavyaµ / ete

vihårakå ullåpe(ye) g˚h¥takå bhavanti apratisaµsk˚tå vå uppaµsulå14) vå

20 sarvvasaµghasya ga∫∂im åko†ayitvå anyehi tåvad yå15) bhitti ollåye g˚h¥takåyo

tåyo ßå(15a3)†ayitavyåyo anyehi m˚ttikå marddetavyå16) / anyehi udaka˙

pariharitavya˙ / anye[hi] m˚ttikå pariharttavyå / anyo lepo dåtavya˙ / (J.66)

anyai˙ sa[µ]mårjitavyaµ / vihårakå uppe∂anakå17) bhavanti / ßarkarå†akå vå

åpakapåµsuko vå pariharitavyo åko†ayitavyo / atha dåni upaµsulakå vihårakå

25 bhavanti / anyair ggomaya pariharttavya˙ / anyai(15a4)r udakaµ pariharttavya˙

1) J. omayilomayilaµ. 2) J. utthitakå. 3) J. ohapiyantåµ. 4) J. vihåra‚.

5) J. ßayyåsane. 6) J. åcauk≈å. 7) J. apratisaµsk˚tå. 8) J. ete dåni.

9) J. khå∫∂akåri ßålikå. 10) J. lipyitavyaµ. Read as limpitavyam. See Ms. 12b2.

11) J. a∆gaµ. 12) J. bhik≈u. 13) J. ßåyyena. 14) J. upyaµsulå.

15) J. yå[va]. 16) J. marditavyå. 17) J. uppeunakå. 18) J. dhovapayitavyaµ.

/ anyai(ye)hi adhvåpayitavyaµ18) / anyehi gomayakår≈¥ dåtavyå / nåpi dåni
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adhyupek≈itavyaµ / ßeyyåsanaµ o∫∫iyo1) vå kocavako vå pråkå(vå)rå vå

bisiyo2) vå caturasrako vå bimbohanakå3) vå cilimilikå vå omayilamayilå vå

på†ita<vipå†ita>vipå†itå vå acauk≈å vå apratisaµsk˚tå vå / atha khalu kålena

kålaµ / a(15a5)nyehi o≈å gålayitavyo / anyehi udakaµ pariharttavyaµ /

5 anyehi k≈åraµ ånayitavyaµ / anyehi vodha(dhova)yitavyaµƒ / anyehi p¥∂itavyaµ

/ anyehi visayitavyaµ / anyehi pariharttavyaµ / mañcå vå p¥†hå vå o∂∂i∫∫akå4)

vå paluggakå vå <paluggakå vå> bhavanti / sarvvehi muñjå vå balbajå5) vå

karttitavyå / mañcå vå våtavyå6) p¥†hå våtavyå bis¥7) s¥vayitavyå / caturasrå8)

dåpa(15a6)yitavyå9) // naµgalåni10) utthåpayitavyåni / ete mañcå vå p¥†hå vå

10 bhagnakå vå bhavanti / yo yaµ paßyati (J.67) tena yyeva11) ga∫†h¥ karttavyå /

upådakå12) bhavanti / yo ye[va] paßyati tena yeva samaµ sthåpayitavyaµ /

dutthitakå bhavanti / susthitakå karttavyå / våtåtapena vå op∑riyanti / yo

yeva paßyati tena yyeva13) nivåte sthåpayitavyå / kåkaßakuntehi vå ohayiyanti14)

/ yo yyeva13) paßyati / tena yyeva13) (15a7) channe sthåpayitavyå / var≈e∫a

15 ovar≈ayanti / yo yeva paßyati tena yyeva13) nirovar≈e sthåpayitavyå / prå∫akehi

khajja[n]ti / yo yeva paßyati / tena yyeva13) cchinnaga∫†hikå kariyå∫a

pratipådakehi sthåpayitavyå / evaµ sarvvehi ßayyåsane pratipadyitavyaµ /

na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

20 II.8 Ms.15a7 (J. 67.9);  Ch.504a14

bhagavån ßråvastyåµ virahati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca

vista(15b1)re∫a nidånaµ k˚två te dåni bhik≈∑ prak¥r∫∫akasya ucchvåsaµ15)

karonti16) / jano dåni odhyåyati / paßyatha bha∫e ßrama∫akå yathå u≈†rå vå

go∫å vå garddabhå vå cchagalakå vå evam ime ßrama∫å prak¥r∫∫akasya

25 ußvåsaµ17) karenti / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto e≈åµ ßråma∫yaµ / etaµ prakara∫aµ

bhik≈∑hi ßrutaµ bhik≈∑18) bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha / satyaµ

1) ) J. or∫iyo. 2) J. visiyo. 3) J. vimvohanakå.

4) J. odri∫∫akå.  Read as oddri∫∫akå. 5) J. valujå. 6) Read as bu∫itavyå.

7) J. vis¥. 8) J. caturasråµ. 9) J. [utthå]payitavyå.      10) J. niµgalåni.

11) J. py evaµ. 12) Read as J. uppådakå.     13) J. py eva.          14) J. ohapiyanti.

15) J. ucchåsaµ.  Concerning ucchvåsa- and ußvåsa- in this section,  read as uccåra-.

16) J. karenti. 17) J. ucchåsaµ. 18) J. bhik≈u.

bhik≈avo jano odhyåyati åma bhagava(va)(15b2)n
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bhagavån åha / tena hi varccaku†¥ nåma karttavyå / varccaku†¥µ1) dåni

bhik≈u∫å kåråpayamå∫ena nåpi k≈amati (J.68) vihårasya purastimena vå

uttå(tta)re∫a vå kåråpayituµ / atha khalu dak≈i∫ena vå paßcimena vå

kåråpayitavyå / våtapathaµ muktvå mallakatalå2) kha∂å kha∫itavyå /

5 prapåtanißritaµ vå yadi vå khåniyå3) udakåntikå bhavati / prathamaµ

kalpiyakåre∫a oha(15b3)yiyåpetavyå / atha dåni prapåtanißritå vå

ur∫∫åvaccagharaµ vovatti4) gacchati / antarå[µ] kå≈†haµ dåtavyaµ / yathå

tahiµƒ / prathamaµ niya(pa)teya5) parimalaµ6) vå caturasraµ vå nivitavyå /

i≈†akåhi vå upalair vvå cchådayitavyå / yåni sårå∫i7) ca d˚∂håni ca sth∑lå[ni]8)

10 ca kå≈†håni tåny adhastå dåtavyåni / tatra kå≈†hehi vå phalakehi vå ohå†ayitavyå

/ upari i≈†[ak]åhi m˚ttikåya (15b4) 9) cchådayitavyåni / tac ca mukhåni

karttavyåni haståm vå åyåmena nimu≈†akam vå hastam viståre∫a10) tatra

ka∫†havåri∫i11) karttavyå / kak≈amåtr¥ vå galamåtr¥ vå vaµße[na] vå nalena

vå naµgalehi vå phalakair vvå tathå karttavyå yathå upavi≈†å anyonyaµ na

15 paßyanti / ß¥r≈¥(≈å)n tatropari cchådetavyaµ ku∂∂a[µ] utthapiyå∫aµ valabh¥

kårayitavyå / åkåßatalaµ vå liµpitavyå12) m˚tti(15b5)kåya vå sudhåya vå

t˚∫acchannå vå karttavyå / aparasmin pårßve varccaku†¥kå karttavyå / tahiµ

sthåpetavyå kå≈†haku∫∂åni vå m˚ttikåku∫∂åni vå udaka p∑rayitavyåni13) / tahiµ

(J.69) sthåpetavyaµ kar¥≈o m˚ttikå vå ∑≈o14) vå tato jånitavyaµ / yadi tåva

20 så15) khåni</>må varccaku†¥ bhavati / tato varccakumbhikå båhirodivå16) karttavyå

/ yathå taµ udakaµ anye na gacchati / 17) atha (15b6) dåni prapåtanisritå18)

bhavati / varcaku†¥ kiñ cåpi tahi[µ] yyeva udakaµ patati / anåpatti˙ /

varccakumbhikåye purato kalpiyakaraki sthåpayitavyå udakasya p∑r∫∫<at>åni19)

tåni ku∫∂akåni vå ka†åhakåni vå nåpi k≈amati / adhyupek≈ituµ / saprå∫akåni

25 vå adhotakåni vå / atha khalu uddißitavyaµ / navakånte vå pa†ipå††ikåya vå

yasya vå pråpu∫ati / tena tåni ku∫∂a<ni>kåni kålena kålaµƒ (15b7) p∑rayitavyåni

1) J. varcaku†¥. 2) J. ‚talakå. 3) J. khaniyå.      4)  ? J. dhovati.

5) J. niyate ya.  Cf. Ch. 504a20.       6) J. paramilaµ. 7) J. såra∫i.

8) J. sth∑lå.      9) J. adds ca.  It is cancelled in the Ms. 10) Read as J. vistare∫a.

11) J. kå∫†havåri∫i. 12) J. lipitavyå. 13) J. ‚p∑ritåni. 14) J. u≈o.

15) J. yå. 16) J. våhiro‚. 17) Cf. Ch. 504b12ff.     18) J. ‚nißritå.

19) J. p∑ritåni.

/ kålena kålaµ dhovayitavyå[ni] / kålena kålaµ åtape ßo≈ayitavyåni / atha
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tåni kå≈†hamayåni bhavanti / na k≈amati / åtape na ßo≈ayituµƒ / må phu††iµsu

tti / ßo≈ayitvå cchåtå(yå)yåµ sthåpayitavyåni / yaµ kålaµ parißu≈kåni bhavanti

/ tato p∑retavyåni / varccaku†¥ye purato1) ku†¥ vå ßålå vå karttavyå / tatra

c¥varavaµßå vå c¥varabisi2) vå d¥rgha(J.70)någadanta vå karttavyå˙ /

5 ya(16a1)tra bhik≈∑3) kalpikåni c¥varakå∫i vinik≈ipiya varccaku†¥ pravißanti

nåpi dåni dravi∂ena viya praßråvakara∫aµ4) g˚hnitvå5) varccakumbhi(†i)kå[µ]6)

gantavyaµ / atha dåni varccakumbhikåµ saprå∫akå bhavati / na dåni [k≈amati]

vaktuµƒ / åyu≈manto saprå∫akå varccaku†i(mbhi)kå / atha khalu t˚∫am vå

t∑likå vå upari sthåpetavyå7) / yathåjñåye saprå∫akety abhijñånaµ / udakak˚tyaµ

10 karentena na dåni jjhallajjhaleye8) udakaµ cetavyaµ / atha kha(16a2)lu

måtå9) yeva cetavyaµ / riktakåµ varccakumbhikåµ paßyati / na tadå10)

adhyupek≈itavyaµ / yasya oheyyako bhavati / tasya åvi(ci)k≈itavyaµ11) / svayaµ

vå p∑rayitavyaµ / antamasato12) kumbhikåyaµ / ekasya [yattakaµ] paryåstaµ13)

bhaveyå tattakaµ dåtavyaµ / atha dåni glåno bhavati / år≈avyådhikaµ vå

15 praskandikaµ vå lek≈a(∆ka)†åkhaµ∂ehi vå bhastråyana<µ>kehi14) vå sukumårehi

dayitavyaµƒ15) // A16) // e≈aivårthotpatti˙ /
17) bhagavå(16a3)n ßråvastyåµ viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ

ca vistare∫a nidånaµ k˚två apare∫a dåni bhik≈u∫å vaµßaßalåkåhi vra∫amukhaµ

potthi(cchi)taµ tasya dåni k≈ataµ sarudhiraµ k˚taµ / etaµ prakara∫aµ

20 (J.71) bhik≈∑18) bhagavata˙ / årocayeµsu˙ / bhagavån åha / ßabdåvatha19)

bhik≈uµ so dåni ßabdåpito20) / bhagavån åha / evaµ ca tvaµ vaµßaßalåkåhi

vra∫amukhaµ pe(po)cchesi tena hi na k≈a(16a4)mati vaµßaßalåkåhi

ka∫∂avidalikai(ke)na vå nalakå≈†hena vå / ka†hallena vå asthikha∫∂ena vå

vra∫amukhaµ pocchituµƒ / atha khalu avalekhanaµ nåma karttavyaµ / olikå

25 vå sthåpayitavyå / m˚ttikåmayå varttikå karttavyå / yå khånimå varccaku†¥

bhavati / nåpi k≈amati bhik≈u∫å21) vra∫amukhaµ pocchayatå tåyo varttikåyo

1) J. p∑rato. 2) J. ‚visi. 3) J. bhik≈u. 4) J. prasråva‚.

5) J. g˚h∫itvå.  6) J. varccak∑†ikå[µ]. 7) J. sthåpitavyå. 8) J. jhallajhallåye.

9) J. måtrå. 10) J. tathå. 11) J. åvik≈itavyaµ. 12) J. antamasatå.

13) J. paryåptaµ. 14) J. bhastråyanaµkehi. 15) J. dåyitavyaµ.

16) J. omits. 17) Cf. Ch. 504b5ff. 18) J. bhik≈u. 19) J. ßabdåyatha.

20) J. ßabdåyito. 21) J. mik≈u∫å.

vå kulikåyo vå varccaku†¥ye prak≈ipituµƒ / (16a5) atha khalu ekamante
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k∑†akaµ karttavyaµ / tåyo devasikaµ cchorayitavyåyo vå dahiya bh∑yo vå

<dahiya bh∑yo vå> thapayitavyåyo / atha dåni bhik≈u1) paßyati / ko imåyo

dahi≈yat¥ti / ta(tå)yo cchoriya anyåyo sthåpayitavyåyo / atha dåni prapåtanißritå

bhavanti / kiµcåpi tahiµ apalekhåm vå prak≈ipati / saµkaraµ vå anåpatti˙ /

5 varcca[µ] karaµtena ta(16a6)thå karttavyaµƒ / yathå uccårapraßrå-

vakhe†asiµghå∫akaµ2) sarvvaµ tahiµ nigacche / atha dåni anyo cauk≈¥k˚taµ

bhavati / ohå∫am vå / khe†aµ vå / siµhå∫akam vå varcce vå tahi[µ]

nik≈iptaµ bhavati / uccikåye tahiµ sarvvaµ prak≈ipitavyaµ / nåpi dåni

k≈amati / ak˚två udakak˚tyaµ såµghikaµ ßeyyåsanaµ paribhuñjituµ // A //

10 e≈å evårthotpatti˙ //
3) bhagavån ßråvastyåµ viharati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åµ (16a7)

ca / vistare∫a nidånaµ k˚två aparo dåni bhik≈u˙ / (J.72) ußvåsena4) udd¥pito5)

nivasanaµ oguhiya varccaku†iµ6) pravißati / tahiµ ca aparo bhik≈u˙

p∑rvvapravi≈†o so dån åha / må me åyu≈maµ ohayesi / etaµ prakara∫aµ

15 bhik≈u˙ / bhagavato årocayeµsu˙ / bhagavån åha / tena hi evaµ varcce

pratipadyitavyaµ / kin ti dåni evaµ varcce pratipadyitavyaµ / nåyaµ tåva

k≈amati / bhik≈u∫å k≈amayituµƒ7) (16b1) yåva ußvåsena utp¥∂ito tti8) // atha

khalu samudåcåramåtrake∫aiva varccaku†iµ6) gantavyå9) / atha dåni bhik≈u˙ /

ußvåsena sahaså uppa∂i[to]10) bhavati na k≈amati nivåsanaµ oguhiya

20 aßabdakar∫∫ikåye11) varcaku†¥12) pravißituµ / atha khalu accha†ikåµ13) kara[n]tena

pravißitavyaµ / yadi tåtava(va ta)hi[µ] koci p∑rvvapravi≈†o bhavati tena

pratyaccha†ikå karttavyå / iminå ågamayitavyaµ / tåva yåva utthita iti /

atha dåni (16b2) upp¥∂ito14) bhavati / accha†ikåµ karantena all¥pitavyaµ /

iminå ca parå∆mukhena bhavitavyaµ / tasya cåvakåßo dåtavya˙ / tena ca

25 parå∆mukhena u[pa]vißitavyaµ / antaraµ dåtavya˙ / nåpi dåni d∑rato yeca(va)

nivåsa[na]µ oguhiya upave≈†avyaµ / (J.73) atha khalu samanantaraµ

upavißitavyaµ ca nivasanaµ15) niguhitavyaµ ca nåpi dåni k≈amati varcaku†¥yaµ

1) J. bhik≈∑. 2) J. ‚prasråva‚. 3) Cf. Ch. 504a23ff. 4) J. ußvåse.

5) J. utp¥∂ito.  Probably a writing error of upp¥dito.     6) J. ‚ku†¥µ. 7) J. vaktuµ.  

8) J. omits.     9) J. gantavyo.   10) J. utp¥∂ito.  A varient of upp¥∂ito?    11) J. ‚ka∫iµkåye.

12) J. varcaku†¥µ. 13) J. accha†ikå. 14) J. utpa∂ito. 15) J. nivåsanaµ.

upavi≈†ena dhyånåntaragatena vå middhåntaragatena vå u(16b3)ddeßaµ vå
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svådhyåyam vå manasikarentena åsituµ / atha khalu samudåcåraµ kariya

utthiya cchatti ma(ga)ntavyaµ / nåpi k≈amati / såµghikena ßeyyåsanena

pråv˚tena varccaku†¥ pravißituµ / nåpi k≈amati / kalpikehi c¥varehi pråv˚tehi

varccaku†¥µ pravißituµ / atha khalu sthåpayitvå1) prave≈†avyaµ nåpi dåni

5 k≈amati / dantakå≈†haµ khådantena varccaku†¥µ pra(16b4)ve≈†uµ / ekånte2)

nik≈ipitvå prave≈†avyaµ / nåpi k≈amati / ogu∫†hitaß¥r≈e∫a vå ohayitahastena

<na> vå varccaku†¥µ prave≈†uµ / atha khalu ekåµs¥k˚tena prave≈†avyaµ /

e≈o bhik≈u˙ purime vå paßcime vå prahå∫¥(∫e) upavi≈†o samudåcårak˚to

bhavati / prahå∫asya åmantriyå∫a cchatti varccaku†¥yaµ gantavyaµ / 3) atha

10 dåni bhik≈∑ utp¥∂ito bhavati nåpi k≈amati / (16b5) yathå u≈†re∫a vå go∫ena

vå garddabhena vå ∑r∑yo4) [o]haµya(yaµ)tena gacchituµƒ / atha khalu

saµghåråmasya ekahiµ ante upavißitavyaµ / atha dåni bhik≈u∫å d˚≈†o bhavati

/ nåpi k≈amati vaktuµƒ / ko vå e≈o kathaµ vå e≈o må ve∂∂o5) (6...bhaveya tti...6)

/ tena ußvåsaµ karaµtena mallakena vå ko∂itena vå cchorayitavyaµ /

15 cchoriyå∫aµ7) so p˚thiv¥pradeßo gomaye(16b6)na udvarttitavyaµ / tato yadi

tåva vibhavo bhavati / tailakår≈¥ vå (J.74) gandhakår≈¥ vå dåtavyaµ8) / atha

dåni vibhavo na bhavati / antamasato gomayakår≈¥ 9) dåtavyå˙ / e≈o bhik≈u˙ /

cetiyaµ vandito ußvåsak˚to bhavati / samudåcåramåtrakenaiva nirddhåvitavyaµ

/ atha dåni sahaså utp¥∂ito bhavati / tadå na k≈amati / u≈†re∫a vå go∫ena vå

20 ∑r∑yo4) ohayantena gantuµƒ / atha (16b7) khalu ekamante nivåsa[na]µ o[gu]hiya10)

upavißitavyaµ / atha dåni bhik≈∑hi d˚≈†o bhavati tadå na k≈amati vaktuµ /

ko vå e≈o kathaµ vå e≈o må ce(ve)∂∂o5) bhaveya nti(tti) / tenåpi dåni ußvåsaµ

kariya mallakena vå ko∂illena11) vå ka†hallena vå ccho∂iyå∫a so p˚thiv¥pradeßo

gomayena udvarttayitavyo12) / yadi tåva åhatyå p˚thiv¥ bhavati / uttatthapitavyå

25 / k˚takarmmå p˚thiv¥ bhavati udakena dhovita(17a1)vyaµ / yadi tåva vibhavo

bhavati cetiyaghare tailakår≈¥ vå dåtavyå / atha dåni na vibhavo bhavati /

antamasato taµhi p˚thiv¥pradeße gandhakår≈¥ vå dåtavyå / atha dåni åra∫yakaµ

ßeyyåsanaµ bhavati / durlabho gandho13) antamasato tailakår≈¥ dåtavyå / ete

1) J. sthåpayitatvå. 2) J. ekåntena. 3) Cf. Ch. 504b24ff. 4) J. ur∑yo.

5) J. vedo. 6) J. bhaveyanti. 7) J. cchoriyå∫a. 8) J. dåtavyå.

9) J. adds vå. 10) J. ohiya. 11) J. ko∂itena. 12) J. udvarttitavyo.

13) J. gandhå.
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dve bhik≈∑ ve(ce)tiyaµ vandanti yaµ paßyanti tatra ßunakhena vå ß˚gålena

vå ußvåsaµ k˚takaµ yo navako bhavati / te(17a2)na cchoritavyaµ / atha

dåni navatarako ßaithiliko båhuliko bhavati / v˚ddhatare∫a cchoritavyaµ /

(J.75) 1) ete dve (2...bhik≈∑ gocaraµ...2) pravißanti prak˚tyeva (3...tåva

5 ccha∂∂ayitavyaµƒ...3) / atha dåni bhik≈∑˙4) pravi≈†o5) samåno samudåcåraµ

k˚to bhavati / kiµ karttavyaµ gråmåntikaµ ßeyyåsanaµ gantavyaµ /

pratikrama∫am vågantavyaµ6) / nåpi k≈amati / bhik≈u∫¥-upåßraye gatågatasya

varccaku†iµ7) pravißituµ / anekåye (17a3) bhik≈u∫ikå upavi≈†å bhaveya / atha

khalu p˚cchitavyaµ / bhagini kiµ riktå vå varccaku†¥ neti nåpi k≈amati /

10 taru∫ikå p˚cchituµ / må ve∫∫å8) bhaveya nti(tti) / atha khalu v˚ddhå p˚cchitavyå

/ yadi tåvad åha / årya riktå varccaku†¥ti / kanakena vå dakånakena vå

udakaµ g˚h∫iya pravißitavyaµ / ußvåsaµ kariya udakak˚tyaµ kariya gantavyaµƒ

/ atha dåni evaµ pi na bhavati n¥(17a4)lamañcaµ gantavyaµ / nåpi dåni

k≈amati / str¥∫åµ niga(n¥la)maµca[µ]9) gantuµ / atha khalu yo puru≈å∫åµ10)

15 n¥lamaµco tahiµ gantavyaµ n¥lamañco na bhavati / uts˚≈†ag˚haµ gantavyaµ

/ p˚cchitavyaµ rikto (11...ukkharo ti...11) na dåni taru∫ikå str¥ p˚cchitavyå / (12...må

<a’>prahåsaµ...12) deyå mahantikå13) p˚cchitavyå / yadi tåvad åha / ˚kto14)

udakadakånakå ådåya prave≈†avyaµ / evaµ pi na bhavati / ß∑nya(17a5)gharaµ

vå jambålam15) vå bhavati / tahiµ gantavyaµ / na dåni tahiµ <gantavyaµ /

20 na dåni tahiµ> atini[˙]ßabdaprave(de)ße16) upave≈†avyaµ / må (J.76) uggaµkito17)

bhaveyaµ channaprave(de)ße upave≈†avyaµ / atha dåni evaµ pi na bhavati /

utk≈iptarathyåyåµ ku∂yaµ18) p˚≈†hato k˚två ußvåso karttavyo / yo sau dvit¥yo

sahåyo bhavati / tena purato parå∆mukhena sthåtavyaµ / ete bhik≈u19) sårthena

så(17a6)rddham adhvånaµ gacchaµti / bhik≈u ußvåsito bhavati nåpi k≈amati

1) Cf. Ch. 504b29ff. 2) J. bhik≈u[∫¥]gocaraµ.    3) J. avacchandiyitavyaµ.

4) J. bhik≈u˙. 5) J. opravi≈†o. 6) J. ågantavyaµ. 7) J. ‚ku†¥µ.

8) J. ve∫o. 9) J. nilamañcaµ. 10) J. pur∑≈å∫aµ.

11) J. ukyaroti. 12) J. må aprahåsaµ.  Cf.  Ch. 聞已當笑 (504c3-4). 

13) J. mahallikå. 14) J. rikto. 15) J. jamvålam. 16) J. atinißabda‚.

17) J. urgakito. 18) J. ku∂hyaµ. 19) J. bhik≈∑.

　　　　　

25 / ya(pa)tthesmiµ  ußvåsaµ  karttuµƒ  /  må [jano] odhyåyeµsu ken imaµ
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ya(pa)tthesmi[µ]1) antrå∫i vik¥r∫∫åni / atha khalu ekatamaµ jjha†am2) vå

v˚k≈aµ vå p˚≈†hato kariyå∫a3) upavißitavyaµ / nåpi dåni anuvåtaµ karttavyaµ

/ må sarvvasårthaµ gandhena vyåvaheyyå apavåtaµ karttavyaµ / sårthe

nis˚≈†asmiµ samudåcåro bhavati / ekånte upavißiya kartta(17a7)vyaµ / nåpi

5 dåni apratisaµviditena utha(cca)ttitavyaµƒ4) / må coro vå ocorako5) (6...vå

nti(tti)...6) hanyeyå nåpi dåni anuvåtaµ karttavyaµ / yå(må)7) sarvvasårtho

gandhena vå(vyå)vaheyå apavåtaµ karttavyaµƒ / nåpi dåni k≈amati / pratik˚tyeva

nivåsanaµ (J.77) oguhiya gacchituµƒ / atha khalu nivåsanaµ oguhitavyaµ ca

upavißitavyañ ca na k≈amati nivåsanaµ oguhiya våmena hastena a∆gajåtaµ

10 g˚(17b1)hniya dravi∂ena8) yathå udakasam¥pa(pe) gantuµ / atha khalu

utthihitavyaµ ca nivåsanaµ osaritavyaµ 9) / 10) nåvåye gacchantasya samudåcåro

bhavati yadi varcaku†¥ bhavati / tahi[µ] karttavyaµ kå≈†hakaµ antarå karttavyå

/ yathå tahiµ prathamaµ nipateyå evaµ na bhavati / antamasato svakå

a∆guli upathapitavyå / varccaku†¥ na bhavati / ka†å[he]na vå mallikena vå

15 ujjhitavyaµ 11) st∑påbhig˚he vå saµghåbhig˚he vå pa(17b2)ßyati / ujjhitavyaµ

/ atha dåni dve caµkramante12) / v˚ddhatarako 9) navatarako ca navakena

ujjhitavyaµ / atha dåni so bhavati ßaithiliko vå båhuliko vå åva∂∂hako13) vå

aßik≈åkåmo [vå] tadå svayaµ ujjhitavyaµ / e≈o hi bhik≈u˙ / d¥rghakena

khåyitako bhavati / vaidyo jalpati bhatte(nte)14) mahåvika†åµ15) påyetha nti(tti)

20 kiµ karttavyaµ / yadi tåva åtmano uccåro bhavati / so eva tasya pratigraho

(J.78) atha (17b3) dåni parakerako uccåro bhavati / pratigrahåpayitavyo /

udakena (16...accåviya ghanena...16) narttakena17) parisråviya tasya bhik≈usya

sumanåphullåni18) na ßakye dadiyå∫aµ vaktavyaµ / åyu≈man<a> imasya

bhai≈ajyasya gandho yåd˚ßo uccårasya må khalu te amanåya(pa)µ bhavi≈yati

25 pibåhi yadi ße19) j¥vitukåmo20) evaµ (21...<sarvvehi> sarvve(varcce)...21)

pratipadyitavyaµ / na pratipadyati / abhi(17b4)samåcårikån dharmmån

1) J. panthesmiµ. 2) J. jvå†am. 3) J. kariyå∫aµ.

4) J. utthattitavyaµ.  See Ms. 19a2.        5) J. åcorako.   6) J. våti.        7) J. yå.

8) J. dravitena. 9) J. adds [ca]. 10) Cf. Ch. 504c10ff.      11) Cf.  Ch. 504c13ff.

12) J. caµkramanti. 13) J. åva††ako. 14) J. tante. 15) J. ‚vika†å.

16) J. uccåviyadanyena.   17) J. vastrakena. 18) J. sumanå [pra]phullåni.    19) J. omits.

20) J. j¥vitukåmosi. 21) J. sarvehi sarvaµ.

atikramati // A //
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II.9 Ms. 17b4 (J. 78.7); Ch.504c18

bhagavån ßråvastyåm viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två te dåni bhik≈u˙ prak¥r∫∫akaµ praßvåsaµ1) karonti jano dåni

5 odhyåyanti / paßyatha bha∫e [ime] ßrama∫akå / yathå u≈†rå vå go∫å vå

gardabhå vå cchagalakå vå eva[m i]me ßrama∫akå prak¥r∫∫akaµ praßvåsaµ

karonti / na≈†aµ bhra≈†aµ ku(17b5)to vå / ime≈åµ ßråma∫yaµ etaµ prakara∫aµ

bhik≈∑hi2) ßrutaµ / bhik≈∑3) bhagavato årocayeµsu /

bhagavån åha / satyaµ bhik≈avo jano odhyåyati / tena hi praßvåsaku†¥

10 nåma karttavyå / praßvåsaku†¥pi(ye) dåni bhik≈u∫å kåra[pa]yantena4) na k≈amati

v¥(vi)hårasya uttare∫a [vå] p∑rvve∫a [vå] kåråpayituµ / atha khalu dak≈i∫ena

vå paßcimena vå kåråpayitavyå (5...våtapatha[µ] muktvå...5) (17b6)

udakabhrama∫asya vå ta(u)pari karttavyå / upalasya vå i≈†akåya vå upari

mallatalakå khannåµ khanitavyå / madhye cchidrakaµ karttavyaµ / (J.79)

15 udakabhrama∫asya upari thapetavyå suvå(dhå)ya samaµtena lipitavyå / yadi6)

samantena setu˙ karttavyo yathå patako7) yeva praßvåsako båhyena nirggacchati

/ dhoviya tailena mrak≈ayitavyå8) / navakåntena vå uddi≈†akena vå pa†ipå†ikåyena

vå yasya (17b7) vå pråpu∫eti // A // e≈å evårthotpatti˙ //

bhagavån  ßråvastyåm viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

20 nidånaµ k˚två aparo dåni bhik≈u˙ prahå∫aµ upavi≈†ako pråßvåsena

u≈p¥(pp¥)∂ito9) praßvåsaku†¥µ gacchiyå∫aµ nivåsanaµ o[gu]hiyå∫aµ10) praßvåsaµ

kari≈yanti / tahiµ ca bhik≈u˙ p∑rvvapravi≈†o praßvåsaµ karoti / so jalpati /

må khalu me åyu≈man omutrapa(ya)si11) tti / etaµ (18a1) prakara∫aµ bhik≈∑hi2)

ßrutaµ bhik≈∑3) bhagavato årocayeµsu /

25
(12...bhagavån åha /...12) tena hi evaµ praßvåse pratipadyitavyaµ / evaµ

tåva na k≈amati bhik≈u∫å ågamayituµ / yåva praßvåsena pra(u)p¥∂ito bhavati /

atha khalu samudåcåramåtrakenaiva praßvåsaku†¥µ gantavyaµ / nåpi dåni

k≈amati aßabdakar∫∫ikåye praßvåsaku†¥µ pravißituµ // atha khalu accha†ikåµ

1) Concerning praßvåsa- in this section,  read as prasråva-. 2) J. bhik≈uhi.

3) J. bhik≈u. 4) J. kårayantena. 5) J. våtapathamuktvå.      6) J. tathå.

7) J. pataµto. 8) J. prak≈ayitavyå. 9) J. utp¥∂ito. 10) J. ohiyå∫aµ.

11) J. om∑trayasi. 12) J. omits.

karantena praßvåsaku†iµ pravißitavyaµ / ya(18a2)di tahiµ koci p∑rvvapravi≈†o
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tena pratyaccha†ikå karttavyå iminå tåva ågamayitavyaµ1) / yåva praßvåso

k˚to atha dåni so bhik≈u˙ / upp¥∂iyat¥2) yeva accha†ikåµ karantena all¥pitavyaµ

/ (J.80) iminå avakåßo dåtavyo tato ubhayo(ye)hi3) praßvåso karttavyo / nåpi

dåni k≈amati / ogu∫†hitaß¥r≈e∫a vå ohitahaste[na] vå dantakå≈†haµ khådantena

5 [vå] upave≈†a(≈†u)µ / atha khalu ekåµsak˚tena4) ekå(18a3)nte dantakå≈†haµ

sthåpayitvå upave≈†avyaµ / nåpi dåni tahiµ dhyånåntare∫a vå svådhyåyam

vå karentena aßubhasamåpattim vå samåpannena åsitavyaµ / atha khalu

prasråvaµ k˚två cchatti utthitavyaµ / e≈o dåni bhik≈u˙ prahå∫a5) upavi≈†ako

praßvåsak˚to bhavati / utthiyå∫aµ praßvåsaku†¥µ gantavyå6) / atha dåni

10 praßvåsena upp¥∂ito7) bhavati / na k≈amati / yathå u≈†re∫a vå (18a4) go∫ena

vå gardabhena vå ∑r∑yo8) om∑triyantena9) gantuµƒ / atha khalu ekatamaµte

upavißiya praßvåso karttavyo / atha dåni kenaci bhik≈u∫å d˚≈†o nåpi dåni

k≈amati vaktuµ / ko vå e≈o katham vå e≈o må ve∂∂e10) bhaveya nti(tti) /

tenåpi dåni praßvåsaµ kariyå∫a so p˚thiv¥pradeßo yadi tåvad åhatya /(tyå)

15 p˚thiv¥ bhavati / kå≈†hena vå ka†hallena vå uttatthiyå(18a5)∫aµ cchorayitavyo

atha dåni k˚ta<µ>karmmå p˚thiv¥ bhavati / dhovayitavyå / tato tailakår≈¥ vå

gandhakår≈¥ vå (J.81) dåtavyå / atha dåni nåsti vibhavo antamasato gomayakår≈¥

dåtavyå / atha dåni praßvåsaku†¥ na bhavati / ekasmi[µ] ko∫e sarvvasaµghasya

praßvåsapa†e(gha†o)11) sthåpayitavyo tasyopari cchidramallakå dåtavyaµ // må

20 aprak˚tikå gha†asya vå båhyena praßvå(18a6)saµ choreyå ti / tatra

tatraµ(kunta)ko alåbu<o>tumbako12) vå thapayitavyo tahiµ praßvåsaµ kariyå∫a

gha†ake prak≈ipitavyaµ / na dåni tahi[µ] k≈amati / uccåro vå khe†asiµghå∫ako

vå prak≈ipituµ / so dåni ujjhitavyo / (13...navakåntena kåyasya vå...13) oheyyako

bhavati / nåpi dåni k≈amati /  atyå(bhyå)game14) pradeße ujjhituµ

25 sarvvasaµghasya må gandhena vyåvaheyyå / atha dåni dvibh∑mako bhavati /

dvit¥yåyåµ (18a7) bh∑miyaµ tathå yeva gha†ako sthåpayitavyo / t˚bh∑miko15)

1) J. ågamitavyaµ. 2) J. utp¥∂iyat¥. 3) J. ubhayohi. 4) J. ekåµßa‚.

5) J. prahå∫e. 6) J. gantavyo. 7) J. utp¥∂ito. 8) J. ur∑yo.

9) J. omutriyantena. 10) J. vedo. 11) J. ‚gha†e. 12) J. alåv∑ otamvako.

13) A corruption of navakåntena vå pa†ipå†ikåya vå yasya vå pråpu∫ati?  See Ms. 15b6.

14) J. atyågame. 15) J. tribh∑mako.

　　　　　　　　

bhavati / t˚t¥yåyåµ bh∑mau tathå yyeva sthåpayitavyaµ / tahiµ praßvåsaµ
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karitavyaµ / kar∫∫ikaµ1) yaµ kålaµ prahå∫asya yathåsukhaµ k˚taµ bhavati

/ taµ kålaµ praßvåsagha†ikå nikkåla(J.82)yitavyå / kenåyaµ nikkålayitavyo /

navakåntena vå pa†ipå†i<på†i>kåya vå yasya vå pråpu∫ati2) / tato pi na

k≈amati / so tahiµ cchorayituµ  / yahiµ  deve  va(18b1)r≈intasya3)

5 st∑pavigrahaµ4) vå saµghavigrahaµ4) vå gacchati / atha khalu tahiµ

cchorayitavyaµ / yahiµ deve var≈antena anye na gacchati nåpi k≈amati /

praßvåsagha†aµ abhinikuñje pradeße sthåpayituµ / må anye bhik≈∑ na5)

paßyeµsu / nåpi k≈amati / atipråka†e pradeße sthåpayituµ / må naµ ∂hosså

vå vi∂å vå våtaputrå vå bhuµjeµsu / atha khalu pracchannapråka†e

10 sthåpayitavyaµ6) / vikåle7) pravißiyå∫aµ8) tahiµ yyeva (18b2) sthåne

sthåpayitavyo / gha†asyopari cchidramallakaµ sthåpayitavyaµ /

cchidramallakasyopari kuntako vå alåbutumbuko9) vå thapayitavyo10) / atha

dåni saµghe praßvåsagha†o na bhavati / paudgalikapaudgalikåni praßvå-

sagha†ikåni sthåpayitavyåni / gha†ikå vå kårakå vå alåbutumbukå11) vå kalpa(ya)to

15 eva praßvåsaµ ekamante visarjiya praßvåsabha∫∂akaµ / vodhi(dhovi)ya

pratigupte (18b3) pradeße åtape sthåpayitavyaµ / tato vikåle bh∑yo praveßitavyo

/ kuta(nta)ko12) bhavati / evaµ yyeva karttavyaµ tucchakaµ bhavati kalpa(ya)to

yeca(va) ujjhitvå cchannå(nne) sthavitavyaµ / må phu††eµsu ßiktena uccinitvå

sthåpayitavyaµ / mallakaµ bhavati / ekånte ujjhitvå dhovitvå åtape

20 sthåpayitavyaµ / såyaµ praveßentena kunta vå tumbakå vå ßik≈e(kte)[na]13)

(J.83) uccinitvå mañcakasthåne ullapitavyaµ / oru(18b4)hantena14) mallakaµ

gha†ikå vå mañcakasya ca oruhantena susthapitå karttavyå bhåjanaµ na

bhavati / var≈å udakaµ ca bhavati / na dåni tathå prasråvo va(ka)rttavyo /

yathå cetiyåbhig˚haµ upari ghaµßvato gaccheyå15) ekåntake karttavyaµ /

25 agnißålåyåµ vå upasthånaßålåyåµ16) vå upavi≈†asya samudåcåro bhavati /

cchatti ni≈kramitavyaµ /  atha dåni uppilito bhavati akaµƒ(18b5)thåyene17)

1) J. kalpikaµ. 2) J. pråpu∫åti. 3) J. var≈entasya.

4) Or a writing error of ‚åbhig˚haµ? 5) J. taµ. 6) J. sthåpayinvyaµ.

7) J. bikåle.   8) J. praveßiyå∫aµ. 9) J. alåvutumvako. 10) J. thåpayitavyo.

11) J. alåvutumbukå. 12) J. k˚tako. 13) J. ßik≈e. 14) J. or∑hantena.

15) J. gacchiya. 16) J. ‚ßålåµyan. 17) J. ukkantathå yene.

viya m∑tre∫a siñcantena na gantavyaµ / atha khalu ekåntena k˚två ujjhitavyaµ
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/ tailakår≈¥ dåtavyå / antamasato gomayakår≈¥ dåtavyå / e≈o bhik≈u cetiyaµ

vandanto praßvåsak˚to bhavati / samu[då]cåramåtrake∫a eva gantavyaµ /

atha dåni bhik≈u1) su≈†hu2) upp¥lito bhavati nåpi k≈amati / yathå u≈†re∫a vå

go∫ena vå ur∑yo om∑trantena gantuµƒ / atha (18b6) khalu ekamantena

5 praßvåso karttavyo / atha dåni koci bhik≈u paßyati / nåyaµ vaktavyo ko e≈o

kim vå katham vå etaµ ti må ve∂∂o3) bhaveya nti(tti) / tenåpi praßvåsaµ

kariyå∫a4) yadi tåva åhatyå p˚thiv¥ bhavati / kå≈†hena vå ka†hallena vå

uttacchi(tthi)ya5) cchorayitavyaµ / (J.84) atha dåni k˚takarmmå p˚thiv¥ bhavati

dhovitavyå / sarvvatra cetiyaµg˚he gandhakår≈¥ vå tailakår≈¥ vå dåtavyå /

10 atha dåni vibhavo na (18b7) bhavati / antamasato tahiµ p˚thiv¥pradeße

tailakår≈¥ vå gandhakår≈¥ vå dåtavyå / atha dåni åra∫yakaµ ßeyyåsanaµ

bhavati durllabho gandho antamasato tailakår≈¥ 6) dåtavyå / e≈o bhik≈u˙

gocaraµ pravisati7) / prak˚tyeva tåva praßvåsaµ kariya pravißitavyaµ / atha

dåni bhik≈u˙ gocaraµ pravi≈†a˙ praßvåsak˚to bhavati / nåpi k≈amati /

15 abhyågame8) pradeße praßvåsaµ karttuµƒ / atha kha(19a1)lu yå u[t]k≈iptarathyå9)

bhavati tu∫∂arathyå tahi∆ gantavyaµ / ku∫∂a[µ] agrato kariyå∫a praßvåso

karttavyo yo se10) dvit¥yo sahåyo bhavati / tena p˚≈†hato sthåtavyaµ /

parå∆mukhena e≈o bhik≈u˙ sårthena samånam11) adhvånaµ gacchati /

praßvåsak˚to12) bhavati / nåpi k≈amati / panthesmiµ praßvåsaµ karttuµ / må

20 jano odhyåye kena ime panthe praßvåso k˚to rudhiraµ viya cchandituµ / atha

khalu ekånte praßvåso karttavyo / (19a2) panthåto ussariya13) ekånte karttavyaµ

/ nåpi dåni k≈amati / anuvåtaµ karttuµƒ / må sårtho gandhena vyåvaheyyå /

apavåtaµ karttavyaµ / atha dåni sårthe sannivi≈†e14) samudå[cå]ro bhavati /

ekånte uccattiya karttavyaµ / (J.85) na dåni apratisaµviditena uccattitavyaµ

25 / må coro vå15) ocorako veti hanyeyå / atha khalu saµviditena uccattitavyaµ /

nåpi dåni anuvarttita(våtaµ kartta)vyaµ / apavåtaµ karttavyaµ / nåvåre(ye)16)

(19a3) gacchantasya17) samudå[cå]ro bhavati / yadi varccaku†¥ bhavati tahiµ

1) J. bhik≈∑.      2) J. su≈†u. 3) J. vedo. 4) J. kariyå∫aµ.

5) J. uttacchiya.  See Ms. 18a4-5. 6) J. adds vå. 7) J. pravißati.

8) J. atyågame. 9) J. uk≈ipta‚. 10) J. so. 11) Read as J. sårddham.

12) J. praßvåsi‚. 13) J. ussåriya. 14) J. sanivi≈†e. 15) J. omits.

16) J. nåvåyai. 17) J. gacchantasta.

karttavyaµ // atha dåni varccaku†¥ na bhavati bhåjane k˚två ujjhitavyaµ //
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atha dåni glåno bhavati1) bhik≈u˙ på∫∂uroge∫a vaidyo jalpati / bhañjentaµ

pratim∑traµ pibanåya dethe tti kiµ karttavyaµ yadi tåva åtmanako praßvåso

bhavati / purimapaßcimakaµ2) ca varjayitvå madhyamaµ g˚hnitavyo3) / (4...evam

tasya pratigraha˙...4) / (19a4) atha dåni anyåtakaµ bhavati purimapaßcimakañ2)

5 ca (5...varjyaµ k˚två...5) g˚hnitavyaµ6) / tata˙ paßcåt pratigråhayitavyaµ / tasya

glånasya sumanåphullaµ7) na [ßa]kke8) dadiyå∫aµ vaktavyaµ / imaµ khalu

buddhaprajñaptaµ bhai≈ajyaµ piba yadi j¥vitukåmo si / evaµ praßvåse

pratipadyitavyaµ / na pratipadyati // abhisamåcårikån dharmmån atikramanti9)

// A //

10

II.10 Ms.19a4 (J.85.14); Ch.505a23
10) bhagavån ßråvastyåµ viha(19a5)rati / ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ

ca vistare∫a nidånaµ k˚två / apare∫a dåni bhik≈u∫å såµghikåyaµ (J.86)

bh∑mau åmrapotako ropitako so dåni taµ unneti va[r]ddheti11) gha†asiktako

15 ekaputrako viya apare∫a bhik≈u∫å ågacchiya uppå∂iya dantakå≈†aµ khåyitaµ

so dåni tena d˚≈†o // so dån åha / åyu≈man evaµ ca dåni tvaµ mama

å(19a6)mrapotako gha†asiktako ekaputrakaµ viya saµvarddhitavyaµ12) /

uppå∂iya dantakå≈†haµ khådasi / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑hi ßrutaµ bhik≈∑

bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha / ßabdåpayatha taµ bhik≈uµ13) / so

20 dåni ßabdåpito bhagavån åha / satyaµ bhik≈u evaµ nåma apare∫a bhik≈u∫å

såµghikåyåµ bh∑mau åmrapotako ropito so dåni tena unn¥to varddhito

gha†asiktako ekaputra(19a7)ko viya tvayå so age(åga)cchiya uppå∂iya bhaµjiya

dantakå≈†haµ khåditaµ / åha / åma bhagavaµ bhagavån åha // evaµ nåma

tvaµ pu≈popagataµ v˚k≈aµ uppå∂iya dantakå≈†haµ khådasi / tena hi na

25 k≈amati / dantakå≈†haµ // A // e≈å evårthotpatti˙ //

 1) J. omits. 2) J. p∑rima‚. 3) J. g˚h∫itavyo.

4) J.  so eva tasya pratigraho. 5) J. varjayitvå.   6) J. g˚h∫itavyaµ.

7) J. sumanå [pra]phullå.     8) J. ßakye. 9) J. atikramati. 10) Cf. Ch. 505b2ff.

11) J. vardhetti. 12) J. saµvardhitaµ. 13) J. bhik≈∑.

14) Cf. Ch. 505a26ff.

　　　　　　　

14) bhagavån ßråvastyåµ viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a
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nidånaµ k˚två bhagavån mahat¥ye bålåkin¥ye1) bhik≈uparyå(≈å)ye dharmman

deßaya(19b1)ti / te dåni bhik≈∑ dantakå≈†haµ na khådantå ekånte ni≈a∫∫å

åsanti pravåtagandhikena mukhena paßyanti / må sabrahmacåriµ gandhena

(J.87) vyåvahi≈yåma˙ / bhagavån jånanto yeva p˚cchati kiµ ete bhik≈avo

5 bhik≈∑ ekånte åsanti / kalahitakå viya manye / bhik≈∑ åhaµsu / bhagavatå

dantakå≈†haµ pratik≈iptaµ / tato ete bhik≈avo ekånte åsanti / pravåtagandhikena

mukhena paßyanti må sabrahmacå(19b2)r¥ gandhena vyåvahi≈yåma˙ / bhagavån

åha / tena hi anujånåmi dantakå≈†haµ pråmå∫ikaµ2) mahåntaµ ≈o∂aßå∆gulaµƒ

// A3) // e≈aivårthotpatti˙ //

10
4) bhagavån ßråvastyåµ viharati / te dåni åyu≈manto nandanopanandanå

savallarikåni dantakå≈†håni khådanti jano dåni odhyåyanti paßyatha bha∫e

ßrama∫akå˙ / yathå kumårakå vå dharmmi≈†hå vå ak≈adarßå vå ga∫a[kå] vå

mahåmatrå vå / evam ime ßra(19b3)ma∫akå˙ savallarikåni dantakå≈†håni

khådanti / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ etaµ prakara∫aµ

15 bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha ßabdåpayatha5) nanda-

nopanandanåµ te dåni ßabdåpitå / bhagavån åha / satyaµ bhik≈avo

nandanopanandanå evaµ nåma y∑yaµ savallarikåni dantakå≈†håni khådatha /

jano dåni odhyåyati paßyatha bha∫e ßrama∫akå yathå (19b4) kumårakå vå6)

dharmmi≈†hå vå ga∫akå vå råjaputrå vå ime ßrama∫akå˙ savallarikåni

20 dantakå≈†håni khådanti / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ åhaµsu /

åma bhagavan bhagavån åha / evaµ ca dåni y∑yaµ apramå∫åni dantakå≈†håni

khådatha / tena hi pramå∫ikaµ dantakå≈†haµ khådayitavyaµ / dantakå≈†håni

nåma tri∫i jye≈†haµ madhyamaµ kan¥yasaµ / jye≈†haµ (J.88) nåma ≈o∂a-

ßå∆gu(19b5)låni madhyamaµ dvådaßå∆gulåni kan¥yasam a≈†å∆gulåni // A //

25
7) bhagavån  ßråvastyåm  viharati vistare∫a nidånaµ k˚två aparo dåni

bhik≈u dantakå≈†haµ khådati / tena dåni khådantena dantakå≈†haµ

tho(nira)vaße≈aµ8) k˚taµ / tena dåni bhagavån d˚≈†o bhagavato gaurave∫a

sarvvam abhyavah˚taµ / tasya dåni aphåµsu9) / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑

1) J. vålåkin¥ye. 2) J. pramå∫ikaµ. 3) J. omits. 4) Cf. Ch. 505a23ff.

5) J. ßabdåyayatha.   6) J. bå.        7) Cf. Ch. 505b14ff. 8) J. niraviße≈aµ.

9) J. apa†håµsu.

bhagavato årocayeµ(19b6)su / bhagavån åha / evaµ ca y∑yaµ sarvvaµƒ
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niravaße≈aµ dantakå≈†haµ khådatha tena hi ße≈åß catvåri a∆gulåni

dantakå≈†hasya varjyaµ karttavyaµ / atha dåni bhik≈∑ åra∫yake ßeyyåsane

prativasanti / kalpiyakåro durllabho bhavati kiµ karttavyaµ / jye≈†hakåni

dantakå≈†håni kåråpayitavyåni / tato bhik≈u∫å dantakå≈†aµ khådiya

5 ku[r]ccakaµ1) ßastrakena cchinditavyaµ / dhoviyå∫aµ thapayitavyo / aparaµ

(19b7) divasaµ evam eva khådiya evaµ tåva khådayitavyaµ2) yåva

dantakå≈†hasya catvåri a∆gulåni avaßi≈†åni tato cchoritavyaµ / so e≈o bhik≈u˙

niravaße≈aµ dantakå≈†haµ khådati vinayåtikrama[µ] åsådayati / dantakå≈†haµ

pi nåma khådantena na k≈amati / st∑pavigrahe3) vå saµghavigrahe3) vå

10 dantakå≈†haµ khådinta(tu)µ / atha dåni bhik≈u˙ glåno bhavati ßiråviddhako4)

vå virecanap¥tako vå gh˚ta(20a1)p¥tako vå kiñcåpi saµghavigrahe3)

dantakå≈†haµ khådati / anåpatti˙ / nåpi dåni k≈amati / dantakå≈†haµ (J.89)

khådantena khe†aµ5) dißodißaµ cchorayituµ / ku[r]ccako6) vå dicchaddiya7)

dißodißaµ cchorayituµ / atha khalu ka†a(†å)hake8) vå mallake vå ko†iyåµ vå

15 åviddhapu†ikåyåm vå khe†aµ6) cchorayitavyo våmena ca hastena ku[r]ccako6)

g˚h∫itavya˙ / paßcåt<a> ekamantena cchorayitavya˙ / dantakå≈†haµ pi dåni

khådantena nåpi k≈amati / upasthånaßå(20a2)låyåm vå agnißålåyåm vå

bhaktaßålåyåm vå (9...kalpiyaßålåyåm vå...9) kalpikaku†ikåyåm vå saµghamadhye

[vå] upådhyåyåcåryå∫åm10) vå agrato v˚ddhatarakånåm vå bhik≈∑∫åµ agrato

20 dantakå≈†haµ khådituµ / nåpi k≈amati måt˚gråmasya11) agrato dantakå≈†haµ

khådituµƒ / nåpi k≈amati / cetiyaµ vandantena ogu∫†hitaß¥r≈e∫a vå ohitahastena

vå tha(ce)tiyåti(bhi)g˚he12)  vå pråsåde vå khå(20a3)dituµ / ekåµß¥k˚tena

ekånte13) khåditavyaµ / nåpi k≈amati / dantakå≈†haµ khådiya madhyena

på†iyåna (14...jihvåµ nilehituµ...14) kåmabhoginå yathå / atha dåni bhik≈u jihvåµ

25 nilehitukåmo bhavati / kurccakena15) åmarjayitavyå / nåpi k≈amati

vibh∑≈a∫åbhipråye∫a dantakå≈†haµ khådituµ // atha khalu durggandha-

1) J. kuccakaµ. 2) J. niraviße≈aµ.      3) Or a writing error of ‚åbhig˚he?

4) J. ßiråvaddhiko. 5) J. khe†e. 6) J. kuccako.

7) Sic!  J.  ucchidiya.  A writing error of cchindiya?

8) J. ka†åhake. 9) J. omits. 10) J. upådhyåyåcaryå∫åm.    11) J. ‚gåmasya.

12) J. khådituµ / g˚he.    13) J. ekåntena. 14) J. jihvånilehituµ.         15) J. k∑rccakena.

prahå∫årthaµ dantakå≈†haµ khåditavyaµ / atha då(20a4)ni dantakå≈†haµ na
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bhavati / a∆gåre∫a vå / apakkaladdunå1) vå dantå odya(gha)[r]sayitavyå˙2) /

(J.90) antamasato aµguli dantakå≈†haµ khåditavyaµ / sa e≈o bhik≈u˙ sarvve∫a

sarvvaµ dantakå≈†haµ na khådati vinayåtikramam åsådayati / e≈o bhik≈u

ve(ce)tiyaµ vandati / paßyati dantapo∫aµ cchorayitavyo / atha dåni dve janå

5 bhavanti / yo navako bhavati / tena (20a5) uddh˚tavyå / atha dåni navako

ßaithiliko båhuliko bhavati v˚ddhatare∫a uddh˚tavyo / evaµ dantakå≈†he

pratipadyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikramati

// A //

10 uddånaµ

evaµ ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /
(3...evaµ var≈opanåyiko(ke) ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /...3)

evaµ var≈opagatehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

evaµ (20a6) var≈avustehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

15 evaµ ågantukehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

evaµ naivåsikehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

evaµ hi sarvvehi ßeyyåsane pratipadyitavyaµ /

evaµ varce pratipadyitavyaµ /

evaµ praßvåse4) pratipadyitavyaµ /

20 evaµ dantakå≈†he pratipadyitavyan ti3)// A3) //

// dvit¥yo vargga˙ // A3)
 //

25

1) J. apakvaladdanå.    2) J. oghaµsayitavyå˙.        3) J. omits.

4) Read as prasråva-.  See p. 91ff.

30
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III.1  Ms.20a6  (J.91.1); Ch.505c1

bhagavån ßråvastyåµ viharati / vistare∫a nidånaµ k˚två pañcå-

(20a7)rthavaßån sampaßyamånås tathågatå arhanta˙ samyaksambuddhå /

pañcåhikåµ vihåracårikåm anucaµkramanty anuvicaranti / katamåµ pañca /

5 kacci me ßråvakå˙ / na karmmåråmå˙ / na karmmaratå˙ / na karmmå-

råmatånuyogam anuyuktå viharanti vistare∫a yåvad adråk≈¥d bhagavåµ

pañcåhikåµ vihåracårikåm anucaµkramanto anuvicaranto anyataraµ1) bhik≈u

bh∑mau astariya c¥varaµ (20b1) s¥vantaµ bhagavåµ jånanto p˚cchanti kim

idaµ bhik≈u˙ / åha / bhagavan idaµ c¥varaµ sivayåmi /

10 bhagavån åha / evan taµ tvaµ bh∑m¥ya2) astar¥ya3) c¥varaµ sivayasi4) /

tena hi ka†hinaµ nåma karttavyaµ / ka†hinaµ tåva bhik≈u∫å kåråpayamå∫ena

dvådaßahaståµ åyåmato karttavyo / a≈†ahaståµ viståre∫a vaµßånåµ vå nalånåm

vå na[µ]galånåµ vå kå∫∂ånåm vå carukånåm5) vå rohi≈å∫åm vå s∑trikåya6) vå

rejjukåya vå (20b2) gha∫a7) bu∫itavyaµ8) / yaµ kålaµ bhik≈u˙ c¥varaµ

15 s¥vitukåmo bhavati / upasthånaßålåyåµ vå agnißålåyåµ vå pråsåde vå prahå∫ake
9) ka†hinaµ prajñåpayitvå c¥varaµ s¥vitavyaµ / ka†hinaµ astariyå∫aµ pådåµ

(J.92) dhoviyå∫aµ ka†hinasmiµ pallaµkenopavißiyå∫aµ taµ c¥varaµ s¥vitavyaµ

/ atha dåni aparo pi koci s¥vayi[tu]kåmo bhavati tenåpi pådåµ dhovayitvå

ka†hinasmiµ pallaµkenopavißiya c¥varaµƒ (20b3) s¥vayitavyaµ / atha dåni

20 ni≈a∫∫o båhirakåµ pådåµ k˚två m∑(s∑)traµ valento åsati anåpatti˙ / atha

dåni bhik≈u˙ (10...pådånaµ(ni) dhovayitukåmo...10) bhavati / na k≈amati / adhotakehi

pådakehi ka†hinaµ okramituµ11) / atha khalu båhyena ka†hinasmi12) pådåni

thapi</>yå∫aµ c¥varaµ s¥vayitavyaµ / yaµ kålaµ c¥varaµ s¥vitaµ bhavati /

ka†hinaµ savva(nva)†iyå∫aµ13) bhitt¥ye dve k¥lakåni khaniya rajjue (20b4)

25 bandhiya tahiµ ukkavayitavyaµ / yadi aparo pi koci s¥vayitukåmo14) bhavati /

tenåpi ka†hinaµ astar¥ya c¥varakaµ (15...yeca(va) tathå...15) s¥vayitavyaµ / nåpi

k≈amati ka†hinasya ra∆ge vå ßodhayituµ gomayaµ vå c¥varakåni vå ßodhayituµ

1) J. antaraµ. 2) J. bh∑m¥ye. 3) J. astariya. 4) J. s¥vayasi.

5) J. car∑kånåm. 6) J. sutrikåya. 7) J. gha∫aµ. 8) J. bu∫itavyaµ.

9) J. adds [vå].   10) J. ka†hinaµ s¥vayitukåmo. 11) J. okamituµ.

12) J. ka†hinasmiµ.   13) J. saµva†iyå∫aµ. 14) J. s¥viyitukåmo. 15) J. tathå yeva.

/ atha khalu c¥varakaµ s¥vayitavyaµ / nåpi k≈amati / ka†hinaµ adhyupek≈ituµ
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/ ullaggakaµ1) vå paluggakaµ2) våtåtapena vinåsiyantaµ3) var≈e∫a vå

ova(20b5)r≈ayantaµ pak≈¥hi vå ohayi(pi)yantåµ / (J.93) atha khalu kålena

kålaµ bandhitavyaµ kålena kålaµ pratisaµskarttavyo / atha dåni ka†hinaµ

na bhavati / mañcasya vå upari c¥varaµ p¥†hasya vå upari c¥varakaµ kariyå∫aµ

5 s¥vitavyaµ / atha dåni evaµ na bhavati / prahå∫aßålåyåm vå / upasthånaßålåyåm

vå ma∫∂alamå∂e vå pradeßakaµ gomayena upalimpiya c¥varakaµ s¥vitavyaµ /

antamasa(20b6)to jånukånåµ pi upari c¥varakaµ thaviya s¥vayitavyaµ / evaµ

ka†hine pratipadyitavyaµ / na pratipadyati // abhisamåcårikån dharmmån

atikråmati // A //

10

III.2  Ms.20b6 (J.93.8); Ch.505c11

   bhagavån ßråvastyåµ viharati / aparo dåni bhik≈u˙ prahå∫akaµ upavi≈†o /

so dåni yathåsukhaµ k˚te vihårakaµ apaduriya pravißati ß¥talakaµ ca tena

åkråntaµ tasya bhavati d¥rghako mayå åkrånto tasya dåni tena nivare(ra)∫ena

15 sarvva(20b7)råtriµ4) cittaµ na samådhånaµ gacchati / etaµ prakara∫aµ

bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu //

bhagavån åha / tena hi cakkal¥ nåma karttavyå / cakkal¥ tåvad bhik≈u∫å

kåråpayamå∫ena kåråpayitavyå / vaµßånåm vå na∂ånåm vå na∆galånåm vå

ka∫∂ånåm vå rejjukåye vå m∑(s∑)trakåye vå gha∫å bu∫itavyå5) tathå

20 karttavyå / yathå d¥rghako na saµsakkati / vihårasya dvårasmiµ upari trayo

k¥lakåni å†apitavyå (21a1) tahiµ cakkal¥ bandhitavyå / osåriyå∫aµ he≈†he dve

k¥lakånåµ p¥∂iyå∫a6) tahiµ (J.94) bandhitavyaµ / yaµ kålaµ bhik≈u˙ prahå∫aµ

otaranti tato dvåraµ muñcitavyaµ / nivåpiyå∫a cakkal¥ osåriyå∫aµ k¥lakehi

bandhiyå∫a tato osåritavyaµ / yaµ kålaµ prahå∫asya yathåsukhaµ k˚taµ

25 bhavati / tato vihåraµ gacchiyå∫aµ cakkal¥ utk≈ipitavyå // nåpi dåni sahaså

anekåyo må tarhi7) d¥rghako pravi≈†o (8...bhavepa(21a2)ya nti(tti)...8) / atha khalu

kha†akha†åpayitavyo kå≈†hena vå ka†hallena vå tato paßcåc cakkal¥ utk≈ipitavyå

/ pravißiyå∫aµ cakkal¥ osårayitavyå / dvåraµ bandhitavyaµ / tato

1) J. ullargakaµ. 2) J. palurgakaµ. 3) J. vinåßiyantaµ. 4) J. sarvaråtri.

5) J. vu∫itavyå. 6) J. p¥†hiyå∫a. 7) Or tarhi(hiµ). 8) J. bhaveyanti.

pratikramitavyaµ paßcimaµ prahå∫aµ otaritavyaµ / dvåraµ
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apadu<cca>ritavyaµ1) cakkal¥ utk≈ipiyå∫aµ dvåraµ pivi(dhi)yå∫aµ cakkal¥

osåriyå∫aµ prahå∫aµ otaritavyaµ / prahå∫ato yaµ kålaµ utthito bhavati /

vihåraµ gacchiyå∫aµ yadi (21a3) [tå]va2) prabhåtaµ bhavati / cakkal¥

utk≈ipiyå∫aµ upari bandhitavyå // dvåraµ apaduriya3) tato pravißitavyaµ /

5 evaµ devasikaµ na dåni k≈amati divasata osarayitvå thapayituµ / nåpi

k≈amati så cakkal¥ adhyupek≈ituµ / ullaggikå4) vå (5...paluggikå vå...5) / prå∫akehi

(J.95) vå khajjanti6) / atha khalu kålena kålaµ bandhitavyå / kålena kålaµ

pratisaµskarttavyå / evaµ cakka(21a4)l¥ye pratipadyitavyaµ / na pratipadyeti7)

// abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

10

III.3 Ms.21a4 (J.95.4); Ch.505c17

   bhagavån ßråvastyåµ viharati vistare∫a nidånaµ k˚två pañcårthavasåµ

saµpaßyamånå yåva vistare∫a k˚två yåvad adråk≈¥d bhagavån pañcåhikåµ

vihåracårikåm anucaµkramanto vihåråµ oddri∫∫akåµ8) palluggakåµ9)

15
(10...ullåpe(ye) g˚h¥takåµ...10) acauk≈åµ apratisaµsk˚tåµ /

bha(21a5)gavån jånanto yeva p˚cchati / kiµ ke(i)me bhik≈u11) vihårakå

oddri∫∫akå12) paluggakå13) ollåye14) g˚h¥takå acauk≈å apratisaµsk˚tå tena hi

evaµ vihåre pratipadyitavyaµ / vihårå nåma tr¥∫i jye≈†hako madhyamako

kan¥yasako15) jye≈†hako nåma vihårako bh∑mi bhavati / må≈akåna(la)vallå(r∫∫å)

20 ulloko16) bhavati / prapå∫∂arå17) bhitti bhavati / k˚takarmmå evaµ jye(21a6)≈†hako
(18...<kin ti madhyamako>...18) kin ti dåni madhyamako madhyamako nåma vihårako

bhavati / må≈akålavar∫∫å bhitti19) bhavati k˚takarmmå / na ca bhavati /

ullåpo16) prapå∫∂aro17) evaµ madhyamako / kin ti dåni kan¥yasako bh∑mi

bhavati / må≈akålavar∫∫å nåpi bhavati / ullåpo16) prapå∫∂aro17) nåhaiva bhitti

25 k˚taparikarmmå evaµ kan¥yasako / yo dåni jye≈†hako bhavati vihåro nåyaµ

1) J. apad∑ritavyaµ.     2) J. vå. 3) J. apad∑riya. 4) J. ullargikå.

5) J. omits. 6) J. khajjantå. 7) J. pratipadyati. 8) J. odri∫∫akåµ.

9) J. paluggakåµ. 10) J. omits. 11) J. bhik≈∑. 12) J. odri∫∫akå.

13) J. palurgakå. 14) J. ullåpe. 15) J. kanoyasako. 16) J. ullåyo.

17) J. prayå∫uro. 18) J. omits. 19) J. bhittiµ. 20) J. praviß[ay]ituµ.

k≈amati / tahiµ maµcå (21a7) vå p¥†hå vå pravißituµ20) / atha (J.96) khalu
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catvåri pratipådakå karttavyå / må bh∑m¥1) (2khan¥yaµ ti2) praveßiyå∫aµ tato

tahiµ pratipådakånåµ / upari thapetavyo / atha dåni pratipådako na bhavati /

le∆ka†akehi pådå bandhitavyå / p¥†haµ praveßeti / p¥†hasyåpi evaµ yyeva3)

åsandakaµ t˚pådakaµ4) vå praveßeti / tasyåpi le∆ka†akehi pådakå bandhitavyå

5 / nåpi tahiµ k≈amati / mandamukh¥5) prajvå(21b1)layituµ / d¥pako vå praveßayituµ

/ atha dåni bhik≈u˙6) ßeyyåµ prajñapayitukåmo bhavati / kiñ cåpi d¥pakaµ

praveßeti / anåpatti˙ / ßeyyåµ prajñapayantenaiva cchi(ccha)tti7) nikkålayitavyå

nåpi k≈amati / tahiµ pådåµ dhovituµ haståµ dhovituµ mukhaµ dhovituµ

nåpi k≈amati tahiµ caµkrama caµkramituµ // pattholiµ8) dhunantena / atha

10 dåni bhik≈u9) glåno bhavati kiñ cåpi (10≈a†<a>pañca gatåµgatåµ10) deti

anåpa(21b2)tti˙ / nåpi dåni k≈amati / ekenåntena / atha khalu samantena

caµkramitavyaµ / (11...na yaµ boli ∂a(u)dvåpayantena...11) / na k≈amati tahiµ

bhaktak˚tyaµ pure(J.97)bhaktikaµ vå karttuµ påtraµ vå nirmmådayituµ /

atha dåni madhya[ma]ko bhavati / madhyamake pi e≈o eva paryåyo ananyo

15 adhik˚to / atha dåni kan¥yasako vihårako bhavati / kiñ cåpi bhik≈u˙ vinå

pratipådakehi mañcakaµ thapeti / anåpatti˙ / (21b3) p¥†hakam vå p¥†hikåm vå

t˚pådakam12) vå vinå pratipådakehi thapetti13) anåpatti˙ / mandamukh¥m vå

prajvåleti / anåpatti˙ / d¥paµ vå praveßeti / anåpatti˙ / glåno vå aglåno vå

anåpatti˙ / kiµ cåpi caµkramati / anåpatti  ̇/ jånitavyaµ / yadi tåva upe∂anako14)

20 so vihårako bhavati / nåpi tahiµ k≈amati / pådåµ dhovituµ haståm vå

nirmmådayituµ / (21b4) atha dåni upaµsulako bhavati / kiñ cåpi bhik≈u˙

pådåm vå dhovati mukham vå dhovati / hastam vå nirmmådayati / rajonigrahaµ15)

kåheti tti anåpatti˙ / bhaktak˚tyam vå purobhaktikam16) vå karoti / påtram vå

nirmmådayati / anåpatti˙ / nåpi k≈amati vihårako adhyupek≈ituµ / oddri∫∫ako17)

25 vå paluggako vå ollåye g˚h¥tako vå acok≈o vå (21b5) adhyupek≈ituµ / atha

1) J. bh∑mi. 2) J. khan¥yaµti. 3) J. pyeva. 4) J. tripådakaµ.

5) J. mandamukh¥µ. 6) J. bhik≈∑˙.   7) On cchatti see BhiV p.273, f.n.1.

8) J. yatkauliµ. 9) J. bhik≈u˙.   10) J. tañ ca gatagatåµ.  This meaning is not clear.

11) J. nayaµ voli tad våpayantena.   12) J. tripådakam. 13) J. thapeti.

14) J. upetanako. 15) J. rahonigrahaµ. 16) J. purebhaktikam.    17) J. odri∫∫ako.

  

dåni oddri∫∫ako17) bhavati / t˚∫acchadano bhavati t˚∫apulako dåtavyo
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m˚ttikåcchadano bhavati / m˚ttikåpi∫∂o dåtavyo / i≈†akåcchadano bhavati /

i≈†akå dåtavyå / apakkacchadano (J.98) bhavati / apakkå dåtavyå /

kabhallakåcchadano1) bhavati / kabhallakå2) dåtavyå / phalakacchadano bhavati

/ phalakaµ dåtavyaµ / sudhå(21b6)cchadano bhavati / sudhåpi∫∂o dåtavyo /

5 kålena kålaµ ßodhayitavyo / saµtånikå såtayitavyå3) / m∑≈ika-ukkiro vå

ko†ayitavyo / uk∑lanik∑lo4) bhavati / samo karttavyo / cikkhalikå5) p∑retavyå

/ vaµghorikå dåtavyå / ullåpe(ye) g˚h¥tako bhavati / ßå†iyå∫aµ liptopalipto

gha≈†ama≈†o6) karttavyo / uppe∂anako bhavati / påµsukena vå ßarkaro†ena vå

pra(21b7)tyåstaritavyo / upåµsulako vihårako bhavati / kålena kålaµ siñcitavyo

10 / saµmårjitavyo / gomayakår≈¥ dåtavyå / ßa[µ]tånikå ßå†ayitavyå / evaµ

vihåre pratipadyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån

atikramati // A //

III.4  Ms.21b7  (J.97.3); Ch.505c29

15 bhagavån ßråvastyåm viharati 7) / pañcårthavaµßå(ßåµ) vistare∫a 8) k˚två

yåva adråk≈¥d bhagavån pañcåhikåµ vihåracårikåm anucaµkramanto (22a1)

anuvicaranto vihårakå[nå]µ pakka9)-khe†ena vå pakka9)-siµghå∫akena bhitt¥yo

vinåsitåyo siµghå∫akavartt¥hi lambantehi /

bhagavån<a> jånanto yeva p˚cchati / kiµ imåyo bhik≈ave vihårakånåµ

20 bhittiyo pakka9)-khe†ena (10...pakkasiµghå∫akena vartt¥hi lamba(J.99)nt¥hi...10) /

tena hi evaµ khe†e pratipadyitavyaµ / kin ti dåni evaµ khe†e pratipadyitavyaµ

nåyaµ k≈amati / bhik≈u∫å k˚takarmmåyåµ vå ak˚(22a2)takarmmåyåµ vå

bhitt¥yaµ11)  khe†am vå siµghå∫akam vå cchorayituµ // atha khalu khe†aka†åhaµ12)

karttavyaµ / kapålaµ vå mallam vå ku∫∂ikam vå dakånakam vå liptopaliptaµ

25 kariya vålikåye vå på≈å∫asya vå patthaliddrakånåµ13) vå p∑rayitavyaµ / tato

tahiµ khe†e(†o) karttavyo / nåpi k≈amati khe†aka†åhakaµ adhyupek≈ituµ / må

sapramå∫ako bhaveya / atha khalu kålena kålaµ ccho(22a3)riya anyasya

1) J. kabhallacchadano. 2) J. kabhallikå. 3) J. så∂hayitavyå. 4)  J. ukk∑lanikk∑lo.

5) J. cikkalikå. 6) J. gha≈†ana≈†o. 7) J. adds [yåva]. 8) J. adds [nidånaµ].

9) J. pakva. 10) J. pakvasiµghå∫akavart¥hi lambantehi. 11) J. bhittiyaµ.

12) J. khe†aka†åhe. 13) This meaning is not clear. ; J. yattha lidrakånåm.

p∑rayitavyaµ / åtape vå dåtavyo yo(so) bh∑yo praveßayitavyo / atha dåni
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khe†aka†åhakaµ bhavati mallakaµ vå ko†ikam vå åviddhapu†ikå1) vå thapetavyå

tahiµ khe†o karttavyo / kålena kålaµ visarjayitavyo // atha dåni evaµ pi na

bhavati / k˚takarmmå bh∑mi bhavati na k≈amati / bh∑m¥ye cchorayituµ / atha

khalu ekasya upånahåye (22a4) tale cchorayitavyaµ dvit¥yena marddayitavyaµ

5 / atha dåni uppaµsulo2) vihåro bhavati / bh∑m¥ye cchoriya pådena mardditavyo

/ e≈o bhik≈u˙ divåvihåraµgato caµkramati / ßle≈miko bhik≈u bhavati / ito ca

cchoriyanto caµkramati vinayåtikramam åsådayati / atha khalu cchoriyå∫a

pådena marditavyaµ / caµkramaß¥r≈e vå åviddhapu†ikå vå (J.100) vålikå(22a5)ye

vå k∑†imallakaµ vå thapetavyaµƒ / tahiµ khe†o cchorayitavyo / yaµ kålaµ

10 gacchati / tato ekatamaµte cchorayitavyo / prahå∫e åsantasya khe†a3) bådhati /

opånahapu†e4) k˚två bh∑mi<µ>ye marditavyaµƒ // atha dåni bh∑myaståro bhavati

bhåjane karttavyaµ / kuntake5) vå alåbuke6) vå vaµßattholikåyåµ vå / atha

dåni ucchado bhavati / khe†am vå siµghå∫akaµƒ (22a6) vå utthitvå ekånte

k˚två puna  ̇/ upave≈†avyaµ / upådhyåyåcåryå∫åµ vå m∑le khe†aµ vyåvahati /

15 ekånte karttavyaµ / e≈o dåni bhik≈usya gocaraµ pravißantasya

athå(dhvå)namårggagatasya vå khe†e ågacchati cchoriya pådena marditavyo /

amardiya gacchati vinayåtikramam åsådayati / atha dåni k≈udro khe†e upåµsulo

ca bh∑m¥ bhavati / cchorantako yyeva7) paryådånaµ gaccha(22a7)ti / kiµ cåpi

na marddati / anåpatti˙ / e≈o bhik≈u˙ st∑paµ vandati st∑påbhig˚he vå khe†aµ

20 cchoritakaµ kena ci aprak˚tijño na pådena marditavyo / atha dåni dve janå

bhavaµti8) / yo navako bhavati / tena mardditavyaµ / atha dåni navakataro

ßaithiliko båhuliko vå bhavati / v˚ddhatarakena marditavyaµ / evaµ khe†e

pratipadyitavyaµƒ / na pratipadyati // abhisamåcårikån dharmmån

ati(22b1)kramati // A //

25

III.5  Ms.22b1 (J.101.1);Ch.506a17

    (J.101) bhagavån ßråvastyåµ viharati vistare∫a nidånaµ k˚två apare∫a

1) J. åvaddhapu†ikå. 2) J. upyaµsulo. 3) J. khe†aµ. 4) J. upånahapu†e.

5) J. ku∫∂ake. 6) J. alåvuke. 7) J. pyeva. 8) J. bhavati.

9) J. mu∫∂avåtåyane.

dåni bhik≈u∫å (9...mu∫∂e våtapå∫e...9) påtraµ sthavitaµ tan dåni våtama∫∂alikåye
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ågacchiyå∫aµ bh∑m¥yaµ1) påtito2) bhinno kapålånåµ råßiµ k˚två yavåg∑ye

ga∫∂¥ åko†itå so dåni haståµ nirmmådiya vihårakaµ pravi≈†o paßyati /

kapålikånåµ råßiµ etaµ prakara∫aµ yo(so) bhik≈u˙ bhagavato åroca(22b2)-

ye /

5 bhagavån åha / evaµ ca tvaµ mu∫∂avåtapåne3) påtraµ thapesi tena hi

evaµ påtre pratipadyitavyaµ / kin ti dåni evaµ påtre pratipadyitavyaµ /

bhik≈u∫å tåva kalyato yeca(va) nivåsiya pråvariya påtrac¥varam ådåya gocaraµ

pravißitavyaµ / gocaråto nirddhåviya åhåraµ kar¥ya påtraµ nirmmådayitavyaµ

/ nåpi k≈amati / karkaßena vå c∑r∫∫ena karkaßena vå gomayena nirmmådayituµ

10 // atha (22b3) khalu m∑larasena vå patrarasena vå pu≈parasena vå nirvvålikena

vå gomayena nirmmådayitavyaµ nåpi k≈amati vilvasya vå pakvasya kapitthasya
4) pakvasya nålikerasya he≈†he nirmmådayituµƒ / må pakvena vå vilvena

pakvena vå kapitthena pakvena vå nålikere∫a (5...bhaµjeya nti(tti)...5) / nåpi

k≈amati darinißritena vå påtraµ nirmmådayituµ / må patitaµ (6...bhañjaya

15 nti(tti)...6) (22b4) atha khalu kar≈adhåne vå vålikådhåne vå d∑rvvåsådvale7) vå

nirmmådayitavyaµ / nåpi k≈amati sthitakena påtraµ nirmmådayituµ // nåpi

k≈amati (J.102) bh∑m¥ye ghasantena // atha khalu upavi≈†e(≈†a)kena

nirmmådayitavyaµ / adhvåvayantena8) nåpi / k≈amati / sthitakena adhvåpayituµ9)

// atha khalu upavi≈†ena adhvåpayitavyaµ10) / pratisåmayantena nåpi k≈amati /

20 jaµghå(22b5)pathe vå  sthåpayituµ / kapå†o(†e) vå mu∫∂avåtåyane vå / atha

khalu påtra11) praveßikåyåµ prak≈ipiya sthapetavyaµ / nåpi k≈amati sthitakena

prak≈ipituµ // atha khalu upavi≈†akena prak≈ipitavyaµ /

påtraprasevikånågadantake vå k¥lake vå ukkaciya thapetavyå / atha dåni

ujjuko12) k¥lako bhavati / duve13) trayo vå ave∂hakå14) dåtavyå˙ / atha dåni

25 någadantako (22b6) bhavati / kiñ cåpi evam eva thapeti / anåpatti˙ //

påtraprasevikå na bhavati påtrap¥†hake thapetavyaµ / atha dåni påtrap¥†hakaµ

na bhavati / kå≈†ham vå i≈†akam vå upalam vå niråmi≈aµ nirmmådiya tasya

1) J. bh∑miyaµ. 2) J. patito. 3) J. mu∫∂avåtåyane. 4) J. adds [vå].

5) J. bhaµjeyanti. 6) bhañjayatu. 7) J. durvå sådvale. 8) J. ßo≈åpayantena.

9) J. ßo≈åpayiyuµ. 10) J. ßo≈åpayitavyaµ. 11) J. påtraµ. 12) J. ujjako.

13) J. d∑ve. 14) J. ave†hakå.

upari sthapetavyaµ / atha dåni evaµ pi na bhavati / antamasato p˚thiv¥pradeßaµ
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pi gomayena upalimpiya thapetavyaµ / g˚hnantena1) nåpi k≈amati / ekahastena

duve trayo vå påtrå∫i g˚hnituµƒ2) / a(22b7)tha khalu paramaµ trayo påtrå∫i

g˚hnitavyåni3) / ekahastena dve g˚hnitavyå˙4) / apare∫a dåni ekaµ / atha dåni

pratyandhakårako vihårako bhavati / na k≈amati / påtre∫a påtraµ mårggituµ

5 // atha khalu hastena mårggitavyaµ / atha dåni bhik≈u˙ upådhyåyasya

cå(vå)cåryasya vå påtram all¥payati nåpi k≈amati / upådhyåyasya vå åcåryasya

vå påtraµ våmena (J.103) hastena all¥payituµƒ / atha khalu (23a1) upådhyåyasya

vå åcåryasya vå dak≈i∫ena hastena påtraµ all¥payitavyaµ / nåpi k≈amati /

g˚h¥taµ na (5...g˚h¥ta nti(tti)...5) / tato muñcitavyaµ / oka∂∂hantena sug˚h¥taµ

10 karttavyaµ / nirmmådayantena prathamaµ upådhyåyasya vå åcåryasya vå

påtraµ nirmmådayitavyaµ / paßcåd åtmano ßo≈ayantena prathamaµ

upådhyåyasya vå åcåryyasya vå ßo≈ayitavyaµ / paßcåd åtmano pratisåmayantena

prathamaµ upå(23a2)<på>dhyåyasya vå åcåryasya vå pratisåmayitavyaµ /

paßcåd åtmano pravesikå6) karttavyå / dupu†å t˚pu†å7) prasevikåyåµ prak≈i-

15 piyantena kalåv¥yaµ då∂¥yaµ / aµsibaddhakaµ8) prak≈ipitvå samavasthåya

upavi≈†akena utsa∆gasya upari prak≈ipitavyaµ / mañcasya vå p¥†hasya vå

upari prak≈ipitavyaµ / (9...ullayantena k¥r∫∫a(la)kaµ hastena pratyavek≈itvå

mañcasya vå p¥†hasya vå upari...9) jålavåtåya(23a3)ne vå påtramelake vå yathå

na gha††eµsu nåpi k≈amati / påtraµ adhyupek≈ituµ phalakena vå khajjantaµ

20 kha∫∂aµ vå cchidram vå / atha khalu kålena kålaµ dahitavyaµ / pacitavyaµ /

rañjitavyaµ / na dåni k≈amati / påtre∫a aprayataµ g˚hnituµ10) / uccåro vå

prasråvo vå khe†aµ vå siµghå∫akaµ vå vighaso vå saµkåro vå anyam vå

aprayattaµ grahetuµƒ / nåpi dåni k≈amati / påtre(23a4)∫a ke≈åµ  (J.104)

otårayitum vå pådaµ vå mukhaµ vå dhovituµ / jentåkam vå praveßituµ /

25 udakak˚tyaµ vå karttuµƒ / yathå ak≈ismiµ evaµ påtre pratipadyitavyaµ / na

pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikråmati // A //

1) J. g˚h∫antena. 2) J. g˚h∫ituµ. 3) J. g˚h∫itavyåni. 4) J. g˚h∫itavyå˙.

5)  J. g˚h¥tanti. 6) J. praveßikå. 7) J. tripu†å.    8) J.aµsivaddhakaµ.

9) J. repeats and adds prak≈ipitavyaµ. 10) J. g˚h∫ituµ.
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III.6 Ms.23a4 (J.104.4); Ch.506b13

bhagavån ßråvastyåµ viharati / te <na> dåni åyu≈mato ≈a∂varggikå˙ /

ekatyaµ yavåg∑µ1) nindanti / ekatyaµ prasaµsanti2) / yo　　(3...tåva

tpa(pe)la<µ>vå...3) bhavati / (23a5) jalpanti / he he he nåyaµ kiñca(ci)d yågu4)

5 ga∆gå ayaµ saray∑5) ajiravat¥6) mah¥ mahåmah¥7) tti nicu∂abuntikåye imaµhi

ta∫∂ulå mårggitavyå // atha dåni khakkha†a8) bhavati jalpati / he he he nåyaµ

kiñci yavåg∑ lecchaµ9) ayaµ peyyå (10...ayaµ peyyå...10) ayaµ ka††årikå cchejjå

ayaµ te dåni bhik≈∑ utk≈iptå bhavanti / jihmå(hvå) ve∂∂hå11) ni≈pratibhånå˙ /

etaµ prakara∫aµ bhi(23a6)k≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha /

10 ßabdåpayatha ≈a∂varggikåµ te dåni ßabdåpitå˙ / etad eva p˚cchiyanti12) / åha /

åma bhagavan

bhagavån åha / tena hi evaµ yavåg∑ye pratipadyitavyaµ / kin (13...ti dåni...13)

evaµ yavåg∑ye pratipadyitavyaµ / e≈o dåni yavåg∑ye samayo årocito bhavati /

tato jånitavyaµ / kim ayaµ yavåg∑ ubhayato såµghikåparyå(≈å)ye parive∫ikå

15 nimantritikå(23a7)yåµ14) / yadi tåva ubhayato såµghikå bhavati sarvvehi

(J.105) gantavyaµ / pårthikå15) bhavati / tåye paryå(≈å)ye gantavyaµ parive∫ikå

bhavati / tehi parive∫ikehi gantavyaµ nimantritakå vå bhavanti / tehi

nimantritakehi gantavyaµ / pratik˚tyeva tåva bhik≈u∫å dantakå≈†haµ

khådayitavyå(vyaµ /)16) mukhaµ dhoviya haståµ nirmmådiya påtraµ g˚hniya17)

20 upavißitavyaµ / nåpi k≈amati yavåg∑ upånahår∑∂hena vå praticchituµ / (23b1)

ogu∫†hikåk˚tena vå samaµtapråv˚tena vå praticchituµ / atha khalu upånahå

nikhosiya18) ekåµßak˚tena yavåg∑ praticchitavyå / atha dåni da∫∂akarmma19)

pratidinnaµ bhavati / på[r]≈∫ivabrå(ddhrå)20) omuñcitavyå dvit¥yakålikasya

1) J. yavåguµ. 2) J. praßaµsanti. 3) J. tåvaty alpaµ vå.;  Cf. pelava- ‘soft, thin’

(Ch.506b13 薄 ; Amarakoßa 3.1.66）⇔ khakkha†a- ‘hard, solid’ (Ch.506b15 …).

4) Or y[av]ågu. ; J. yavågu. 5) J. sarayu. 6) J. aciråvat¥. 7) J. mahånad¥.

8) J. khakya†a. 9) J. lehyaµ. 10) J. omits. 11) J. ve††å.

12) J. p˚cchayanti. 13) J. tadåni. 14) J. nimantritakåyaµ.     15) J. pår≈ikå.

16) J. khådayitavyaµ. 17) J. g˚h∫iya. 18) J. nik≈epiya. 19) J. da∫∂akarmaµ.

20) As Prasad pointed out, the pår≈∫ivaddhra- means ‘a leathern strap of sandal’ (Ch.506b23 革

f根). See Ms.47b1,2,5. ; J. pår≈∫ibaddhå.

låbhagråhaµ adhye≈itvå gantavyaµ / atha dåni upavi≈†akånåµ [pa†i]på†ikåye
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d¥yati / yathå v˚ddhikåye1) g˚hnitavyaµ2) / yadi tåva tanukå bhavati / na

vaktavyaµ / he he he ga∆gå åyaµ3) sarvvaµ yå(23b2)va mah¥ candrabhågå

ayaµ / atha dåni atighanå bhavati na vaktavyaµ / nåyaµ yavåg∑ odano

ayaµ da∫∂åsani bhejjå ayaµ / atha khalu yåd˚ß¥ d¥yati tåd˚ß¥ praticchitå4)

5 dåyakavaßo5) (J.106) na pratigråhakavaßo // atha dåni bhik≈u˙ / jarådurbbalo

vå (6...vyådhidurbbalo vå...6) bhavati / atiß¥tam vå ati-u≈∫am vå bhik≈u naiva

dantakå≈†haµ khådati / na mukhaµ dhovati / na hastå nirmmådayati /

ånanta(23b3)ryasya yå7) påtraµ dåtavyaµ / vaktavyaµ åyu≈man imaµ mama

yavåg∑ye pratyaµßaµ g˚hna8) / yaµ kålaµ praticchitå bhavati / tato

10 paribhuñjitavyå / ete vilambakå yavåg∑˙9) nindanti vå prasaµsanti vå

vinayåtikramaµ åsådayanti / evaµ yavåg∑ye pratipadyitavyaµ / na pratipadyati

// abhisamåcårikån dharmmån atikramati // A //

III.7 Ms.23b3 (J.106.8); Ch.506b28

15 bhagavån ßråvastyåµ viharati vistare∫a nidå(23b4)naµ k˚två aparo dåni

bhik≈u˙ yogåcåro vaidehake parvvate ni≈a∫∫o cittaµ samådhayi≈yåm¥ti / aparo

dåni bhik≈u˙ / ågacchiya tasya purato sthito tasya dåni tena n¥va[ra]∫ena

cittaµ samådhånaµ na gacchati etaµ prakara∫aµ so yogava(gåcå)ro10) bhagavato

årocaye bhagavån åha / ßabdåpayatha taµ bhik≈uµ so dåni ßabdåpito /

20 bhagavån åha / satyaµ bhik≈u11) (23b5) evaµ nåma aparo yogåcåro vaidehake

parvvate ni≈a∫∫o cittaµ samådhayi≈yan ti / tvaµ dåni tasya purato ågacchiya

sthito tasya dåni tena n¥vara∫ena cittaµ samådhånaµ na gacchati / åha / åma

bhagavan<a>

bhagavån åha / du≈k˚taµ te bhik≈u eva[µ] ca tvaµ yogåcårasya bhik≈usya

25 purato ti≈†hasi tena hi evaµ sthåtavyaµ / kin ti dåni evaµ sthåtavyaµ /

nåyaµ tåva k≈amati (J.107) bhi(23b6)k≈u∫å yogåcårasya bhik≈usya purato

ti≈†hituµ nåpi k≈amati veßikå samantakena12) vå ti≈†hituµ / vadhabandha-

någåraßålåsåmantena vå ti≈†hituµ / nåyaµ k≈amati / atigupte vå atipråka†e vå

1) J. v˚ddhakåye. 2) J. g˚h∫itavyaµ. 3) Read as J. ayaµ. 4) J. praticchitavyå.

5) J. dåyakadånavaßo. 6) J. omits.  7) J. vå. 8) J. g˚h∫a.

9) J. yavåg∑. 10) J. yogåva[ca]ro. 11) J. bhik≈∑. 12) J. såmantena.

pradeße ti≈†hituµ / atha khalu cchannapråka†e pradeße sthåtavyaµ / na
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k≈amati st∑paµ vå p˚≈†hato k˚två ti≈†hituµƒ / saµghaµ vå upådhyåyåcåryam

vå v˚ddhatarakaµ vå p˚≈†hato k˚två ti≈†hituµ / upånahår∑∂hena (23b7) vå

ti≈†hantu1) khaµbhak˚tena vå ogu∫†hitaß¥r≈e∫a vå o<vå>hitahastena vå nåpi

k≈amati saµghamadhye må ti≈†ha ti ukto ti≈†hituµ / upådhyåyåcåryehi vå

5 uktena samånena må ti≈†heti ti≈†hati vinayåtikramam åsådayati / atha dåni

glåno bhavati / kiñ cåpi opånahåru∂ho2) ogu∫†hitaß¥r≈o vå ohitahasto vå ti≈†hati

/ anåpatti˙ / evaµ sthåtavyaµ na ti≈†hati // abhisamåcårikån dharmmån

atikrå(24a1)mati // A //

10 III.8 Ms.24a1 (J.107.13); Ch.506c16

bhagavån råjag˚he viharati ßåstå devånåñ ca manu≈yå∫åñ ca vistare∫a

nidånaµ k˚två aparo dåni bhik≈u˙ / yogåcåro vaidehake parvvate ni≈a∫∫o

cittaµ samådhayi≈yåm¥ti / aparo dåni bhik≈u˙ / ågatvå tasya purato3) tålapådukåhi

åbaddhåhi4) d¥rghacaµkramaµ caµkramati / †apya †a†apya5) †apya (6...†a†apya

15 nti(tti)...6) tasya (J.108) dåni tena ßabdena cittaµ na samådhånaµ gacchati /

etaµ praka(24a2)ra∫aµ so yogåcåro bhagavato årocaye / bhagavån åha /

satyaµ bhik≈u evaµ nåmå aparo yogåcåro vaidehake parvvate ni≈a∫∫o cittaµ

samådhayi≈yåm¥ti7) / tad evaµ sarvvaµ bhagavån vistare∫a pratyårocayati /

yåva tasya dåni tena ßabdena cittaµ na samava(må)dhånaµ gacchati / åha /

20 åma bhagavan

bhagavån åha / du≈k˚taµ te bhik≈u˙ / evaµ ca tvaµ yogåcårasya bhik≈usya

purato caµkramasi / tena hi (24a3) evaµ caµkramitavyaµ / kin ti dåni evaµ

ca[µ]kramitavyaµ / nåyan tåva k≈amati bhik≈u∫å yogåcårasya bhik≈usya purato

caµkramituµ / nåpi k≈amati st∑pam vå p˚≈†hato k˚två caµkramituµ / saµghaµ

25 vå p˚≈†hato k˚två caµkramituµ / upådhyåyåcåryam vå p˚≈†hato k˚två

caµkramituµ / e≈o dåni bhik≈u˙ / upådhyåyena vå åcårye∫a vå sårddhaµ

caµkramati / 8) upådhyåyasya vå åcåryasya 9) ati(24a4)rekaµ caµkramituµ

1) J. ti≈†hituµ. 2) J. upånahåru∂ho. 3) J. parato. 4) J. åvaddhåhi.

5) J. †a†apyaµ. 6) J. †a†apyanti. 7) J. samådhayi≈ayåm iti.

8) J. adds [na k≈amati]. 9) J. adds [vå].

nåpi k≈amati / samaµ caµkramayituµ / atha khalu dve trayo vå padå



110 Transcription of the Abhisamåcårika-Dharma  III

nihinakena1) caµkramitavyaµ / saµghamadhye vå caµkramati / må caµkramåh¥ti

uktena na caµkramitavyaµ / atha dåni glåno gh˚taµ vå p¥taµ / virecanaµ vå

p¥taµ kiñ cåpi caµkramati / tan na k≈amati / purato samaµ vå gantuµ

ohayitvå gantavyaµ / anuvarivarttantena2) tadå na k≈amati /

5 u(24a5)pådhyåyåcåryå∫åµ vå p˚≈†hato k˚två parivarttita(tu)µ / atha khalu

abhidak≈i∫aµ agrato karentena anuparivarttitavyaµ / nåpi k≈amati

vesikåsåmantakena caµkramituµ / nåpi k≈amati dyutikaraßålåsåmantakena

caµkramituµƒ / vadhabandhanågårasåmantena caµkramituµ / (J.109) nåpi

k≈amati atipråka†e vå pradeße caµkramituµ / atha khalu cchannapråka†e

10 pradeße (24a6) caµkramitavyaµ / evaµ caµkrame pratipadyitavyaµ / na

pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikramati //A//

III.9 Ms.24a6 (J.109.4);Ch.507a4

bhagavån ßråvastyåm viharati te dåni åyu≈manto ≈a∂varggikå˙ /

15 u≈†[r]aparyaµkena3) prahå∫aµ upaviµßa(ßaµ)ti / anantarikånåµ jånukehi

vyåvahanti / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha /

ßabdåpayatha ≈a∂varggikån te dåni ßabdåpitå˙ / bhaga(24a7)vån åha / satyaµ

bhik≈avo ≈a∂varggikå evaµ nåma y∑yaµ u≈†raparya∆kena2) prahå∫e ni≈¥datha /

anantarikånåµ jåta(nu)kehi vyåvahatha åhaµsu / åma bhagavan<a> bhagavån

20 åha / du≈k˚taµ bhik≈avo ≈a∂varggikå˙ / evaµ ca y∑yaµ u≈†raparya∆kena2)

prahå∫e ni≈¥datha / tena hi [na]4) k≈amati / u≈†raparya∆kena2) prahå∫e ni≈¥dituµ

/ bhagavån / tån bhik≈∑n5) åmantrayati / evaµ bhik≈avo ni≈¥datha / yathå

någa(24b1)himavatå˙ / ekaµ någaµ dve någå anuparidhå(vå)rya ni≈¥danti /

dve någå6) catvåri någå anuparivårya ni≈¥danti catvåri a≈†a a≈†a ≈o∂aßa ≈o∂aßa

25 [dvåtriµßad]7) dvåtriµßac catu≈a≈†i8) någå anupa[ri]vårya ni≈¥danti / (J.110)

athottare∫a yathånubhåvaµ9) na k≈amati / u≈†raparya∆kena10) ni≈¥dituµƒ /

1) Read as J. nih¥nakena. 2) Read as J. anuparivarttantena. 3) J. ardhaparyaµkena.

4) J. omits.; Cf. Ch.不得作駱駝坐(507a7). 5) J. bhik≈∑∫åm. 6) J. någåµ.

7) J. [dvåtriµßat /]. 8) J. catu≈a≈†hi.    9) J. yathånu[pari]våryaµ.

10) J. ardhaparyaµkena.    11) J. svastiparya∆kena.

bhik≈u∫åpi tåva svasti[ka]parya∆kena11) prahå∫e ni≈¥ditavyaµ / atha dåni
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bhik≈u1) parya∆kena ni≈a∫∫o bhavati ßrånto bha(24b2)vati / garbhåni2) åmilåyanti

/ nåpi k≈amati / ubhayåni sandh¥ ma†ama†åye prasårituµ / atha khalu eko

pådo sukhåkaµ prasårayitavyo taµ amuh∑rtte3) vißråmiya sanmiñjiya dvit¥yo

pådo sukhåkaµ prasårayitavyo / utthipitvå vå ekånte4) caµkramitavyaµ / na

5 k≈amati / ogu∫†hitaß¥r≈e∫a prahå∫e upave≈†uµ / atha dåni jarådurbbalo vå

vyådhidurbbalo vå bhavati / ß¥r≈am vå (24b3) du˙khati / arddhaß¥r≈asya

pithetavyaµ / eko ca kar∫∫o / atha dåni ekånte bhavati ucchedake vå v˚k≈am∑lake

vå vihåre vå pratisaµl¥nako kiñ cåpi ogu∫†hitaß¥r≈o ni≈¥dati / anåpatti˙ /

am∑h∑rttakaµ5) vißramiya6) bh∑yo svastikaparya∆kena ni≈¥ditavyaµ // atha

10 dåni bhik≈u na påreti / svastikaparya∆kena ni≈¥dituµ / arddhaparya∆kena

(24b4) ni≈¥ditavyaµ / atha dåni arddhaparya∆kenåpi na påreti ni≈¥dituµƒ /

ubhau pådau osåriya susaµv˚tena ni≈¥ditavyaµ / tathå karttavyaµ /

yathånantaryaµ jånukehi na vyåvahati / na k≈amati / st∑paµ p˚≈†hato kar¥ya

ni≈¥dituµ / saµgham vå p˚≈†hato kar¥ya ni≈¥dituµƒ / upådhyåyåcåryå∫åµ vå

15 p˚≈†hato kariya ni≈¥dituµ / v˚ddhatarakaµ vå p˚≈†a(≈†ha)to (24b5) kar¥ya

ni≈¥dituµ / nåpi k≈amati saµghamadhye må ni≈¥da nti(tti) / uktena samånena

(J.111) ni≈¥dituµ / nåpi  k≈amati / upådhyåyåcåryehi må ni≈¥da nti(tti) / uktena

ni≈¥dituµ nåpi k≈amati vesikåsåmåntena dyutikaraßålåsåmantakena ni≈¥dituµ /

vadhabandhanågåraßålåsåmantakena ni≈¥dituµƒ / atibhuµ∂e7) vå 8) pradeße

20 ni≈¥dituµ / atha khalu cchannaprå(24b6)ka†e pradeße ni≈¥ditavyaµƒ / evaµ

ni≈adye pratipadyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån

atikråmati // A //

III.10 Ms.24b6 (J.111.7); Ch.507a15

25 bhagavån ßråvastyåµ viharati te dåni åyu≈manto ≈a∂varggikå˙ / omuddhakåpi

ßeyyåµ kalpenti / uttånakåpi ßeyyå9) kalpenti / våmenåpi pårßvena ßeyyåµ

kalpenti / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑hi ßrutaµ / bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu /

bhagavån åha / (24b7) ßabdåpayatha ≈a∂varggikåµ / te dåni ßabdåpitå /

1) J. bhik≈∑. 2) J. dharmåni. 3) J. åmuh∑rtte. 4) J. ekåntena.

5) J. åm∑h∑rtakaµ. 6) J. vißråmiya.     7) Cf. Hindi-Eng. s.v. bhuµ∂a ; J. atigupte.

8) J. adds [ati pråka†e vå]. 9) J. ßeyyåµ.

bhagavån åha / satyaµ bhik≈avo ≈a∂varggikå˙ / evaµ nåma y∑yaµ omuddhakåpi
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ßeyyåµ kalpetha / 1) våmenåpi pårßvena ßayyåµ2) kalpetha / åhaµsu / åma /

bhagavaµ

bhagavån åha / du≈k˚taµ vo bhik≈avo ≈a∂varggikå˙ / tena hi na k≈amati /

uttånakena ßeyyåµ kalpituµ / na k≈amati / omuddhakena ßeyyåµ kalpayituµ3)

5 / na k≈amati / våme(25a1)na vå pårßvena ßeyyåµ kalpayituµ / bhagavån dåni

bhik≈∑n4) åmantrayati / (J.112) omuddhakå bhik≈avo pretå ßeyyåµ kalpayanti /

uttånakå bhik≈avo åsurå ßeyyåµ kalpayanti / våmena pårßvena kåmopabhogina˙5)

/ ßeyyåµ kalpayati / evaµ bhik≈avo ßeyyåµ kalpetha / yathå siµho m˚garåja6)

siµho bhik≈avo m˚garåjå7) dak≈i∫ena pårßvena ßeyyåµ kalpayati / pådena

10 pådaµ ådhåya dantena da(25a2)ntaµ ådhåya jihvågraµ tålukågre

prati≈†håpayitvå / a∆gulaµ anukåyaµ åyacchihitvå8) dak≈i∫åµ båhaµ9) ßirasy

upanidhåya våmaµ båhåm anukåyaµ prasårayitvå so pi

pratibodhanåµ(nan)</>tena10) purimaµ kåyaµ abhyunnåmeti / p˚≈†himaµ kåyaµ

abhivilokayati / sa cet paßyati / gåtrå∫åm anyathåtvaµ tena bhavati / anåttamano

15 ca paßyati / gåtrå∫åm anyathåtvaµ tena bhavati citte åttamano11)

a(25a3)bhiraddho bhik≈u∫åpi tåva ßeyyåµ prajñapeµtena abhidak≈i∫åµ12)

prajñapayitavyå / ya(ta)thå karttavyå yathå saµpa(ya)tako yeva dak≈i∫ena

pårßvena ßayyåµ kalpeti / na k≈amati / våmena ßayyåµ prajñapetuµ /

dak≈i∫aßayyå prajñapetavyå / c¥varavaµßasya he≈†hato råtr¥ye purimaµ yåmaµ

20 uddeßaprayuktena svådhyåyaprayuktena sthånena (J.113) caµkrame∫a

v¥tinåmayi(25a4)tavyå råtr¥ye madhyame yåme dak≈i∫ena pårßvena siµhaßeyyå

kalpayitavyå / pådena pådam ådhåya jihvågraµ tålukågre prati≈†håpayitvå

dak≈i∫åµ båhåµ ßirasy upanidhåya våmåµ båhåµ anukåyaµ prasåritvå

utthånasaµjñ¥ manasikå<kå>rentena nåpi dåni parivarttakaµ yåvat

25
(13...s∑ryodgamanåt tato...13) ßayitavyaµ / råtr¥ye paßcime yåme parya∆kena

v¥ti(25a5)nåmayitavyaµ / uddeßaprayuktena sthånacaµkramånuyuktena vå /

1) J. adds [uttånakåpi ßeyyaµ kalpetha /]. 2) J. ßeyyåµ. 3) J. kalpiyituµ.

4) J. bhik≈∑nåm. 5) J. kåmopabhogeno. 6) J. m˚garåj[å]. 7) J. m˚garåjå.

8) J. åpacchihitvå. 9) J. båhåµ.        10) J. pratibodhantena. 11) J. [amanå]po.

12) J. atidak≈i∫åm. 13) J. s∑ryodgamanåto. 14) J. pårßvena pårßvaµ.

15) J. palladunto.

atha dåni bhik≈u˙ / du˙khaßåy¥ bhavati (14..påraßyena påraßyaµ...14) palla††anto15)
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ßayiti1) anåpatti˙ / jarådurbbalo vå vyådhidurbbalo vå bhavati / dak≈i∫e pårßve

ga∫∂aµ vå pi†akaµ vå / bhavati / kiñ cåpi våmena pårßvena ßayati anåpatti˙ /

na k≈amati / st∑paµ vå pådato k˚två / ßayyåµ kalpayituµ / saµghaµƒ (25a6)

vå pådato k˚två ßeyyåµ2) kalpayituµ / v˚ddhatarakaµ vå pådato k˚två

5 upådhyåyåcåryaµ vå pådato k˚två ßeyyåµ kalpayituµƒ / eva[µ] ßayyåµ

pratipadyitavyaµ / na pratipadyati / abhisamåcårikån dharmmån atikråmati

//A//

udånaµ

10 evaµ ka†hine pratipadyitavyaµ /

evaµ cakkal¥ye pratipadyitavyaµ /

evaµ vihåre pratipadyitavyaµ /

evaµ khe†e pratipadyitavyaµ /

(J.114)  evaµ påtre pratipadyitavyaµ /

15 evaµ yavåg∑ye3) (25a7) pratipadyitavyaµ /

evaµ sthåtavyaµ /

evaµ caµkramitavyaµ /

evaµ ni≈¥ditavyaµ /

evaµ ßeyyå4) kalpayitavyaµ // A //

20

1) J. ßayati. 2) J. ßayyåµ. 3) J. yavåguye. 4) J. ßeyyåµ.
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IV.1-2 Ms.25a7  (J.115.1); Ch.507b4

bhagavån ßråvastyåµ viharati vistare∫a nidånaµ k˚två te dåni åyu≈manto

≈a∂varggikå˙ / dvåraµ bandhiyå∫aµ vihårasya paßcå1) vastuke kåkavåhaµ

5 bhaµjantaµ / åsanti / ågantukånåµ bhik≈∑∫åµ ga∫o ågato dvåraµ yåvanti2)

na labhanti te dåni okkhandiyå∫aµ3) pravi≈†å˙ / tehi då∫i4) (25b1) åyu≈mantehi

≈a∂varggikehi ågantukå d˚≈†å˙ p˚cchanti / åyu≈maµ kuto vå pravi≈†å˙ /

åhaµsu˙ / okkhandiyå∫aµ5) pravi≈†å˙ / te dåni åhaµsu / åyu≈man6) evaµ ca

y∑yaµ okkhandiyå∫aµ7) vihåraµ pravißatha / te pi dåni ågantukå åhaµsu /

10 evaµ ca y∑yaµ dvåraµ bandhiyå∫aµ vihårasya paßcåd vastukasya kåkavåhaµ

bhañjantå8) åsatha te dåni vivaditå˙ / bhagavato m∑laµ gatå˙ /

bhagavån åha / nå(25b2)yaµ tåva k≈amati / te(ne)våsikehi vihårasya

dvåraµ bandhiyå∫aµ vihårasya paßcåd vastukasya kåkavåhaµ9) bhaµjamånehi

åsituµ / nåpi k≈amati / ågantukehi vihåraµ okkhandiyå∫aµ10) pravißituµ /

15 tena hi evaµ ågantukehi pratipadyitavyaµ / evaµ ni(ne)våsikehi

pratipadyitavyaµ / kin ti dåni evaµ ågantukehi pratipadyitavyaµ / ete dåni

bhik≈u11) ågantukå ågacchanti / sarvvehi på∂ipa(ya)kkapå∂iyakakåni12)

a(25b3)påvura∫åni upasthåpayitavyåni / ekasyåpi apåvura∫i na bhavati / sarvve

vinayåtikramaµ  åsådayaµti  /  ekasyåpi  apåvura∫i  bhavati  /  sarvve≈åm

20 anåpatti˙ /

atha dåni koci glåno bhavati / na dåni ujjhitvå gantavyaµ / atha khalu

anupåletavyo / påtrac¥varaµ ålambitavyaµ13) / nåpi dåni påtra(J.116)c¥varaµ

g˚hnitvå14) adarßanena gantavyaµ / atha khalu a(25b4)vid∑re∫a gantavyaµ /

må dåni adarßanena parijåne h˚taµ / h˚taµ me påtrac¥varam iti gacchantasya

25 karttavyaµ / yadi dåni oßyå bhavati taru∫abhik≈∑hi agrato gantavyaµ / oßyå

prativåhantehi / atha dåni vyå∂abhayaµ15) vå corabhayaµ vå bhavati / v˚ddhaµ

1) J. paßcåd. 2) J. yåvata. 3) J. okyandiyå∫aµ. 4) Sic !

5) J. okyandiyå∫aµ. 6) J. åyu≈mån. 7) J. okyandiyå∫aµ. 8) J. bhañjantåµ.

9) J. omits. 10) J. okyandiyå∫aµ. 11) Read as J.bhik≈∑. 12) J. upakkayåtitå.

13) J. ålamvitavyaµ. 14) J. g˚h∫itvå. 15) J. vyåghrabhayaµ.

bålaµ madhye k˚två gantavyaµ / atha dåni corå saprasådå bhavanti / v˚ddhehi
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agrato gantavyaµ / yathå paßyitvå praså(25b5)dena1) avivarjitå gaccheµsu /

yadi dåni gråmasya nagarasya vå madhyena gantavyaµ / 2) bhavati / na dåni

k≈amati nagarave(ce)tiyåni abhidak≈i∫i karenti(te)hi vå gantuµ / apavåmivå(kå)

karentehi vå atha khalu ujja(jju)kena må[r]gakena gantavyaµ / nyåye våsopagatå

5 bhavanti / taru∫å bhik≈u3) duve vå trayo vå praveßayitavyå / agrato gacchatha

saµghasya phåsuvihåraµ upa(25b6)dahatha pådatailena gu∂apån¥yena

pratißraye∫a purebhaktikena tehi dåni pråvariya ga∫†hipåsakaµ obandhiya

åmantriya prave≈†avyaµ / pravisiya4) yåcitvå saµghasya yathåsukha5)-paribhogaµ

ni˙sårepetavyaµ6) / pådatailaµ vekålikaµ purebhaktikaµ bhaik≈itavyaµ7) /

10 åvi(ci)k≈itavyaµ8) labdho pratißrayo tehi dåni yadi tahiµ ogho vå (J.117)

bhavati / nad¥ ta∂ågaµ vå pu≈kiri∫¥ vå udupåno vå tahiµ pådå(25b7)n

prak≈åletvå pråvaretvå anyonyaµ åmandha(ntra)yitvå prave≈†avyaµ / atha

dåni gu∂apån¥yaµ bhavati / tahiµ yeva vekålikaµ9) kariya prave≈†avyaµ / må

paßyeµsu samåmapayi ime pravrajitå karonti / atha dåni ubhaµ∂ito bhavati

15 saµvibhajitvå prave≈†avyaµ / nis˚≈†ag˚haµ bhavati anåmantriya pravißati

anåpatti˙ / na dåni labhyå anyena gantuµ / racchåcchiddrakå bhavati /

anåpatti  ̇/ gråmantikaµ ßeyyåsanaµƒ (26a1) bhavati / tahiµ gantavyaµ / atha

dåni åra∫yakaßeyyåsanaµ bhavati / tahi∆ gantavyaµ / saµghåråmaµ pravißantehi

pu≈kiri∫¥yaµ vå ta∂åge vå oghe vå pådåµ dhovitvå prave≈†avyaµ / atha dåni

20 ubbhaµ∂ito10) saµvibhajitvå prave≈†avyaµ cetiyå∫aµ11) pradak≈i∫¥ karentehi

upånahå omuñcitvå kå≈†hakena g˚hnitvå12) prave≈†avyaµ / nåpi dåni

uccaßabdamahåßabdehi prave≈†avyaµ / nåpi nevåsikåµ ullaya(pa)nte(26a2)hi 13)

h∑ ha he adyåpi taµ (14...tad evettha...14) vasatha ghu∫a viddhåtave

nand[an]opanandanå y∑yaµ någaråjåno ihaiva y∑yaµ jåtå ihaiva mari≈yatha

25 jåtå te ß˚gålå ye tumbhå∫aµ måµsåni khådi≈yanti / nåpi dåni nevåsikena15)

ullapitavyaµ / h∑ ha he ca∫∂amuktaµ pañcavar≈ikaµ prav˚ttaµ yathåpå†ito

nåpi dåni vaktavyaµ ko itthaµ kati var≈o utthiha nåpi dåni (J.118) vaktavyaµ

1) J. sapramådena. 2) Probably some words are omitted in this place.

3) Read as J. bhik≈∑. 4) J. pravißiya. 5) J. yathåmukha. 6) J. ni˙såreyetavyaµ.

7) J. bhak≈itavyaµ. 8) J. åvik≈itavyaµ. 9) J. vaikålikaµ. 10) J. ubhaµ∂ito.

11) J. cetyå[∆ga]∫aµ. 12) J. g˚h∫itvå. 13) J. adds [prave≈†avyaµ].    14) J. tadevittha.

15) J. nivåsikena.

/ ko bhaktakå nåtithikå kasya ßuve bhaktata(26a3)rpa∫aµ purobhaktikaµ vå
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nåpi dåni nevåsikehi dvåraµ bandhitvå kåkavåhåµ bhajantehi åsitavyaµ /

atha dåni paßcåd vastuke m˚ttikåkarmmaµ karonti / ye tåpe(ye) årthåpe(ye)1)

bhavanti / åråmikå2) ßråma∫ero vå yasya oheyyako so vaktavyo dvåraµ rak≈anto

åså(sa /) atha dåni apadurako3) vihåro bhavati / pravißitavyaµ / atha dåni

5 gha††itako bhavati / apåvura(26a4)∫ena4) apaduriyå∫aµ5) pravißitavyaµ /

saµghåråmaµ pradak≈i∫¥ karentehi ågantavyaµ / yatra bhik≈∑∫åµ

åsanaprajñaptir bhavati / (6...tahiµ navakaµ...6) tasmiµ c¥varabisiyan7) thaviyå∫aµ

ku∫∂ikåµ vå upånahau vå thaviyå∫a8) nevåsikå p˚cchitavyå˙ / åyu≈maµ

pådadhovanikå kahiµ kalpiyakarak¥ kahiµ akalpi[ya]karak¥ kahi[µ] yadi tåva

10 åvi(ci)k≈anti9) pådadhovanikåyåµ pådåµ (26a5) dhoviyå∫aµ akalpiyakarak¥to

hastå10) nirmmådiyå∫a kalpiyakarak¥to prak≈åliya tato cetiyaµ vanditavyaµ

cetiyaµ vandiyå∫aµ yatra nevåsikå11) bhavanti tatra gantavyaµ all¥yå∫aµ

nåpi k≈amati / vaktuµ (12...vandåm¥ tti...12) / atha khalu vaktavyaµ / åyu≈man

vandi≈yan ti nevåsikehi var≈ågraµ p˚cchitavyaµ / kati var≈o åyu≈man<a> yadi

15 (J.119) tåva ågantuko v˚ddhatarako bha(26a6)vati13) / nevåsikena utthiya pådå

vanditavyå / åsanaµ dåtavyaµ / atha dåni nevåsiko v˚ddhatarako bhavati /

årogyåpiya14) evaµ kariyå∫aµ15) åsanaµ dåtavyaµ / yaµ kålaµ vißrånto bhavati

p˚cchitavyaµ / åyu≈man asti etåvati var≈asya vihårako pråpu∫ati / yadi tåva

jalpati pråpu∫ati tti vihårako g˚hnitavyo16) mañca p¥†haµ bisi17) caturasrako

20 kuccaµ bi[µ]bohanaµ18) g˚hnitavyaµ19) / nåpi (26a7) dåni k≈amati / tri(te)hi

ågantukehi nevåsikåµ20) kutsiya haµbhiya21) åyu≈mann adyåpi y∑yaµ iha vasatha

he he ßi≈†å va≈†å y∑yaµ jånåte22) ye ß˚gålå ye23) yu≈måkaµ måµsåni khådi≈yanti

/ atha khalu saµprahar≈ayitavyå24) vaktavyå åyu≈man ßobhanaµ kriyati

saµghåråmo kelåp¥yati / dh∑mo kriyati / kulåni praßåd¥yanti / avikålako

25 pådåµ dhoviya mrak≈iya d¥paµ åd¥pi(26b1)ya ßeyyåµ25) prajñapiya

1) J. arthåye. 2) J. åråmiko. 3) J. åpad∑rako. 4) J. avåpura∫ena.

5) J. apad∑riyå∫aµ. 6) J. <tahiµ navakaµ>.     7) J. c¥vara visiyan.      8) J. thaviyå∫aµ.

9) J. åvik≈anti. 10) J. hastån. 11) J. nivåsikå. 12) J. vandåm¥ti.

13) J. mavati (misprint).      14) J. ågantukena[pi].      15) J. kariyå∫a.     16) J. g˚h∫itavyo.

17) J. visi. 18) J. vimvohanaµ. 19) J. g˚h∫itavyaµ. 20) J. nivåsikåµ.

21) J. haµtiya. 22) J. jånåti. 23) J. te.                24) J. saµprahar≈itavyå.

25) J. ßeyyaµ.

pratikramitavyaµ nåpi dåni k≈amati / aparejjukåto kalyato utthihantakenaiva
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bhaktaßålaµ1) pravißituµ / åyu≈man kiµ sidhyati kiµ pacyati kiµ bhaktakånåµ

sthitikå / atha khalu kalyato yeva utthiya nivåsiya pråvariya hastån2) nirmmådiya

påtraµ g˚hniya3) pravißitavyaµ / atha dåni tahiµ vihårake anugraho bhavati

vihårakaµ vå bhakta4) bhavati / nevåsikehi5) vaktavyaµ / å(26b2)yu≈man<a>

5 må pi∫∂åya pravißatha / iha yyeva bhuµji≈yatha / atha (J.120) dåni 6) bhavati /

ågantukånåµ pi∫∂akånåµ7) pi∫∂abhaktåni uddißitavyåni / atha dåni bhaktakåni

uddißitavyåni / atha dåni bhaktakåni na bhavanti nevåsikehi vaktavyaµ åyu≈maµ

ågametha sahitakå pi∫∂åye pravißi≈yåma˙ / tato sahitakehi pravißitavyaµ /

atha dåni ågantukå bhik≈∑ vihåra8) ågatå bhavanti / nåyaµ (26b3) k≈amati /

10 nevåsikehi9) vaktuµ (10...o ha he nåvå...10) pañcavar≈ika∂aµyadukkaµ11)

ßrama∫amåtåprajåtå tti12) / atha khalu ågantukånåµ ehi svågataµ kartta[vya]µƒ /

etu åyu≈manto svågatam åyu≈manto anurågatam åyu≈manto (13...må ßråntå...13)

(14...må klåntå...14) pådåµ prakkå(k≈å)letha / haståµ nirmmådetha pån¥yaµ pibatha

vißramatha nti(tti) / yadi tåva purebhakte åma(ga)tå bhavanti

15 purebha(26b4)ktikena cchandayitavyå˙ / deßakåle ågatå bhavanti / bhaktak˚tyena

ccha[nda]≈i(yi)tavyå˙ / vikåle ågatå bhavanti vikålikena cchandayitavyå˙ /

vikårako15) uddißitavyo / mañca p¥†haµ bis¥16) catu[ra]ßrakaµ17) kuccakaµ

bimbohanaµ18) (J.121) uddißitavyaµ / pådamrak≈a∫ena cchandayitavyå / atha

aparejjukåto yadi tåva båhirakaµ bhaktaµ bhavati / anugraho vå bhavati

20 (26b5) vaktavyaµ / åyu≈maµ må pi∫∂åye pravißatha / iha yyeva bhuµji≈yatha

/ atha dåni bhaktakå na bhavanti / ågantukåµ pi∫∂abhaktakåni uddißitavyåni

/ atha dåni pi∫∂acåriko bhavati / yaµ kålaµ / ågantukå (19..pi∫∂åthe(ye) va(ca)riya19)

vihåraµ ågatå bhavanti / tato yadi nevåsikånåµ vyañjanåni bhavanti / khajjakåni

bhavanti / tato yadi snehako vå (26b6) bhavanti / tehi ågantukånåµ samvibhågo

25 karttavyo / atha dåni evaµ pi na bhavati / antamasato yadi tahiµ kiñci

1) J. bhaktaßålåµ. 2) J. hastan. 3) J. g˚h∫iya. 4) J. bhaktaµ.

5) J. nivåsikehi. 6) J. adds [bhaktaµ na].       7) J. <pi∫∂akånåµ>.

8) J. vihåraµ. 9) J. nivåsikehi. 10) J. ohahe nå vå.

11) This meaning is not clear. ; J. pañcavar≈i ka∂aµ yadukkaµ. 12) J. ti.

13) J. må[ttha]ßråntå. 14) J. må[ttha]klåntå. 15) Read as J. vikålako.      16) J. vis¥.

17) J. caturasrakaµ. 18) J. vimvohanaµ. 19) J. pi∫∂å thevariya.

pi∫∂acårikaµ pra∫¥tatarakaµ bhavati / ågantukånåµ såra∫¥yaµ karttavyaµ /
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nevåsikehi1) sarvvam årocayitavyaµ / vaktavyaµ / åyu≈manto amukaµ kulaµ

må pravißatha / påtranikubjanaµ2) samut¥k˚taµƒ3) amutra ßunakhå ca∫∂å˙ /

amukaµ aßråddhaku(26b7)laµ4) yå kriyå årocayitavyå /

atha dåni / åra∫yakaµ ßeyyåsanaµ bhavati / na k≈amati / tehi ni(ne)våsikåhi5)

5 dvåraµ ca bandha(dhi)ya vihårasya paßcå6) vastuke kåkavåhåµ bhañjantehi

åsituµ / atha dåni siµhabhayaµ vå bhavaµti7) vyåghrabhayaµ vå corabhayaµ

vå (J.122) bhik≈∑ ca paliguddhakå8) bhavanti / cchåyanikå vå lepanikå vå

karenti kiµ vå(cå)pi dvåraµ gha†enti9) anåpatti˙ / sarvve yeva10) goca(27a1)raµ

pravißanti / kiñ cåpi gha††enti anåpatti˙ / eko vå rak≈apålo dåtavyo vaktavyaµ

10 / åyu≈ma[µ] dvåraµ bandhiya dvårako≈†hakasya upari åsåhi yadi keci ågantukå

ågaccheµsu / tato dvåraµ dadesi / tena upari dvårako≈†hasya åsitavyaµ / yadi

tåva keci ågantukå ågacchenti11) / te≈åµ dvåraµ dåtavyaµ / yaµ kålaµ te

nevåsikå niddhåvitå12) bhavanti nåpi k≈å(k≈a)mati tehi nevåsi(27a2)kehi vaktuµ

/ åyu≈maµ e≈å nåvå mucyati e≈o sådhvo(rtho) prayåto gacchantu åyu≈manto

15 gataµ mårggasya ßreyo / atha khalu samåßvåsitavyaµ / vasantu åyu≈manto

ramaµtu åyu≈manto yadi tåva st∑pikena vå kårye∫a ågatå bhavanti / st∑pikaµ

kår≈a(ya)[µ] paripråpayitavyaµ / såµghikena kårye∫a ågatå bhavanti /

såµghikaµ kåryaµ paripråpayitavyaµ / yaµ kålaµ paripråptakåryaµ

bha(27a3)vati / yadi koci sårthå(rtho) prayåto bhavati te bhik≈u13) vå∫ijakasya

20 sårthavåhasya parinditavyå vaktavyaµ / upåsaka14) dånapati ime bhik≈avo

tvayå sårddhaµ gami≈yanti / ime bhik≈u15) tava pari<ni>nditå16) bhavantu

te≈åµ gacchamano(månå)nåµ17) pathyadanena18) vaikalyaµ karttavyaµ / evaµ

hi (J.123) ågantukehi19) pratipadyitavyaµ na pratipadyanti / åbhisamåcårikån

dharmmån atikråmaµti20) // A //

25

1) J. nivåsikehi. 2) J. påtranikujjanaµ 3) J. saµmut¥k˚taµ. 4) J. aßraddhåµ kulaµ.

5) J. nevåsikehi. 6) J. paßcåd. 7) J. bhavati. 8) J. parißuddhakå.

9) J. gha††enti. 10) J. ye ca. 11) J. ågacchanti. 12) J. nirdhåvitå.

13) Read as J. bhik≈∑. 14) J. upasakå. 15) J. bhik≈∑. 16) J. parininditå.

17) J. gacchamånånaµ.     18) J. pathyodanena.          19) J. suggests nivåsikehi in the f.n.

20)  J. atikråmati.
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IV.3-4   Ms.27a3  (J.123.3);   Ch.510b3

bhagavå(27a4)n ßråvastyåµ viharati / aparo dåni bhik≈u  ̇/ ågantuko ågato

tasya dåni aparo bhik≈u˙ / v˚ddhatarako parijñåtako bhavati / so ca apare∫a

bhik≈u∫å sårddhaµ våcovåcikåµ karoti / so dåni ågantuko all¥yatasya1)

5 nevåsikasya2) pådåµ vandanti / so dåni anya vijñåna (3..samaµm¥ na...3)

samanvåharati / na taµ pratisaµmodati so dåni apratisaµmodiya ga(27a5)to

te dåni aparakålena ubhaye samågatå so dåni sthaviro p˚cchati4) / åyu≈maµ

kecciro ti / ågatasya (5...åhåre cacciro...5) evacciro ca so åha åyu≈man evacciro

tava ågatasya na ca me pådavandako upasaµkramasi / so dån åha / vanditå

10 mayå tava pådå tvaµ ca mama na pratisaµmodesi / so dån åha / kadå vå kim

vå / so dån åha / amukaµ diva(27a6)saµ tvaµ amukena bhik≈u∫å sårddhaµ

våcaµ(co)våciµ karo≈i6) / tadå tava mayå pådå vanditå so dåni åha åyu≈man

våcovåciµ karentasya pådåµ vandasi / so dåni åha / evaµ ca yaµ tvaµ mama

pådåµ vandintasya7) na pratisaµmodesi8) / te dåni vivaditå˙ / bhagavato

15 m∑laµ gatå˙ /

bhagavån åha / nåyaµ tåva k≈amati / ågantukena nevåsi(J.124)kasya

våcovåciµ karentasya pådåµ vandituµ / nåpi k≈amati pådehi

va(27a7)ndiyamå∫ehi na pratisaµmodituµ / tena hi evaµ pådå vanditavyå˙ /

evaµ pratisaµmoditavyaµ / kin ti dåni evaµ pådå vanditavyå / evaµ

20 pratisaµmoditavyaµ / e≈o dåni bhik≈u ågantuko ågato bhavati / tasya koci

bhik≈u parijñåtako bhavati / so ca apare∫a bhik≈u∫å sårddham våcovåciµ

karoti / nåpi k≈amati tasya taµ velaµ pådåµ vandituµ ußvåsa(ccåra)m9) vå

upavi≈†o10) bhavati na k≈amati / taµ velaµ pådåµ (27b1) vandituµ / evaµ

praßvåsa(sråva)µ11) karentasya dantakå≈†haµ khådantasya snåyati vå ekanivasano

25 vå bhavati / bhaktak˚tyaµ karoti / purebhaktikam vå karoti / dvibh∑mikam vå

ukkasa(ma)ti12) tvaritaµ vå ati(bhi)kramati na k≈amati taµ velaµ tasya pådåµ

vandituµƒ / na k≈amati m˚ttikåkarmma13) karentasya // pe // påtrapåkaµ

1) J. all¥paµtasya. 2) J. nivåsikasya. 3) This spelling seems corrupted. ; J. samaµn¥ta.

4) J. p˚cchanti. 5) J. åha—evacciro. 6) J. karosi. 7) J. vanditasya.

8) J. pratisaµmodisi. 9) J. ußvåsam. 10) J. upavi≈†ho. 11) J. praßvåsaµ.

12) J. ukkasati. 13) J. ‚karmaµ. 14)  J. pacantasya.

dadantasya c¥varaµ dhovantasya rajanikå pa†hantasya14) c¥varå∫i s¥vantasya
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raµjenta(27b2)sya cca(ce)llaparikarmmam1) vå karentasya pådåµ dhovantasya

hastå2) nirmmådantasya cetiyaµ vandantasya påtraµ nirmmådentasya3) dh∑pam4)

vå pibantasya ak≈i∫i vå añjantasya pustakaµ våcantasya pustakaµ likhantasya

varccaku†¥µ gacchantasya nagnasya vå (J.125) ekanivasanakena vå / atha

5 khalu yaµ kålaµ samavasthåye ni≈a∫∫o bhavati taµ velaµ al¥yå∫aµ ß¥r≈e∫a

pådåµ vanditavyå / karka†agrå(27b3)hikåye vanditavyå / andhakåre5) vå uddeßaµ

dentasya 6) uddißantasya vå nivåsantasya vå c¥varaµ pråvarantasya 7) tvaritaµ

vå gacchantasya na k≈amati / ogu∫†hitakåyena na k≈amati / ohitahastena na

k≈amati / upånahår∑∂hena såm¥c¥karentena na k≈amati / jånukena vå jaµghåhi

10 vå vandituµ / atha khalu pådå vanditavyå / pådåµ va(27b4)ndantena jånitavyaµ

/ yadi kasyaci vra∫å bhavati / ga∫∂o vå pi†ako vå na dåni sahaså upp¥∂itavyaµ8)

/ atha khalu tathå vanditavyaµ / yathå na du˙khåpiye pådehi vandayantehi /

na dåni me∫∂hena9) viya åsitavyaµ pådehi vandayaµtehi / atha khalu

pratisaµmodayitavyaµ / svågatam åyu≈manto anurågatam åyu≈manto måsi

15 ßrånto må(27b5)si klånto pådåµ prak≈ålehi10) haståµ nirmmådehi vißramåhi

yadi tåva purebhakte ågato bhavati / purobhaktikena cchandayitavyo / deßakåle

ågato bhavati / bhaktak˚tyena ccha[nda]yitavyo vikåle ågato bhavati /

vekålikena cchandayitavyo / yadi tåvad vastukåmo bhavati / påtrac¥varaµ

pratisåmayitavyaµ vihårako uddißitavyo (27b6) atha dåni gantukåmo bhavati /

20 åha / anyatra gami≈yan ti / vaktavyaµ / gacchåhi tti evaµ pådå vanditavyå /

evaµ pratisaµmoditavyaµ na pratipadyati // åbhisamåcårikån dharmmån

atikråmati // A //

IV.5   Ms.27b6  (J.126.1);   Ch.510b28

25 (J.126) bhagavån ßråvastyåµ viharati vistare∫a nidånaµ k˚två te dåni

åyu≈manto ≈a∂varggikå˙ / g˚hi-ålåpena ålåpenti ambe atte bhåva bha††a11) tåta

1) J. salla‚. 2) J. haståµ. 3) J. tirmådentasya (misprint).

4) J. dh∑mam. 5) J. andhakåro. 6) J. adds [vå]. 7) J. adds [vå].

8) J. utp¥∂itavyaµ. 9) J. ßra≈†hena. 10) J. pak≈ålehi. 11) J. bhadda.

12) J. gho.

haµgho12) he he ho (27b7) kiµƒ bha∫as¥ti / etaµ prakara∫aµ bhik≈∑ bhagavato
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årocayeµsu / bhagavån åha / ßabdåpayatha ≈a∂varggikåµ te dåni ßabdåvitå˙1)

/ bhagavån åha / satyaµ bhik≈ava ≈a∂varggikå˙ / evaµ nåma y∑yaµ g˚h¥-

ålo(lå)pena ålåpayatha2) / åmba(ambe)3) atte4) bhåva bha††a5) tåta <a>haµgho6)

he he ho kiµ bha∫asi7) tti / åhaµsu / åma bhagavan

5 bhagavån åha / evaµ y∑yaµ g˚hi-ålåpena ålapetha / te(28a1)na hi na

k≈amati g˚hi-ålåpena ålapituµ tena hi pratisaµmoditavyaµ / åyu≈mån8) dåni

upål¥ kålajño velajño9) samayajño bhagavantam upasaµkramiya p˚cchati / kathaµ

bhagavaµ navakehi bhik≈∑hi sthavirå bhik≈∑ ålapitavyå / bhagavån åha /

ålape(ye)10) ti vå bhante ti vå åyu≈man<te> ti 11) sthaviro dåni bhagavantaµ

10 p˚cchati kathaµ bhagavåµ12) sthavirehi bhik≈∑hi navakå bhik≈∑ (28a2) (J.127)

ålapitavyå / bhagavån åha / nåmena vå gotre∫a vå / var≈ågre∫a vå e≈o dåni

bhik≈usya upådhyåyo vå åcåryo vå ßabdåpayati / nåyaµ k≈amati / g˚hi-ålapena

ålapituµ / haµgho he he tti / atha khalu nåmena vå gotre∫a vå ßabdåpayitavyo

/ tenåpi na k≈amati / g˚hi-ålapena vyåharttuµƒ / hå kiµ bha∫as¥ti / atha khalu

15 vaktavyaµ vandåmi upådhyåyaµ vå / (28a3) åcåryam vå kiµ å∫apehi13) tti /

kiµ karemi tti / v˚ddhatarako ßabdåpayati / nåyaµ k≈amati (14...hå nti(tti)...14)

pravyåharituµ / atha khalu vaktavyaµ / årye vå bhante vå åyu≈man ti vå kiµ
(15...a(å)∫apes¥ nti(tti)..15) kiµ karemi / e≈o bhik≈u måtaraµ 16) pitaraµ vå

bhagin¥m vå ßabdåpayitukåmo bhavati nåyaµ k≈amati ßabdåpayituµ / (17...ambe

20 tti...17) vå atte ti vå bha††e18) ti vå / atha kha(28a4)lu sålohite ti vå19) ßabdåpayitavyå˙

/ atha dåni bhik≈usya pitå vå bhagin¥ vå ßabdåpayati / nåyaµ k≈amati hå kiµ
(20...bha∫asi tti...20) pravyåharttuµ / atha khalu vaktavyaµ / sålohite kiµ å∫apesi

kiµ karemi21) / e≈o bhik≈u˙ / upåsakåµƒ vå dånapat¥nå(n¥)µ vå vihårasvåmin¥µ

vå ßabdåpitukåmo22) bhavati / nåpi k≈amati / ambe23) ti vå atte ti vå bha††e24)

25 (28a5) ti vå / atha khalu upåsake tti vå (25dånapatti ti25) (J.128) vå vihårasvåmini

1) R. ßabdåpitå˙. 2) J. ålåpatha. 3) J. amba. ; R.f.n. ambe.       4) J. atta.

5) J. bhadda. 6) Followed  R.f.n.; J. haµ gho.       7) J. bha∫as¥.      8) J. åyu≈man.

9) J. velåjño. 10) J. årye. ; R. ålaye. 11) J., R. adds [vå]. 12) J. bhagavaµ.

13) J. å∫apesi. 14) R. hån ti. 15) J. å∫apes¥tti. ; R.f.n. å∫apes¥ tti.

16) J. adds [vå]. 17) J. amveti. 18) J. bhadde. 19) J. <vå>.

20) J. bha∫as¥tti. 21) J. karomi. 22) Or ßabdåp[ay]itukåmo. ; J. ßabdåyitukåmo.

23) J. amve. 24) J. bhadde. 25) J. dånapati tti.

ti vå ßabdåpayitavyaµ / bhik≈∑ vå upåsakam vå dånapatim vå ßabdåpayitukåmo
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bhavati / nåpi k≈amati (1...bhåve tti vå bha††e ti...1) vå / åyu≈maµ tti vå / atha

khalu dånapatti ti(ti tti) vå bhik≈∑ vå tehi ßabdåpayati / nåyaµ k≈amati / hå

kiµ bha∫asi ti vyåharttuµƒ / atha khalu vaktavyaµ / så(28a6)lohita2) kiµ

å∫apesi / kiµ karomi tti / te ete[na]3) g˚hi-ålåpena4) ålapanti vå / pravyåharanti

5 vå / vinayåtikramaµ åsådayati / str¥ vå puru≈o vå mahanto bhavati / na dåni

måtåpit˚kaµ†hena ålapitavyå mahallako mahallaketi vå vaktavyå / atha dåni

koci5) p˚cchati / ko te upådhyåyo ko te åcåryo vå na dåni vaktavyaµ / asuko6)

åcåryo asuko7) (28a7) upådhyåyo / atha khalu vaktavyaµ / arthahetor nnåmaµ

g˚hnåmi8) / asuko9) me upådhyåyo asuko10) me åcåryo 11) ålapitavyaµƒ / evaµ

10 pravyåharttavyå(vyaµ/)12) na pratipadyati / åbhisamåcårikån dharmmån

atikråmati // A //

IV.6   Ms.28a7  (J.128.14); Ch.510c19

bhagavån ßråvastyåµ viharati / vistare∫a nidånaµ k˚två k≈atriyapar≈å

15 dåni sannipatitå kåryå∫i kari≈yåma nti(tti) te dåni åyu≈manto

nandanopananda(28b1)nå ågacchiya te≈åµ madhye ni≈a∫∫å˙ / te dåni / tehi

ni≈a∫∫ehi na pårenti kåryå∫i karttuµ 13) odhyåyanti / paßyatha bha∫e vayaµ

yeva sannipatitå karmmå∫i14) kari≈yåma nti(tti) / ime pi ßrama∫akå ågacchiya

madhye ni≈a∫∫å˙ / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ bhik≈∑hi15)

20 ßrutaµ / (J.129) bhik≈∑16) bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha / ßabdåpayatha

nandanopanandanåµ te dåni ßabdåpitå / bhagavån åha / satyaµ bhi(28b2)k≈avo

nandanopanandanå / evan nåma k≈atriyaparyå(≈å)ye sannipatitå kåryå∫i

kari≈yåma nti(tti) / y∑yaµ dåni gacchiya / te≈åµ madhye ni≈a∫∫å te dåni

tumbhehi ni≈a∫∫ehi na pårenti kåryå∫i karttuµƒ / te dåni odhyåyanti / paßyatha

25 bha∫e vayaµ yeva17) tåva ni≈a∫∫å kåryå∫i kåraya18) nti(tti) / ime pi ßrama∫akå

gacchiyå∫aµ19) madhye ni≈a∫∫å na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ

åhaµsu / åma / (28b3) bhagavan

1) J. amve tti vå atte tti vå bhadde tti. 2) J. sålohite. 3) J., R. ete.

4) J. g˚h¥‚. 5) J. keci. 6) J., R. amuko. 7) J., R. amuko.

8) J. g˚h∫åmi. 9) J., R. amuko. 10) J., R. amuko. 11) J. adds [evaµ].

12) J. pravåharttavyå. 13) J. adds [te dåni]. 14) J. kåryå∫i. 15) J. bhik≈uhi.

16) J. bhik≈u. 17) J. pica. 18) J. kari≈yåma. 19) J. [å]gacchiyå∫aµ.
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bhagavån åha / tena hi evaµ k≈atriyaparyå(≈å)ye kiñci kåryaµ bhavati /

na k≈amati gatågatasya / upasaµkramituµ / atha khalu ye tahiµ v˚ddhatarakå

k≈atriyå bhavanti / te tåva 1) allipitavyå vaktavyaµ / d¥rghåyu 2) k≈atriya-

paryå(≈å)ye imaµ ca kåryaµ all¥yåmi3) tti / yadi tåva te jalpanti bhante må

5 all¥patha nti(tti) na k≈amati all¥pituµƒ / atha (28b4) dåni jalpanti / all¥patha

nti(tti) / all¥pitavyaµ / nåpi k≈amati / cchatre∫a dhåryante 4) upånahåµhi5) vå

obaddhåhi6) k≈atriyaparyå(≈å)yam upasaµkramituµ / atha khalu ekånte7) cchatraµ

nik≈ipiya (8...upånahåyo muµciya...8) (J.130) tato all¥pitavyaµ / nåpi dåni

darßanopacåre nik≈ipitavyaµ / atha khalu pratik˚tyeva nik≈ipitavyaµ /

10 darßanapathe upasaµkrami(28b5)två na dåni vaktavyaµ / sukham bhavanto

sukhaµ mår≈a9) atha khalu årogyåpiya yåd˚ßaµ åsanaµ d¥yati / tåd˚ße åsane

upavißitavyaµ nåpi k≈amati / åsane k≈ipå(yå)dharmmam åpadyituµ / nåpi

k≈amati / te nindituµ / ye k≈atriyå kußalå bhavanti pråg eva te nairayikå

bhavant¥ti / atha khalu vaktavyaµ / k≈atriyå nåma y∑yaµ agro var∫∫o jye≈†ho

15 var∫∫o 10) (28b6) dvihi kulehi tathågatå arhanta  ̇samyaksambuddhå˙ / utpadyanti

/ k≈atriyakule vå bråhma∫akule vå / duve11) cakrå∫i dharmmacakraµ balacakraµ

ca / tavåhaµ  hitopasaµhåre∫a rak≈åvara∫aguptiye sukhaµ ca paya(phå)su<kha>ñ12) ca

viharåmi / kårya∆ k˚två13) utthåyåsanåto14) gantavyaµ / evaµ k≈atriyapar≈å

upasaµkramitavyå na pratipadyati / åbhisamåcårikån dharmmån atikråmati //

20 A //

IV.7   Ms.28b7  (J.130.13); Ch.511a4

(28b7) bhagavån ßråvastyåµ viharati vistare∫a nidånaµ k˚två

bråhma∫aparyå(≈å) dåni sannipatitå kåryå∫i kari≈yåmo ti / te dåni åyu≈manto

25 nandanopanandanå15) ågacchiyå∫aµ madhye ni≈a∫∫å te dåni tehi ni≈a∫∫ehi na

pårenti / kåryå∫i karttuµƒ / te dåni odhyåyanti / vayaµ yeca(va)16) tåva

ni≈a∫∫å kåryå∫i kari≈yåma nti(tti) / ime pi ßrama∫akå ågacchiyå∫aµ madhye

1) J. adds [pratik˚tyeva].     2) J. adds [asti me].     3) J. all¥påmi.     4) J. adds [na].

5) J. upånahåhi. 6) J. ovaddhåhi. 7) J. ekåntena.        8) J. upånahå omuµciya.

9) J. årya. 10) J. adds [ßra≈†ho var∫o]. 11) J. d∑ve.

12) J. phåsukaµ. This reading is better than Ms. Cf. Ch. 510c27-511a1. 13) J. katvå (misprint).

14) J. utthåyåsanato. 15) J. nandanå. 16) J. pi ca.

ni≈a(29a1)(J.131)∫∫å na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ / etaµ
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prakara∫aµ bhik≈∑hi ßrutaµ / bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha /

ßabdåpayatha nandanopanandåµ te dåni ßabdåpitå / bhagavån åha / satyaµ

bhik≈avo nandanopanandanå / evaµ nåma bråhma∫apar≈å sannipatitå kåryå∫i

kari≈yåma nti(tti) / y∑yaµ dåni te≈åµ gacchiyå∫aµ madhye ni≈a∫∫å te dåni

5 tumbhehi ni≈a∫∫ehi na påre(29a2)nti kåryå∫i karttuµƒ / te dåni odhyåyanti /

paßyatha bha∫e vayaµ yeva tåva ni≈a∫∫å kåryå∫i kari≈yåmo ti / ime pi

ßrama∫akå ågacchiyå∫a madhye ni≈a∫∫akå / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ

ßråma∫yaµ / åhaµsu / åma / bhagavan<a>

bhagavån åha / samyag1) bhik≈avo jano odhyåyanti tena hi evaµ

10 bråhma∫apar≈å upasaµkramitavyå / kin ti dåni 2) bråhma∫apar≈å

upasaµkramitavyå // etaµ dåni bhik≈usya kiµ(29a3)ci bråhma∫apar≈åyåµ

kåryaµ bhavati / nåyaµ k≈amati / gatågatasya bråhma∫apar≈åm upasaµkramituµ

/ atha khalu ye tahiµ bråhma∫amahattarakå bhavanti / te pratik˚tyeva

upasaµkramitavyå / d¥rghåyu asti me kiñcid bråhma∫apar≈åyåµ kåryaµ

15 all¥yåma3) nti(tti) / yadi tåva jalpanti / bhante må all¥yatha4) nti(tti) / na

k≈amati / all¥pituµ / atha dåni jalpanti all¥patha nti(tti) tato all¥pi(29a4)tavyaµ

/ nåpi dåni k≈amati / cchatre∫a vå dhåryantena upånahåhi 5) åbaddhåhi6)

(7...bråhma∫apar≈å åll¥pituµ...7) / atha kha[lu]8) cchatropånahåµ ekamante9) sthapiya

bråhma∫apar≈åyåm upasaµkramitavyaµ / nåpi dåni darßa∫opacåre nik≈ipitavyaµ

20 / atha khalu pratik˚tyeva (J.132) nik≈ipitavyaµ / darßanapathe upasaµkramitvå

na dåni vaktavyaµ / sukhaµ bhavanto sukhaµ må(29a5)r≈a10) atha khalu
(11...årogyåpayi(piya) två(yå)d˚ßaµ...11) åsanaµ labhyati tåd˚ße åsane upavißitavyaµ

/ nåyaµ k≈amati / åsane k≈¥yådharmmam åpadyituµ / atha khalu tå(yå)d˚ßaµ

åsanaµ d¥yati / tåd˚ße upavißitavyaµ / nåpi k≈amati te nindituµ / må∫avakasya

25 månahatasya ihaloke bh∑tasya kukku†o ß∑karo ßvåno ß˚gålo pañcamo

m∑≈a(29a6)ko nirayo12) ≈a≈†ho nti(tti) / atha khalu vaktavyaµ / bråhma∫a13)

nåma y∑yaµ agro var∫∫o jye≈†ho var∫∫o ßre≈†ho var∫∫o dvihi kulehi tathågatå

1) J. satyam.       2) J. adds [evaµ].       3) J. all¥påma.    4) Or all¥patha (?) ; J. all¥patha.

5) J. adds [vå]. 6) J. åvaddhåhi. 7) J. bråhma∫apar≈åm upasaµkramituµ.

8) J. kho.         9) Ms. ekamamante. The underlined letter is cancelled.            10) J. årya.

11) See Ms.28b5,29b4. ; J. årogyåpayitvå [yå]d˚ßaµ.       12) J. tirayo.       13) J. bråhma∫å.

arhanta˙ samyaksambuddhå˙ / loke utpadyanti / k≈atriyakule vå bråhma∫akule
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vå evaµ kåryaµ kariya gantavyaµ / evaµ bråhma∫apar≈åye pratipadyitavyaµ

/ na pratipadyati / åbhisamåcårikån dharmmån atikråmati // A //

IV.8   Ms.29a6   (J.132.12); Ch.511a16

5 bhagavån ßråvastyåm vi(29a7)harati g˚hapatipar≈å dåni sannipatitå /

kåryå∫i kari≈yåma nti(tti) / åyu≈manto nandanopanandanå ågacchiya te≈åµ madhye

ni≈a∫∫å / te dåni tehi ni≈a∫∫ehi na pårenti kåryå∫i karttuµ / te dåni

odhyåyanti / pasyatha1) bha∫e vayaµ ye[va]2) tåva sannipatitå kåryå∫i kari≈yåma

nti(tti) / ime pi ßrama∫akå madhye ågacchiyå∫aµ ni≈a∫∫å˙ / na≈†aµ bhra≈†aµ

10 kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ / etaµ (29b1) prakara∫aµ bhik≈∑hi ßrutaµ bhik∑

bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha / ßabdåpayatha nandanopanandå(da)nåµ

/ te dåni ßabdåpitå˙ / bhagavån åha / satyaµ bhik≈avo nandanopanandå(da)nåµ

/ evaµ nåma g˚hapatipar≈å sannipatitå kåryå∫i (3...kari≈yå(J.133)ma nti(tti) ...3) /

etad eva sarvvaµ bhagavåµ vistare∫a pratyårocayati / yåvat paßyatha bha∫e

15 vayaµ yeva tåva sannipatitå karmmå∫i (4...kara(ri)≈yåma (29b2) nti(tti)...4) / ime

pi ßrama∫akå ågacchiya madhye ni≈a∫∫å na≈†aµ bhra≈†aµ / kuto ime≈åµ

ßråma∫yaµ åhaµsu / åma bhagavan

bhagavån åha / tena hi evaµ5) g˚hapatipar≈å upasaµkramitavyå / kin ti

dåni g˚hapatipar≈å upasaµkramitavyå / etaµ dåni bhik≈usya g˚hapatipar≈åyåµ

20 kiñcit kåryam bhavati / na k≈amati / gatågatasya åll¥pituµ / atha khalu ye

tatra g˚hapatimahattarakå˙ bhavanti / (29b3) te prak˚tyeva6) te(tå)[va]

pratisaritavyå / vaktavyaµ / d¥rghåyu asti kiñci g˚hapatipar≈åyåµ kåryaµ /
(7...all¥yåma må...7) åll¥yåmo8) nti(tti) / yadi tåva jalpanti / bhante må åll¥patha9)

nti(tti) / na k≈amati åll¥pituµ / atha dåni jalpati10) / åll¥patha nti(tti) /

25 all¥pitavyam / nåpi k≈amati cchatre∫a 11) dhåryantena upånahåhi 12) åbaddhåhi13)

g˚hapatipar≈å upasaµkramituµ / atha khalu ekata(29b4)mante14) cchatropånahåµ

nik≈ipiya g˚hapatipar≈å upasaµkramitavyå / nåpi darßanopacåre nik≈ipitavyaµ

1) J. paßyatha. 2) J. pi. 3) J. kari≈yåmanti. 4) J. kari≈yåmanti.

5) J. ivaµ. 6) J. pra[ti]k˚tyeva. 7) J. <all¥påma / må>. 8) J. all¥påma.

9) J. all¥patha. 10) J. jalpanti. 11) J. adds [vå]. 12) J. adds [vå].

13) J. åvaddhåhi. 14) J. ekamante. 15) J. pra[ti]k˚tyeva.

/ atha khalu prak˚tyeva15) nik≈ipitavyaµ / darßanapathe upasaµkramitvå na
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dåni vaktavyaµ / sukhaµ bhavanto sukhaµ mår≈a1) / atha khalu årogyåpiya

yåd˚ßaµ åsanaµ labhyate tåd˚ße åsane upavißitavyaµ / (J.134) nåpi dåni

k≈amati / kutsitum vå pansitum2) vå g˚(29b5)hapatikå nåma y∑yaµ

tulåk∑†amånak∑†ehi divasaµ lokaµ mu≈aµtå3) åsatha / atha khalu vaktavyaµ ƒ /

5 sågarå (4...ca anagårå...4) ca ubhe5) anyonyanißritå

årågayanti6) / saddharmmaµ samyaksambuddhaµ deßitaµ //
(7...sågårå≈†raµ nagårå∫åµ...7) saµprayacchanti dak≈i∫åµ /

anågårå prag˚hnanti8) / pratisaµyamya9)  vinodanå /

ami≈acakraµ10) nißråya dharmmacakraµ pravarttat¥ti //

10 uktaµ cedaµ11) bhaga[va]tå 12) (29b6) bahukarå bhik≈avo bråhma∫ag˚hapatayo

/ yaµ vo pratyupasthitå / c¥varapi∫∂apåtaßeyyåsanaglåna-pratyaya-

bhai≈ajyapari≈kårehi tehi13) y∑yaµ nißråya tathågate brahmacaryaµ carathå14)

mahato oghasya ni˙sara∫årthaµ sarvve iti prav˚ttakå karttavyå / evaµ

kåryaµ kariya gantavyaµ / evaµ g˚hapatiyathå(par≈å) upasaµkramitavyå na

15 pratipadyati / åbhisamåcårikån dharmmån atikråmati // A //

IV.9   Ms.29b6  (J.135.1);   Ch.511a25

(J.135) bhagavån ßråvastyåµ vi(29b7)harati t¥rthikaparyå(≈å) dåni

20 sannipatitå kåryå∫i kari≈yåma nti(tti) / te dåni åyu≈manto nandanopanandanå
(15...te≈åµ gacchiyå∫aµ...15) madhye ni≈a∫∫å˙ / te dåni tehi ni≈a∫∫ehi na pårenti

kåryå∫i karttuµƒ / te dåni odhyåyanti / paßyatha bha∫e ca(va)yaµ yeva16)<µ>

tåva sannipatitå kåryå∫i (17...kari≈yåmo ti...17) / ime pi ßrama∫akå ågacchiya

madhye ni≈a∫∫å / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto ime≈åµ ßråma∫yaµ / (30a1) etaµ

25 prakara∫aµ bhik≈∑hi ßrutaµ / bhik≈∑ bhagavato årocayeµsu / bhagavån åha /

ßabdåpayatha nandanopanandanåµ / te dåni ßabdåpitå / bhagavån åha /

1) J. årya. 2) J. patsitum. 3) J. m∑≈aµtå. 4) J. ca’någarå.

5) J. ubho. 6) J. årådhayanti. 7) J. sågårå∫amanågårå.      8) J. prag˚hyanti.

9) J. pratisaµkhya. 10) J. åmi≈acakraµ. 11) J. cetaµ. 12) J. adds bahukaråti.

13) J. te hi.      14) J. caranti.    15) J. ågacchiyå∫aµ te≈åµ. This reading is better than Ms.

16) J. pi ca. 17) J. kari≈yåmatti.

satyaµ bhik≈avo nandanopanadanå evaµ nåma / t¥rthikapar≈å sannipatitå
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kåryå∫i kari≈yåmo nti(tti) / y∑yaµ då∫i gacchiyå∫a te≈åµ madhye ni≈a∫∫å /

tad eva sarvvaµ bhagavåµ vistare∫a pratyårocayati / na≈†aµ bhra≈†aµ kuto

ime≈åµ (30a2) ßråma∫yaµ åhaµsu / åma bhagavan

bhagavån åha / tena hi evaµ t¥rthikapar≈å upasaµkramitavyå / etaµ dåni

5 bhik≈usya kiµci t¥rthikapar≈åye kåryam bhavati / nåyaµ k≈amati / bhik≈u∫å

gatågåtasya t¥rthikapar≈å upasaµkramituµ / atha khalu pratik˚tyeva tåva

v˚ddhatarakå pratisaritavyå / vaktavyaµ åyu≈maµ asti me kiñci t¥rthikapar≈åye

kåryaµ åll¥påma1) (2...må åll¥yåmo<tha>...2) nti(tti) / yadi (30a3) tåva jalpanti /

må åll¥(J.136)patha nti(tti) / na k≈amati all¥pituµ / atha dåni jalpanti /

10 all¥patha nti(tti) / upasaµkramitavyaµ / yåva na dåni k≈amati / åsane

k≈ipå(yå)dharmmam åpadyituµƒ / atha khalu yåd˚ßaµ [åsanaµ] labhyate /

tåd˚ßo upavißitavyaµ / nåpi k≈amati / kutsitum vå paµsitum3) vå aßråddhå4)

t¥rthikå˙ / ahr¥kå5) t¥rthikå˙ / anotråpino t¥rthikå˙ / mithyåd˚(30a4)≈†ikå

t¥rthikå˙ / kusidå6) h¥nåv¥ryå7) t¥rthikå˙ / du˙prajñå t¥rthikå˙ / atha khalu

15 evaµ vaktavyaµ / sarvvåßråmi∫ånopavåde kadåci traividyapråptå˙ bahußrutå

yasya praßaµså tam anupraßaµße8) te≈åµ gu∫am eva vadena9) do≈anti / vaktavyaµ

/ du≈karaµ g˚hili∆gåparityågo10) du≈karaµ vastisaµyamo du≈karam ara∫yavåso

evaµ kåryaµ kariya gantavyaµ / evaµƒ (30a5) t¥rthikapar≈å upasaµkramitavyå

na pratipadyati / åbhisamåcårikån dharmmån atikråmati // A //

20

IV.10  Ms.30a5  (J.136.12); Ch.511b3

bhagavån ßråvastyåm viharati / etaµ dåni bhik≈usya åryaparyå(≈å)ye

kåryam bhavati / nåyaµ k≈amati / gatågatasya v˚ddhåntam ukkasituµ11) / atha

khalu prak˚tyeva12) tåva upådhyåyo vå åcåryo vå åmantrayitavyo vaktavyaµ /

25 upådhyåyåcåryå13) saµghasya ma(30a6)dhyaµ 14) me kiñcit kåryaµ (J.137)

åll¥yåmi15) / må all¥yåmi15) tti / upådhyåyena vå åcårye∫a vå jånitavyaµ / yadi

1) Or all¥yåma. 2) J. omits. 3) J. patsituµ. 4) J. aßraddhå.

5) J. ahv¥kå. 6) Read as J. kus¥då. 7) Read as J. h¥nav¥ryå.

8) Read as J. anupraßaµse. 9) J. vade na.            10) J. g˚hili∆gaparityågo.

11) J. upasaµkramituµ.      12) J. pra[ti]k˚tyeva.      13) J. ‚åcårya. 14) J. adds [asti].

15) J. all¥påmi.

tåva so bhavati / usre∫ako vå pravarddhako vå anarthaka(ku)ßalo vå /
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abhin¥hårakußalo1) vå kalahakårako vå bha∫∂anakårako vå bhå≈yakårako vå /

adhikara∫iko2) vå vaktavyaµ / må all¥yåhi3) tti / atha dåni so bhavati /

bhadrako gu∫avån / anuddhato ßik≈å(30a7)kåmo anuk∑lo anunna∂o4) acapalo

p˚cchitavyo5) kiµ kåryaµƒ / åha / asukam6) vå asukam7) vå tena jånitavyaµ /

5 yadi tåva tasya dugraho vå8) vaktavyaµ / må all¥ya9) atha dåni tasya saµgraho10)

bhavati vaktavyaµ / åll¥ya11) nti(tti) / all¥pitavyaµ / all¥ya12) v˚ddhåntåto

prabh˚ti sarvve≈åµ pra∫åmo (13...karttavyå / yå...13) v˚ddhatarakå yåvad v˚ddhåntaµ

ukkasiyå∫aµ saµghasthaviro p˚cchitavyo / a(30b1)sukaµ14) me kåryaµ jalpåmi

tti / saµghasthavire∫a jånitavyaµ / yadi tåva tasya dugraho bhavati / so ca

10 bhik≈u bhavati / kalahakårako bha∫∂anakårako bhå≈yakåro adhikara∫iko vå

vaktavyaµ / må jalpåhi tti kasya15) tvaµ bhik≈∑∫åµ samagrå∫åµ sahitånåµ

saµmodamånånåµ avivadamånånåµ16) ekoddeßakånåµ k≈¥rodak¥bh∑tånåµ

ßåstu˙ ßåsanaµ d¥payamånånåµ sukhañ ca (17...phåsu(30b2)ñ ca...17) viharantånåµ

kalahajåto bha∫∂anajåto vigrahavivådåpanno viharanto saµghe karkaßåni

15 adhikara∫åni (J.138) utpådayasi må jalpåhi tti / atha dåni tasya sugraho

bhavati / so ca bhik≈u bhavati / bhadrako gu∫avån ßik≈åkåmo anuddhato

anunna∂o18) acapalo amukharo apragalbho aprak¥r∫∫avåco saµghasthavire∫a

vaktavyaµ / åyu≈man jalpatha yathådharmmaµƒ (30b3) yathåvinayaµ yathåßåstu˙

/ ßåsanaµ ti tena kåryaµ saµghamadhye årocayitavyaµ / saµghena tat

20 kåryaµ dharmme∫a vinayena ßåstu˙ ßåsanena vyupasamayitavyaµ / vyupaßåntaµ

kariya so bhik≈u p˚cchitavyo åyu≈man kiµ vyupaßåntaµ etaµ kåryaµ yadi

tåva åha / vyupaßåntaµ vaktavyaµ / åyu≈man sarvve19) tvaµ etaµ kåryaµ

samagre∫a saµghena saµvyupaßåntaµ (30b4) puna˙ karmmåya utkho†ayasi20)

puno cåsmi par≈a upasaµkramesi / saµgho te uttari upapar¥k≈i≈yat¥ti21) /

25 yathåsukhaµ kariya gantavyaµ evaµ åryapar≈å upasaµkramitavyå na

pratipadyati / åbhisamåcårikån dharmmån atikråmati // A //

1) J. [an]abhin¥hårakußalo.   2) J. adhikara∫o. ; J. suggests adhikara∫iko in the f.n.

3) J. all¥påhi. 4) Read as annunato.          5) J. p˚cchatavyo (misprint).

6) J. amukam. 7) J. amukam. 8) J. [bhavati]. 9) J. all¥pa.

10) Or saµ(su)graho. ; J. sugraho. 　 11) J. all¥pa. 12) J. all¥pa[nto].

13) Or karttavyå / yå(yo). ; J. karttavyo / ye. 14) J. amukaµ. 15) J. kasmå.

16) J. avivådamånånåµ.       17) J. phasu.          18) Read as J. annunato.

19) J. sarvaµ. 20) J. utkhosyasi. 21) J. upav¥k≈i≈yat¥ti.
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uddånaµ //

evaµ ågantukehi pratipadyitavyaµ /

evaµ nevåsikehi1) pratipadyitavyaµ /

evaµ pådå vanditavyå /

5 evaµ (30b5) sammoditavyaµ /

evaµ ålapitavyaµ /

evaµ pravyåharttavyaµ /

(J.139) evaµ k≈atriyapar≈å upasaµkramitavyå /

evaµ bråhma∫apar≈å upasaµkramitavyå /

10 evaµ g˚hapatipar≈å upasaµkramitavyå /

evaµ t¥rthikapar≈å upasaµkramitavyå /

evaµ åryapar≈å upasaµkramitavyå //

1) J. nivåsikehi.

caturtho vargga˙ //
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Key Map of the A1Suzuki font.

Dead keys

Character Key Examples

5  ¡ Op+1 ¡A ¡E

 ª Op+9 ªå (Op+9, Op+a) ª∑ ª®

 À Op+`, A ÀA

 ™ Op+2 ™a

 £ Op+3 £A £E

10   • Op+8 å• (Op+a, Op+8) ∑• ®•

 ¢ Op+4 ¢a ¢o ¢u

 ∞ Op+5 ∞O ∞E

 ∏ Op+Sh+p ∏å ∏∑ ∏ø

 π Op+p πu πa π· πo πe

15  § Op+6 §A §E

 õ Op+n, o õ˚

 º Op+0 ºe

 › Op+Sh+4 ›A ›E

 ¨ Op+Sh+u (¨a)

20 ÿ Op+u, y ÿS ÿC ÿJ

 … Op+; …s …c

 Ú Op+Sh+; aÚ·(a, Op+Sh+;, Op+Sh+9) aÚu aÚr

 Ù Op+`, U Ùy Ùv

Ã Op+n, A ÃA

25 ± Op+Sh+= ±å ±∑ ±º· ±®

 ã Op+n, a ãa ã· ãu ãe ão

 ◊ Op+Sh+v å◊i  å◊u

 ƒ Op+f kƒ (k, Op+f) tƒ dƒ

 ÷ Op+/ ÷r ÷l

30

Sanskrit characters
å Op+a ¥ Op+y ∑ Op+w ˚ Op+k
® Op+r ¬ Op+l µ Op+m ≤ Op+,
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˙ Op+h  Op+Sh+k Ò Op+Sh+l Ùy Op+`, U, y
Ùv Op+`, U, v
Å Op+Sh+a ˆ Op+Sh+i „ Op+Sh+w ‰ Op+Sh+R
É Op+e, E Ê Op+i, E Â Op+Sh+M Ó Op+Sh+h

5 ˜ Op+Sh+n
† Op+t ∂ Op+d ∫ Op+b ∆ Op+j
ñ Op+n, n ß Op+s ≈ Op+s
ˇ Op+Sh+t Î Op+Sh+d ı Op+Sh+b Ô Op+Sh+j
Ñ Op+n, N

10 ¯ Op+Sh+, ¿ Op+Sh+/ Á Op+Sh+y Ì Op+`, I

Tibetan
Ω Op+z ¸ Op+Sh+z

15 Påli
πe Op+p, e πo Op+p, o ∞E Op+5, E ∞O Op+5, O

Mongorian
© Op+g ≥ Op+. …s Op+;, s …c Op+;, c

20 ˝ Op+Sh+g ÿJ Op+u, y, J ÿS Op+u, y, S ÿC Op+u, y, C

Symbols
⁄ Op+Sh+1 ‹ Op+Sh+3 ‡ Op+Sh+7 ° Op+Sh+8
‚ Op+Sh+0 ≠ Op+= Õ Op+n, O ˘ Op+Sh+.

25 “ Op+[ ” Op+Sh+[ ‘ Op+] ’ Op+Sh+]
— Op+Sh+-   ¤   Op+Sh+2, Sp, Sp    -–  -, Op+-      ¤-–  Op+Sh+2, -, Op+-

In the Italic, following characters are changed.
 ¤    Op+Sh+2 > ¤ ≠  Op+=  > ≠ @  @ > @ $  $  > $

30 %  %  > %

French
á Op+e, a é Op+e, e í Op+e, i ó Op+e, o
ú Op+e, u à Op+`, a è Op+`, e ì Op+`, i

35 ò Op+`, o ù Op+`, u â Op+i, a ê Op+i, e
î Op+i, i ô Op+i, o û Op+i, u ç Op+c
£A Op+3, A £E Op+3, E » Op+Sh+\ £O Op+3, O
£U Op+3, ¡A Op+1, A ¡E Op+1, E « Op+\
¡O Op+1, O ¡U Op+1, U §A Op+6, A §E Op+6, E

40 È Op+`, E §O Op+6, O Û Op+i, U Ç Op+Sh+c
æ Op+' Æ Op+Sh+' œ Op+q Œ Op+Sh+q
ï Op+u, i ü Op+u, u ë Op+u, e
Ï Op+u, I Ü Op+u, U ›E Op+Sh+4, E
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German
ä Op+u, a ö Op+u, o ü Op+u, u √ Op+v
›A Op+Sh+4, A Ö Op+u, O Ü Op+u, U

5 Ä Op+u, A “ Op+[

Others
πu Op+p, u Ÿ Op+u, Y Ë Op+u, E
fi Op+Sh+5 fl Op+Sh+6

10

* Op : Option Key Sh : Shift Key



Key Map

å Op+a ¥ Op+y ∑ Op+w ˚ Op+k

® Op+r ¬ Op+l µ Op+m ≤ Op+,

˙ Op+h  Op+Sh+k Ò Op+Sh+l Ùy Op+`, U, y

Ùv Op+`, U, v

Å Op+Sh+a ˆ Op+Sh+i „ Op+Sh+w ‰ Op+Sh+R

É Op+e, E Ê Op+i, E Â Op+Sh+M Ó Op+Sh+h

˜ Op+Sh+n

† Op+t ∂ Op+d ∫ Op+b ∆ Op+j

ñ Op+n, n ß Op+s ≈ Op+s

ˇ Op+Sh+t Î Op+Sh+d ı Op+Sh+b Ô Op+Sh+j

Ñ Op+n, N

¯ Op+Sh+, ¿ Op+Sh+/ Á Op+Sh+y Ì Op+`, I

 ƒ Op+f

* Op : Option Key Sh : Shift Key
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